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1.川 内地区全景 (南東上空から)

2.仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 4地点調査区全景 (東から)
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4.仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 4地点 2号池埋± 4・ 5層 出土の陶磁器・土器 (17世紀末～18世紀前葉)



5,仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 4地点 1号井戸 。3号井戸出上の陶磁器・土器 (18世紀)

翅

6.仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 4地点10号土坑出上の陶磁器・土器 (18世紀末～19世紀前半)
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7.武家屋敷跡第 4地点出上の中国産陶磁器 (明末)
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9.武家屋敷跡第 4地点出上の肥前産色絵磁器 (17～ 18世紀)

8.武家屋敷跡第 4地点出上の後赤壁之賦文鉢 (清初)

10.武家屋敦跡第 4地点出上の近世漆紙文書

11.武家屋敷跡第4地点出上の地鎮に使われたかわらけと古銭  12.武家屋敷跡第 4地点出上の茶道具

鶴部暮塊
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14.武家屋敷跡第 4地点出上の土人形・土製玩具
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東北大学の川内キャンパスは、南キャンパスが仙台城二の丸跡に、北キャンパスが武家

屋敷跡にあたる。二の丸跡については、15年に亘る東北大学の埋蔵文化財調査によって、

様々な建物、庭園の跡、井戸・水路跡 といつた各種の仙台城中枢施設の遺構群が明らかに

されてきた。また、陶磁器や漆器、装身具・化粧具、金属製品 といった多様な文化財が発

掘され、二代藩主伊達忠宗以後の仙台城中枢である二の丸における建物の機能、性格、そ

の変遷の解明が進められてきた。 また、二の丸における藩主を中心 とした公、私的生活の

あり方についても様々な新資料が提示されてきた。

本年報は、北キャンパスの武家屋敷跡における貴重な調査成果が中心 となった。宮城県

図書館、仙台市博物館、斎藤報恩館に所蔵されている仙台城下絵図には、仙台城本丸・ 二

の丸 とともに、現在の川内北キャンパスの位置に多数の武家屋敷が描かれている。 これま

での北キャンパスでの小規模調査で、この地区の地下に武家屋敷の建物跡、苑池、井戸跡、

溝などが埋没、保存されていることが予想されてきたが、今回、武家屋敷跡の具体的な姿

を明らかにすることができた。

課外活動施設新営に伴 う調査で、1000m2を超す広い範囲が対象 となり、 この武家屋敷地

1区画分が発掘された。調査の結果、藩主の居城である二の丸跡における調査を補完する

重要な成果を多数 うることができた。また、本丸、二の丸、三の丸、そしてこれを取 り巻

く武家屋敷群が、それぞれきわめて有機的に結びついて機能 していることを明らかにする

ことができた。また、陶磁器や生活資材などの物質文化についても、二の丸跡資料 と本遺

跡の資料を比較、研究することではじめてその文化内容を正 しく理解できるものとなった。

武家屋敷の大規模な遺構群は、よく地下に保存されていた。その調査で、藩政を支えた

上、中級藩士屋敷の規模、構造、そしてその生活の内容を具体的に捉えることができた点

は大 きな成果である。

この調査で、南キャンパスの二の丸跡 とともに、北キャンパスの武家屋敷跡 もかけがえ

のない埋蔵文化財であることがあらためて確認できた といえる。二の丸跡 とともに、 この

地区の埋蔵文化財についても、今後 よリー層入念な調査を進め、東北大学における研究・

教育環境の整備の中で、可能な限 りその保護 と活用に努力 してい くことが必要 といえる。

青葉山の調査では、理学部研究棟の新営に伴 う調査が1994年 にひきつづいて行われた。

建物建設予定地の広い範囲を調査 した結果、細文時代早期集落のひろが りが確定 した。 2

回の調査で、細文時代早期のムラの全体像がほぼ解明されたことになる。

これらの貴重な調査成果が、近世城郭、伊達藩研究など近世史研究、日本先史時代研究

に新たな資料 として活用されることを心から期待 したい。

調査の実施 と報告書の作成にあたっては、施設部をはじめ、学生部 。理学部など関係部

局には多大な支援 と協力をいただいた。関係各位に心から謝意を表する次第である。

東北大学埋蔵文化財調査研究センター

センター長 須 藤  隆
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1.本年報は、東北大学構内において、東北大学埋蔵文化財調査研究センターが1995年度に行った遺跡調査、な

らびに研究成果をまとめたものである。

2.報告される遺跡と略号、調査期間、調査担当者は以下の通 りである。

仙台城二の丸跡第11次調査地点 (NMll)

試掘調査 1992年 9月 14日～10月 29日 藤沢敦・関根達人

本調査  1995年 10月 30日 ～■月30日 藤沢敦 。関根達人

仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 4次調査地点 (BK4)

試掘調査 1985年 11月 19日～11月 25日 梶原洋

本 調 査 1994年 8月 1日～12月 24日  1995年 3月 1日 ～ 8月 31日 藤沢敦 。関根達人・菊池佳子

青葉山遺跡E地点第 4次調査 (AOE4)

本 体 部 分 1995年 7月 24日 ～12月 15日 藤沢敦・関根達人・菊池佳子

搬入路部分 1996年 3月 1日～ 4月 2日 関根達人・菊池佳子

3。 調査・整理作業は、東北大学埋蔵文化財調査研究センターが行った。

4.本年報の編集は、須藤隆の指導のもとに、藤沢敦・関根達人・奈良 (旧姓菊池)佳子が担当した。

5。 本文は、須藤隆 。藤沢敦・関根達人・奈良佳子・玉橋さやか (東北大学者古学研究室研究生)が分担執筆し

た。本文執筆分担は、以下のとおりである。

第Ⅲ章 5(1)①、 8:須藤隆

第 I章、第H章、第Ⅲ章 1～ 4、 7(1):藤沢敦

第Ⅲ章 5(2)①～③・⑥～③、 7(2):関根達人

第Ⅲ章 5(1)③・④、(2)④・⑤、 7(3)、 第Ⅳ章(4(3)以 下):奈良佳子

第Ⅲ章 5(1)②、第Ⅳ章 4(3):玉橋さやか

また、第Ⅲ章の自然科学的分析については、以下の方々に分析を依頼し、原稿をいただいた。

第Ⅲ章 6。 (1)花粉分析・プラントオパール分析 :古環境研究所

第Ⅲ章 6。 (2)植物遺存体 :内藤俊彦氏 (東北大学大学院理学研究科附属植物園)

英文要旨については、関根達人が作成し、阿子島香氏 (東北大学文学部)に校訂していただいた。

6.研究編には、北野信彦氏 (く らしき作陽大学)に よる、仙台城二の丸跡出土漆器の分析結果を掲載した。

7.発掘調査および整理・報告書作成にあたっては、以下の方々や関係機関から御指導・御協力を賜った。記し

て感謝申し上げる (敬称略)。

大橋康二 (佐賀県教育庁文化課)、 仲野泰裕・井上喜久男 (愛知県陶磁資料館)、 藤沢良祐 (瀬戸市埋蔵文化

財センター)、 中野晴久 (常滑市民俗資料館)、 加藤真司 (土岐市美濃陶磁歴史館)、 堀内秀樹、安芸毬子。青

山正昭・大貫浩子 (東京大学埋蔵文化財調査室)、 石田義光 (東北学院大学)、 鈴木功 (白河市教育委員会)、

井上雅孝 (滝沢村役場)、 進藤秋輝 (宮城県教育庁文化財保護課)、 本田泰貴 (東北陶磁文化館)、 今泉隆雄 (東

北大学文学部)、 蟹沢聡史、松本秀明 (東北大学大学院理学研究科)、 飯淵康― (東北大学大学院工学研究科)、

中川学 (東北大学百年史編纂室)、 永田英明 (東北大学記念資料室)、 鈴木拓也 (日本学術振興会特別研究員)、

氷見淳哉 (東北大学文学部考古学研究室)

瀬戸市埋蔵文化財センター、土岐市美濃陶磁歴史館、東京大学埋蔵文化財調査室、仙台市教育委員会、仙台

市博物館、東北大学文学部日本史研究室、東北大学文学部考古学研究室

8.出土遺物・調査記録は、東北大学埋蔵文化財調査研究センターで保管・管理している。
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1.方位は、真北に統一してある。

2.図 1と 図 2は、それぞれ国土地理院作成の、 2万 5千分の 1地形図「仙台西北部」と「仙台西南部」、 1万分

の 1地形図「青葉山」を使用した。

3.川 内地区の仙台城二の丸跡、および北方の武家屋敷地区にあたる地域の地形測量図は、仙台市教育委員会の

作成による「仙台城跡地形図」 (縮尺500分 の 1)を使用した。

4.遺物の実測図および写真の縮尺はそれぞれに示した。

5。 引用 。参考文献は、第Ш章 6。 自然科学的分析を除いては、巻末にまとめた。また本文中で、東北大学埋蔵

文化財調査年報を引用する場合は、年報 1と いう形で略記した。

6.挿図中のスクリーントーンは、特に指示しないものについては、以下の通 りである。

遺構断面図 木材 :降鸞翻   礫 :■ 4ⅢⅢ   コンクリー ト :十二 ▼封

遺物実測図 全体   煤状付着物 :臓鷲爛

磁器     青磁釉 :ⅢⅢⅢi   瑠璃釉 :籐線観   鉄釉 :醸郡螂

発掘調査参加者

青井恭子 声野徳松 声野ヒデ子 石井忍 石井みゆき 石田公子 石田純子 石堂祐子 伊藤大介

稲津裕司 猪倶亜矢 今泉八重子 上野美子 歌川喜恵子 内海薫 梅沢みえ 大内孝子 大内松夫

大久保聡彦 太田すゑ子 太田はるよ 大谷基 大塚玲子 大友泰子 大野太輔 大本麻美 奥田美津子

小関満知子 小沼善太郎 小野さよ子 小野寺史郎 小山久美子 織茂麻木子 川添裕幸 神田和彦

菅野春枝 岸本さち 菊地和江 工藤将樹 熊谷宏靖 小鹿崇司 後藤真希子 後藤靖子 斉藤美穂

佐伯晴子 佐伯史子 笹川秀寿 佐々木きみ子 佐々木陽子 佐々木好夫 佐藤ケイコ 佐藤としゑ

佐藤 とみ子 佐藤路子 佐藤由加 佐藤良正 澤田理恵 渋谷絵理 庄司明美 菅谷芳幸 菅原千絵

鈴鹿修 鈴鹿久子 鈴木貴美子 鈴木健太郎 鈴木寿幸 鈴木博子 鈴木友香 鈴木由美 鈴木ヨシノ

勢藤力 太子夕佳 高橋和子 高原要輔 竹内美江子 田中スエ 谷春佳 谷口幸範 田原由男 千葉あけみ

千葉奈美 土屋みどり 独古史恵 戸津奈央子 中鳴祐介 新本雅子 西川尚子 丹羽美智子 針生せつ子

半谷美佐江 廣田英一郎 福田清彦 藤田直行 藤田光男 辺見貞子 本多百合子 真嶋剣 松澤香理

三上剛 武藤信子 武藤初美 谷津 ミツ子 山本亮 若山恭輔 和田潤子 工小炭

整理作業参加者

青井恭子 今泉八重子 大塚玲子 後藤真希子 古山友子 庄司明美 鈴木綾 白石浩子 玉橋さやか

千葉直樹 千葉直美 橋本千晶 平井真理
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東北大学埋蔵文化財調査研究センター設置規程
(平成 6年 5月 17日 規第56号)

(設置)

第一条 東北大学 (以下「本学」という。)に、東北大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)

を置 く。

(目 的)

第二条 センターは、本学の施設整備が円滑に行われるために、構内の埋蔵文化財に関する調査及び研究を行い、

併せて資料の保管及びその活用を図ることを目的とする。

(職員)

第二条 センターに、センター長、調査研究員及びその他の職員を置 く。

2 センター長は、本学の専任の教授をもって充て、総長が命ずる。

3 センター長は、センターの業務を掌理する。

4 センター長の任期は、二年とし、再任を妨げない。

5 調査研究員は、本学の専任の教官をもって宛て、総長が命ずる。

6 調査研究員は、センターの業務に従事する。

(運営委員会)

第四条 センターに、センターの組織、人事、予算その他運営に関する重要事項を審議するため、東北大学埋蔵

文化財調査研究センター運営委員会 (以下「委員会」という。)を置 く。

(組織)

第五条 委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。

一 東北大学施設整備委員会各地区協議会の協議員 各一名

二 発掘調査に関連のある専門分野の教授又は助教授 若干名

三 発掘調査地に関連のある部局の教授又は助教授で、その都度委員長が指名するもの

四 施設部長

(委員長)

第六条 委員長は、センター長をもって充てる。

2 委員長は、必要があると認めるときは、委員会の同意を得て、委員以外の者を委員会に出席させ、議案に

ついて、必要な説明をさせ、又は意見を述べさせることができる。

(専門委員会)

第七条 委員会に、埋蔵文化財の発掘調査に関する専門の事項を調査審議させるため、専門委員会を置 く。

2 専門委員会は、委員長及び次の各号に掲げる専門委員をもって組織する。

一 調査研究員

二 発掘調査に関連のある専門分野の教授又は助教授 若干名

三 施設部企画課長

四 発掘調査地に関連のある部局の事務部の長

3 委員長は、センター長をもって充てる。

(委嘱)

第八条 第五条第一号から第二号までに掲げる委員並びに前条第二項第二号及び第四号に掲げる専門委員は、総

長が委嘱する。



(幹事)

第九条 委員会に幹事を置き、施設部企画課長をもって充てる。

(事務)

第十条 センターの事務は、当分の間、事務局施設部において処理する。

(雑則)

第十一条 この規程に定めるもののほか、センターの組織及び運営に関し必要な事項は、センター長が定める。
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第 I章 1995年度調査の概要

1.は じめに

東北大学には、仙台市内の各キャンパスに力日えて、多くの研究施設がある。これらの各地区構内には、多 くの

埋蔵文化財が存在し、特に川内地区は近世の仙台城二の丸跡と武家屋敷跡にあたり、青葉山地区には旧石器時代

から古代の遺跡が存在する (図 1)。

東北大学構内の埋蔵文化財については、1983年度に東北大学埋蔵文化財調査委員会が組織されて以降、その実

務機関である埋蔵文化財調査室が、その調査の任にあたってきた。1994年度からは、埋蔵文化財調査委員会を改

組し、学内共同利用施設 としての埋蔵文化財調査研究センターが設置され、調査委員会の事業を引き継いでいる。

1995年度においても、川内地区。青葉山地区で調査が行われ、新たな資料を提供することとなった。本年報は、

これらの調査研究の成果についてまとめたものである。

2.埋蔵文化財調査の概要

1995年度は、川内地区・青葉山地区・富沢地区において、本調査3件、立会調査6件の、合計9件の調査を実

施した (表 1)。

(1)川内地区の調査

川内地区では、本調査 2件、立会調査 4件を実施した (図 3)。

仙台城二の丸跡第11地点は、植物園本館新営に伴う調査である。ここでは、1992年度に試掘調査を実施してい

る。その後の建築計画の具体化によって、新築される建物基礎で削平される範囲が僅かとなったため、工事で削

平される部分のみを本調査の対象とした。また、付帯施設部分については、立会調査で対処している。これにつ

いては、1992年度の試掘調査結果をあわせて、本年報の第H章で報告する。

仙台城二の丸北方武家屋敷閉第 4地点は、課外活動施設新営に伴う調査である。前年度の 8月 から調査を開始

しており、厳寒期の 1・ 2月 は調査を中断したが、 2ヶ 年にわたる調査となった。これについては、1985年度の

試掘調査を合わせて、本年報の第Ⅲ章で報告する。

立会調査 としたものの内、ATMネ ットワーク整備に伴う調査は、一部青葉山地区も含んでいる。具体的なエ

事はケーブルの埋設で、掘削深度もさほど深 くなく面積も狭いため、立会調査 とした。女子便所取設は、川内北

地区のB講義棟北側で、これまでの周辺の立会調査によって、かなり削平を受けていることが確実な場所であっ

たため立会調査とした。川内南地区環境整備は、道路の中央分離帯設置・舗装改修や外灯改修などの工事であっ

表 1 1995年度調査概要表
Tab l  Excavations on the campus in he fiscal year 1995

調 査 の種 類 調  査  地  点  (略号 , 原 因 調 否 4H間 面  積 時  drR

本 調 査 仙台城二の丸跡第11地点(NM■ )

埋 写 部 阿属 植 留 園

本 館 新 営

10/30。 31、  11/27-30
12/8-4/11

351m2 近世

仙 台 城 二 の丸 呵ヒ万 式 家 屋 敷 顔

第 41111点 (BK4)
課外活動施設新営

3/1～ 8/31、

12/18～ 4/10
1 143nΥ

返 世・純 又・

珠 4・ 古 代

青 葉 山損 跡 E地 点第 4次調 査 部研 今 実験 模 新 営 7/24-12/15、  3/1- 1 3801n2 縄 文 (早・晩 )

立 会 調 査 川 内地 区・ 青 葉 山地 区 (951 TMネ ッ トワー ク取 設

川 内北 地 区 B講義 標 北 側 (952) 〔子 便 所 取 設 1/11

言沢 地 区原 子 核 理 学俳 究施 設 (953, ビー ム偏 向室 取 設

川内南地区(954 環 境 整 備 1-25
サキ1内 北 llL ttB200教

=南
狽1(955) パラボラアンテナ取譜 ～25
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1:仙台城跡 2:川 内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青葉山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点
6:青葉山遺跡A地点 7:青葉山遺跡D地点 8:声ノロ遺跡 9:片平仙台大神官の板碑 10:燭六大日如来の碑
11:葛岡城跡 12:郷六城跡 13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松 ヶ岡遺跡
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図 1 東北大学と周辺の遺跡
Fig l  Archaeological sites and Tohoku University



図 2
Fig 2

仙台城 と二の丸の位置
Distribution of Sendai Castle
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た。外灯改修も、既存外灯を同じ位置で取 り替える形となり、大きな掘削を伴なう工事は、ほとんどなかったた

め立会調査 とした。パラボラアンテナ取設は、近代以降の大規模な盛上が施されている場所であつたため、立会

調査とした。いずれの調査においても、江戸時代の層位まで影響が及ぶような部分は認められなかった。

12)青葉山地区の調査

青葉山地区では、本調査 1件、立会調査 1件を実施した (図 4)。

本調査を実施したのは、理学部研究実験棟新営に伴う、青葉山遺跡E地点第 4次調査である。この理学部研究

実験棟は、 3期に分けて工事を行う計画で、今回は、その 1期工事区域の調査である。調査地点は、前年度に実

施した青葉山遺跡E地点第 3次調査の西側に隣接する場所である。第 3次調査では、縄文時代早期後葉の貝殻条

痕文土器や石器が大量に出上した他、同時期の竪穴住居などが検出されている。今回の調査でも、縄文時代早期

の遺物が出上したほか、縄文時代晩期の遺物 も出上した。これについては、本年報の第Ⅳ章で報告する。

立会調査を行ったのは、ATMネ ットワーク整備に伴うもので、遺構 。遺物は検出されていない。

(3)富沢地区の調査

富沢地区では、立会調査 1件を実施した。

富沢地区には、理学部附属原子核理学研究施設が置かれているが、この実験施設に付随するビーム偏向室を設

置するのに伴なう調査である。工事予定場所は、本体の実験施設建設時の余掘 りで掘削を受け、さらに大規模な

盛上がなされている場所であったため、立会調査 とした。調査の結果、遺構・遺物は発見されていない。

3.そ の他のセ ンターの活動

武家屋敷跡第 4地点の調査では、調査成果の概要が固まった 7月 1日 に現地説明会を開催し、100名 あまりの参

加を得た。またこれに先だつて、報道機関に対して調査成果の発表を行っている。この武家屋敷跡第 4地点につ

いては、東北史学会 と宮城県遺跡調査成果発表会で、調査成果の概要を発表した。日時・題目。発表者などは下

記の通 りである。

東北史学会 10月 1日 於 :岩手大学

発表題目「仙台城北方武家屋敷地区の調査」発表者 :菊池佳子

宮城県遺跡調査成果発表会 12月 9日 於 :多賀城市文化センター

発表題目「仙台城二の丸北方武家屋敷地区第 4次調査」 発表者 :菊池佳子

センター業務に関わる資料調査としては、以下の 2件の調査を行い、それぞれ担当する調査研究員が出張した。

2月 5。 6日 福島県鹿島町教育委員会・ 同浪江町 (大月平窯跡出土資料など) 関根達人・菊池佳子

2月 10。 11日 江戸遺跡研究会第 9回大会「江戸時代の墓 と葬制」於 :江戸東京博物館

藤沢敦 。関根達人・菊池佳子

当センター保管の資料の貸出としては、次の 1件であった。

貸出先 :仙台市博物館 新館開館10周 年記念特別展「世界と日本一天正・慶長の使節―」

貸出資料 :二の丸跡第 9地点出土南蛮人人形 貸出期間 :1995年 9月 29日 ～12月 5日
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図3 仙台城二の丸跡・武家屋敷跡調査地点
Fig 3  Location of excavations until 1995 at′ �テ″ο,夕″2 (N�【i e Secondary Citadel)and s,物 %ИクゲreSidence(BK)



‖  発掘調査地点

田  
カツテイング

|||1立 会調査地点

共同溝部分東区

く下、

/ ★為

五
ぶ

0       100m
i十 ~―

「
~J

＝
峻
―
†

川 内 山 屋 敷

川

内

亀

岡

町
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Fig 4  Location of excavations at Aobayama campus



第 H章 仙台城二の丸跡第11地点(NM■ )の調査

1.調査地点の位置

今回の調査地点は、仙台城二の丸跡の南西隅に近い、丘陵裾にあたる場所である(図 5)。 調査区の北西20mの

ところにある植物標本館 (通称津田記念館)は、1985年度に調査を実施した、仙台城二の丸跡第 6地点の調査区

にあたる。この第 6地点では、南西側の丘陵から下ってくる、 2条の溝が検出されている。また、植物園本館と

第 6地点の調査区の南西側の一段高いところには、二の丸最西端の塀の基礎 と考えられる石組遺構が、南北に連

なっていることが、第 6地点の調査の際に確認されている(年報 3)。 したがつて今回の調査地点も、二の丸最西

端に近い場所にあたる。なお、仙台城 と二の丸の立地と歴史については、第Ⅲ章 1を参照されたい。

2.調査経緯

仙台城二の丸から本丸の西側、すなわち裏側にあたる山林は、藩政時代には「御裏林」と呼ばれ、立ち入 りが厳

しく制限されていた。明治以降は、二の丸跡に陸軍第二師団司令部が置かれたことから、引き続き一般の立入が

禁止された区域 となってきた。戦後も、駐留軍用地として立入禁止区域にされてきた。このため、この丘陵地一

帯は、自然林 としての環境を良好に残す結果となり、1958年 の東北大学移管後に理学部附属植物園となっている。

1972年 には、附属植物園の総面積の85%が、国の天然記念物「青葉山」として指定を受けている。この植物園を

管理する本館は、植物園北側の丘陵裾に存在する米軍時代の建物を利用しており、老朽化が著しくなっていた。

堅
臨
時住魔

図 5 仙台城二の丸跡第11地点調査区の位置
Location of NMll(NMll ie Location ll of′ Υテ″ο夕″″タク)Fig 5
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Fig 6 PIan at NW111

今回の調査は、この米軍時代の建物を取 り壊し、植物園本館を新たに建築することに伴う調査である。

今回の調査地点は、仙台城二の丸跡の最西端に近い場所であるため、他の区域 とは遺構・遺物のあり方が異な

ることも予想された。そのため、調査地点の状況を把握し、本調査の計画を検討するために、1992年 9月 14日 か

ら10月 29日 までの期間で試掘調査を実施した。試掘調査は、旧本館を避けて調査区を設定せざるを得なかったた

め、限定されたものとならざるを得なかった。植物園本館の北側に沿って、道路 との間に3m幅の トレンチを2ヶ

所設けた (試掘 1区・ 2区 )。 南側は、調査できる範囲が限られていたため、 3m× 3mの調査区を2ヶ 所設けた

(試掘 3区・ 4区 )。 この試掘調査の結果、二の丸跡の他の区域よりは、遺構・遺物の密度は濃 くないことが判明

した。

その後、新館の建設計画が具体化し、鉄骨構造の 2階建 と、比較的規模の小さな建物 となった。そのため基礎

構造は布基礎が採用され、その掘削深度も、一般的な住宅建設 と同程度の浅いものとなる予定であつた。試掘調

査の結果、江戸時代の地層は、予定されている基礎の深さより大部分の場所で深 くなることが確実であった。こ

のように地下の遺構が影響を受けない構造のため、発掘調査は実施しないで、建物基礎の下で保存する方針を採

用した。そのため、建物建設時に立会調査で対処することとし、発掘調査の体制はとっていなかった。

本年度になり、建物新営の予算が認められ、実施設計段階に入ると、予定地の地盤が弱いことから、建物範囲

全域で深 く掘削を行いくコンクリー トを入れて地盤改良する方針に変わつてしまった。この工法であれば、全面

調査が必要となるが、既に他の調査を実施中で、対処できない事態になった。そこで、新築建物が旧建物と同じ

位置に建築されることから、撹乱で破壊されている範囲を確定することと、地盤の状況を検討する目的で、建築

予定地の状況の確認調査を、まず実施することとした。旧建物の解体撤去後の10月 30。 31日 に、新建物予定地に

3m× 29mの トレンチを 7本設定し、表上を重機で排除して、撹乱の範囲、遺構の状況を把握した。この表土除

去後に行った地耐力試験の結果、建物支持には支障がないことが明らかとなり、最初の方針通 り、布基礎を採用

することとなった。ただし、予定地が緩 く傾斜している関係で、新建物の南西隅付近だけは若干の削平を受ける

こととなり、この区域に限定して本調査を行うこととした。本調査は、11月 27日 から30日 までの期間で実施した。

付帯施設部分については、掘削範囲も狭 く、深さもさほど深 くないため、立会調査で対処した。

試掘 2区
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5層  10YR4/6 褐色 粘上質ンルト 粘性中。しまり中 黄色土粒少量含む

6層 10YR6/8 明褐色 シルト 粘性弱・粘性弱 小角礫をきわめて多量含む

7層 5Y7/4 浅黄色 砂質シルト 粘性弱。しまり中 炭化物少量含む 酸化鉄沈着
8層  10YR6/3 1こぶい黄褐色 シルト 粘性弱・しまり中 炭化物少量含む 粘上小塊含む

9層 5Y7/4 浅黄色 粘上質シルト 粘性中。しまり強 均質な層

本調査区池状遺構断面図

池状遺構埋土

1 75Y4/1 灰色 シル ト 粘性強 。しまり中 黒褐色シル ト少量含む 小礫少量含む

2 5Y3/2 オ リーブ黒色 シル ト 粘性中 。しまり中 植物遺体含む 小礫少量含む

暗オリープ灰色シル ト多量含む

3 75Y4/1 灰色 シル ト 粘性強 。しまり中 植物遺体少量含む

4 75Y4/1 灰色 シル ト 粘性やや強 。しまり中 オリーブ灰色シル トをまだらに含

む 植物遺体含む
5 10GY6/1 緑灰色
6 10GY5/1 緑灰色
7 10GY5/1 緑灰色

粘性強 。しまり中 植物遺体含む

粘性強 。しまり中 植物遺体含む 礫含む

粘性中 。しまり中 植物遺体含む 暗緑灰色砂多量含む

試掘 2区東壁断面図

69rn

o                    2m

池状遺構埋土

1 5GY4/1 暗オリーブ灰色 粘土質ンルト 粘性中。しまり中 砂・粘上が薄くラミナ
状に入る

2 7 5GY5/1 緑灰色 砂 粘性弱 。しまり中 粗砂や植物遺体が薄 くラミナ状に入る

小礫少量含む

3 5G6/1 緑灰色 粘土 粘性強 。しまり中

4 10Y3/1 オリーブ黒色 粘土質シル ト 粘性中。しまり中 植物遺体含む 砂を層状

に含む

5 10Y3/1 オリーブ黒色 粘土 粘性中。しまり中 緑灰色砂がラミナ状に互層になる

値物遺体含む 小礫少量含む

6 75Y2/2 オリーブ黒色 シル ト質粘土 粘性中 。しまり中 砂が層状に入る

植物遺体含む

7 10GY6/1 緑灰色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり中 礫含む

8 5GY2/1 オリープ黒色 粘上 粘性強 。しまり弱 植物遺体含む
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図7 仙台城二の丸跡第11地点断面図
Fig 7 Cross sections at NMll

3.検 出遺構 と出土遺物 (図 6・ 7、 表 2・ 3、 図版 1～ 3)

基本層序は、 1～ 9層 まで確認した。旧本館北側の試掘 1区 と2区では、 1層から9層 までの層序が確認され

たが、南側では、 1層 と3層に相当すると考えられる層のみが存在する(図 7)。 そのため、現在は平坦な地形で

あるが、もともとは南から耳ヒヘ、かなり傾斜していたものと考えられる。

1層 は、現表上である。

2層 は、責褐色シル トを基調とするが、場所によって細かな様相が異なる。明治以降の整地層と考えられ、米

軍時代の整地の可能性が高い。

3層は、試掘 1区の厚い所で80cmに およぶ整地層である。様々な層相の上が使用されている。中には、亜炭や

凝灰岩など、青棄山丘陵地帯の基盤をなす地層に由来すると考えられる部分もある。丘陵裾の部分などを大規模

に削平した際に発生した上を、整地に利用したものであろう。試掘 1区の米軍共同溝による撹乱の壁における観



察で、東から西に傾斜する方向で、整地が進められていった様子が良 く確認できた。試掘 3区では、この 3層に

相当すると考えられる層によって、池状遺構が埋められ、その上から暗渠が掘 り込まれている。暗渠は明治時代

の第二師団期のものと考えられ、 3層の整地も第二師団期のものと考えられる。また、亜炭を整地に使用した例

は、これまでの調査では、二の丸期の整地層には確認されていないことも、この推定を支持する。

4層 も場所によって、細かな様相が異なる。褐色から責褐色のシル トあるいは粘土質シル トを主体 とする整地

層である。時期の判明する出土遺物が無いが、次の 5層以下が比較的均質であるのに対して不均質であるなど、

層相が異なることから、明治時代の整地層の可能性が考えられる。

5層以下の 8層 までは整地層と考えられるが、含有物が少なく、上ヒ較的均質である。出土遺物が無いため、詳

細な時期が明らかにできないが、江戸時代のものと考えられる。

9層は、含有物が全 く認められない均質な層で、地山の可能性もあるが、南側の試掘 3区 。4区 と本調査区で

は、地山は砂質の堅 くしまった地層であり、違いが大きいため、整地層の可能性も残る。

試掘調査と本調査を合わせて、検出された遺構は、一連の池状遺構 と、ピット1基だけであった (図 6・ 7)。

試掘 1区 と2区では、江戸時代に遡る遺構は検出されていない。 1区で溝が検出されているが、 3層上面から掘

り込まれており、明治以降のものである。

【池状遺構】

試掘 3区・ 同 4区 と本調査区で検出されている他、確認調査においても、その輪郭を連続して確認している。

不整形の池状の落ち込みが、溝によってつながっているものと考えられる。おそらく、丘陵裾をめぐるような形

で、さらに南東にのびていくものと考えられる。南北の幅は、池状の部分では7.6m以上、溝の部分では1.2m程

である。深さは、試掘 1区 と本調査区では1.5m程、試掘 2区では、2mの深さまで調査したが、底まで達してお

らず、さらに深 くなることは確実である。埋土は自然堆積 と考えられ、粘土や砂がラミナ状に入ったり、植物遺

体が含まれる部分が多い。ある程度埋まった後、上部は不均質な土で一気に埋められており、その上面に石を詰

めた暗渠が造られている。時期が判明するような遺物は出土しておらず、詳細な時期は確認できない。埋め戻さ

れた後に造られた暗渠は、明治の第二師団期のものと考えられ、池状遺構は江戸時代に遡るものと考えられる。

二の丸を描いた絵図では、今回検出された池状遺構に確実に対応するような施設は描かれていないが、調査地

点の東側にあたるところに二の丸西端をめぐるような形で浦状の施設が描かれている。今回の調査区の南西側の

丘陵には、小規模な沢が入っており、現在も大雨時には、多量の出水が見られる。今回検出された池状施設、あ

るいは絵図に見られるこの丸西端をめぐる清は、二の丸背後の丘陵から流れ出す水流が、直接二の丸建物群の方

向へ向かわないよう、丘陵裾をめぐる形で水を逃がす目的の施設と考えられる。

【ビット1】

本調査区において、池状遺構のすぐ近 くで検出されたものである。時期の判明するような遺物は出上していな

ヤゝ。

今回の調査で出土した遺物は、極めて少ない (表 2)。 試掘調査区・本調査区では、ごく僅かの出上に留まり、

時期などが判明する遺物はない。付帯施設部分の立会調査において、瓦がややまとまって出上しているが、江戸

時代に遡る層位からの出上ではない。瓦以外の遺物では、その特徴が判明するようなものがないため、図示した

ものはない。二の丸西端に近い場所であり、日常の生活 とは離れた場所であることを伺わせる。

瓦は、板塀瓦と平瓦 2類が多数を占める。平瓦 2類は、細かな種類が不明なもののうち、平坦な瓦をまとめて

おり、多 くは板塀瓦と推定される。調査区の西側には、二の丸最西端の塀が存在しており、そこで使用された板

塀瓦に由来するものが多 く含まれている結果であろう。出上した瓦の内、特徴が判明する資料を、図 8・ 表 3に

示した。 2・ 3の「宮」に続けて漢数字が 2つ並ぶ刻印は、これまでの二の丸跡の調査で多数出土しているが、

いずれも桟瓦に伴うものである。引掛桟瓦の例 もあり (第 9地点、年報 8)、 明治時代の所産であろう。
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4。 まとめ

今回の調査は、限定された範囲の調査であったが、二の丸西端付近における、水対策のためと考えられる遺構

の様相が把握できた。しかし出土遺物が少なく、細かな時期などは確認できなかった。工事によって影響を受け

る範囲が狭かったため、限定した狭い範囲の調査 としたが、遺構の詳細が把握できない部分も多 く残ることとなっ

た。全域の遺構確認調査を実施した上で、削平される部分のみ遺構を完掘するなど、調査方法については今後検

討していく必要があるだろう。

表2 仙台城二の丸跡第■地点出土遺物集計表
Tab 2 Distribution of various implements at N� 111

表3 仙台城二の丸跡第■地点出上瓦観察表
Tab 3 Notes on roof tiles at Nh/111
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鍛 番号 出 上 場 所 種 類 特 徴 図 図 版

T001 付帝施設 表土 丸瓦 玉縁長3 1cm 胴長27 8cm 高さ8 0cm 凹面 :コ ビキ (B)→布 目 凸面 :ナ デ 8 3

T002 試掘 2区北半 2a層 平瓦 1類 凸面に型 による陽刻の刻印「宮三二J 桟瓦の可能性が高い 8 3

T003 試掘 1区 表土 平瓦 1類 凸面に型による陽刻の刻印「宮三一」 引紳桟瓦の可能性が高い 8 3

T004 試耗 2区北半 2b層 棟瓦 角桟 桟幅4 9cm 桟のごく近 く中央に釘穴 1 凸面 :ナデ 凹面も平滑に仕上げる 8 3

T005 試掘 1区 C-12 2a層 凸面全体 と凹面周縁に褐色の施釉 凹面 :コ ビキ(B)→布目→吊紐 ?痕 8 3

T006 付帯施設 3区北端 岩盤上の騒土 愛斗瓦 】臨 1皆島事うこ憬路ぉ畢爵Ч暴

…

剰喜 8 3

T007 付帯施設電気 2区 黄土色土層斜面 板塀瓦 角桟 桟幅5 7cm 尻側 または頭側端面に刻印「天三 十 8 3

T008 付帯施設 表土 板塀瓦 角桟 全長36 6cm 椀幅6 25cm きき足31 5cm 尻側端部近くに方形の釘穴 2 下面はザラザラしている 8 3

T009 付帯施設 表土 板塀瓦 8 3

T010 付帯施設 表土 板塀瓦 翔 習 解 鍋
―

″ ベ 8 3



第Ⅲ章 仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 4地点 (BK4)の 調査

1.仙台城二の丸跡 と二の丸北方武家屋敷の立地 と歴史

東北大学の川内地区は、沢とその脇を東西に走る道路によって、川内南地区と北地区に分かれている。この川

内南地区は仙台城二の丸が置かれた場所であり、北地区は武家屋敷が存在した区域に相当する。

仙台城は、仙台市街地の西方、広瀬川を渡った通称青葉山の東端に位置している (図 1)。 北と東を広瀬川に、

南を竜の日漢谷によって囲まれている。本丸は標高115～ 140mの急崖上に立地しており、北側の二の丸、北東恨]

の二の丸も、それぞれ標高61～ 78m、 40mの河岸段丘上に位置する (図 2)。

仙台城は、慶長 5年 (1600年 )、 仙台藩初代藩主伊達政宗によって、本丸の造営が開始される。川内地区の後に

二の丸が造営される区域には、伊達政宗の四男である伊達宗泰の屋敷が置かれていた。元和 6年 (1620年)に は、

この伊達宗泰の屋敷の北側に、政宗の長女五郎八姫の居館「西屋敷」が造られる。

二の丸北方の武家屋敷地については、それが整備されていく状況を具体的に知ることができる絵図などは知ら

れていない。しかし、正保 2・ 3年 (1645・ 46年)の「奥州仙台城絵図」では、二の丸の北方一帯に屋敷が広がっ

ていることが知られ、おそらく本丸の造営が開始された頃から、屋敷が造られていったものと思われる。この区

域は、その後細かな変化は見せるものの、比較的上級の家臣の屋敷地 として幕末まで利用されていく。

寛永15年 (1638年 )、 二代藩主伊達忠宗は、もとの伊達宗泰の屋敷地において、二の丸の造営を始める。二の丸

完成後、仙台藩の政治・諸儀式のほとんどはここに移され、藩主の居館 ともなる。17世紀末から18世紀初頭の元

禄年間には、四代藩主伊達綱村によって二の丸は大改造され、もとの「西屋敷」の敷地を取 り込んで拡張される。

その後いく度かの災害や火災を被るが、その都度再建され、幕末まで仙台城の中枢として機能していく。

版籍奉還の明治 2年 (1869年)に は二の丸に勤政庁が置かれ、明治 4年 (1871年)の廃藩置県後は、仙台城が

明治政府・兵部省の管轄下に移 り、東北鎮台 (後に仙台鎮台)が置かれる。この頃に本丸の建物群は取 り壊され

るが、二の丸建物群は残っている。しかし明治15年 (1882年)の火災で、二の丸建物群のほとんどが焼失する。

明治21年 (1888年)に は仙台鎮台廃止、仙台第二師団が設置され、敗戦まで続 くこととなる。もとの二の丸にあ

たる区域には第二師団司令部が、北側の武家屋敷にあたる区域には歩兵隊や鞘重隊などが置かれていた。戦後は

米軍の駐留地となり、昭和32年 (1957年)に米軍より返還されて後、東北大学が移転し現在に至るのである。

2.調査経緯

(1)1994年度までの調査

1983年度に埋蔵文化財調査委員会が設置されて以降、仙台城二の丸北方の武家屋敷地区については、二の丸跡

と一連の遺跡としてとらえ、一体 として対処していくことを基本的な方針 としてきた。ただし、この区域での遺

構の遺存状況が必ずしも明らかでなく、まずその状況を把握する必要があった。そのため、1984年度以降、関係

部局の理解を得て、試掘調査を行ってきた (図 3)。

1984年度に実施した武家屋敷地区の第 1次調査地点 (BKl)は 、当時、課外活動施設の予定地であったため、

江戸時代の遺構・遺物の有無を確認するために行った試掘調査である。 3ヶ 所を重機で掘 り、江戸時代の遺構面

が残存していることを確認したに留まっている。1985年 に実施した第 2次調査地点 (BK2)と 第 3次調査地点

(BK3)については、立会調査で終わつているため、欠番 としている。第 4次調査地点は、今回報告するもの

であるが、1985年 に試掘調査を実施している。第 5次調査地点(BK5)は 、教養部学生実験施設にエレベーター

を設置するのに伴い、1989年に実施された。当初試掘調査 という位置づけであったが、江戸時代の遺構が検出さ



れたため、本調査に切 り替えて実施している。40m2と ぃぅ小規模な調査であったが、南北方向にのびる溝が 1条

検出されている。これらの調査を通じて、二の丸北方の武家屋敷地区まで、二の丸跡の遺構面が途切れることな

く連続して遺存していることが明らかとなってきた。そのため1993年度に、仙台城の範囲を拡大する措置が仙台

市教育委員会によってとられ、川内北地区の大部分が、周知の遺跡の範囲に含まれることとなった。

このように、二の丸北方武家屋敷跡の調査は、小規模な調査か試掘調査に留まっており、今回の第 4次調査地

点 (BK4)の調査が、当武家屋敷地区の発掘調査 としては、初めての本格的な発掘調査 となる。

12)調査地点の位置

今回の調査は、課外活動施設新営に伴う調査で、川内北地区のプール南側の地点である。現在の川内南地区と

北地区の間には、西から東へ流れる沢があるが、この沢は江戸時代にも二の丸と武家屋敷 との境 となっていた。

調査地点は、この沢の北側に沿って走る道路の、すぐ北側の区域にあたる。この道路が曲がるところから、構内

に入っていく通路があるが、この通路の下に雨水管と汚水管を設置する工事が1978年 に行われた際に、石組の井

戸跡などが検出されている。当時は、大学構内での埋蔵文化財調査に対処する組織がなく、文学部考古学研究室

によって臨時の調査がなされたに留まっている。詳細な記録を残す余裕 もない、ごく限られた調査であったため、

今回の調査地点との細かな位置関係などは確認できなかった。

(3)調査の方法と経過

今回の建設予定建物は、口字形の平面形の計画であった。調査にあたっては、建物範囲と余掘 り部分を対象区

域 として、中庭部分は調査を行っていない。恒久建造物に囲まれてしまうこと、調査区が中庭で分断され、遺構

の理解に支障をきたすことが予想されることから、中庭部分も調査範囲に含めることも検討したが、次のような

理由で中庭部分の調査は見送った。建物の西側 1階部分が吹き抜けで、小型の重機や車両が中庭に入ることが可

能な構造であり、中庭部分の調査が今後必要となっても調査が可能であること。給排水・電気 。ガスなどの付帯

施設は、全て建物の外側へ出し、中庭側には作らない方針となったこと。調査地点の遺構が、極めて複雑である

ことが予想され、将来再検証できる余地を残しておいた方が良いと判断したこと。また、建物の計画策定段階の

埋蔵文化財調査研究センターと施設部 との協議において、センター側から破壊される範囲をできるだけ少なくす

るよう設計変更を求めたところ、施設部側では当初の 3階建ての計画を4階建てとし、接地面積を少なくすると

いう設計変更で応じていただいた。この変更によって、廊下・エレベーターなどの共用部分の配置の関係上、ロ

字形の計画となったという経緯も考慮したことによって、中庭部分の調査は行わないこととした。

今回の調査地点では、1985年度に試掘調査を実施している。当時は、保健管理センターの建設予定地として試

掘調査を実施したが、その後保健管理センターは別の場所で建設されることとなり(二の丸跡第12地点、年報11)、

この場所が課外活動施設の建設予定地 となったものである。試掘調査は1985年 11月 19日 から25日 までの期間で実

施され、当時の保健管理センターの建設予定範囲全体に■ヶ所の試掘区を設定して調査している(試掘 1～11区 )。

重機によって掘削した上で、平面精査が行われた痕跡があるのは試掘 5区・ 6区だけ、調査区の断面図が残され

ているのも2・ 3・ 4・ 5・ 6区だけである。それ以外の調査区については、図面 。写真 ともに残されておらず、

調査日誌にも全 く記載がなく、断面の検討すら為されたかどうか判らない。そもそも調査日誌自体が、期間全体

を 1枚にまとめて記載しただけのものしかない。この僅かな記録と、出土遺物をあわせて検討したが、各層序で

様々な時期の遺物が混ざっており、混入が甚だしいと判断せざるを得なかった。そのため、試掘調査結果は、試

掘 6区に大規模な溝跡 (1号溝)力 存ゞ在すること以外は、参考にならないものであった。今回の本調査にあたっ

ては、手続き上は試掘調査済みの扱いの場所 となるため、改めて試掘調査を実施することはできなかった。その

ため、試掘 4区の断面図で、礎石建物跡の存在が確認できた 2層上面から精査を行わざるを得なくなってしまっ
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た。結果的に 2層上面の遺構は、明治時代の第二師団に関係するものであった。明治初頭の畑跡が検出された 4

層上面の精査中に厳冬期を迎え、初年度の調査を終えることとなったが、初年度の 5ヶ 月間は明治時代の層序の

調査に費やす結果 となってしまった。試掘調査によって、これら層序の時期が判明していれば、明治期について

は、別な対応がとれたはずである。

調査にあたっては、建物予定範囲にあわせて、 3mグ リッドを組んだ。グリッド設定の際の基準点の国土座標

は次の通 りで、基準線は北から17° 20′西偏している。

原点 BK4-B X=-193401.280   原点 BK4-C X=-193416.475
Y=+ 2130.926 Y=+  2 082.242

今回の調査地点では、排土置き場がプール東側しか確保できず、その面積が小さく調査途中に排土を運搬する

必要があった。そのため、重機やダンプが通行できる通路を、北側のプール脇に残すこととした。この区域は、

排土運搬の必要がなくなってから調査を行った。B列の中程にあたる位置に、東西に給水管が設置されており、

ここまでを当初の調査範囲とした。図12の C― C′断面は、この給水管掘方の北壁のラインでの断面図である。

調査は1994年 の 8月 1日 から開始したが、翌年度まで継続して調査が必要であったため、12月下旬に調査区全

面にシー トを貼 り、要所を上嚢で埋め越冬に備えた。翌1995年度は、前倒しで 3月 1日 から調査を開始した。江

戸時代の遺構が、予想をはるかに超える密度であつたことと、整地層の上での遺構確認の困難さに苦闘すること

となり、ようやく8月 31日 に調査を終了した。前年度とあわせて、■ヶ月間に渡る調査であった。

付帯施設部分は、工事の進展に合わせて随時立会調査を行ったが、建物本体から排水管をのばす部分で、江戸

時代の遺構面まで削平されることとなったため、この部分については本調査を行った (付帯A・ BoC区 )。

3.基本層序

基本層序は 1層から6層に区分した。 6層の下位は地山である。なお、今回の調査で出上した動物遺存体につ

いては、数量が少なく、まとまって出上した場所も無いため、東北大学考古学研究室の氷見淳哉氏に同定してい

ただいた結果を、基本層序や各遺構の記述に含めて記載することとした。以下、基本層の層相について記載する。

1層 は現在の表土層である。

2層は、暗褐色から褐色を呈する粘土質シル ト主体の整地層で、場所によって上色・土質・含有物は異なる。

調査区の全面に分布する。厚さは20cmか ら40cm程度である。

3層は、地山起源と考えられる責褐色シル ト主体の整地層で、場所によって土色 。上質・含有物は大きく異な

る。調査区西端には分布しない。ほとんどの範囲では厚さ30cm程度であるが、4層上面の 1号池を埋めている所

では、厚さlm以上に及ぶ。 3層上面からは遺構がほとんど検出されていないことから、 2層 と3層は一連の整

地層と考えられる。

4層 は、にぶい責褐色から灰

責褐色を呈する粘土質 シル ト

で、調査区のほぼ全面に分布す

る。 4層上面では、溝で区画さ

れた内部から畝状の遺構が検出

されており、畑跡と考えられる。

畑跡は調査区西側を除いて分布

しており、この範囲では 4層が

畑の耕作土にあたる。仙台城下

の絵図では、調査地点は幕末ま

雅

1号溝  2号池 (18c以降の屋敷境の溝)     6層
(17c代 の屋敷境の溝)

図10 武家屋敷跡第 4地点基本層序模式図
Fig 10 Schematic profile of BK4

西
一

明治 (建物群)                             
現地表

絆犠          a層
江戸時代

5b層
5b′ 層



〔

ａ 一 　 一 　 一

５
５
ｍ

一 　 　 　
５
４
ｍ

一

3号
池
E

□ □ □ Ⅷ 剛 Ⅷ 鰯 鰯

2層 3層 4層 5a
層

5b
層

5b
′
層

6層 地
山

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
5m

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

図
11
 
武
家
屋

敷
跡

第
4地

点
外

周
壁

セ
ク

シ
ョ
ン

(1
)

Fi
g 
ll
 C
ro
ss
 s
ec
ti
on
s 
of
 e
xc
av
at
io
n 
at
 B
K4
(1
)

岸 Ｏ

断
面

図
の
位

置



］ 〇

2号
池

浅
ぃ
落

ち
込
み

落ゝ
ち
込

み

18
号
建

物
跡

柱
12

1 
  
  
  
4

P5
06
 P
38
7

C′
56
m

□ □ □ Ⅷ 剛 Ⅷ 鰯 鰻

2層 3層 4層 5a
層

5b
層

酌
′ 層

6層 地
山

|

l 
  
P4
27

33
号

建
物

跡
柱

1
34
号
建
物
跡
柱

2

|

7号
溝

19
号

建
物

跡
柱

4
10
号

溝
 

浅
い
落

ち
込

み

5号
溝

P8
03
  

ピ
ッ

ト
?

D
15 2号

池

14 1号
池

1 
  
lo

F-
lo
 o
■

区
落

ち
込

み

56
m

21
6 55
m

号
池
A

15
号
土

坑
20
号

建
物

跡
柱

ユ

15
号

柱
列

柱
3

池
号 　 ―

2号
柱
列
柱

1

3

D′

56
m

号
土
坑

遺
構

?
12
号

清
F-
9区

落
ち
込

み
 9
号

土
坑

0

16
号

柱
列
柱

3

図
髯g

砂
翻

孟J
げ
菫呼
翡監
猛4

毛
昆4

毛
)似

)



で屋敷として利用されていたことが確実なため、明治になって屋敷が廃絶して以降の所産 と考えられる。なお、

調査区から西へ80m程の、厚生会館南側での付帯施設部分の立会調査においても、この 4層が分布し畝状の遺構

が存在することを確認しており、畑がさらに西側まで広がっていたことんゞ明らかとなっている。この 4層には、

比較的多 くの遺物が含まれている。大半は幕末から明治初頭のものであるが、畑の耕作土という性格もあって、

江戸時代各時期の遺物が混在する。また動物遺存体の種類も比較的多 く出土している。貝類では、ハマグリ・ア

サリ・アフビ。エゾアワビ・アカニシ・ シジミガイ科・イシガイ科・ ムカデガイ科 。ニシキウズガイ科 。マイマ

イが確認されている。魚類ではマグロ属椎骨、両生類ではアカガエル科、鳥類ではヤマドリ第二指、哺乳類では

イノシシ類が確認されている。それぞれの出土量は 1点ないし数点と、きわめて少ない。

5層は、5a層・ 5b層・ 5b'層に細分された。江戸時代の整地層である。当初5a層 と5b層にのみ分けていたが、

6層上面まで調査を進めた後に断面を検討したところ、5b層の途中から掘 り込まれているピットが存在すること

が判明し、さらにこの掘 り込み面より下位を5b'層 として分けている。

5a層は、褐色から暗褐色のシル トを主体 とする。5b層 と比べると、比較的均質である。整地層と考えられるが、

江戸時代の地表面に形成された表土を含んでいる部分もあるかも知れない。厚さは10cm程度の部分が多 く、厚い

所でも20cm程度である。動物遺存体は、受熱したタラ科前上顎骨が確認されている。

5b層は、暗褐色粘土質シル トを主体 とするが、様々な上が混ざり合う整地層で、層相は場所によって大きく異

なる。ほとんどの部分では厚さ10～20cm程度であるが、厚いところでは30cm程 ある。

5b'層 は、暗褐色粘土質シル トを主体 とする。5b層 と同様に、様々な土が混じり合い、5b層 との違いは顕著では

ない。厚さは10～20cm程度である。

6層 は、地山上に形成された沢状の落ち込み内に堆積した層である。場所によって細分されるが、暗褐色から

黒褐色の粘土質シル トで、下位ほど色が暗い。

地山は責褐色を基調とするローム起源の地層であるが、場所によっては段丘礫層が露出している部分もある。

6層の分布する範囲では、地山との間に漸移層が形成されている。G-7区 では、この漸移層中に火山灰層がブ

ロック状に入っているのが確認されている (図版 9-8)。 この火山灰については、現在分析中である。

江戸時代の整地層である5a層・5b層の分布は、ほぼ 6層の分布範囲 (図13)と似通っている。5b'層の分布は、

中庭東側に限定される。このことから、沢状の落ち込みに堆積した 6層の分布する範囲が低 くなっていたため、

5b'層の整地を部分的に行い、さらに5b層・5a層 とこの低い部分に整地を繰 り返したものと考えられる。その際、

調査区西端の屋敷境 と考えられる所で、50cm程東側が低 くなっており、この部分を削平して低い部分に整地した

可能性が考えられる。このような基本層序の関係を模式的に示すと、図10の ようになる。 5層の整地層が分布し

ない範囲は、 4層の直下が地山となっており、江戸時代の遺構も地山面から掘り込まれている。

4.検 出遺構

(1)江戸時代以前の遺構

江戸時代以前には、自然の沢状の落ち込みが確認されただけである。沢状の落ち込みを埋めている6層は、西

北西から東南東方向へ幅を広げながら分布している(図 13)。 標高から見て、この方向で下っていく、浅い沢状の

地形であったと考えられる。深さは、北側の深掘調査区では25cm、 中庭東側の深掘 り調査区では50cmで ある。

6層から縄文土器・弥生土器・石器が出上しているが、いずれもその上部からのみ出上している。しかも散漫な

分布を示すことから、これらの遺物は、付近から流れ込んだものである可能性が高い。しかし、さほど摩滅して

いないことから、ごく近傍に当該期の遺跡が存在することが予想される。
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12)江戸時代の遺構

① 時期区分の方法

江戸時代に属する遺構の内、建物跡・柱列を構成する柱穴を含めたピットの総数は1036で、この中には、地鎮

遺構と考えられるもの 3基を含んでいる。この内、建物跡や柱列の柱 として組み合うことが確認されたものは382

基で、全体の37%に 留まっている。確認できた江戸時代の遺構を列挙すると、次の通 りとなる。

建物跡 28棟 (7～ 34号建物跡)

池状遺構 2基 (2号池・ 3号池)

石敷清 4条 (1～ 4号石敷溝)

上坑 19基 (8号土坑～26号土元)

石垣状遺構  1基 (2号石垣)

地鎮遺構 3基 (1～ 3号地鎮跡)

江戸時代では、5a層・5b層・5b'層の 3枚の整地層が存在するが、整地層上面での遺構確認は極めて難しく、複

雑に切 り合っていることから、遺構間の関係は充分にはとらえられていない。そのため、特徴的なものを除くと、

建物跡・柱列としてピットが組み合うことを調査時に確認できていたものは、ごく僅かである。調査後の整理に

よって、ほとんどの建物跡・柱列を認識することとなっている。この作業によって、異なった面で確認していた

ピットが組み合う例が多数存在することが判明した。調査時に整地層の各面で、その面から掘 り込まれた遺構を、

とらえきれていなかったことが明白である。特に、5a層上面で確認できた遺構は、調査時にはごく少数であった

が、整理を経た段階では、他の遺構との切 り合い関係から、5a層上面掘 り込みと考えざるを得ないものが多数確

認される結果 となっている。そのため、基本層序の断面図で検証し得た遺構以外は、現場で確認した掘 り込み面

は確実性を欠 く。また、各整地層出土として取 り上げた遺物の中には、その整地層に掘 り込まれた遺構埋上に本

来帰属すべき遺物が、混入していることが考えられる。結果的に、各整地層と遺構の掘 り込み面との関係を基準

に、遺構の変遷段階を検討することは困難であった。また、遺構から出上した遺物が概して少なく、遺物から遺

構の年代を決定できたのは、井戸や土坑のごく一部など、ごく少数に留まっている。したがって、遺構の切 り合

い関係、柱間寸法、遺構の方位を基準に、時期区分を行うこととした。このような作業を経た上で、基本層序の

断面図によって掘 り込み面が確実な遺構をもとに、各時期の整地層との関係を推定している。

今回の調査で検出された遺構の柱間寸法に着目すると、 6尺 5寸を使用する遺構は、全て 6尺 3寸の遺構より

古いことが確認でき、逆の切 り合い関係は認められなかった。そのため、時期によって使用される基準尺度が変

化したものと判断し、 6尺 5寸を使用する時期を I期、 6尺 3寸を使用する時期をH期 として大別した。この 6

尺 5寸の柱間寸法を使用する建物に切 られる、より古い溝が調査区各所で検出されている。これらの清は、ほぼ

直交する方向で展開していたことから、一連の遺構群 と考え、この溝が展開する時期をIa期 とし、それを切る

6尺 5寸の建物が展開する時期をIb期 と細分した。

H期については、主に切 り合い関係 と方位によって細分した。H期の遺構を時期区分するのに際して、ポイン

トとなった切 り合い関係について、ここで整理しておきたい。

中庭北側

22号・建物 (1ば W)

柱列 24列 (2～28号柱列、 1・ 4・ 5・ 9号は欠番)

溝 20条 (1号溝～22号溝、 2号溝 と20号溝は欠番)

井戸 3基 (1～ 3号井戸)

粘土貼床遺構 3基 (1～ 3号粘土貼床遺構)

木箱埋設遺構 1基 (1号木箱埋設遺構)

|      |
鰐 勲 ば

|

硼J指三蓮粉『吊
中庭南側

24号建物 (10.5° け   "呻 鰯 劃 壮 頻 的 働
|



調査区南東側

26号建物 (12° W)
|  |

8号建物跡 (11° W)「――――,2号石敷溝 1号石敷溝

i:こ穿lA,| 1岳
彗通易漂(4° W)

16号柱列 (1° W)→23号土坑

Ⅱb2期
IⅡ

bl期  |

|

|

IⅡ b3期Ⅱa期

遺構の方向でグループ分けをすると、N-5～ 15.5° 一Wと西に大きく振れる段階が認められた。上記の切 り合

い関係から、この段階はH期の中で最も古いことが明らかとなり、しかも5a層 より下から遺構が掘 り込まれてい

ることが確認できた。一方、この段階より新しい遺構は、5a層の上から掘 り込まれていると考えられるため、前

者をHa期、後者をⅡb期 と区分した。

Hb期の細分にあたっては、N-2～ 3.5° 一Eと、逆に東に振れるグループが認められ、これが切 り合い関係か

らHa期に後続するため、Hbl期 とした。残る遺構については、切 り合い関係や出土遺物から最終段階と考え

られる遺構をまず抽出したところ、溝が比較的多 く存在していた。これらの溝 との位置関係や出上遺物から、最

終段階と考えられる遺構をまとめて、Hb3期 とした。遺構の方向は、N-3° Eか らN-14°一Wま で幅がある。

かなり異なる方向の遺構が混在する結果となっており、問題が残っている。このHb3期の溝に切られる遺構や、

Hbl期 とⅡb3期 との間の、どちらにも帰属させることが困難な遺構を、Hb2期 としてまとめた。遺構の方

向はN-0～ 4° 一Wと、比較的まとまっている。

以上のような方法で、 Ia期、 Ib期、Ha期、Hbl期・ Hb2期・ Hb3期の、合計 6時期に細分した。

各期の年代は、まとまって遺物が出上している遺構が少なく、不確実な部分を残すが、次の通 りと推定した。

Ia期 :初限は17世紀初頭。伊達政宗の本丸築城開始 とほぼ同じ1600年頃と考えられる。下限は確実ではない

が、17世紀後半代には下らないものと考えられる。

Ib期 :17世紀中葉から後葉と推定される。次のHa期の年代から見て、下限は17世紀末まで下らない。

Ha期 :2号池の下部からまとまった遺物が出土しており、17世紀末から18世紀前葉にかけてと考えられる。

Hbl期 :18世紀前葉から中葉にかけて。まとまった遺物が無 く、Ha期 とHb2期 との間としか判明しない。

Hb2期 :1号井戸 と3号井戸でまとまった遺物が出土しており、18世紀中葉ごろと考えられる。

Hb3期 :18世紀後葉から19世紀中葉。下限は江戸時代末年。

Ib期やHa期には、比較的規模の大きな建物跡が確認できるが、それ以外は、いずれも規模の小さな建物で

ある。礎石建物跡の可能性のある建物はHb期の16号建物跡 1棟 ぐらいで、他の建物跡の大部分は掘立柱建物 と

考えられる。今回の調査区の南東区域では、同時併存し得ない遺構の重なりは10段階にもおよぶ。組み合つてい

ないピットも多 く残っており、さらに多 くの遺構が本来は存在したはずである。そうすると、単純計算で20年に

満たない期間で建て替えられ続けたこととなる。屋敷の主要な建物が、これだけ頻繁に建て替えられていると考

えるのは無理があるだろう。また、細分された各期のなかでも、何段階もの変遷が認められる。このような状況

から、今回確認できた建物跡の多 くが、屋敷内の主要な建物ではなく、付随する小規模な建物である可能性を示

している。江戸時代の遺構群は、続 く明治初頭の 4層の畑の耕作によって、上部が撹乱されている可能性が高 く、

礎石建物跡が存在したとしても、礎石が動かされて確認できなかった可能性がある。したがって、屋敷内の主要

な建物は、礎石建物であったが、 4層の耕作によって削平され、検出できなかった可能性が高い。あるいは、撹

乱によって破壊されている区域に、主要な建物が存在した可能性 も考慮しておく必要があるだろう。

先述の通 り、礎石建物跡の可能性が残るものは、Hb2期の16号建物跡だけで、それ以外の建物跡・柱列は全

て掘立柱である。そのため、通常の掘立柱の建物跡や柱列については、以下の記述ではいちいち記載しない。ま

た、遺物が出土している遺構が少ないため、特徴の判明する遺物が出上している場合にのみ、出土遺物について

触れることとする。建物跡と柱列については、柱の組み合わせを推定したラインを入れているが、必ずしもきれ



いにライン上に乗ってくる訳ではなく、推定した柱間隔からずれる場合も多い。そのずれの程度を検証できるよ

うにするために、遺構図面の推定した柱間隔のところに、交差する線を入れて示している。遺構の方向について

は、東西方向のものでも、比較しやすくするため、それと直交させた北からのずれとして示した。

② la期の遺構

10条の溝がほぼ直交するような方向で展開する。調査区西端付近で検出された 1号溝は、調査区を南北に走る

断面逆台形の深い溝で、東西の屋敷を区切る溝 と考えられる。この 1号溝については、唯一掘 り直した痕跡が確

認され、出土遺物から存続期間が長い可能性があり、Ib期まで使われたものと考えられる。それ以外の溝の内、

4・ 5・ 6・ 15。 16号溝は、断面逆台形の深いもので、このような断面形状の溝は、 Ia期に限られている。 1

号溝 とそれにつながる16号溝 。17号溝以外の溝は、ほぼ直交する方向に走っており、区画を目的とした一連の遺

構 と考えられるが、溝が交差するところは、相互の溝をつながず、間を掘 り残していることが特徴である。

1号溝の東側の、H期に 2号池が造られる範囲には、 3号池とした溝状 。池状の遺構が存在しているが、 2号

池にほとんどが破壊され、全体像は良 く判らない。 3号池は 7基の遺構に細か く分かれ、それぞれに時間差があ

る可能性がある。そのため、 Ia期 とIb期の両方に属する可能性がある。

Ib期の可能性もあり確実ではないが、当期に属する可能性のある建物跡が 1棟ある。しかし、部分的な検出

で、全体像は判らない。柱列が 2な いし4列存在するが、溝跡や建物跡 との関係は良 く判らない。そのため、清

で区画された内部の状況は、ほとんど不明である。ただし、調査区南東側で、 3基のピットの底面から、土師質

土器の皿を合わせ口にして埋納した遺構が検出され、地鎮遺構 と考えられる。

当期の遺構の掘 り込み面は、6層上面ないし5b'層上面と考えられる。なお、図16～24の遺構詳細図については、

Ia・ Ib両期に渡る遺構もあるため、区分せずにまとめて示している。

【27号建物跡】 (図23)

C～ F-5・ 6区で検出した。H期の遺構による破壊が顕著な場所で、途中の柱穴が検出できない部分が多い

が、図示したように柱穴が組み合うものと考えた。東西 2間以上、南北 4間以上 となる。柱間寸法は6尺 5寸。

方向はN-2°一Eo la期・ Ib期のいずれかは決定し難い。

【27号柱列】 (図21)

A～ C-14区で 3間分を検出した。さらに北側の調査区外へ続いていた可能性がある。柱間隔は 5尺で、方向

はN-7.5°一E。 柱 2が、Ib期の34号建物跡の柱 7に切られている。また柱 2の北側の柱穴が、同じく34号建物

跡の柱 8に よって壊されていると考えられ、検出されていない。柱穴の深さは10～30cmと 一定しない。この27号

柱列と次の28号柱列は、 Ib期には建物跡が 3棟重複している範囲に重なり、その内の34号建物跡に切られるこ

とから、それらの建物より前の段階と考え、 Ia期に含めた。

【28号柱列】 (図21)

A～ C-14区で 3間分を検出した。さらに北側の調査区外へ続いていた可能性がある。柱間隔は 6尺で、方向

はN-10.5° 一W。 柱 2の北側の柱穴が、34号建物跡の柱 8に よって壊されていると考えられ、検出されていない。

柱穴の深さは、10～15cmと 浅い。

【3号池】 (図 17、 図版18)

調査区南西のF～ I-13～ 16区の、H期に 2号池が造られる範囲で、池状の落ち込みが各所で確認された。 3

号池A～ Gの 7基の遺構に分けられるが、 2号池による破壊によってそれぞれの全体形状は判然としない。 3号

池Bは、14号濤の延長線上にあり、一連の遺構の可能性が考えられる。 3号池Eが 3号池Dと Fに切られている

ように、複数時期に渡る。17世紀中葉から後葉の遺物が比較的まとまって出土しており、 Ib期が主体の部分も

もあると考えられる。
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じる
3 10YR3/2 黒褐色
4 10YR2/3 黒褐色
5 10YR2/3 黒褐色
6 10YR5/6 黄褐色
7 10YR3/2 黒褐色

1

2

3

4

5

6

シル ト 炭化物・褐色粘上含む

シル ト 褐色粘土が細かく均等に混

黄褐色粘土が不均質に混じる
シル ト 粘性強 一部グライ化
シル ト 粘性強・ しまり弱

粘上 部分的に黒褐色上を含む

シル ト 黄褐色粘上が不均質に混じる

16号溝      B′
トー 556m

17号溝

Ｂ
引

10YR2/3 砂質シルト 粘世弱。しまり中
炭化物・地山起源の黄褐色土粒を全体に多く含む
10YR3/3 シルト 粘性弱 。しまり中
にぶい責橙色シルトまだらに混じる 炭化物含む
10YR3/3 シルト 粘性中。しまり中
黄褐色土プロック・炭化物少量含む
10YR3/3 シルト 粘性中。しまり中
径 2～ 3 clnの 黄褐色土のプロックを含む

1コn

10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 粘性中。しまり中
黄褐色シルト粒・炭化物を少量含む
10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 粘性中。しまり中
炭化物多量含む
10YR3/3 晴褐色 粘上質シルト 粘性中。しまり中
黄褐色の粘土質シルトを小プロック状に含む
10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 粘隆やや強。しまり中
10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 粘陛やや強。しま
りやや強 炭化物少量含む
10YR3/2 黒褐色 シルト 粘性やや弱 。しまり中
黄褐色の砂質シルトを層状に多量に含む
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図16 武家屋敷跡第 4地点江戸時代 I期の遺構 (1)

Fig■ 6 Features belonging to Edo period(phase I)at BK4(1)
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1 10YR4/6褐 色 ンル ト 粘

性中 。しまり中 黄褐色上を斑

状に含む 小礫少量含む

2 10YR4/4褐 色 シ ル ト 粘

性中 。しまり中 黄褐色土・暗

褐色土を斑状 に含む おヽ礫・炭

化物少量含む

3 10YR4/4褐 色 シル ト 粘

性やや強 。しまり中 暗褐色土

を斑状 に含む

4 10YR4/4褐色 粘上質 シル

ト 粘性やや強 。しまりやや強

明黄褐色土 。暗褐色土を斑状に

含む子
3号池F

G

3号池 E
3号池 D

|

3号池DoE・ F

3号池D

1 10YR3/3 暗褐色 シル ト

炭化物多量含む

2 10YR3/2 黒褐色 シル ト

土・ 炭化物多量含む

3 10YR2/1 黒色 シル ト

4 10YR5/6 黄絶  シル ト

含む 炭化物少量含む

9 1o

3号池E 3号池F

3号池 DoE・ F
l～ 6=3号 池 D埋上  7・ 8‐ 3号池 F埋±  9～ 12三 3号池 E埋土

1 10YR5/3 におい黄褐色 シル ト 粘性弱 。しまり中 炭化物含む 小

礫少量含む
2 10YR5/2 灰黄褐色 シル ト 粘性中 。しまり中 黄褐色土ブロック・

小礫少量含む 炭化物含む

3 10YR5/2 灰黄褐色 シル ト 粘性中・ しまり中 部分的に砂が入る

4 10YR6/2 灰黄縄色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり中 黄褐色土・ 黒

褐色上ブロック含む 小礫含む

5 10YR5/2 灰黄褐色 粘土 粘性強 。しまり弱 炭化物・ 小礫少量含む

6 10YR6/4 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性中・ しまり中 灰黄褐色

土を少量含む
7 10YR4/4 褐色 ンル ト 粘性弱 。しまり中 黄褐色土・炭化物・イヽ礫

少量含む

8 10YR5/3 にぶい黄褐色 ンル ト 粘性中 。しまり中 にボい黄橙色

土・明黄褐色土ブロック含む 炭化物・礫少量含む

9 10YR4/4 褐色 シル ト 粘性弱 。しまり中 炭化物・小礫少量含む

10 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり中 黄褐色土・炭化物

5&4m ll結 翁Ωtt tBtIシ ル ト 粘性中 。しまり中 褐色砂多量含む 炭化物

少量含む
12 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 。しまり中 黄褐色上小ブ

ロック多量含む

3号池G

にmttT+____トーーー+―___■___雪
m

粘性弱・ しまり弱 褐色土・ 円礫少量含む

粘性中 。しまり弱 円礫少量含む 黄褐色

粘性中 。しまり弱 炭化物・有機質多量含む

粘性弱 。しまり中 灰黄褐色上をまだらに
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Fig■ 9 Features belonging to Edo period(phasc I)at BK4(4)
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Fig 20 Features belonging to Edo period(phase I)at BK4(5)

【1号溝】 (図 16、 図版19)

調査区西端の17列 に南北にのびる溝で、南北とも調査区外へのび、検出した長さは23.2mで ぁる。ただしA列

とB列の北半部は、拡張後調査した範囲で、プラン確認のみに終わっている。方向はN-16.5° 一W。 断面逆台形

で、上幅220～ 300cm、 下幅は底面に小さな段が付 く部分もあリー定ではないが狭いところで40cm、 広いところで

は70cm程度、深さは110cm程度である。埋上の状況から、埋± 2層 は一旦掘 り直された後に堆積した可能性があ

る。 Ia期の溝の中で、掘 り直しの痕跡が認められるのは、この 1号溝だけである。出土遺物の様相 も踏まえる

と、次の Ib期まで存続した可能性が強い。17世紀前半の中国産。肥前産磁器、16世紀末から17世紀前半の瀬戸・

美濃・唐津・信楽・丹波産の陶器、瓦質土器、土製玩具、瓦など、比較的多 くの遺物が出上している。

【4号溝】 (図 23、 図版20)

H・ I-5・ 6区で検出された南北溝である。南端は撹乱で、北端は20号建物跡によって壊され、 2m分を検

出したに留まる。南北 とも壊された部分より先にのびていた痕跡がないことから、南北とも途切れるものと推定

される。方向はN-1°一E。 断面逆台形で、上幅110～ 140cm、 下幅60cm、 深さ40cm。 埋土は自然堆積かと思わ

れるが、確実ではない。17世紀前葉～中葉の肥前産磁器、16世紀後葉から17世紀前半の美濃産 。備前産陶器など

が出上している。位置関係から、25号柱列 と切 り合いを有すると思われるが、柱穴が確認できていない。この25

号柱列や他の清 との関係で Ia期の遺構 と考えたが、 Ib期まで存続する可能性も残る。

【5号溝】 (図21・ 22、 図版20)

A～ C-13区で検出された南北にのびる溝である。南端は途切れており、北側は調査区外へ続 くが、長さ5.1

m分を検出した。方向はN-13°一W。 断面ほぼ逆台形を呈し、上幅140～ 170cm、 下幅50cm、 深さ85cmを 測る。

30号建物跡
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Fig 21 Features belonging to Edo period(phase I)at BK4(6)
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Fig 22 Features belonging to Edo period(phase I)at BK4(7)

埋± 1層 は人為的に埋められた可能性があるが、それより下位の層は自然堆積である。南端から2m程の所で、

東西両側の清斜面に向き合うようにピットが検出され、いずれも柱と思われる木材の一部が遺存していた。ある

いは、この 5号溝に伴う施設かも知れない。

【6号溝】 (図 18、 図版20)

H・ I-6～ 9区で検出された東西にのびる溝である。西端は浅い溝状の遺構が直角にとりつき、 9号溝に合

流するかのように見えるが、撹乱で分断されているため確実ではない。東端は途切れており、端が 2つ に分かれ

たようになっている。長さは10,7mで、方向はN-7° 一W。 断面逆台形で、上幅130～ 170cm、 下幅60～90cm、

深さ110cmを 測る。埋± 1層 は人為的に埋められた可能性があるが、それより下位の層は自然堆積である。東端

近 くの底面には、川原石が敷かれたようにまとまって検出された部分がある。

【9号溝】 (図 18、 図版21)

G～ I-9・ 10区で検出された南北にのびる溝である。北端は途切れており、南端も途切れているが、直交方

向からのびてくる14号溝の延長と交差する付近は、少し低 くなっており、浅い落ち込みで14号溝 とつながるのか

も知れない。この南端付近の西側には、2号石垣が存在し、9号溝の護岸施設 と考えられる。また南端付近では、

東側が広 くなっている部分があり、 6号溝の西端とつながる可能性があるが、境乱のためはっきりしない。長さ

は7.5mで、方向は、やや曲がっているが、N-7.5° 一W程度である。断面はほぼ逆台形で、上幅70cm、 下幅40～ 50

cm、 深さ30cm。 埋土は不均質で、埋め戻されたものと考えられる。この 9号清の底面に、9号溝に切 られる4基

のピット (南からピット819。 806・ 821・ 820)が並んでいる。間隔が一定しないため柱列とはしなかったが、 9

号溝に先行し、同じ場所を区画する柱列の可能性も考えられる。

【12号溝】 (図 23、 図版22)

調査区東端のF～ I-2区で検出された南北にのびる溝で、5b'層の下位から掘 り込まれていることが確実な遺

構である。北側が撹乱で壊され、南側は調査区外へのびるが、10.2m分 を検出した。方向はN-14.5° 一W。 断面

形は丸みを帯びた逆台形で、上幅75cm、 下幅30～ 40cm、 深さ40cmを測る。埋土は、 2層 は自然堆積であるが、

1層 は不均質な人為的に埋め戻されたものである。13号溝がほぼ直交する位置にあるが、13号溝は5b'層 あるいは

5b層上面からの掘 り込みであり、12号溝 とは掘 り込み面が異なリー連の清ではない。

【14号溝】 (図 18、 図版22)

I-10～ 13区で検出された東西溝である。東端は途切れるが、浅い落ち込み状の部分がのび、 9号濤とつなが

る可能性があり、この交点部分に2号石垣が造られる。西端は 2号池に切られるが、立ち上がりが確認され、こ

こで途切れるものと考えられる。ただし、この延長方向には3号池Bが存在し(図 17)、 形状が似通っていること

から、一旦途切れて連続する一連の遺構の可能性がある。両端の立ち上がる部分の間の長さは10.3mで、方向は

やや曲がっているが、N-7.5° 一W。 断面形は浅い逆台形を呈し、上幅100～ 130cm、 下幅45～ 75cm、 深さ35cmを

測る。埋± 2層 は埋め戻された上の可能性が高い。 Ib期の29・ 30・ 31号建物跡に切られる。

【15号溝】(図 18、 図版22)

調査区南壁沿いのI-8区で検出した南北にのびる溝で、南側は調査区外へ続く。北端は、6号溝との間隔が
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Fig 23 Features belonging to Edo period(phase I)at BK4(8)
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Fig 24 Features belonging tO Edo period(phase I)at BK4(9)

ごく僅かしか残っていないにも関わらず、連続せず途切れている。方向はN-14.5° 一W程度である。断面形は丸

みを帯びた逆台形で、上幅190cm、 下幅100cm、 深さ75cmを測る。埋上の上部は埋め戻されている可能性が高い。

【16号溝】 (図 16、 図版22)

本調査区のD-17・ 18区で一部が検出され、付帯A区で続きが検出された東西溝である。東端は1号溝につな

がる。 1号溝との明確な前後関係は認められなかったため、 1号清と同時に存在していたものと考えられる。西

端は調査区外へのびる。方向はN-16°一Wで、1号溝にほぼ直交する。断面形は深い逆台形を呈するが、上部の

岸の傾斜が弱い。上幅135cm、 下幅25cm、 深さ70cm。 埋上の上部は埋め戻されたものと考えられる。

【17号溝】(図 16)

C-17・ 18区で検出されたもので、16号溝とほぼ平行する、同様の東西溝と考えられる。検出した長さは1.

4m、 方向はN-16°一W、 上幅40cm、 下幅20cmである。

【21号溝】(図 16、 図版23)

付帯B区で検出されたもので、一部の検出に留まるため、清と断定できるわけではないが、他のIa期の溝と

逆台形の断面形状や埋上の様相が類似することから、南北にのびる溝と考えた。ごく一部の検出のため確実では

ないが、方向はN-15.5°一W、 上幅 。下幅は不明で、深さは65cmである。

【23号溝】(図 18、 図版23)

I-10区で検出された小規模な東西溝で、東端は2号石垣の掘方で壊されている。検出した長さは1.6mで、方

向はN-0°一EW。 上幅40cm、 下幅20cm、 深さ15cm程度。この23号溝と次の24号溝は、ほぼ直交するものと思

われ、つながっていた可能性が高い。14号溝と9号溝がほぼ同じ方向ですぐ近くに存在するため、23号溝・24号

溝を造り替えて14号清 。9号溝が造られた可能性が考えられる。

【24号溝】(図 18、 図版23)

H-9。 10区で検出した小規模な南北溝で、北端は撹乱で、南端は29号建物の柱穴で壊されている。検出範囲

が少なく不確実だが、方向はN-0° 一EW。 上幅50cm、 下幅30cm、 深さ15cm。

P799(地鎮跡 3)下位土師質土器皿古銭出土状況



【2号石垣】 (図 18)

9号溝 と14号濤の交差する部分に造られた石垣状の遺構で、両溝の護岸を目的としたものと考えられる。230×

140cln、 深さ40cm程 の掘方に、9号溝 と14号溝に沿う形で石を 1段ないし2段積み重ねている。掘方埋土をIb

期の29号建物跡が切っている。23号溝を切っており、24号溝 との前後関係は29号建物の柱穴のため不明である。

おそらく、23号溝 と24号溝を造 り替えて14号溝 と9号溝を造ったと考えられ、23号溝 と24号清の交わっていた部

分が弱いため、この 2号石垣を造って補強したものと考えられる。

【地鎮跡 1～ 3】 (図 23・ 24、 図版30)

H・ I-3・ 4区で、 3基の地鎮遺構 と考えられるものを検出した。いずれもピットの底面に、 2枚の上師質

土器の皿を合わせ口にして埋納したものである。地鎮跡 1(ピ ット487)か ら出上した皿の内部には、永楽通費が

12枚入っていた。皿の一方には、底面に「東」との墨書が見られる。地鎮跡 2(ピ ット797)では、柱痕跡が明瞭

に確認でき、柱穴の底面に埋納したものであることが明確になった。しかし、 3基のピットが建物跡などに組み

合う状況は確認できなかった。地鎮跡 3(ピ ット799)か ら出土した皿の内部には、永楽通費が11枚入っていたほ

か、稲の靱が良好に遺存していた。上側で出土した皿の底面には「中北天」との墨書が見られる。地鎮跡 1と 3

から出土した銭貨が、全て永楽通費で占められることから、17世紀初頭の遺構と考えられる。

③ lb期の遺構

前述のように、 1号溝が当期まで存在したと考えられ、 1号溝に付随する16号溝・ 17号清、 1号溝の西側の21

号溝も当期まで存在した可能性が残る。しかし1号溝より東側の溝は、切 り合い関係から見て、当期に残る可能

性はない。新たに13号溝が、東側には造られるだけである。また 3号池の一部は、当期に存在したと思われる。

それ以外は、 Ia期 とは遺構の様相が一変する。 Ia期に見られた浦は無 くなり、やや規模の大きな建物跡が展

開する。建物跡は 7ないし8棟、柱列は 1ないし3列存在する。調査区中央南よりには、南北に長い建物が存在

し、ほぼ同じ場所で 3棟の建物が重複する。その内の最も古い30号建物跡は、比較的規模が大きいことから、屋

敷内の中心的な建物である可能性もある。調査区北西側には、南北方向の建物が 4棟確認された。その内 3棟は、

同じ場所で建て替えられたものと思われ、規模が小さいことから、付属的な建物と推定される。当期の遺構の掘

り込み面は、13号溝が5b'層ないし5b層上面からの掘り込みであることが判明しているだけである。

【28号建物跡】 (図 19。 20、 図版12)

H・ I-10～ 12区で検出した建物跡で、東西 2間、南北 2間以上 となる。東西の柱間寸法は 6尺 5寸、南北の

柱間寸法は7尺である。Ia期の14号溝 とIb期の30号建物跡を切っている。29号建物跡とも位置が重複するが、

直接の切 り合い関係はない。方向はN-0.5°一W。 柱穴の深さは30cm前後 と、29号・30号建物跡 と比べると浅い。

特に、柱 4が浅 くて小規模な柱穴のため、梁行 となる可能性が高 く、南北棟 と考えられる。

【29号建物跡】 (図 19・ 20、 図版13)

G～ I-10～13区で検出された。やや不規則な柱配置で、どのような構造物になるのか判然 としない。柱間寸

法も図20に示したように不規則である。柱穴には底面に平坦な石を入れたものもあるが、不規則である。柱 3で

は、底面から石を4段重ねているのが観察された。30号建物跡を切っている。方向はN-2°一E。

【30号建物跡】 (図 19・ 20、 図版13)

C～ I-9～ 12区で検出されたもので、今回の調査で確認できた建物跡 としては最も規模が大きい。東西 5間、

南北 9間以上の、南北に長い建物であるが、複数の建物が連接する可能性もある。柱間隔は 6尺 5寸を 1間 とし

た、 1間間隔か半間間隔であるが、柱 3と 4、 柱13と 14の 間だけは 7尺 5寸 となっている。この柱13と 14の西に

は、 7尺 5寸の 3分の 1の 2尺 5寸出た所にも柱が入る。その南の柱11と 12か ら西にも柱があるが、こちらは 6

尺 5寸を 1間 とした半間である。柱穴の底面に平坦な石を入れるものが多いが、全てに入っている訳ではない。

方向はN-0.5°一Eである。柱穴は、ほとんどが50cm以上の深さを有する、しっかりしたものである。



【31号建物跡】(図21)

A～E-12～ 14区で検出された南北棟で、桁行 5間、梁行 2間の建物である。梁行の真ん中に入る柱5は、他

の柱より小さくて浅い。北東コーナー付近の柱穴が検出できていないが、 5号溝の埋土が分布する範囲で、認識

できなかった可能性が高い。柱 6は 5号溝埋上を切っている。方向はN-5°一Wである。

【32号建物跡】(図 21、 図版13)

B～D-14～ 16区で検出された南北棟で、桁行 3間、梁行 2間の小規模な建物である。桁行の柱間寸法は7尺、

梁行の柱間寸法は6尺 5寸で、28号建物跡と共通するが、方向はN-6.5°一Wと 異なる。33号・34号建物跡と位置

が重なるが、切り合う場所がなく、前後関係はつかめない。柱 8が Ha期の22号柱列の柱 2に切られる。

【33号建物跡】(図 21、 図版13)

A～ D-14～ 16区で検出された南北棟で、桁行 5間以上、梁行 1間の組長い建物である。桁行の柱間寸法は 6

尺 5寸、梁行の柱間寸法は6尺 5寸を1間 とした1間半である。34号建物跡を切っており、規模や位置が34号建

物跡と共通するため、34号建物跡を建て替えたものと考えられる。Ha期の24号土坑と4号石敷溝、Hb3期の

6号柱列に切られる。いずれの柱穴も80cm前後の深さがあり。方向はN-8.5°一Wである。

【34号建物跡】(図 21、 図版13)

A～D-14～ 16区で検出された南北棟で、桁行 5間以上、梁行 1間の細長い建物である。桁行の柱間寸法は 6

尺 5寸、梁行の柱間寸法は6尺 5寸を1間 とした1間半である。33号建物跡に切られる。 Ia期の27号・28号柱

列を切っている。方向はN-0.5°一Eである。

【24号柱列】(図 19)

C・ D-11区で検出した南北方向の柱列である。 3間分を検出した。柱間寸法は4尺である。方向はN-1° 一

W。 柱 3が、Ha期の22号建物跡柱4に切られている。Ha期の遺構とは方向がずれるため、 I期に遡ると考え

た。それ以上の決定材料はなく、 Ia期・ Ib期のいずれかは決定し難い。

【25号桂列】(図 23、 図版15)

C～ I-4・ 5区で検出された南北方向の柱列である。 8間分を検出したが、途中検出できていない部分もあ

る。 Ia期の4号溝と重なり、切り合い関係を有すると思われるが、この部分の柱穴は検出できていない。柱間

寸法が 6尺 5寸のため、建物跡の一部の可能性もある。方向はN-8°一W。

【26号柱列】(図21)

A～D-12・ 13区で検出された南北方向にのびる柱列である。 4間分を検出した。柱間寸法が6尺 5寸である

ため、建物跡の一部である可能性も残る。方向はN-5° W。 直接の切り合い関係はないが、31号建物跡と位置

が重なるため、同時存在は考えられない。

【13号溝】(図 23、 図版22)

G-2～ 4区で検出した東西溝である。次のHa期の26号建物跡と19号柱列に切られており、 Ib期 とした。

調査時には6層上面で確認したが、掘り込み面は5b'層か5b層 の上面である。溝のごく下部しか確認できなかった

ため、平面図では細い溝となっているが、断面では上幅70cm、 下幅15cm、 深さ60cmの大きさである。底面近く

が一段深くなっている。埋土は、人為的に一気に埋められた様相を示す。方向はN-19.5° 一Wである。

④ 細分時期不明のH期の遺構

H期の細分時期ごとの遺特を記述する前に、H期のどの細分時期に該当するか不明な遺構、あるいはH期を通

じて存在した可能性のある遺構について、先に説明する。

【7号柱夢U】 (図26・ 27、 図版14)

調査区西端の17・ 18列を南北に走る柱列で、14間分が検出された。 1号清とほぼ同じ位置で、 1号溝埋上の上

に造られていることから、H期に下る遺構である。柱 8がHb3期の13号土免に切られている。この13号土坑か



らは、19世紀中葉の磁器が出土しており、幕末の屋敷廃絶時の遺構である可能性もあり、Hb3期 に存在した可

能′
l■ は残る。したがって 7号柱列は、H期のいずれか、あるいは複数の時期に存在したことは判るが、細かな時

期は判 らない。柱間寸法は 5尺間隔で、3本に 1本ずつ、西側に控え柱が付 く。控え柱までの間隔は3尺である。

次の 2号池の様相 も合わせて考えると、屋敷の境を区切る塀跡 と考えられる。控え柱が西側に出ていることから、

西側の屋敷地の東端に造られた塀 と考えて良いだろう。方向はN-21.5°一Wと、他の遺構 とは異なる。

【2号池】 (図 26・ 27、 図版16・ 17)

2号池としたものは、南北に走る溝状の遺構に、不定形の池状遺構が連なったものである。この 2号池をはさ

んで、東西では地盤のレベルが、50cm程東側が低 くなっていることから、この 2号池、あるいはその西端の段差

が、東西の屋敷の境 と考えられる。北半部は、本来は溝状の遺構であったと考えられるが、東側がえぐられるよ

うにぶくらんでいる。この部分の壁は、オーバーハングする部分が各所で見られ、水流によって浸食されたもの

と考えられる。北部の溝状の部分が比較的良 く残っている西岸で測ると、方向はグリッドラインとほぼ同じN―

17.5° 一Wである。南半部は、方形を基調とするものや不整形の池状の遺構と、溝状の遺構が複雑につながる。そ

の形状から、複数の遺構が切 り合つているものと考え、サブトレンチを設定するなどして検討したが、確実に切

り合う部分は認められず、一連の遺構 と考えざるを得ない。埋上の状況から、掘 り直しが何回か施されたものと

思われ、さらに浸食を受けたりしたためか、細かな変化はうまくとらえられていない。埋土からは,ヒ較的多 くの

遺物が出上しており、埋± 4～ 6層では17世紀末棄から18世紀前葉の遺物がまとまって出上している。埋± 1・

2層からは、19世紀前半の遺物も出土しており、最後のHb3期 まで存続していたと考えられるが、Hb3期 に

は、ごく浅い落ち込みとなっていたものと思われる。埋土から、魚類不明・哺乳類四肢骨が出上している。北半

部を中心に、底面近 くで礫が多 く出上している。

【上坑】

細かな時期が半」明しない土坑について、 I期にかかるものもあるが、ここでまとめて触れておく。9号土坑 (図

版27)は G-9区で検出された。5a層下より掘 り込まれていることから、 Ia期～Ha期の間に造られたもので

ある。11号土坑 (図版27)は G-9区で検出され、 9号土坑を切ることから、■bl期～Hb3期の間に造られ

たものである。12号土坑 (図版27)は I-7区で検出され、14号建物跡を切ることから、Hb2期かHb3期 に

帰属する。17号土坑 (図版28)は B-10区で検出され、18号建物跡に切 られることから、 Ia期～Hbl期の間

に造られたと推定されるが、22号溝 との関係で問題が残る。19号土坑 (図版28)は I-1区で検出され、時期は

全 く限定できない。20号土坑 (図版29)は H-6区 で検出され、時期は限定できない。21号土坑 (図版29)は G―

5・ 6区で検出され、H期のものと思われるが、確実ではない。22号土坑 (図版29)は H・ I-5区で検出され、

6号建物跡に切られることから、 Ia期～Hbl期の間に造られたと考えられる。

⑤ Ha期 の遺構

遺構の方向が、N-5～ 15.5° 一Wと、大きく西に傾 く時期である。当期 と考えられる15号土坑などが、5a層の

下から掘 り込まれており、掘 り込み面は5b層上面 と考えられる。建物跡 7棟、柱列 5ないし6列がある。調査区

東側に、建物跡 と柱列が重複して多数存在する。調査区中央近 くには、やや規模の大きな24号建物跡がある他、

調査区北側にかけて建物跡と柱列が重複する。 2号池のすぐ東側には、石敷溝と柱列が存在する。 8号柱列と22

号溝は方向が大きくずれるが、 8号柱列の柱間寸法が 6尺 3寸であり、 I期に入るとは考え難いことから当期に

合めた。これらは他のHa期の遺構より切 り合い関係から先行することが確認でき、あるいは Ib期とHa期 と

の間に、さらに 1期設定する必要があるのかも知れない。

【8号建物跡】 (図 30、 図版10)

D～ G-3・ 4区で検出した南北棟で、桁行 3間、梁行は 1間分が東西の柱穴の間を溝でつないでいる。柱間

間隔は 7尺であるが、半分の 3尺 5寸西に出たところにも柱筋が通る。方向はN-11°一W。
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Fig 28 Features belonging to EdO period(phase II a)at BK4(3)

【9号建物跡】(図29・ 30、 図版10)

調査時には 8号建物跡の一部 と認識 していたが、方向がずれることと、両建物跡の間が、柱間寸法の 7尺 より

大きくなることから、別の建物 と判断した。 8号建物 と同じ構造、柱間寸法であるが、 3尺 5寸出た柱筋が逆に

東側にある。桁行は 2間以上。方向はN-7°一Wである。

【22号建物跡】(図 28、 図版12)

A～ C-10～ 12区で検出された南北棟で、桁行2間以上で、柱間寸法は6尺 3寸。梁行は6尺 3寸を1間 とし

た 2間分の間隔があいているが、間に柱穴が見つかっていない。方向はN-10°一W。

【23号建物跡】(図28)

C～D-8～ 10区で検出された南北棟と思われる建物で、桁行 2間以上、梁行 3間。柱間寸法は6尺 3寸。東

桁から1間のところにも柱筋が通る。柱 5以外の柱穴は、底面に石を入れたものである。方向はN-15.5° 一W。

【24号建物跡】(図29)

C～H-6～ 9区で検出された、比較的規模の大きな建物で、南北 7間、東西 5間。柱間寸法は6尺 3寸。大

功く【ミさ逆)

ゴ  Ю辮
粋 m

＼＼藁万
1盤

賭シ帰
酔絆

シ
を降 ;gl2 ЮYR74褐

命 卜ヵ ック .黒褐色土粒多強 暗褐色 シグ

量含む

ゴ 姥謙 仲
V2巧 Y4/3オ リープ褐色 粘土質シル ト 粘性弱 。しまりや

がまだらにまじりあう 酸褐色シル ト・黒褐色シル トや強
L部 に多量含む 炭化物少量含む化鉄_

ゴ
盟号建物跡柱5静

m
1 10YR4/2 灰黄褐色  シル ト 粘性無 。しまり中 黄褐

色シル ト粒まだらに含む 炭化物少量含む
2 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 粘性無 。しまり中 黄褐

色シル ト・にぶい黄褐色シル ト粒多量まだらに含む 黒
色粘土質シル ト小ブロック下部に含む 炭化物を少量含
む

3 25Y6/6 明黄褐色 シル ト 粘性弱 。しまり中 にぶ
い黄褐色シル ト・黒褐色シル ト粒まだらに含む 小白色
岩片少量含む

4 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性無 。しまり中
にぶい黄褐色シル ト・黒褐色シル ト粒まだらに含む

5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 粘性やや強 。しまり
中 黄帽色粘土質シル トまだらに含む



○
√
Ｌ

9号土坑
郎   〔

F

N 柱14

◎輔

＼ｏ

※

Ａ

引

に__mキ___ヰ___JL___上___fm

10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 粘性やや弱 。しまり中 黄
褐色粘土質シル ト多量・黒色シル ト少量粒状にまだらに含む
礫少量含む

10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中 。しまり中 黄褐色シル ト
プロック多量・黒色粘土質シル トプロック少量含む 炭化物・

礫少量含む
10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト 粘性強・ しまり中 黒色粘

責褐色シル ト粒含む土質シル トがまだらに混 じり合 う

懇
[臨

ラ帰や歩書き写
シ
浅を物Ⅲ無漢歩些暮毬

中褐色粘土質シルトまだらに含_

;享単ど§::隠 ど皐:与
g涛花苔を君§写二1盲Eととと曽

m5ザ
摯毛勧ヒ壊ざ想

蚤指と
が
雑質◆弓で

多
轟包亀。しま

図29 武家屋敷跡第 4地点江戸時代 II a期の遺構 141
Fig 29 Features belonging tO Edo period(phase II a)at BK4(4)

|

以下の断面図に対応する平面図は図30

柱1       9号 建物跡

|

粋
m

柱 2

1

2

3

4

5

旋訃抽 劾謎ξ乾酔撃
26号建物跡柱10



い
　
　
◎

一つ

0                                         [

石
 
「8号建物跡

尉g町OFⅧ爺ど袢辞蔚鰍越Υ炉品(働

25号建物跡

D

4

フ
び

牧 :

19号・ 20号柱列



部分が中庭にかかるため確実でないが、北側の東西方向の建物の南に南北方向の建物が連接する可能性がある。

北側は南北 2間以上、東西 5間で、西端から2間のところにも柱筋が通る。南側は東西 2間である。方向はN―

10.5° 一W。 柱 9が、23号柱列の柱 1に切られている。

【25号建物跡】(図29。 30、 図版12)

C～G-3～ 5区で検出された南北棟で、桁行 5間、梁行 2間の総柱建物である。柱間寸法は6尺 3寸。 8号

建物跡・26号建物跡と位置が重なるが、直接の切り合い関係がないため、前後関係は不明である。方向はN-7°一

W。 柱穴の深さは、70cm前後。

【26号建物跡】(図 29・ 30、 図版12)

E～ I-2～ 4区で検出された南北棟で、桁行 6間以上、梁行 3間の建物である。東桁から1間のところにも

柱筋が通る。 8号建物跡に切られる。柱間寸法は6尺 3寸で、方向はN-7° W。 柱穴の深さは、60cm前後。

【8号柱列】(図 28、 図版14)

A・ B-10～ 12区で検出した東西方向の柱列で、方向はN-15°一Eと他と大きく異なる。一辺60～80cmの方形

の柱穴で、この点も他と異なる。柱列をつなぐように溝がのびており、一連の遺構である可能性がある。この溝

は、間が17号土坑と試掘区で壊されているため確実ではないが、C-8・ 9区で検出された22号溝と方向が一致

するため、22号溝の一部とも考えられる。検出した範囲の西側 2間分は、柱間寸法が 6尺 3寸で、東側に6尺 3

寸を1間 とした半間のところに柱がある。この柱間寸法から、建物跡の一部を構成する可能性も考えられる。

【19号柱列】(図30)

H～ I-2・ 3区で検出した南北方向の柱列で、 6間分を検出。柱間寸法は5尺 2寸で、方向はN-9° 一W。

【20号柱列】(図 30、 図版15)

G～ I-2区で検出した南北方向にのびる柱列で、4間分を検出した。柱間寸法は8尺で、方向はN-14°一W。

柱穴の深さは、100cm前後あり、極めて深い。

【21号柱列】(図 26、 図版15)

2号池のすぐ東側のC～ E-14・ 15区で検出した南北方向の柱列で、 3間分を検出した。 4号石敷溝に切られ

ている。柱間寸法は6尺 3寸で、あるいは建物跡の一部を構成するものかも知れない。方向はN-10.5° 一W。

【22号柱列】(図26)

A～ C-14・ 15区で検出した南北方向の柱列で 2間分を検出した。 2号池と一部切り合うが、切り合い関係は

良くつかめていない。方向から当期と考えた。柱間寸法は8尺で、方向はN-13°一Wである。

【23号桂列】(図29)

中庭北側のD-6～ 9区で検出した東西方向の柱列で、 4間分を検出した。柱間寸法は6尺 3寸で、建物跡の

一部を構成する可能性がある。方向はN-15.5° 一W。 柱 1が、24号建物跡の柱9を切っている。

【10号溝】(図 28、 図版21)

A・ B-7～ 9区で検出した溝で、東端付近では鍵の手状にまがり、西側は緩く屈曲している。場所によって

異なるが、上幅70～ 120cm、 下幅25～ 90cm、 深さは深いところで20cmである。5a層の下から掘り込まれており、

当期に合めたが、 I期 に遡る可能性も残っている。

【H号清】(図 30、 図版22)

E-5区で検出した東西方向の溝で、長さ1.3m分 を検出しただけである。南側に川原石が並べられている。幅

は30～50cmで、ごく浅い。方向はN-19°一Wである。5b層上面掘り込みの可能性が高いため、当期に含めた。

【22号溝】(図28)

C-8・ 9区で検出した東西方向の溝で、さらに西側の8号柱列をつなぐ溝と、一連の溝となる可能性がある。

上幅45cm、 下幅30cm、 深さ20cmで、方向はN-15°一Wと、他の遺構とは大きく異なる。



【4号石敷溝】 (図 26、 図版24)

2号池のすぐ東側のB～ D-14・ 15区で検出したもので、南北方向の幅30～40cmの浅い溝の中に礫が入ってい

る。南端で、西側に少し屈曲する。南端付近では、 Ib期の33号建物跡柱 5の上面まで礫が敷かれている。南北

の長さは5,7mで、方向はN-9°  W。 21号柱列を切っており、Hb2期 の 6号柱列に切られている。

【15号土坑】 (図 29、 図版28)

F・ G-7・ 8区で検出された土坑である。18世紀代の大堀相馬産陶器が出土しており、なおかつ5a層の下か

ら掘 り込まれていることから、当期の遺構 と判断した。

【24号土坑】 (図 26、 図版29)

A・ B-15区の 2号池底面で検出した不整楕円形の上坑である。 Ib期の32号・ 33号建物跡を壊していること

から当期に入れたが、 2号池との関係が問題である。あるいはIb期に含め、その最後の段階と考えるべきかも

知れない。しかし、この上坑は確認面からの深さが65cmあ り、Ib期の遺構であるとすると、本来の掘 り込み面

からの深さはlmを越えることとなり、疑間が残る。 2号池に付随する施設 と考えるべきかも知れない。

③ Hbl期 の遺構

遺構の方向がN-2～ 3.5° 一Eと 、前段階とは逆に東に振れる時期である。建物跡 4棟、柱列 2ないし5列があ

る。調査区中央南側には、 3棟の建物跡と柱列 1列が、近接して存在する。この建物跡としたものは、L字形に

柱が展開するもので、建物に付随した施設かもしれない。他の建物跡・柱列も比較的小規模なものである。

【7号建物跡】 (図 32、 図版10)

G・ H-7～ 10区で検出された、柱がL字形に並ぶものである。東西方向で 8聞分、南北方向は 1間分を検出

した。柱穴に沿うように濤が掘られており、一連の施設 と考えられるが、一度溝を埋めてから柱穴が掘られてい

る。柱間寸法は4尺で、建物よりは塀の柱間寸法に近い。建物に付随し屈曲する塀のような施設かも知れない。

方向はN-2.5°一Eである。

【19号建物跡】 (図 33)

A・ B-9～■区で検出された建物跡で、東西 3間、南北 2間以上である。柱間寸法は6尺 3寸で、方向はN―

3.5° 一Eである。

【20号建物跡】 (図 32、 図版12)

F～H-5～ 8区で検出された、柱がL字形に並ぶものである。東西10間、南北 1間分を検出した。柱穴をつ

ないで清が掘られており、一連の施設 と考えられる。東端はHb3期の18号土坑に壊されているが、これより先

にのびていた痕跡が無い。柱間寸法は3尺 6寸。 7号建物跡同様、建物に付随する塀のような施設の可能性もあ

る。方向はN-3°一Eである。

【21号建物跡】(図32)

G・ H-8～10区で検出された、柱がL字形に並ぶものである。東西 5間、南北 1間分を検出した。東西方向

の柱筋は、 7号建物跡とほぼ重なり、これに切られている。柱間寸法は5尺 2寸。これも建物に付随し屈曲する

塀のような施設の可含PLがある。方向はN-2°一Eである。

【17号柱列】(図 32、 図版15)

H・ I-6～ 9区で検出した東西方向の柱列で、 6間分を検出した。北側に存在する19・ 20・ 21号建物跡と、

ほぼ平行して並んでいる。柱間寸法が 6尺 3寸であるため、建物跡の一部を構成する可能性もある。方向はN一

2.5° 一E。 柱穴が比較的大きいことが特徴である。

【18号柱列】(図 34、 図版15)

A・ B-4～ 6区で検出した東西方向の柱列である。中2間分の柱間寸法は6尺 3寸で、その両側は6尺 3寸

を1間 とした半間の間隔である。このことから、この柱列から北側に展開する建物跡の一部である可能性が高い。
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○
獲剰劾

21号建物跡

F 7号建物跡 11 土坑

10YR5/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性極弱 。しまりやや強 褐

色ンル ト・黄褐色シル トまだらに含む 明黄褐色土粒・炭化物 。

小亜角礫少量含む

10YR4/4 褐色 シル ト 粘性中 。しまりやや弱 にぶい黄褐色

シル ト・黄褐色砂質シル トまだらに含む 炭化物・小亜角礫少量

含む

54 8rn

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 。しまりやや弱 黄褐
色～褐色ブロック上部に含む 酸化鉄・小亜角礫少量含む

4 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまりやや弱 にぶい
黄褐色粘土質シル ト・明黄褐色シル トまだらに含む 底部に小亜
角礫少量含む
10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性無 。しまり中 褐色シル
トまだらにまじりあう 小角礫・亜角礫・黒色土粒少量含む
10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性やや強・ しまりや
や弱 褐色シル ト・褐色砂質シル トブロック含む 暗褐色土粒少
量含む

10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性極弱 。しまり中 黄褐色
シル ト粒・白色粒子・小亜角礫多量含む
10YR4/6 褐色 シル ト 粘陛無 。しまり中 にぶい黄褐色シル
トまだらに含む 小亜角礫少量含む
10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性極弱・ しまり中 褐色シ
ル トまだらに含む 炭化物・小亜角礫少量含む

17号柱列柱3

21号土

22号土坑

O―

21号建物跡

第 20号建物跡柱6ド上548m

10YR4/4 褐色 シル ト 粘性 中 。しまり中
黄褐色シル ト・にぶい黄褐色シル トブロック含
む 焼土・酸化鉄少量含む 礫含む 炭化物多
量含む
10YR4/6褐色 シル ト 粘性 中 。しまり中
暗褐色シル ト・褐色砂質シル トまだらに含む
炭化物・ 円礫少量含む
10YR4/6 褐色 砂質シル ト 粘性無 。しまり
中 炭化物少量含む

為

∞
（

。
浴
し

548m

l 10YR4/4 褐色 シル ト 粘性無・ しまり中 黄褐色シ

ル トまだらに含む 炭化物・小礫少量含む

2 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 粘性極弱 。しまり中 小

礫多量含む

3 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性弱 。しま

り中 黒褐色シル トプロック含む 炭化物少量含む

4 10YR4/4 褐色 シル ト 粘性極弱 。しまり中 褐色シ

ル ト・暗褐色粘土質シル ト多量含む 小礫・炭化物少量

含む

図32 武家屋敷跡第 4地点江戸時代H bl期の遺構 (1)

Fig 32 Features belonging to Edo period(phase II bl)at BK4(1)

20号建物跡

17号柱列
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図33 武家屋敷跡第 4地点江戸時代Ⅱ bl期の遺構 12)

Fig 33  Features belonging to Edo period (phase II bl)at BK4(2)
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Fig 34

柱穴も,ヒ較的大きい。方向はN-3° Eである。

② Hb2期 の遺構

建物跡4ないし5棟、柱列2ないし5列がある。方向はN-0～ 4° 一ヽ V。 調査区東側に、建物跡 3棟 と、柱列

1列が、重複して存在する。この内の16号建物跡が、今回検出された建物跡では、唯一礎石建物跡の可能性があ

る。調査区中央北側には、やや規模の大きな18号建物跡がある。 1号井戸・ 3号井戸からは、比較的まとまった

遺物が出土した。 2号井戸は、出土遺物がなく、当期かどうか確証がない。

【14号建物跡】(図 37、 図版11)

I-7～ 9区で検出された建物跡で、東西 2間以上、南北 1間以上の建物である。柱間寸法は6尺 3寸で、方

向はN-0.5°一W。 当期に含めたが、Ⅱb3期の可能性も残る。柱 4が、12号土坑に切られている。

【15号建物跡】(図38)

G～ I-3・ 4区で検出された建物跡で、東西 2間以上、南北 2間以上となると考えられる。柱間寸法は6尺

3寸で、方向はN-0.5°一W。

【16号建物跡】(図 38、 図版11)

H・ I-3～ 5区で検出された南北棟と思われる建物跡で、東西 2間、南北 2間以上となる。柱 1・ 柱2の柱

筋と柱 3の間は6尺 3寸の間隔であるが、他は6尺 3寸 を 1間 とした 1間半の間隔である。方向はN-3.5° 一

Wである。柱穴は、 1辺100cm前後の方形に近い形で、他の建物跡より大きく、礫が内部に多数入つているもの
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10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 粘性強 。しまりやや強
10YR3/3 暗褐色 粘土質ンル ト 粘性やや強・ しまり中
にぶい黄褐色シル ト小ブロック含む 炭化物少量含む
10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり
中 炭化物少量含む 酸化鉄斑状に少量含む
10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 。しまり中 暗
褐色 。明黄褐色土まだらに混ざる 炭化物少量含む

1号井戸

6号柱列柱1

督    早垂ユm

y
:評ル磁含靱軸 駐

la

lb

2a

2b

2c

2d

2e

3a

3b

3c

3d

3e

3f

3g

3h

4

響沼
略/8明黄褐色 砂 粘性無。しまりや将 弓 円礫多量含む 炭イ躍 少量

10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 粘性やや強。しまりやや弱
10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中・しまり中 炭化物少量含む

器ミ:チユ密徹黄箔と稀皆うフ鑑 螺却絆
砒部に含む

解v鍵雹
色
粘笙き0影イ

ト
粘樫そ専墓守しヒうヱ

中
炭脇 銘

む

謎¥離 量彊色慈生査シ抑午中慈七蔦単亀.しまり中紛帥こ聯色シ
納/1i譴

黄ラ仔祥項話忘どaPしまり中
iI¥畳写チ1輻褒雹シチ♭

～
態桂墓ギをまケ塾

り
漢化務欽畳

含む

:監,(1雇昇軌深
レ
堆麟∵島甘玩峰勘≦舞卜部酸化

2 5YR4/6 赤褐色 シルト 粘性やや強。しまり中 礫少量含む

10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 粘性やや有 。しまり中 にぶい黄
掲色粘土質ンル ト含む 炭化物・小礫少量含む 酸化鉄多量含む
10YR3/2 黒褐色 シル ト質粘土 粘性弱 。しまり中 炭化物・酸化
鉄含む 小礫少量含む

豹 10YR5/4 にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 。しまりやや弱 にぶい黄
褐色粘土・暗褐色シル ト質粘上混ざり合う 酸化鉄多量含む 炭化物
少量含む

2c 10YR3/2 黒褐色 シル ト質粘土 粘性中 。しまり中 酸化鉄を少量
含む

2d 10YR4/4 褐色 粘上 粘性強・ しまり弱 酸化鉄・炭化物少量含む
2e 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 粘性強・しまりやや弱 にぶい黄橙色

小ブロック・炭化物・小礫少量含む 酸化鉄斑状に含む
2f 10YR3/2 黒褐色 シル ト質粘土 粘性強 。しまり弱 小礫含む 酸

化鉄を斑状に含む
2g loYR3/4 暗褐色 粘土 粘,生強・ しまり弱 黒褐色粘土・ にぶい黄

褐色粘土含む 炭化物少量含む 酸化鉄多量含む
2h 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 粘性やや強・ しまりやや弱 酸化物

を斑状に含む 炭化物少量含む
2i 10YR5/3 1こ ぶい黄褐色 粘土 粘性強 。しまり弱 黒褐色粘上が斑

状に混ざる 酸化鉄小ブロック状含む 礫少量含む
2j 

嵌泥激衆ブξ,ク鎮彗む 
性強。しまり弱 橙色粘土プロック含む

3 10YR3/1 黒褐色 粘土 粘性強 。しまり弱 炭化物少量含む

図36 武家屋敷跡第 4地点江戸時代H b2期の遺構 (1)
Fig 36 Features belonging to Edo period (phase II b2)at BK4(1)
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10YR7/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性極弱 。しま
り中 焼土少量含む 褐色シル トまだらに含む 炭
化物多量含む

10YR5/6 黄褐色シル ト 粘性極弱 。しまり中 褐
色シル ト少量含む
10YR4/4褐 色 シル ト 粘性中 。しまりやや弱
にぶい黄褐色シル ト・黄褐色砂質シル トがまだ らに

含む 黒色粘土質シル ト・酸化鉄少量含む
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3号井戸
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10号土坑

0                  1

15号土坑

3号井戸掘 り方埋土

① 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまりやや強 黄褐色
粘土質シル ト少量含む 炭化物含む 礫やや多量含む 焼土少量含む

② 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 。しまり中 にぶい黄褐色シル

ト少量含む 円礫含む 炭化物少量含む

③ 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シル ト 粘性やや強 。しまり中 にぶい黄橙
色シル ト含む 黒褐色粘土質シル ト・ガヽ礫 。炭化物少量含む

④ 10YR4/3 1こぶい黄褐色 シル ト 粘性弱 。しまり中 黄褐色シル ト多量
含む 炭化物含む 焼土少量含む

⑤ 10YR4/6 褐色 シル ト 粘性中 。しまりやや強 にぶい黄褐色シル ト・

炭化物少量含む

3号井戸埋土
1 10YR3/4暗褐色 シル ト 粘性弱 。しまり中 礫 。炭化物含む 焼土少量含む
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m

10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性弱 。しまり弱 黄褐色 シル

ト・黒褐色シル ト含む 灰化物少量含む

10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性弱 。しまりやや強 灰黄
褐色粘土質シル ト少量含む

10YR4/4 褐色 シル ト 粘性無・ しまりやや強 黒褐色

粘土質シル ト含む 炭化物・焼土・ガヽ円礫少量含む

lm

3号粘土貼床遺構

17号建物跡

図38 武家屋敷跡第 4地点江戸時代H b2期の遺構 (3)
Fig 38 Features belonging to Edo period(phase II b2)at BK4(3)

16号柱列



もあり、礎石建物跡の根石の可能性がある。ただし、柱 3では礫はほとんど入っておらず、問題が残る。

【17号建物跡】(図38)

H・ I-3・ 4区で検出された南北棟と思われる建物跡で、東西 2間、南北 2間以上となる。柱間寸法は6尺

3寸で、方向はN-4°一Wである。

【18号建物跡】(図 36、 図版11)

A・ B-10～13区で検出された建物跡である。柱 9・ 10。 ■・ 13・ 16が、底面に石を敷いた柱穴で、主要な柱

筋になると思われ、6尺 3寸を1間 とした 1間半の間隔で並んでいる。その両側半間ずつのところにも柱が並ぶ。

外側の柱筋の柱穴は、底面に石は敷かないが、深さは逆に深い。方向はN-0° 一EWである。

【6号柱列】(図 36、 図版13)

2号池のすぐ東側のB・ D-14・ 15区で検出した南北方向の柱列で、 3間分を検出した。 4号石敷溝を切って

いる。柱間寸法は4尺で、方向はN-2°一W。

【誦号哨ジJ】 (図 38、 図版15)

F～ I-2・ 3区で検出した南北方向の柱列で、 9間分を検出。柱間寸法は4尺で、方向はN-1°一W。

【2号石敷溝】(図 38、 図版24)

E・ F-4・ 5区で検出した東西方向の溝で、Hb3期の 1号石敷溝がほぼ同じ場所に造られているため、遺

存状態は悪いが、底面に礫が多数残っており、本来は石敷の溝であった可能性がある。方向はN-4°一W。

【1号井戸】(図 36、 図版25)

調査区東端のD-1区で検出した、径2.2mの井戸である。明治時代に削平を受けている区域であるため、他の

遺構との関係は不明。確認面から約2.5mの ところで、周囲に川原石を組んで、直径を一回リイヽさくしているのが

確認された。ここまで調査をして写真撮影を済ませた段階で、崩壊の危険が出てきたため、それ以上の調査は断

念した。埋土からは、18世紀中葉の遺物が、まとまって出土している。動物遺存体の種類も比較的多く、ハマグ

リ・アサリ・アカニシ・アワビ。シジミガイ科・ヒメエゾボラが出上しているが、数はごく少ない。

【2号井戸】(図 36、 図版25)

D-3区で検出された、径約1.6mの井戸である。明治の削平を受けた部分の、壁のところに残っていた。断面

図を作成した段階で崩壊し、危険なためそれ以上の調査は断念した。時期の判る遺物が出土しておらず、当期の

遺構かどうか確証力ゞない。

【3号井戸】(図 37、 図版25。 26)

GoH-7・ 8区で検出された、径1.9mの井戸である。確認面から2.4mの深さまで調査したが、それ以上は

危険なため断念した。埋土からは、18世紀中葉の遺物がまとまって出上している。動物遺存体では、アワビ・シ

ジミガイ科・種類不明の二枚貝と巻貝があるが、数はごく少ない。この井戸には、径約3.5m、 深さ60cmの、や

や不整な円形の掘り方が伴っている。井戸本体は、この掘り方の部分と、その下で径が変わらない。何らかの有

機質の施設が井戸の形状に合わせて造られ、その外側の掘り方が埋め戻されたものと考えられる。

【1～ 3号粘上貼床遺構】(図37・ 38、 図版26)

3号井戸の周辺で、浅い皿状の掘り方に粘上を貼り付けた遺構が 3基検出されている。平面形状は整った形を

とらない。この内の 1号。2号粘土貼床遺構は、 3号井戸の掘り方埋上の上に造られ、 3号井戸の東西にのびる。

粘上を貼った構造と、位置から見て、 3号井戸に伴う水回りの施設と考えられる。

【23号土坑】(図 38、 図版29)

F・ G-3区で検出。16号柱列を切るが、Hb3期の 1号石敷溝が上に造られることから、当期に含めた。

③ Ⅱb3期の遺構

江戸時代の最後の段階と考えられる時期で、建物跡4ないし5棟、柱列 3ないし4列がある。調査区北東側を



中心に、浅い溝で区画がなされている。その内、 1号 。3号石敷清は雨落溝と考えられる。これらの溝 と方向を

合わせた建物跡と、方向の合わない建物跡がある。当該期の中でも、最終末段階には、土坑が多く造られており、

屋敷の廃絶に関わる可能性がある。

【10号建物跡】 (図 40・ 41、 図版10)

C～ E-3～ 7区で検出された東西棟で、桁行 5間以上、梁行 2間の建物である。 3号溝 。19号溝 。1号石敷

溝に囲まれるような位置にある。ただし、 3号溝・19号溝とは方向は似ているが、 1号石敷溝とは方向がずれる。

柱間寸法は 6尺 3寸で、方向はN-7° 一W。 梁の中間の柱 7だけは柱穴が小さく浅いが、それ以外の柱穴は、60

cm前後の深さを有し、底面に扁平な石を据えている。

【H号建物跡】(図43)

G～ I-6～ 8区で検出された建物跡で、東西3間、南北 3間以上になると思われる。柱間寸法は6尺 3寸で、

方向はN-14°一Wである。他のHb3期の遺構とは、方向が大きくずれるが、柱 3が Hb2期の3号井戸に伴う

1号粘土貼床遺構を切っていることから、当期に含めた。

【12号建物跡】(図42)

A・ B-9。 10区で検出された。南北方向は1間分が検出され、柱間寸法は6尺 3寸である。東西方向は、 6

尺 3寸を1間 とした 2間分の間隔が開いているが、間に柱は検出されていない。方向はN-1°一Eである。

【13号建物跡】(図 42、 図版11)

B～ D-9～ 11区で検出された南北棟である。梁行は2間で、柱間寸法は6尺 3寸である。桁行は、 6尺 3寸

を1間 とした半間ごとに柱が存在し、 8本分の範囲が検出されている。桁行の柱は、 2本分を一つの細長い柱穴

に入れている部分が多い。桁行の柱は、 1本おきに深さが変わっており、柱 2・ 4・ 6・ 8。 10・ 12・ 14が深く、

その間の柱は浅い。柱 2と 柱14を つなぐ形で、間に柱15が入る。柱穴には礫が多く入っているが、柱の下に敷い

たところはほとんどなく、柱の周りに詰めたような状況を呈する。方向はN-3° 一Wである。建物跡の内部に入

る形で、16号土坑が存在するが、土坑の長軸の向きが、ちょうど柱 4と 柱12を結ぶラインに近いところにくるた

め、16号土坑がこの建物跡に付随する施設の可能性もある。

【2号柱列】(図 43、 図版13)

F・ G-11区で検出した柱列で、 2間分の検出に留まる。中庭南壁の断面では、一部 2号池の埋土に覆われて

いるが、両者の関係は良くつかめていない。方向からHb期に相当すると考えたが、その中での細かな時期は不

明であるため、Hbl期～Hb3期の全体図に記載した。柱間寸法は3尺 6寸で、方向はN-0.5° 一W。

【3号柱列】(図 44、 図版13)

E-14～ 16区で検出した東西方向の柱列で、2間分を検出した。 2号池の埋±2層上面から掘り込まれている

(図 27)。 柱間寸法は5尺で、方向はN-3° 一Eである。

【12号柱列】(図42)

B～ D-9・ 10区で検出した南北方向の柱列である。南側の柱 1～ 3は直線的に柱穴が並ぶ。北側の柱 4・ 柱

5と したものは、方向がずれるが、柱穴の形状が良く似ているため、一連の柱列と考えた。したがって、方向不

定で、柱間寸法も一定しない。柱列としたが、柱穴の大きさがきわめて小規模で浅いため、杭列のような簡素な

構造を想定した方が良いであろう。

【13号柱列】(図40)

B・ C-6・ 7区で検出した南北方向の柱列で、 3間分を検出した。位置関係では、柱 4が 3号清と切り合う

が、撹乱のため前後関係は不明である。柱間寸法は4尺で、方向はN-9.5°一Wである。

【14号柱列】(図 42、 図版14)

B～D-8・ 9区で検出した南北方向の柱列で、 4間分を検出した。 7号溝のすぐ東脇に平行して並んでおり、
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図40 武家屋敷謝第 4地点江戸時代 Hb3期の遺構 (1)

Fig 40  Features belonging to Edo period (phase IIb3)at BK4(1)
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当
Ю号建物跡柱1 

岸
′
550m

10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中。しまり中
炭化物多く含む
10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性小。しまり中
小礫・炭化物少量含む 明黄褐色土まだらに含む

18号上坑

1号木箱埋設遺情

ド生 54.9m

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性なし。しまり中 褐色土・小円礫
少量含む 炭化物含む 木箱埋土

2 10YR3/5 暗褐色 粘土質シルト 粘性やや強。しまり中 褐色土
と黒褐色上をまだらに含む 炭化物をごく少量含む 掘り方埋土

1

2

ド
生 549m

10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性弱 。しまりやや弱 明黄褐色シルト
プロックまばらに含む 明褐色の細砂を全体に含む 炭化物・小円礫含む
10YR5/3 にぶい黄褐色 シル ト 精性やや弱 。しまり中 黒褐色シル トを

含む
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中 。しまり中

ドと 54.8m

25Y4/1 黄灰色 粘土質シルト 粘性中。しまり中 黄褐色粘土質シル
ト・炭化物・酸化鉄・小円礫を少量含む
2.5Y3/1 黒褐色 粘土質シルト 粘性中。しまり中 オリーブ灰色粘土質
シルトを少量含む 災化物多量含む
10Y5/2 オリーブ灰色 粘土質シルト 粘性中。しまり中 灰色・灰オリー
ブ色粘土質シルトがほぼ同量ずつまだらに混じる 酸化鉄を少量含む
5Y4/1 灰色 シルト 精性弱・ しまり中 酸化鉄を上の方に多く含む
7.5Y4/1 灰色 粘土質シルト 粘性中。しまり中 灰オリーブ色砂質シル
トの小ブロックを少量含む

2号石敷溝

名   1上 vDm

―10YR3/3暗 掲色 粘土質シル ト
MIPLや や弱。しまり中 炭化物・黄
褐色砂小ブロック少量含む

8号上坑平面図
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10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 粘性無・

しまり強 白色岩片含む 1号石敷溝掘
方埋土
10YR3/2黒 褐色 粘土質シル ト 黒
色・褐色粘土質シル トが均質に混 じる
2号石敷溝掘方埋土

8号土坑断面図

ド生54.9m

0                        3m

図 41 武 家 屋 敷 跡 第 4地点 江戸 時 代 Hb3期 の 遺 構 修)

Fig 41  Features belonging to Edo period (phase IIb3)at BK4(2)

10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性弱 。しまり

強 黄褐色シル トを斑状に少量含む 橙色と

白色の微粒子を少量含む 災化物少量含む

10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性無 。し
まり中 黄褐色土少量含む 炭化物多量
含む
10YR3/3 暗褐色 粘土質 シル ト 粘
性中・ しまり中 にぶい黄褐色・褐色土
含む 炭化物多量含む
10YR3/3暗 褐色 粘土質 シル ト 粘
性中 。しまり中 炭化物少量含む
10YR3/2黒 褐色 粘土質シル ト 粘
性強 。しまり中 にぶい黄褐色土少量含
む 炭化物・小礫少量含む
10YR4/4褐 色 粘土質 シル ト 粘性
強 。しまり中 小礫少量含む
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1 10YR3/3 暗褐色 粘上質シル ト 粘性強 。しまり中 炭化物多量含む ガヽ礫を少量

含む
10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 粘性強。しまり中 炭化物多量含む

10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中。しまりやや強 黒褐色・黄褐色上をまだらに合

む 炭化物多量含む 全体的小円礫を少量含む他底部付近に径10cm程 の礫を密に含む

当 
柱1 

ド
′
549m

丁

7 5YR5/6 明褐色 粘土質シルト 粘性中。しまり弱 褐色粘土質シルト粒含む

10YR6/6 明黄褐色 粘土 粘性強。しまり弱 混入物はほとんどない

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黄褐色粘土質シルト・黒褐色粘土質シルト

ブロック含む 炭化物少量含む

16号上坑

根による撹乱 ド■550m

1 10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性やや弱 。しまり強 明黄褐色シル トを斑状
に含む 小礫を全体的に含み径13cmの大きな円礫もみられる 炭化物少量含
む

2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 粘性やや弱・ しまり強 暗褐色粘土質シ

ル ト極少量含む 黒褐色粘土質シル トを小ブロック状に含む
3 10YR3/3 暗掲色 粘土質シル ト 粘性中・ しまり強 明黄褐色粘土質シル

トを斑状に含む 小礫を全体的に含む 炭化物を少量含む
4 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 粘性強・ しまり中
5 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 粘性やや強 。しまり強 黄橙色シル トを斑

状に少量含む 小礫を極少量含む
6 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 粘性強 。しまり強 黒色粘土質シル トを小

ブロック状に少量含む 黄褐色砂質シル トを斑状に含む 小礫を全体的に含
む

Mおm l杷習整摯堅豪屍景シノン(靱 督

`ま

換花
物を全体的に多 く含む 礫含む

2 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性強 。しまり中
にぶい黄橙色・褐灰色シル トの小ブロックを少量
含む 炭化物少量含む

3 10YR3/1 黒褐色 シル ト 粘性強 。しまり中
灰黄褐色シル トの小ブロックを少量含む 酸化鉄
が層状にみられる 炭化物少量含む

4 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 粘性強 。しまり

やや弱 炭化物多量含む 小礫含む
5 5Y5/2 灰オリーブ色 砂質シル ト 粘性強 。し

まり弱

図42 武家屋敷跡第 4地点江戸時代 Ⅱb3期の遺構 0
Fig 42 Features belonging to Edo period(phase IIb3)at BK4(3)
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10YR4/4 褐色 シル ト 粘性無 。しまりやや強 にぶい黄褐色上を少量ブロック状

に含む 褐色・暗褐色土をごく少量含む 炭化物・小円礫含む

10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり中 褐色上がほぼ同量含まれる

炭化物・小円礫少量含む

10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり中 暗褐色上をブロック状に含む

炭化物・小円礫をごく少量含む

10YR4/4 褐色 粘土質シルト 粘性強 。しまり中 酸化鉄多量含む 小礫を少量含

む
10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 粘性強 。しまり中 黒掲色・褐色土少量合

む 小礫を少量含む

10YR4/6 褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり中 にぶい黄褐色上がほぼ同量混ざ

る 炭化物少量・酸化鉄多量含む

図43 武家屋敷跡第 4地点江戸時代 Hb3期の遺構 141

Fig 43  Features belonging to Edo period (phase IIb3)at BK4(4)

◎
＠

同時に存在した可能性が高い。北端の柱 5か ら東に折れる形で、 3基のピットが存在し、一連のものである可能

性もある。柱間寸法は4尺で、方向はN-1° 一Wである。

【15号柱列】 (図 43、 図版15)

F・ G-11区で検出した柱列で、 2号柱列のすぐ脇にある。 2間分の検出に留まる。 2号柱列同様、方向から

Ⅱb期に相当すると考えたが、その中での細かな時期は不明であるため、Hbl期～Hb3期の全体図に記載し

ている。柱間寸法は3尺 6寸で、方向はN-0.5°一Wである。
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10YR4/4 褐色 シル ト 粘性無 。しまりやや強
酸化鉄多量含む 炭化物少量含む
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性弱 。しまり強
褐色土ごく少量含む 炭化物多量含む 酸化鉄 。

小礫少量含む
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図44 武家屋敷跡第 4地点江戸時代 IIb3期の遺構 15)

Fig 44 Features belonging to Edo period(phase IIb3)at BK4(5)

【3号溝】(図 40、 図版19)

B・ D-6・ 7区で検出された南北溝で、北側は2つ に分かれている。25号土坑と撹乱に切られているため判

然としないが、19号溝とつながる可能性もある。場所によって規模が異なるが、もっとも広いところで、上幅130

cm、 下幅80cm、 深さ10～15cm程 を測る。北側を除いた部分の方向はN-2.5°一Eである。

【7→引昔】(図 42、 図版21)

A～D-9区で検出された南北溝で、上幅25～ 45cm、 下幅10～20cm、 深さ15～20cmの細い溝である。方向は

N-1.5° 一Wである。

【8号溝】(図43)

G・ H-9。 10区で検出された東西溝で、東端は途切れる。上幅20～ 25cm、 下幅15cm、 深さ10cm弱のごく細

い濤で、方向はN-0.5°一Wo Hbl期の 7号建物跡に伴う溝を切っており、Hb2期かHb3期と考えられる。

【18号溝】(図 42、 図版23)

A・ B-11区で検出された南北清で、南端は撹乱で切られているが、それより南側にはのびず、途切れると

考えられる。上幅30cm、 下幅20cm、 深さ10cmの細い溝で、方向はN-3.5°一Wである。

【19号溝】(図40・ 41、 図版23)

A・ B-4～ 7区で検出された東西方向の溝であるが、途中で北側に細い溝が分かれている。25号土坑に切ら

れる以外は、この区域の他の遺構を全て切っている。幅は場所によって変化し、西側は緩く屈曲している。平均

的な部分で、上幅50cm、 下幅25cm、 深さ10cm程度である。東側の直線的な部分の方向はN-0.5°一Eである。

【1号石敷溝】(図 40・ 41、 図版24)

良好に残存していたのはE・ F-5・ 6区であるが、 3・ 4列にも、この続きと考えられる礫力ゞ分布しており、



さらに東側へのびるものと考えられる。両側に扁平な礫を並べ、間に小振 りな礫を敷いたものである。両側の礫

の間の幅は20cm前後である。その形態から、建物に付随する雨落溝の可能性が考えられるが、直接伴 うような建

物跡は確認できなかった。方向はN-2.5°一Eである。

【3号石敷溝】(図40・ 41、 図版24)

1号石敷溝に直交する方向で、南北にのびる石敷濤である。残存状態は良くないが、 1号石敷溝と同様の構造

と考えられる。

【1号木箱埋設遺構】 (図 40・ 41、 図版30)

E-5区 で検出されたもので、140cm× 80cmの ほぼ長方形の上坑の中に、120cm× 40cmの長方形の木箱を埋

設したと考えられる遺構である。一部底面の木質が残存していた。 1号石敷溝に斜めにつながるように、礫が分

布しており、 1号石敷溝と関連する遺構かも知れない。水回りの用途が想定できるであろう。

【上坑】

時期が限定できないものを除 くと、当期では8基の土坑が確認された。 8号土坑 (図 41、 図版27)は 、 3号溝

と同じ場所に造られたもので、これを埋めて 3号溝が造られている。16号土坑 (図 42、 図版28)は 13号建物跡の

内部にあり、位置関係から13号建物跡に伴う施設の可能性がある。壁と底面が激しく焼けており、埋上には礫が

多数入っていた。10号土坑 (図 43、 図版27)、 13号土坑 (図 44、 図版28)、 18号土坑 (図 40、 図版28)、 25号土坑 (図

40、 図版29)は、19世紀代の遺物が出上していることから当期に合めた。ややまとまって遺物が出土しているが、

ゴミ穴 と考えられる程は多くない。14号土坑 (図 44、 図版28)は 、13号土坑のすぐ南側で検出されたもので、形

態や埋上が類似することから、13号土坑 と同様の時期の可能性を考えた。26号土坑 (図 42、 図版29)も 、25号土

坑のすぐ脇に位置し、埋上の状況が似ていることから、同様の時期の可能性を考えた。

(3)4層上面の遺構

【畑跡】 (図 48、 図版31・ 32)

13列 より東側一帯で、溝で区画された内部に畝状の遺構が広がるのが確認され、畑跡 と考えられる。図48に示

したように、溝による畑の区画は、4な いし5区画が認められる。畝の高さは5 cm前後が一般的で、残 りの良い

ところでも10cm程度である。

【集石遺構】 (図 46、 図版32)

G-8区 の区画溝の脇に、長軸110cmの 大きな石の周囲に、小振りの石や陶磁器がまとめられているのが発見

された。畑の耕作で邪魔になった石や遺物を、ここに集積したものと考えられる。

【道路跡】(図版31)

H期の 2号池の西側にあたる、15～17列の標高が高い部分が、当期でも高いまま残されており、ここから多数

の轍が検出され、道路として利用されていたと考えられる。D-17区で板材を敷き、杭で端を留めているのが検

出されている。

【1号池】(図版31)

H期の 2号池が存在したところの一部が埋まりきらずに残されている。断面の観察から、部分的に掘り直され

ていると考えられる。18世紀未葉から19世紀中葉の遺物が、ややまとまって出土している。

【10・ 11号柱列】(図46)

両柱列とも、畝状遺構を切って造られている。長方形の小型のピットが並ぶもので、柱列というよりは、もっ

と簡素な構造の施設を想定した方が良いであろう。

【6・ 7号土坑】(図 47、 図版32)

D-2・ 3区の、明治時代の削平による壁の部分で断面を確認し、 2号井戸とともに断面図を作成したが、そ
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図46 武家屋敷跡第 4地点 4層上面の遺構 (1)

Fig 46 Features on the surface of strarun 4 at BK4(1)
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|-545m

6号土坑埋土
1 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 粘性強・

しまり強 暗褐色粘土質シル トが不均質に
混じる 炭化物少量含む

2 10YR2/3 黒褐色 シル ト質粘土 粘性
強 。しまり中 黄褐色シル トブロック少量
含む 炭化物 。礫少量含む

7号土坑埋土
1 10YR4/6 褐色 シル ト質粘土 粘性強・

しまり中 暗褐色シル トが不均質に混じる
炭化物・小礫少量含む

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質 シル ト 粘性
中 。しまり中 責褐色シル トが層状に入る

図47 武家屋敷跡第 4地点 4層上面の遺構 12)

Fig 47 Features On the surface of strarum 4 at BK4(2)

15 1 14

図48 武家屋敷跡第 4地点 4層上面畑跡の区画
Fig 48 Features of ridges on the surface of strarum 4 at BK4
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10YR3/3暗褐色 シルト
黄褐色シルトを斑状に含む

粘性中 。しまり強
炭化物少量含む

10YR4/4褐色 シルト 粘性弱。しまり中
暗褐色シルト含む
10YR5/6黄褐色 砂質 シル ト 粘性 な
し。しまり弱
黄褐色シルト含む 小礫多量含む

図51 武家屋敷跡第 4地点 2層上面の遺構 (1)

Fig 51 Features on the surface of strarum 2 at BK4(1)
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図52 武家屋敷跡第 4地点 2層上面の遺構 12)
Fig 52 Features on the surface of strarum 2 at BK4(2)
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A 3号建物跡東辺礎石 B    l号 土坑     B′
引              トト ー 555m

2号土坑 α
卜

C
558m   引

3号建物跡東辺礎石埋土
10YR4/3に ぶい黄褐色 砂質シルト

粘性中 。しまり中
暗褐色シル トと黄褐色シル トを含む

炭化物少量含む

55_8珀

2号土坑埋土
1 7 5YR4/6褐色 粘土質シルト 粘陛中 。しまり強

灰責褐色粘土質シルトが斑状に入る 小礫多数合む
2 25Y3/2 黒褐色 シルト 粘性弱 。しまり中

褐色粘土質シル トを小プロック状に含む F礫含む
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 粘性中 。しまけ弱

1号土坑埋土
1 10YR5/4にぶい責褐色 シル ト 粘性弱・ しまり中

小円礫含む
2 10YR4/2灰責褐色 シルト 粘性弱 。しまり中

黄褐色粘上を斑状に含む 小円礫含む
3 10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト 粘性弱 。しまり中

黄褐色粘土を斑状に含む 炭化物含む
4 10YR4/2灰黄褐色 砂質シル ト 粘性弱・しまり中

黄褐色シルトがまだらに入る

図53 武家屋敷跡第 4地点 2層上面の遺構 (3)

Fig 53 Features on the surface of strarum 2 at BK4(3)

の段階で崩落してしまった。そのため平面位置 も含めて、詳細は不明である。埋土を3層が覆っていたため、 4

層上面の遺構 としたが、確認できておらず、より古い段階の遺構である可能性も残っている。

14)3層上面の遺構 (図 49、 図版32)

3層上面で検出された遺構は、きわめて少ない。土坑 1基 (5号土坑)、 ピット7基が検出された他、C-15区

で浅い落ち込み、C・ D-6区で焼け面、 I-9区 で礫が集中している部分が確認されている。 5号土坑は、 3

層が分布しない範囲にあるため、 4層上面の遺構である可能性も残る。しかし4層のこの付近は、道路 として利

用されていた部分なので、土坑の存在は不自然なので 3層上面の遺構 と判断した。

(5)2層上面の遺構

【1～ 6号建物跡】

2層上面では、礎石建物跡 6棟が検出された。方向は、全てN-27.5° 一Wである。1号建物跡と2号建物跡 (図

51、 図版33)は 、位置が重なるが、撹乱によって切 り合い関係が判らない。 1号建物跡は、清の中に川原石を詰

め、その中に礎石を据えている。その他の建物跡は、柱穴の礎石のまわりに川原石を詰め込んでいる。実測図で

は、これらの詰められた川原石については図化せずに、礎石だけを示している。 3～ 6号建物跡は、礎石が複数

段重ねられているところもある。 3号建物跡 (図 52・ 53、 図版33・ 34)は、内部にも多数の柱穴を有する。 4号

建物跡 と5号建物跡 (図 54、 図版34)は 重複し、 5号建物跡が新しい。 1・ 3・ 4・ 6号建物は、側面ラインを

合わせており、その間隔も規則的であることから (図 55)、 同時に存在した建物と考えられる。

【1号石垣】 (図 51、 図版34)

調査区の北東を斜めに横切るように、高さ2mの段差が造られており、その段差の下から検出されたものであ

る。石の表側は方形に加工されている。 1段分だけが残っていたが、本来は段差の擁壁 として、さらに上まで続

いていたものと考えられる。この 1号石垣を伴う段差は、 2層の整地後に削平して造られている。ただし、段差

を造る以前にも、 2層がこの付近で落ち込んでおり、 3層段階で削平が一旦行われていた可能性もある。この石

垣を撤去し、段差を埋めて平坦面を広げてから、 1号 。2号建物跡が造られている。

【1～ 9号埋甕】 (図 52、 図版34)

3号建物跡の東西両側に土管を埋設した排水施設が造られているが、その途中に仙台市の堤で作られた大甕を

埋設した遺構が 9基確認されている。甕の両側には礫が敷かれ、その先が土管 となっている。排水桝 としての機

能が考えられる。
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【10号埋養】 (図 51、 図版33)

C-5区で検出されたもので、堤産の鉄釉の大甕を埋設したものである。蓋と考えられる木の板が、内部に落

ち込んで残っていた。 1号 。2号建物跡との関係は良 く判らない。

【1～ 4号土坑】 (図 52・ 53)

2層上面では、土坑が 4基検出されている。この内の 3号土坑は、埋上に多量の瓦が含まれており、瓦を廃棄

した土坑と考えられる。それ以外の上坑については、性格は不明である。

5。 出土遺物

(1)江戸時代以前の遺物

① 縄文土器 。弥生土器 (図 56、 図版35、 表 4・ 45)

本調査区では縄文土器・弥生土器が出上しており、特徴の判明する15点の弥生土器と1点 の縄文土器を示した。

縄文土器 (4)は、G-5区 の6a層上面出上の深鉢の口縁部破片で、器厚は 8 1Hllと 厚手の土器である。日縁部

は緩やかな大波状口縁、外面には太い直線が1条 めぐる。その特長から縄文中期前棄の大型深鉢と考えられる。

弥生土器が少量ではあるが、まとまって出上した。出土資料には、弥生前期後半から中期中頃にかけての上器

がみられる。前期後半の土器は 2点出上している。 1点 は山王Ⅲ層式の高郷の回縁部破片である(1)。 日縁部が

強 く屈曲し、典型的な高邪である。晩期からの伝統がよくうかがえる。従来、山形突起で飾られる類型 と平坦口

縁の類型が知られている。口縁端面に 1条、日縁外面に3条の整った箆描沈線が施文されている。体部上半を飾

る箆描文の意匠は、変形工字文Cl型 と推定される。その形態、箆描文の特徴から山王Ⅲ層式の古段階の高郷で

ある。この型式の高イは、宮城県北部の大崎耕地から北上川最上流域で多数出上しており、山王Ⅲ層式古段階の

きわめて特徴的な土器である。これまで、仙台市船渡前遺跡、松島町福浦島貝塚などにおいてもこの型式の高不

が確認されている。福浦島貝塚の資料は、山内清男によって「福浦島下層式」と呼ばれた 1群の上器に属する。

他の 1点 (14)は、小型鉢の回縁部である。平坦口縁で、体部から口縁部まで直線的に広がる鉢である。口縁部

外面に 2条、内面に 1条の大 く浅い沈線がめぐる。文様帯には波状文、または連弧文が展開する。この上器は山

王III層式古段階に属すると考えられる。これらの資料は、弥生前期後半の資料であり、この時期に仙台地方でも

稲作農耕がすでに開始され、農耕社会が出現し、新たな農耕文化が繰 り広げられていたことがうかがえる。

次に中期前半の上器 4点 (8・ 10・ 12・ 15)が出土している。 8と 10は 同一個体である。装飾深鉢の口縁部で、

2条の太い箆描線で山形文が描かれる。意匠全体の構成は不明。体部にLR縄文が施されている。箆描文を施文
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した後に区画線にそって縄文を磨 り消し、装飾効果をあげている。この磨消縄文手法は前期後半から中期前半に

かけて発達する。12は、装飾深鉢の体部有文破片である。阿武隈川流域の鱚沼式上器、仙台地方の寺下囲式など

に盛行する入組文 と類似した箆描文が展開する。磨消縄文手法がみられる。縄文はLRで、 8よ りも細い。

弥生中期中頃の桝形囲式土器が 6点出土している (2・ 3・ 5・ 6・ 11・ 16)。 甕 3点、鉢 1、 大型壺 1、 小型

壼 1点がみられる。mの甕は、口頸部が外反する典型的な形態である。回顕部には布などで横方向に撫でた調整

痕が鮮明に認められる。頸部には細 く鋭い平行線が 2条めぐる。体部には細 く緻密なLR縄文が施されている。

典型的な桝形囲式上器である。 5の甕は、軽 く口頸部が くびれる。口縁部が欠ける。体部に縄文、頸部には無文

帯が展開する。体部破片 3は、甕の底部付近とみられる。縦方向にカナムグラの茎の回転圧痕が展開する。これ

はかつて山内清男が「植物の茎の回転痕」と指摘した擬似縄文である (須藤ほか1984)。 茎の筋は3条あり、剛毛

の小さな刺突痕多数が筋のなかにみられる。底部付近は横方向に軽 く箆で削られ、調整されている。この擬似縄

文土器は桝形囲式に属する。 2は小型の装飾鉢と推定される。蓋の可能性 もある。平坦口縁で、外面に2条の平

行沈線がめぐる。沈線は、細 く鋭い。体部には連弧文が展開する。器面が風化し判定しにくいが、LR縄文が充

填されている。 6は小型広口壺の肩部破片、やや細めの箆描線 2条の連弧文が展開する。平行線間はかるいナデ

調整である。16は 、桝形囲式か円田式の大型壼体部破片である。細い箆描の平行線で直線的な文様が描かれ、丁

寧な磨きが加えられている。体部にはLRの付加条縄文が施されている。他の上器は、縄文の施文された体部破

片である。確定はできないが、土器の形態、縄文の特徴などから中期の前半から中頃のものと推定される。

東北大学の青棄山、川内キャンパスでは、弥生時代の上器がまとまって出土したのは、本調査がはじめてであ

る。しかも桝形囲式上器については、多様な器形がみられ、その器種構成についても様相を捉えることができた。

いずれも標識遺跡である多賀城市桝形囲貝塚、仙台市南小泉遺跡、中在家南遺跡出土資料 と基本的によく共通す

るものである。今後、川内地区において注意深 くこの時代の集落遺囲を追求していきたい。

② 石器 (図 57・ 58、 図版36、 表46)

今回の調査で出土した石器は374点である。石鏃、ポイント、石錐、石匙、スクレイパー、トゥール破損品、磨

製石斧、石核、剣片、チップに分類した。

石鏃は 6点出上した (図57-1～ 5・ 19、 図版36-1～ 5・ 19)。 1は透明な赤色の玉髄製である。先端は鈍 く、

横断面が丸みを帯びるなど、他の石鏃 とタイプを異にする。 2は、先端の破片である。半透明の赤色の玉髄を用

いて、非常に鋭利に加工されている。 3は、精巧な両面加工でつくられたもので、比較的珪化した白色の凝灰岩

を用いている。 4は、半透明の赤色の玉髄製で、調整は丁寧だが、素材の面を若干残していると考えられる。 5

は無茎鏃で、有茎鏃に比べてやや大きい剣離で整形されている。良質の珪化凝灰岩を用いている。19は透明な白

色の玉髄製で、両端を折損している。逆刺は一方が丸 く、一方が鋭利 と、左右非対称である。

ポイントは 1点出上した (図57-6、 図版36-6)。 比較的良 く珪化した石英安山岩質凝灰岩を用いているが、

先端部は石質の珪化が弱 く、調整劉離の稜が摩滅している。先端部 と側縁は丁寧に加工され、両面に素材の面を

大きく残している。素材は縦長剣片と考えられる。

石錐は 3点出上した (図57-7～ 9、 図版36-7～ 9)。 7は赤色の玉髄製で、図57-4の石鏃の石材と類似す

る。素材は、表面の凹凸が激しい剣片と考えられる。つまみ部は周縁を一部カロエして整形され、錐部は短 く作ら

れている。 8は流紋岩製である。入念な両面加工で棒状に整えられ、錐部の先端は丸みを帯びている。10は黄色

の珪化凝灰岩で、素材には横長の劉片を用いている。つまみ部はほとんど加工されず、錐部は素材の折れ面を利

用して断面三角形吟作り出されている。

石匙は 2点出上した (図57-10。 11、 図版36-10・ 11)。 ■は珪質頁岩製で、大きく折損している。つまみ部は

丁寧に加工されている。10は、珪質凝灰岩の弯曲した縦長剣片を用いた縦型石匙である。刃部には入念な片面加



工が施され、つまみ部は両面からの象!離で作 り出されているほかは、ほとんどカロエはなされていない。

スクレイパーは 3点出土した (図57-12～ 14、 図版36-12～ 14)。 13は 良質な珪化凝灰岩の大型縦長劉片を用しヽ

たものである。両側辺に刃こばれ状の剣離がみられる。12は石英安山岩質凝灰岩製で、素材の打面は除去されて

いるが、縦長剣片を用いたものと考えられる。主に背面側の両側辺に細かい象」離がみられ、特に角度が急な図な

側辺に多く観察できる。14は 良質な珪化凝灰岩の横長象」片を用いたものである。素材の剣片の末端部に刃こぼイし

状の細かい剣離が多 くみられ、図左端には丁寧に調整された部分もみられる。

トゥールの破損品と考えられるものは 2点出上した (図57-15。 16、 図版36-15・ 16)。 16は褐色の玉髄製で、

周縁を丁寧に加工している。15は珪質頁岩製で、同じく周縁を加工している。

リタッチ ドフレークは24点出上した。石材は頁岩10点 (41.7%)、 玉髄 7点 (29.2%)、 流紋岩 3点 (12.5%)、

珪化凝灰岩 3点 (12.5%)、 鉄石英 1点 (4.2%)が みられた。火成岩が選択されにくい傾向があるといえるが、

素材の大きさによる選択の偏 りはみられない。

磨製石斧は 1点出上した(図58-17、 図版36-17)。 頁岩製である。側面はほぼ平坦に整形され、両側面とも上

半はよく研磨され、下半には敲打痕を多 く残している。また、頭部にも敲打痕が多 く観察できる。刃部は両刃で、

刃こばれと考えられる剣離がみられる。

石核は11点出土した (図58-18、 図版36-18)。 石材は流紋岩 4点 (36.4%)、 頁岩 4点 (36.4%)、 珪化凝灰岩

2点 (18.2%)、 石英安山岩 1点 (9.1%)が みられた。流紋岩や石英安山岩には大型のものが多 く、頁岩や珪イヒ

凝灰岩には小型のものが多い。18は流紋岩の石核である。打面転移がさかんに行われたと考えられ、ほぼ全ての

面で劉片剣離が行われたと推定できる。

剣片は224点 出土した。石材は、流紋岩51点 (22.8%)、 玉髄42点 (18.8%)、 鉄石英34点 (15.2%)、 石英安山

岩31点 (13.8%)、 頁岩28点 (12.5%)、 凝灰岩20点 (8.9%)、 凝灰質頁岩■点 (4.9%)、 安山岩 2点 (0.9%)、

玄武岩質安山岩 1点 (0.4%)、 石英安山岩質凝灰岩 1点 (0.4%)、 流紋岩質凝灰岩 1点 (0.4%)、 粘板岩 1点 (0.4%)

がみられた。これをトゥールの石材組成 と比較してみる。 トゥールの石材組成は、玉髄 6点 (35.3%)、 珪化凝灰

岩 6点 (35.3%)、 珪質頁岩 2点 (11.8%)、 石英安山岩質凝灰岩 2点 (11.8%)、 流紋岩 1点 (5.9%)で ある。

玉髄が多いことは共通するが、剣片に最も多い流紋岩はトゥールに 1点みられるのみである。流紋岩は、石核に

も多 くみられるため、象J片生産はさかんであったと考えられるが、何らかの理由で トゥールの素材として選択さ

れることがなかったと推定できる。次に石材別に大きさの分布をみると、流紋岩は大型の剣片が多く、玉髄、鉄

石英、凝灰岩の剣片はほとんどが小型である。その中間に頁岩と石英安山岩の剣片が分布している。このことは、

石核の大きさとほぼ対応している。原石の大きさなどが関係していると考えられる。また、どの石材にも3～ 4

割程度折れた剣片がみとめられた。図57-9な どのように折れ面を利用した石器製作技術の存在がうかがえる。

チップは97点出土した。石材は、凝灰岩30点 (30,9%)、 玉髄29点 (29.9%)、 鉄石英20点 (20,6%)、 流紋岩10

点 (10.3%)、 頁岩 7点 (7.2%)、 石英安山岩 1点 (1.0%)が みられた。これを上記のトゥールと象!片の石材組

成と比較すると、玉髄が多いことは共通するが、石核や象」片に多 くみられる流紋岩は少ない。チップの点数が少

ないため比較には注意を要するが、凝灰岩系の石材が多いことも含めて、ほぼ トゥールの石材組成を反映してい

るといえる。

今回の調査で出土した石器には様々な石材が用いられていた。しかし、 トゥールにはほとんどみられない流紋

岩や石英安山岩が剣片に多 くみられたことから、多様な石材を活用していく中にも、何らかの選択性が働いたこ

とがうかがえる。

③ 須恵器 (図56-18、 図版35-18)

古代の須恵器の破片が 1点のみ確認された。粥治時代の整地層である 2層からの出上である。頸部は不明だが

あまり細 くはなく、直立ぎみに開 く長頸瓶と考えられる。推定される体部の最大径は12cm程の小型のものであ



る。焼成は堅緻で、断面で観察すると器壁の中心は紫褐色で表面近 くのみが青灰色～黒色を呈する。外面肩部に

は暗緑色の自然釉の痕跡がみられ、釉のみられない体部は艶のある黒色である。内面の調整は凹凸が激しく方向

も一定しないため、ロクロを用いないナデとみられる。肩の屈曲部内面には指でおさえたとみられるくばみも認

められ、成形にあたってロクロ調整のみで済ませるわけにはいかなかったようである。細かな年代比定は残存部

分のみからでは無理だが、このような小型の瓶は奈良時代前半以前にはあまり例をみないものであることから、

奈良時代後半以降のものと考えておきたい。

④ 古代の瓦 (図56-17・ 19。 20、 図版35-17・ 19・ 20)

17は軒平瓦で、17世紀代の 3号池Gか ら出上した。瓦当面には半載管状工具による手描き重弧文、顎面には同

様工具による手描き鋸歯文と2本の直線文が描かれる。平瓦の凹面には模骨痕とみられる凹凸と布目 (一部で重

複する)があり、布目を切ってナデおよび凸型台の端 と木目の痕跡が認められる。顎面は縄叩き目がナデ消され

ている。平瓦部凸面は残存部分ではケズリが施されてそれ以前の調整は不明である。瓦当面・端面ともにケズリ

が施される。焼成は堅緻で灰色を呈する。胎土には砂粒を多く含んでいる。

これらの特徴から、17は本遺跡の北東15km程 に所在する多賀城市 多賀城跡の  軒平瓦511-aタ イプで、8

世紀前葉の多賀城創建期に作られたものであると考えられる (宮城県多賀城跡調査研究所1982)。 511-aタ イプ

は遠田郡田尻町木戸窯跡群 と加美郡色麻町の日の出山窯跡群B地点で生産されていたことがわかっているが、進

藤秋輝氏のご教示では日の出山窯の製品であろうとのことである。

19。 20は平瓦の小片で、各々明治時代の整地層である 3層 と2層からの出上である。19は凸面に縄叩き、凹面

には布目が比較的明瞭に残 り、かつそれを切るナデが観察される。側端面はケズリもしくはナデ調整されている

と思われる。焼成はやや軟質で灰色を呈し、胎上には砂粒が多 く含まれる。20は凸面に縄叩き、凹面は布目らし

い痕跡はあるが、ほどんどナデによって消されている。側端面は削られていると思われる。凸面の端部近 くが屈

曲しており、調整段階の凹型台の痕跡と考えられる。焼成は19よ りは硬質で、灰色を基調 として部分的に艶のあ

る黒色、凸面にはさらに自然釉が認められる。胎上には砂粒が多 く含まれる。以上の特徴から、19は 多賀城跡の

一枚作 り平瓦HB類― a、 20は同HB類―bに相当するものと考えられる(宮城県多賀城跡調査研究所前掲)。 平

瓦HB類は多賀城政庁跡第 I期～第Ⅲ期にみられるが、 I期のHB類は詳細が明らかでなく、H期にはIB― a

類のみで、Ⅲ期にはHB類―a.b両タイプが認められるとされている。進藤秋輝氏から19・ 20と もⅢ期のもの

によく似ているというご教示をいただいた。Ⅲ期の瓦の製作年代は8世紀未頃と推定されている。

上記のような古代瓦の出土は仙台城跡ではもちろん初めてのことである。多賀城政庁H期以降の瓦は青葉区ゴヒ

部の窯跡や陸奥国分寺 。尼寺など本遺跡から2～ 3 kmの比較的近い遺跡から出土するが、 1期の瓦は生産地が

宮城県北部であり、その主な分布は多賀城以北にある。江戸時代には多賀城跡の瓦を生産物 としたり、硯に加工

したりすることが流行していたことが文献により知 られることから、17の軒平瓦が出上した時点では、江戸時代

にそのようなものとして遺跡に持ち込まれたのではないかとも考えていた。しかしその後整理作業を進めてい く

うちに、明治時代に盛られた整地層からの出上で本来の包含地は本地点ではない可能性はあるが、18の須恵器や

19。 20の ような瓦も存在することが明らかとなり、付近に瓦を用いるような性格の古代遺跡のあった可能性が高

くなったといえ、今後注意していく必要がある。

(2)江戸時代以降の遺物

① 陶磁器 (図59～ 81、 巻頭図版 3～ 9。 12、 図版37～ 54、 表 5～ 10。 23～ 28)

本調査地点では、16世紀後葉から幕末まで、各時期の陶磁器が出土しており、時期ごとにその概要を述べる。

【16世紀後葉】

本調査地点では、17世紀前半代を主体 とした遺物を出土する遺構などから、16世紀後葉に遡る戦国期の陶器が



4点出土している。いずれも大窯の第 3段階 (藤沢良祐1993)に比定される美濃の製品である。 4号溝から出土

した灰釉折縁小皿 (図70-27)は、体部内面に丸ノミ状工具による刻文を有する。日唇部端面の立ち上がりから

みて大窯の第 3段階の後半に位置づけられると考えられる。 3号溝から出上した鉄釉灯明具 (図73-26)は、日

縁部に一カ所突起を有する。突起部に認められる焼成前にあけられた孔は、灯明具本体を柱などに引っかけるか、

あるいは灯心を通すためのものであろう。類似する鉄和の掛けられた灯明具は、天正18年 (1590年)に落城した八

王子城からも出上しており、第 3段階の後半に位置づけられるものと思われる。16世紀末から17世紀前半代を主

体 とする遺物が出土する 1号溝を壊している調査区南西隅の攪乱からは、大窯第 3段階の美濃の灰釉小皿が 2点

出上している (図80-176、 177)。

瀬戸・美濃大窯の第 3段階、おそらくはその後半期に位置づけられるこれらの陶器に関しては、これまでの二

の丸地区の調査では確認されておらず、その年代観が、本遺跡を理解する上で、重要な問題 となる。大窯の編年

上、第 3段階後半 (第 6小期)は、定林寺東洞 1号窯を指標 とし、五期区分ではIII期に相当する。井上喜久男が、

大窯Ⅲ期の年代観を1570年～1580年 とするのに対して (井上喜久男1992)、 藤沢良祐は第 3段階の終末の年代を

1590年前後におき、現在、10年程度の年代観のズレが生じている。本遺跡は、伊達政宗によって慶長 5年 (1600

年)に行われた仙台城普請の縄張以前に遡る可能性は極めて少ない。本遺跡出上の大窯第 3段階後半の資料は、

いずれも雑器であり、長期間伝世するとは考えにくい。実際176の灰釉皿にはほとんど使用の痕跡が見られず、長

期間使われ続けた可能性は低い。これらの資料は大窯製品の年代観を考えていくうえでも重要な資料 といえる。

【16世紀末葉から17世紀前半】

1号溝、 4号濤からこの時期の陶磁器がまとまって出上しているほか、17世紀後半代の遺物が主体を占める 3

号池など、より新しい遺構からも該期の陶磁器が出上しており、出土量は前段階に比べ飛躍的に増加する。

明の染付では景徳鎮系の製品が多 く、津州窯系の製品は、芙蓉手の中皿 (図64-108)な どが僅かに見られる程

度である。器種の上では、小皿が大半を占め、小不がこれにつぎ、ほかに少量の碗 と中皿がある。

後に陶磁器の産地別組成の項で詳述するように、本段階には、明の染付をはるかに上回る量の肥前産の磁器が

出上している。いわゆる初期伊万里 とよばれるこれらの磁器には、確実にⅡ-1期 まで遡 りうると考えられる製

品は認められない。この点に関しては、二の丸地区においてもすでに確認されており、仙台城下では、寛永期に

青花から肥前産磁器への移行があった可能性が高いと考えられる。

肥前産磁器には染付の碗、大 。中・小の皿類、小不が認められ、皿類が量的に卓越する。染付以外では、 1号

溝から、青磁部分掛け掻き落 とし染付瓜文の大皿 (図59-13)や青磁の香炉 (図59-18)、 4号溝から箆彫 り文を

有する青磁大皿 (図59-19)、 2号池からは、高台内無釉の青磁碗 (図61-43、 44)な どが出上している。上記の

もの以外にも、三方銀杏四方欅七宝繋文皿 (図59-162)や岩に鳥を配した大皿 (図63-8)な ど、伝世品に見ら

れるような優品の部類に属する大皿・中皿の出上が目立つ。 猿川B窯に類例の知られる、見込に船、周囲に獅子

を配置した型打ちの小皿 (図60-40)は、本遺跡から10個体以上出土しており、おそらくは屋敷内で組 として使

われていたものと考えられる。

陶器では、京都産 と考えられる、白化粧地に緑釉を流しさらに透明釉を掛けた軟質施釉碗 (図71-127、 77-1)、

黒織部沓茶碗 (図70-15、 図80-163)、 瀬戸・美濃の天目碗 (図70-37)、 唐津の沓茶碗 (74-121)、 美濃の鉄釉

手桶型水指 (図74-35)、 美濃の四耳壼 (図70-21)、 信楽産のいわゆる腰白茶壷 (図70-22)な どの茶陶が目立

つ。 1は、京都産の軟質施釉碗で、内面に黒釉、外面に白釉を掛け分け、外面胴部には緑釉が加飾される。これ

と同種のものが、福島県三春城下町B地点 (平田禎文1995)、 伏見城下町 (土岐市美濃陶磁歴史館1991)、 大坂城

跡 (上岐市美濃陶磁歴史館1993)な どで出土しており、伏見城下町では、豊臣後期の整地層に含まれていた。127

は、 1に比べ、外面の釉調がいわゆる楽茶碗に近 く、同種のものが京都市上京区室町通枢木町下る大門町で出土

している(土岐市美濃陶磁歴史館1991)。 信楽産の腰白茶壷は、これまで18世紀代 とされることが多 く、遡っても



17世紀後半と考えられてきた。年代の推定可能な資料としては、従来、元禄16年 (1703年)の火災に伴う遺物が

一括出土した東京大学本郷構内遺跡御殿下記念館地点537号遺構 (東京大学埋蔵文化財調査室1990)出上の例が知

られていたが、本遺跡出土例は、共伴資料からみて17世紀中葉以前に遡ることが確実であり、信楽産腰白茶重が

従来考えられていたよりも古 くから存在することを示す事例 として注目される。

茶道具以外では、華南三彩盤 (図75-■ 1)、 絵志野向付 (図77-8、 図70-36)、 赤織部向付 (図70-28、 図76-

123)、 総織部小皿 (図80-175)、 志野織部盤 (図80-169)、 唐津や備前の徳利 (図70-20、 図70-29)と いった

高級食器が比較的多 く出上している。111と 同種の華南三彩盤は、会津若松城三の丸跡 (柳内ほか1986)、 大坂城

下町 (土岐市美濃陶磁歴史館1993)、 堺環濠都市遺跡 (土岐市美濃陶磁歴史館1996)、 京都市内 (長谷部。今井1995、

土岐市美濃陶磁歴史館1997)な どから出土しており、16世紀末から17世紀第 1四半期に位置づけられる。28、 123

の赤織部向付は、それぞれ同種のものが数個体確認できることから、組で使用されていた可能性が高い。なお、

123は、同種の製品が、仙台城三の丸跡 6号土坑の一括資料の中にも認められる。

日常雑器には、志野の小皿、瀬戸・美濃産灰釉小皿、美濃産の青釉流し掛け灰釉大鉢 (図70-18、 図75-178)、

丹波産の播鉢 (図70-23、 図77-10)が ある。

【17世紀中葉から後葉】

3号池からこの時期の陶磁器がまとまって出上しているほか、17世紀末以降の遺物を主体 とする2号池や、5b、

5a、 4層などの整地層からも該期の陶磁器が出上している。

幕末に形成された 4層から出上した後赤壁之賦文鉢 (図66-120、 巻頭図版 8)は、近年各地で出土事例が知ら

れるようになってきたが、本品は、そのなかでも大振 りで焼成の状態も良 く、鮮明な呉須によりしっかりとした

楷書体で詩文が書かれた優品である。全体が大きく破損しており、焼継ぎによる補修がなされている。この鉢は、

17世紀後葉清朝康熙に製作された後、少なくとも焼継ぎの技法が始まった18世紀末葉までは大破することなく伝

世したことが確実で、補修後も4層が形成される幕末まで使われつづけたと考えられる。製作されてから廃棄さ

れるまで、実に150年以上の年月を経ている。

肥前産磁器では、網目文の碗 (図59-20、 図60-41、 図63-3、 図68-150)を はじめとする中碗や、小皿が前

代に比べて多 く見られるようになる。寛文から延宝期に作られた上手の中皿 (図61-45、 図65-■ 0、 図69-156)

は、上層から18世紀以降の新しい遺物に混じって出土しており、伝世している可能性もある。本時期の肥前磁器

で注目されるのは、色絵雲龍菊花文鉢 (図66-121)、 柿右衛門様式の色絵鉢 (図69-161)を はじめ、各種型打ち

の水滴や置物を中心に色絵の製品が多 く見られるようになることである (巻頭図版 9)。 121の色絵鉢は、これと

同じ伝世品が九州陶磁資料館に所蔵されている (F肥前の色絵「その始まりと変遷」展』図録42頁の作品番号47)。

161の色絵鉢は、柿右衛門様式の製品の中で、染付を区画線 として一部に用いるが、上絵 とは併用しないタイプに

属する。

陶器では、肥前産磁器の皿に押されるかたちで瀬戸・美濃産の皿類が激減し、灰釉小皿 (図71-39)や、菊皿

(図71-49)、 織部三足鉢 (図71-66)が僅かに残る程度となる。66の織部鉢は、類例が土岐市八幡窯にあり、織

部最末期の製品と考えられる。茶陶関係でも、瀬戸・美濃製品は僅かに天目碗 (図75-91)が存在する程度にま

で減少し、かわって肥前産の呉器手碗 (図70-30)が登場する。肥前産陶器では、高台内に刻印を有する京焼写

しの碗 (図72-50、 56、 図76-113、 図78-133)や 、白化粧地に菊花 。渦 。雷文などの鉄絵を施した鉢 (図71-

46)が存在する。後者は、大坂城下調査地30地点に類例が存在する (上岐市美濃陶磁歴史館1994)。 瀬戸・美濃製

品は、茶道具や食器がほとんど見られなくなった一方で、瀬戸の旧赤津村産 と考えられる括鉢 (図71-43、 図72-

68)が新たに登場する。瀬戸の製品では、生産地の動向を反映して、播鉢、煙硝播 (図76-119)、 や漫瓶 (図79-

152)な どいわゆる荒物の部類に属する器種が多 くなる傾向が見られる。

該期の陶器で最も注目されるのは、福島市飯坂に所在する岸・大鳥丘陵窯跡群の製品が新たに加わることであ



る。岸窯系陶器 (178頁 の註 2を参照)は、本段階から次の17世紀末から18世紀前葉の段階にかけて認められ、本

段階では、香炉 (図71-41、 47)、 播鉢 (図71-42)、 猿型水滴 (図71-44)を確認することができる。

【17世紀末葉から18世紀前葉】

2号池埋± 6～ 4層出上の陶磁器が該期の資料 としてまとまりを有している (巻頭図版 4)。

肥前産磁器は、中碗や小 。中皿が多い。青磁釉裏染付牡丹文三足大皿 (図59-26)は 、長崎県波佐見町長田山

窯の製品である。碗皿以外では、青磁仏花瓶 (図59-28)や 、色絵鶏型水滴 (図61-51)が ある。

陶器では、肥前呉器手碗、京焼写しの碗、岸窯産香炉 (図 72-64)、 同じく播鉢 (図72-58)が前代から引き綻

き出土する。肥前製品には新しく刷毛目文碗 (図 72-51、 55)が加わる。岸窯系陶器には、このほかに鉢 (図72-

57)、 中甕 (図72-52)が認められる。最も注目されるのは、大堀相馬焼の灰釉丸碗や小野相馬焼の灰釉丸碗、見込

蛇ノロ釉剣ぎ河ヽ皿 (図72-81)、 仏飯器 (図72-53)、 仏花瓶 といった相馬産の陶器が加わる点である。京焼では、

金 。青・緑・赤など多彩な上絵付けをした色絵碗 (図72-80)が見られるようになる。

【18世紀中葉】

1号井戸ならびに 3号井戸から該期の陶磁器がまとまって出上している (巻頭図版 5)。

肥前産磁器は、前代に続き中碗や小・中皿が多いが、猪口 (図62-65。 71)や紅皿 (図62-66・ 74)も 日立つ

ようになる。中碗は半球形のもの (図62-62・ 63)、 小皿は見込の釉を蛇ノロ状に剣いだ波佐見産の皿 (図 62-72)

が多い。

陶器は大堀相馬焼が目立つ。大堀相馬焼には、灰釉丸碗、同腰折碗、鉄釉流し掛け灰釉丸碗、同腰折碗、鉄釉・

灰釉掛け分け丸碗、同筒形碗など多様な碗類の他に、灰吹 (図75-96)な どの器種が加わる。大堀相馬焼に比ベ

量的にはす くないものの、京焼の色絵の碗 (図74-87)や色絵の灰吹なども見られる。小野相馬焼は、碗や小皿

といった小型製品が減少し、片口鉢 (図74-88)や見込蛇ノロ釉剣ぎ灰釉大鉢など比較的大型の器種が主体 と校

る。二の丸地区では、この時期、瀬戸の製品は少量の小碗 (小不)以外ほとんど出土していないが、本調査地点

では、片回鉢 (図77-9)、 水盤 (図76-128)、 拳骨碗 (図80-167)な どの器種が確認できる。

1号井戸から出土した図74-89の播鉢は、器形や釉薬の用い方が18世紀中頃の小野相馬焼 と共通するものの、

筋目を弧を描 くように斜めに入れている手法は小野相馬焼の播鉢には見られず、小野相馬焼 と系統的に近い東

'ヒ
南半部の未確認の窯の製品である可能性がある。他に播鉢には、 1点堺産のもの (図75-95)が認められるが、

産地不明のもの (図75-94)も 多 く存在する。18世紀中葉には、播鉢や壷 。甕などの荒物に関しては在地化が進

んだと見るべきで、今後旧仙台領内においても生産窯の発見に努める必要がある。

【18世紀後葉から19世紀中葉】

10号土元から、18世紀後葉から19世紀前半の資料が出土する(巻頭図版 6)。 13号土坑は19世紀中棄の遺物が主

体を占める。幕末に形成された 4層 と、 4層上面から掘 り込まれた 1号池の埋土には、17・ 18世紀の古い遺物も

含まれてはいるが、18世紀末葉から19世紀中葉の資料が多い。

磁器は、19世紀中葉になると、肥前産のもの以外に、瀬戸、切込、平清水の製品が新たに加わる。瀬戸産の磁

器の大部分は小型端反碗 (図64-101～ 104、 図68-141・ 146)で あり、それ以外は小型筒形碗 (図 64-106)、 や

広東碗 (図 68-140)、 型打ちの角皿 (図69-154)が僅かに見られる程度である。切込焼では、染付の徳利 (図67-

130)や 二彩あるいは二彩の瓶 (図版43-164・ 173)が出上している。切込三彩 (二彩)は、僅かな伝世品を除け

ば、切込西山工房址 (芹沢長介編1978)、 同中山窯下方平場 (佐藤広史1990)で少量発見されているに過ぎず、消

費地遺跡では未発見であつた。164、 173の資料は、切込三彩 (二彩)が、仙台藩の500石 クラスの武家屋敷で実際

に使われていたことを示しており、切込三彩の受容者層を具体的に知ることができた。平清水焼 と考えられる磁

器には、蛇ノロ凹型高台の小皿 (図65-112)と 型打ちの白磁角皿 (図65-119)が ある。陶器は、引き続き大堀

相馬焼が多い。大堀相馬焼では糠白色を呈する灰釉 と銅緑釉が新たに加わる。前者は、小型端反碗 (図 75-104、



図78-140)、 小不 (図 75-101、 図78-142・ 143、 図80-165)、 土瓶 (図79-150)な どの下地釉 として多 く用い

られ、後者は、青土瓶 (図75-106)に使われる他、図80-166の小瓶のように灰釉の上に流し掛けされる場合も

ある。また、大堀相馬焼には、糠白色の灰釉を下地としてその上に鉄絵を施すものが現れる。鉄絵の文様では、

走馬文 (図78-138、 図80-170)や省略化の進んだ山水文 (図80-164)が多い。大堀相馬焼の鉄釉製品は、土鍋

(図75-98)、 灯明受皿 (図79-155)な ど火と関連する器種に多い。仙台城下で作られていた堤焼では、漫瓶 (図

75-107)、 水滴 (図75-108)、 土鍋 (図76-115)、 灯明皿 (図76-122)油 徳利 (図79-153)が確認される。江

戸時代の堤焼の括鉢については不明な点が多く実体がよく判っていないが、堤焼の播鉢の可合〕性のあるものとし

て図73-25を挙げておきたい。瀬戸の製品では、僅かに、白泥鉄絵の碗 (72)、 菊花型水滴 (109)、 手水鉢 (149)

が確認されるに過ぎない。これらはいずれも大堀相馬焼には見られないタイプの製品であり、そうしたものだけ

が選択されて入ってきていると思われる。図78-■の大甕は、常滑のいわゆる真焼 と呼ばれる製品で、高温で院

き締められている。肩部には、常滑焼の井戸枠などの装飾によく用いられるタガ文が巡る。日唇部には焼台の痕

跡が残る。体部下半から底部にかけては、上半部に比べ極端に焼成不良である。これらの点に自然釉の流れた方

向をカロ味して考えると、この甕は、同種の製品と合口にして倒立させ、さらに倒立させた別の製品を上から被せ

た状態で焼成された可能性が高い。近世常滑焼の甕の編年観 (中野晴久1986)に 照らし合わせれば、18世紀末か

ら19世紀前棄の時期に相当すると考えられる。

【明治以降】

本調査地点は、4層上面で検出された畝状遺構が示すとおり、明治の初めの頃は畑として利用されている。従っ

て、二の丸地区とは異なり、明治維新以降、 2層上面に第二師団の建物が造られるまでの期間、すなわち、二の

丸跡に勤政庁や東北鎮台 (仙台鎮台)が置かれていた期間の陶磁器 (註)がほとんど出上しない。第二師団期の

陶磁器は江戸時代のものに比べ少ないが、基本的に二の丸跡第12地点の 3～ 4層出土資料 (年報■)に共通する。

なお、 2層上面で検出された師団の礎石建物の雨水桝に用いられていた埋甕 (図81-181)と 、同じく便槽として

使用されていたと考えられる10号埋甕は、ともに堤焼の大甕である。

(註)二の丸跡に勤政庁や鎮台が置かれていた時代、すなわち1870年代から80年代の資料としては、二の丸跡第

2地点石敷遺構出土資料 (年報 1)や、同第10地点Ⅲ-3層出土資料 (年報 9)がある。ともに二の丸殿舎の大

半を焼いた明治15年 (1882年)の火災層の直下で発見されており、戊辰戦争後、明治 4年 (1871年)の廃藩置県

まであった勤政庁あるいは鎮台初期の遺物 と考えられる。この時期の陶磁器の組成は、瀬戸産の磁器小型端反碗

に加えて、切込焼や平清水焼の碗皿類や大堀相馬焼の山水土瓶が卓越するという特徴が見られる。

② 軟質施釉土器 (図 82、 図版55、 表15・ 33)

透明な鉛釉の掛かる実用的な器のみを軟質施釉土器に分類した。白釉や緑釉の用いられる楽系の初期京都産軟

質施釉製品に関しては陶器に含めている。また、鉛釉のみが掛かる軟質低火度焼成製品であっても、非実用的な

ミニチェア製品については土製品の項で扱い、ここでは省いている。器種別にみた場合、焙烙401点、鍋の身13点、

鉢 2点、片口鉢 2点、蓋 1点、蚊遣 り2点、水滴 2点、不明346点 となる (接合、同一個体の識別後の破片数)。

大部分が幕末に形成された 4層 より上の層から出土しており、 4層 より下では、10号土坑など19世紀代の遺構に

少量認められるに過ぎない。軟質施釉土器の大半を占める焙烙は、すべて中空の把手が付 くフライパン形を呈し

ており(図82-CN3)、 これらと器形、胎土の近似するものが、地元仙台の堤焼に伝世品として遺されている。焙

烙以外の器種についても、胎土や釉調が似通っており、19世紀代に堤で製作されたと考えられる。

③ 土師質 。瓦質土器 (図82～ 86、 図版55～ 57、 表20～22・ 29。 30)

土師質土器は、皿4437点、焙烙24点、焼塩壺22点、火消壺の身19点、同蓋 4点、五徳18点、鉢 9点、植木鉢 4

点、さな 4点、蚊遣 り3点、灯心受付灯明皿 2点、有脚灯明皿 1点、器種不明1742点が出上した (接合、同一個

体の識別後の破片数)。 18世紀以前に遡って存在を確認できるのは、皿、焙烙、焼塩壷のみである。



皿については、口縁もしくは底部外周の 6分の 1以上が残存し、なおかつ器高が判明するもの、すなわち口縁

端部から底部までが残っており、日径・底径の復元および器高の計測ができるもの、95点 を抽出し、諸属性の観

察を行った。95点のうち、年代を特定できる資料 となると、さらに数が限られてくるため、今回は時期的な変遷

を検討することができなかった。上師質土器の皿は、全てロクロ成形で底部は回転糸切 りされており、手づくね

のものは存在しない。また、基本的に体部外面から内面にはロクロナデがなされるものの底部は無調整で、ミガ

キによる調整が施されたものは確認されない。95点 の抽出資料のうち、45点 (47.4%)に は、大きさに関係なく

ススの付着が認められた。二の丸地区出上の土師質土器の分析 (年報 9の図89)では、資料群ごとに若干のバラ

ツキはあるものの、皿へのススの付着率は、 3割以下のものがほとんどであり、本地点出上のものには灯明皿と

して使われたものが多いことが半」る。破片資料については、本当にススの付着がなかったとは言い切れないため、

実際には、本地点から出上した土師質土器の皿の半数以上が、灯明皿であったと考えられる。二の丸地区では、
17世紀末以降の層から、ミガキ調整を施 したものが出上しており、それについてはススの付着率が低いため、宴

会の席上使われる「ハレ」の器である可能性が考えられている。本調査地点では、白木の箸を置 くのに用いたと

考えられる耳皿や、それらとセットになる御敷きも出土していない。以上の点からみて、本武家屋敷内での「か
わらけ」を用いた宴会の頻度は、二の丸地区のそれに比べ、格段に低かったものと評価される。

焙烙では、 2号池埋±3b層 から出上した内耳のもの (図82-CH46)が注目される。ロクロ成形の平底形で、耳

は実用に適さないと思われるほどまで退化している。年代的には、共伴した陶磁器からみて、18世紀前半と考え

られ、その時期まで、中世以来の伝統的な形態が残っていたことが今回確かめられた。

焼塩壼は、身だけが出上しており、蓋は確認できない。これらは全て、ロクロによリコップ状に成形され、底

部に回転糸切 り痕、体部外面下半部に格子タタキを有する (図82-CH48)。 このタイプは、地元産 と考えられる

焼塩重の中では最も後出なものと考えられている(年報 9)。 その年代に関しては、これまでの指摘通 り、17世紀

末 。18世紀初頭から18世紀前葉と考えられる。

瓦質土器は、火鉢137点、炭櫃61点、五徳43点、蚊遣 り32点、播鉢32点、十能13点、火消壷の身 3点、同蓋 2点、

規炉 1点、蓋 1点、器種不明562点が出土した (接合、同一個体の識別後の破片数)。

瓦質の播鉢は、 1号濤から多く出土していることから判るように、16世紀末葉から17世紀前半代の所産であろ

う。いずれも体部は直線的に開き、 4な いし6本単位の筋目が粗い間隔で施されている。装飾を持たないものが

多いが、内面の口縁に近い位置に横方向の波線を数条入れるもの (図84-24)も 存在する。これら中世以来の伝

統的な瓦質播鉢は、仙台周辺にあっては、17世紀中頃までは、丹波、瀬戸・美濃、唐津などの陶器製の播鉢と併

用されていたが、岸窯系陶器播鉢が広 く流通するのに伴い、急速に姿を消したと考えられる。なお、瓦質の播鉢

のなかには、内外面に炭化物が付着し、明らかに火に掛けられたと思われるものが含まれている(図84-2)。 中

世の瓦質播鉢には、火に掛けられた痕跡を残すものが多 く知られている一方、陶器の信鉢は、基本的に火に掛け

ることはないと思われる。本地点出土の瓦質播鉢は、17世紀中頃まで瓦質括鉢自体 とともに、それを用いた伝統

的な調理方法もまた、維持されていたことを示している。

瓦質の火鉢は、形態の違いから5類型に分類した。A類としたものは、日径に対して器高が低 く、体部の立ち

上が りが緩い。A類は口縁部直下の外面に縄状の貼 り付けを有するAl類 (図85-10、 11)と 、貼 り付けを持たな

い A2類 (図84-8、 図86-14)に細分できる。A類は基本的に全て有脚で、底部内面に強 く熱を受けた痕跡が見

られることから、屋内で火鉢として用いられた可能性が高い。口縁部の形状では、内側にやや張 り出すタイプ(8)

から、内傾して立ち上がり外側に折れるタイプ (10、 11)へ、さらに口縁部がT字状を呈するもの (14)へ と変

化すると考えられる。口径に対して器高が高 く、体部が直立気味のものをB類とした (図85-12)。

B類 も有脚で、A類と同じように、屋内で火鉢 として用いられた可能性が高い。C類 としたものは、日縁部が

幅広 く鍔状に折れ、体部は直線的に立ち上がるものである。一応火鉢に分類したが、二の丸地区では、口縁部に



赤色顔料を塗布したものも確認されていることから、火鉢以外の用途も考えられる。D類としたものは、体部に

くびれを有する(図86-17)。 底部には、型を用いて成形した獅子の面が 3カ 所、脚 としてつけられている。底部

内面は強 く熱を受けて変色している。A、 B類同様、屋内で火鉢として用いられた可能性が高い。3号池 Fから、

脚部 (図84-9)が 出上しており、17世紀代から存在したことが判る。

④ 土人形・土製玩具 (図87～ 90、 巻頭図版 14、 図版58・ 59、 表32・ 33)

陶器・磁器質ではない人形類 と、土師質土器 と軟質施釉上器のうち実用品ではないとみられる器類、小型の上

製品を玩具としてまとめた。人形の分類はモチーフによって大別し、表現様式と製作技法で細別した。製作技法

をみると、型作 りと手づくねがあり、型作 りのものには前後または左右を別々に作 り接合するものと片側のみに

型を使用するものがある。合せ型のものには中実 。中空両者が認められ、底面開回の有無、穿孔の有無など細か

な違いがある。器類の分類は器種により大別し、細部形態の違いにより細別した。器種は碗・皿・鉢・器台・瓶 。

重・甕・合子・急須・茶釜・おとし蓋・播鉢 。鍋 (身)に分類した。鉢・甕・合子・急須については残存不良の

ため資料化していない。器類はすべて城幅を用いて作られたもので、透明釉等を施釉した軟質施釉のものと土師

質のものがある。その他の上製品については特定名称を付し難いものも多く、形状を記述的に表現した名称で仮

称して集計した。

胎土は橙色に近い褐色のものが多 く、土師質土器の皿に近い肌色の色調のものがこれに次ぎF''こ乱ちら点の

図8律ダ
白色で緻密な胎上のものである。人形は現状では土師質のものが圧倒的に多いがF郎あ鳥帽子 と頭髪部分、

2の 目と眉の部分に黒色の彩色が残っている。また白色胎上の77は両面に赤の彩色があり、80は薄い緑色が外面

に認められ、緑釉が施されていた可能性がある。

【人形】

七福神A(図88-■・23)は片面に型で顔を表現し、反対側には中央に横方向の橋状の部分が作 り出され、そ

の中央に 1箇所穿孔される。B(図87-4・ 図88-12・ 図90-30)は前後合せ型作 りで中空になるもので、全体

が明らかになったものはない。Cは前後合せ型作 りで中実のもの、土師質と施釉のものがある。図88-13は土師

質で底面に盲孔がある。Dは片面型作 りのもので、底面に穿孔のある大黒天が 1点出土している。

天神Aは前後合せ型作 り中実のもので穿孔はない。全体に施釉される。褐色釉で図90-35と 同範のものが 4層

から出土している。Bは片面型作 りのものを一括した。穿孔は有るものと無いものがある。図89-10は鳥帽子と

頭髪にあたる部分に黒色の彩色がある。笏を持っていない点が気になるが、その他の表現の共通性から天神 と考

えた。Cは破片しかなく図化したものがないが、前後合せ型作り中空で、A・ Bよ り大型である。

旅姿の法師で、風呂敷に包んだ荷物を背負うものを西行法師とした。A・ Bは前後合せ型作 り中空で底面を大

きく開口するもので、Aは小型、Bは大型のものである。Aはすべて右膝をたてて座 り、左手には開いた傘を持っ

た姿でこころもち上方を見ている形に表現されている。 4個体の出上があり、大きさは,ヒ較的そろっているが、

内部の中空の程度にはばらつきがある。図89-2は ,ヒ較的中空部分の大きい例である。Bは傘の部分しかなく詳

細は不明である。Cは前後合せ型作 り中空で底面開口するものだが、左足を立てて座 り、傘をもたないタイプで

ある。D(図90-21)は型を使用していないと思われる。所謂瓦質ではなく屋瓦と全 く同質のもので、図示した

2点のみの出上で同一個体 と考えられる。座った形で21aは傘の部分、21bは背面の裾部分の破片である。傘の

骨や着物の襲はへら状工具で描かれている。中空で底部は閉じられており中心に 1箇所穿孔がある。

法師 ?は頭髪の表現がない人物像でモチーフを特定できなかったものである。A・ Bは表現の細部の違いであ

る。山伏 ?は図示した 1点ずつの出上で、A(図88-15)は ほら貝でも持った人物かと思われこのような名称に

したが、恵Ⅲヒ寿かもしれない。片面型作 りで穿孔がある。B(図90-29)はふんどしをしめた奴さんとのご教示

を頂いた。前後合せ型作 りで中実と思われる。施釉である。鯉つかみ (図88-24)は前後合せ型作 り中空とみら

れる。人物の顔の脇に魚の鱗が表現されているものである。その位置関係から魚に乗っているというよりはつか



んでいるのではないかと考え鯉つかみとしたが、小片のため異なったものの可能性は残る。花魁は完形品がない

が、前後合せ型作 り中空のものである。すべてを厳密に花魁と限定したわけではなく、便宜的に図88-25の よう

な髯を結った女性像を一括している。大きさにはばらつきがある。童子 ?は 図88-22の 1点のみの出上で、前後

合せ型作 り中空のものである。人物は全 く詳細不明のものでAは前後合せ型作 り中実のもの、Bは前後合せ型作

りで中空のものを一括している。Bの うち図88-28は着物の表現から唐子の可能性が高い。底面は閉じており中

央に 1箇所穿孔がある。

魚 (図88-20)は左右合せ型作 りで尾鰭部分のみの出上である。

鳥 A(図 90-34)は 台に乗った鳥で、左右型合せ中実、 1箇所穿孔がある。尾の部分はくの字に屈曲しており、

鶏かと思われる。鳥 B(図90-36)は山形の台に鳥の足が乗っている状態のもので、型作 り中空で底面は開回し、

頂部の足の間に 1箇所穿孔がみられる。上面には円形に象J落 した痕跡がある。これに非常によく似たものは名古

屋城三の丸跡から出上している (愛知県埋蔵文化財センター1990 b p 137の 1526)。 名古屋城例は両足に各 1箇所

計 2箇所の穿孔がある点が異なるが、さらに鳥の胴体等が接合していたわけではなく、足のみで完形である。こ

の例をか考にすれば36も 鳥の足のみで完形であった可能性が高い。月J個 に作った】同体や異なった材質のものを穿

子しを利用して組み合わせて用いたものであろう。

狐は図90-33の 1点 しか確認されなかった。左右合せ型作 り中実で表面は黒色を呈する瓦質である。

狛犬 (図 88-16・ 26)は 前後合せ型作 りで、16は 中空で底面開口する横向き。26は中実で底面をやや くばめる。

正面を向く。

犬は猿に次いで出土量が多いモチーフである。A(図90-39)・ B(図 90-40)は 左右合せ型作 りで四肢は別に

貼 り付けていると思われる。小型で巻き尾、正面を向き四肢をやや開きぎみに立つという表現は共通するが、A

は中実、Bは中空に作るという違いで分けている。 Cは大型のもので左右型合せ中空である。接合した例はない

ものの、四足動物とした図87-3は この犬Cの体部である可能性が高いと考えており、モチーフとしての犬の出

土量はさらに多いことになる。 3に は腹部に 1箇所穿孔がある。

猪A・ Bは左右合せ型作りの小型のものである。A(図 88-19)は中実、Bは中空である。二の丸跡第 9地点

でも細部は異なるがAと 同様のものが数点出上している。C(図90-8)は大型の中空のもので、 1点のみの出

上である。成形は左右合せ型作 りと思われるが、体毛を表現した沈線はへら状工具で手描きされている。

猿は出土量の最も多いモチーフである。A(図 87-5、 図89-7・ 9。 1、 図90-32・ 38)は手づ くねのもの

で、倒卵形の体部に頭部 。手足・尻尾を貼 り付けて様々なポーズを自由に形作っている。頭部は顔の細部表現の

ため型を使用した可能性がある。櫛状の工具による沈線で体毛を表現する。ポーズにはしゃがむもの、あぐらを

かくもの、横座 りして肘をつくものなどがある。 5は左手に球状のものを持っている。32は 鉄砲を構えている。

38はびくを担いでおり、釣 りをしているのであろう。これらは胎土や焼成は一様でないものの、胴体の形状や体

毛・手足の表現、尻尾となる粘土塊を貼 り付けた後指で押圧して断面 L字状に作る点など、その作 り方において

斉一性が高い。Bは手づくね中実だがAよ り小振 りで体毛が表現されていないものである。猿 Cは前後合せ型作

り中実のもので図88-18は底部に 1箇所穿孔がある。猿Dは前後合せ型作 り中空で大振 りな頭部 1点のみ出上し

ている。猿E(図90-37)は型作 りで子猿 ?を抱いている。 1点のみの出土である。

図88-27は一端にほぞ状の突出部が作 り出されており、動物の腕の部分や焙烙の耳の破片ではないかと考えら

れる。図88-17は モチーフ不明だが合せ型作 り中空の人形の一部 と考えられる。型によると思われる陽刻で「庄

子」と読める文字が表されている。

【土製玩具】

碗には図87-45と 図89-51の 2形態がある。45は大振りな丸碗で、51は腰の張りが強い形である。いずれも高

台は中実円柱状に作られている。皿の場合かなり小さいものでも煤が付着していて実用に供された例があり、法



量でどこからが玩具であると線を引くことは難しく、実用品と同じ形態の図87-44や図88-56の場合、ここに含

めているのは若千作 りが粗雑であるのと全面施釉であることによる。図87-46は直径 9 cmも あるが、内面見込に

カキメが広 く施され、周辺部に鉄釉による円形文が配置されるという装飾が、後述する茶釜や重に共通すること

から、玩具であると考えられる。浅 く受け口状の体部に中実円柱状の高台がつけられる珍しい形態のもので、皿

というよりは器台のようなものかもしれない。器台としたものには広い鍔のついた器状のA(図 87-48、 図88-59)

と、浅い皿に中実の載頭円錐形の台がつけられるB(図89-49)が ある。瓶は2点図示したが図89-54と 55と で

は体部最大径の位置に違いがある。二の丸跡第 9地点では口縁部が受け口状になるものが出上しており、頸部上

端が開きぎみになっている55は同様のものかもしれない。重は直国のものが多い。図89-42は双耳で器面全体に

鉄釉による円形文が散らされている。図89-52・ 53、 図90-60は茶釜とした。52は 口縁端から鍔の上面までカキ

メを施し、口縁部を縁取るように鉄釉が施される。53は双耳で日縁部近 くに鉄釉で円形文が描かれる。60は双耳

で体部の大部分にカキメが施され、鉄釉で相対する2箇所に楓文が描かれるものである。蓋は落 とし蓋で、図88-

43は上面全面にカキメが施される。図90-61は上面に型による菊花状の陰刻文様が施されている。図87-47は蓋

とした力S、 つまみがなく落 とし蓋としては使いにくい形態で、あるいは皿 と考えた方がよいのかもしれない。播

鉢 (図89-50)は 口縁端部が三角形状になるもので、卸目は密ではない。鍋 (図89-41)は紐状の取手が貼 り付

けられる。

鈴は最も多量に出上している。大きさには大小様々あるが、形態的には比較的斉一性があり、二の丸跡でこれ

まで出上していたものとほとんど同様である。体部は比較的球に近 く、薄手の作 りで、内面上部にはつまみ部分

の成形の際に生じたとみられる絞 り目が顕著に観察される。切れ日の切 り回は非常に鋭利である。碁石 (図90-

79)は直径 2 cm前後で断面レンズ状のものである。碁石ではない無文の円盤状のものを面子としたが、図87-64

と図88-72の 2点のみの出上である。有文円板 (図88-75)は薄手のもので片面に型によって花弁のような文様

が表され、一段低 くなった部分には同じ型によるとみられる陰刻文字が認められる。3文字あるようにみえるが、

明らかなのは右端の「仙」の 1字のみである。菊花状円板 (図88-73・ 74)は片面に型によって菊花のような文

様が表されたもので、中央部は突出しており、穿孔がある。文様のない側の作りは73が平坦にならすが、74は 凹

凸が激しいままという違いがある。同様のものは二の丸跡でもこれまで数点出上しているが、その用途について

は未だ手がかりがない。建造物を模したものとしては、多層塔・屋根・民家がある。多層塔は五重の塔などのミ

ニチュアと考えられるもので、完形品がないために何層なのかは確実にできない。いずれも屋根の棟の部分で 2

分した型を用いた型作 り中空で、A(図 87-67)は残存部分から3層以上で、屋根には方形の端部をもつ工具に

よる押圧で文様が施される。壁には円形または三角形 ?の窓があけられている。B(図89-70)は 2層以上で、

無文である。壁には三角形 ?の窓の部分と連子窓風になる部分とがあるようである。屋根 (図87-69)は屋根の

みを単体で作ったものとみられ、下 り棟に沿った沈線が施されている。民家 (図90-78)は屋根部分しか残って

いないが、縦方向の沈線で草葺きが表現され、緑釉が施されている。棟には桁行方向に穿孔が認められる。方形

囲としたものは、板状の部分で方形に囲むように作 られているもので、上下の両方あるいは少なくとも一方は開

口しているものである。A(87-65)は 型作 りとみられ、外面に亀甲繋ぎ文様が施される。Bは板状に作った各

面を接合しているもので、相対する2面に台形 ?のながあけられるようである。C(図87-66)も 板状に作った

各面を接合する。一面に曲線を描 く窓があけられる。図88-76は平たい棒が組み合わされる瓦質のもので、何か

に接合していた痕跡がある。図88-77は凸面に型による細密な文様があり、凹面は平滑である。内外面に彩色が

みられることから器状のものであろう。図89-62は花のようなもので、猿Aの持ち物であろうか。図89-63は宝

珠であろう。何かに接合していた痕跡があるので、稲荷などの一部であろう。図90-80は額縁 ?と したが、突帯

によって区画した中に房をつけた紐状のものが表現されている。一面に剣落した痕跡があることから、水滴など

を模したものの一部の可能性がある。



⑤ 瓦 (図 91・ 92、 図版60・ 61、 表34)

瓦の分類・集計の方法は年報 8に準じているが、桟瓦類は平瓦 と丸瓦をなめらかに接合したいわゆる桟瓦のみ

とし、軒瓦以外では基本的にすべての計測が可能なものと特殊なものを抽出して資料化している。総計4154点 392

kgの 出上で、二の丸跡に比べると少ない。基本層では4層以上からの出上が大部分で、江戸時代の整地層からは

わずか37点 3686gで ぁる。遺構では明治時代の 3号土坑が特に多 く瓦溜めのような様相を呈する他、10号埋甕か

らも多い。江戸時代の遺構で注目されるのは 1号溝 とその上から掘 り込まれた 7号柱列からまとまった出上があ

る点である。それ以外では 2号池 。3号井戸での出上がやや目立つ。江戸時代の整地層・遺構からの出上に限っ

てみればその種類は軒丸瓦・軒平瓦・平瓦 1類・丸瓦・桟瓦・板塀瓦がある。

軒丸瓦の瓦当文様には三巴文・連珠三巴文・九曜文が確認された。巴文はいずれも左巻き (頭が右で尾が左に

延びる)である。図91-1が唯―瓦当面完形の資料で、丸瓦の接合部には円周方向に沿った櫛状工具による刻み

が施されている。軒平瓦の瓦当文様には、三葉文十唐草 4類 (図91-5)、 隅切折敷に三文字 ?十唐草 la類 (図

91-6)、 中心飾 り不明の唐草 3b類 (図91-7)、 唐草 3a類 または3b類がある。軒桟瓦では、小巴部垂れ部

ともに無文で平坦な石持 と (図91-9)、 小巴部は不明で垂れ部分が三引両+唐草 la類 (図91-8)が あり、い

ずれも2層以上の出土である。菊丸瓦が 1点のみ出土している(図91-4)。 年報 9で菊花文 C類 とした浮彫 り状

で弁端が角張る形である。平瓦 1類では、全体が明らかになったものは図92-14の 1点のみである。 3号井戸埋

± 2層の出上で、共伴する陶磁器から18世紀中葉以前のものと考えられる。図91-15は尻側を除いて両面に鉄釉

が施されたもので、胎上自体もにぶい赤褐色を呈するものである。丸瓦でも全体が明らかなものは図91-10の み

である。図92-■ は玉縁部に段差をつけず、ややすばめる形態のものである。図92-12は小片だが外面に斜格子

叩き痕が認められ、断面形は多角形を呈する。図化していないが、施釉のものも2号池埋± 3b層・ 2層・撹乱

から各 1点出上している。桟瓦は3号土坑でまとまって出上している。なお 1号溝から図92-18の桟瓦が出上し

ていることになっているが、色調や櫛日、釘穴が丸いことなどから近代のものと思われ、試掘時の出上でもある

ことから混入の可能性が高い。図92-19は桟の部分の屈曲が弱 く、切 り込みのないタイプで、尻側に面戸瓦を合

体させた形態のものである。二の丸跡第 9地点で出土例がある。図92-18は全長の 3分の 1を越す長い切込みを

もちその角を面取 りする。 3号土坑から多数出土した桟瓦も切込みの長さには多様性があるが、形態的にはこれ

に似たものが多い。図91-21は雲形の立体的な貼 り付けがあるもので、鬼瓦の一部であろう。図91-22は鬼瓦の

背面の取手 と考えられる。このような取手の例はこれまでの仙台城の調査では二の丸・三の丸造営以前の古い段

階の例のみが知られている。図91-23は飾 り瓦で、青海波状に表現された波の上に亀が乗つている。亀の首は欠

損。青海波は三角刀状の工具で深 く刻まれ、亀甲文様は型もしくは亀甲形の工具を押圧して施文しているようで

ある。残存部分は波の部分、亀の下半 (首の下部 と甲羅の周縁部)、 亀の上半 (首の上部と甲羅の亀甲文様部分)

の 3つの部分を接合して形成されている。接合面には櫛状の工具で平行沈線が刻まれている。首の向かって左下

に釘穴がある。青海波部分の下面が弯曲していることから、下 り棟などの丸瓦列の上に据えられたものではない

かと考えられる。刻印は丸瓦 (図91-13)に「○」、近代桟瓦の可能性が高い平瓦 1類 (図91-16・ 17)とこ「四角

に富」、 桟瓦 (図91-20)に「丸に山に守」が認められた。

これらの瓦の出土量 と種類からは、本遺跡に営まれた武家屋敷の建物に全 く瓦が使用されていなかったとは言

えないが、すべての建物に使用されたとするには少なすぎるといえる。まとまって出土しているのが 1号溝や 7

号柱列・2号池という西側の武家屋敷 との境界近 くであることから、これらは隣の屋敷の瓦である可能性 もある。

軒瓦の瓦当文様が家紋系ではなく巴文系が主体であることからは、軒瓦が葺かれたのは比較的古い時期のことで

あつた可能性が高い。ただしここは武家屋敷なので伊達家の家紋のついた瓦がそもそも使用できたのかという点

から1点の九曜文は二の丸からの紛れ込みで、当屋敷ではずっと巴文が使用されたのかもしれない。

③ 金属製品 (図93～96、 図版62～ 65、 表17・ 18・ 35・ 36・ 38～40)



古銭は、熙寧元費 1点、至道元賓 1点、永楽通費23点、不明渡来銭 2点、寛永通費73点 (古寛永17点、文銭 3

点、新寛永51点、不明 2点 )が出上した。地鎮遺構 1と 3では、埋納されていた合わせ回のかわらけのなかから、

永楽通費がそれぞれ12枚、■枚一括出土している。地鎮に用いられた永楽通費23枚は全て本銭であり、模鋳銭は

含まれていない。また、 1号池の底面からは、古寛永 2枚 と新寛永18枚が橋の状態で出上した。

煙管は、雁首34点、吸口32点、雁首か吸口か判断できないもの 6点出土した。煙管の多 くは幕末の整地層であ

る4層から出上しており、型式学的にみても19世紀代のものが多い。複数の金属を使い分けたもの (図95-3、

4の セット)や、断面が方形を呈するもの (図95-8、 23のセット)、 梅の花の文様を彫金したもの (図95-17)

など凝った作 りのものも存在する。

古銭、煙管以外の銅系金属製品としては、雁首銭、箸、文鎮、目貫、切刃、鈎、鋲、各種金具類がある。

鉄製品には、釘、包丁、小刀、楔、火打金、鎌、火箸等がある。

鉛製品には、錘 と銃弾がある。鉛の錘は3点出上しており、いずれも「箪笥の引き手」状の形態をとる。うち

2点は両端付近に孔を有する。このような形態の錘は投網用とされ、それをつくるための鋳型が丸の内 3丁 目遺

跡や国立大阪病院敷地内遺跡から出上している (久保和±1995)。 本調査地点出上のものは、出土層位からみて、

17世紀末以降の所産 と考えられる。銃弾は、通常の火縄銃に用いる球形弾21点、ミニエ銃に用いる蛋形弾 (ミ ニ

エ弾)2点が出土した。このうち、球形弾11点 とミニエ弾 2点は、幕末の整地層である4層から出上している。

ミニエ弾はフランスのミニエ大尉が発明し、1850年代に実用化されたとされる(前田宣裕1997)。 ミニエ弾は底部

が中空で、発射薬の爆発に伴い栓が中空部に押し込まれ、弾丸の裾が広がってライフルに食い込み、回転しなが

ら発射される。また、幕末の整地層である4層からは、これらの弾丸 とともに、溶解した鉛の塊が 2点出上して

いる。調査区内からは、鉛の塊10点に加え、先端が溶解した鉛管 (図96-44)も 出上しており、屋敷内で低融金

属である鉛のカロエが行われていた可能性は高い。屋敷の主である大松沢氏が、最新式のミニエ銃をはじめとする

火器類の使用・保管に携わるとともに、邸内でそれらの弾丸の製作を小規模ながら行っていたと思われる。

このほかに、金を主成分 とした輪宝 ?(図96-24)が 5a層中から1点出上している。これは、直径約231nll厚

さ約0.91Mllの 金の薄い円板を素材としており、透かしと線刻による「車輪」状の表現が認められる。「車輪」状の

文様は、片面にのみ施されており、径21Mll程 の円形を中心に、 3重の環状の構成をとる。内帯は、幅約61nllあ り、

12分割され、交互に6カ 所透かしが入る。中心部の円と内帯の構成は、丁度「六ツ日足文」状 となる。中帯 と外

帯はともに、幅約44ullで 、2本 1組の線刻により6分割されている。中帯 と外帯の線刻の位置は30度づつずれてお

り、一直線上に重なることはない。この資料の用途については断定できないが、形状、素材からみて実用品とは

考えがた く、密教法具の輪宝を模したものと見なした。輪宝は、本来古代インドにおいて敵に投げ込み殺傷させ

る武器 として生まれ、密教では敵や災いを破る催破の効力になぞらえ、密教修法の地鎮、鎮壇具に利用される。

古代では青銅製の輪宝が地鎮、鎮壇に用いられるが、中世以降は、それら金属製の輪宝に加え、礫やかわらけの

内面に輪宝を墨書した「代用品」が多 く見られるようになるようである。近世の地鎮具では、これまでのところ

圧倒的に輪宝墨書土器が多 く、金属製のものは江戸城や和歌山城などの城館で発見されているに過ぎない。輪宝

墨書土器は、近世農村内の建物の地鎮などにも見られることから、城館の地鎮に使われる金属製の輪宝に比べ地

鎮具としての格は下がるものと思われる。本遺跡出上のものは、金を素材としているとはいえ、江戸城や和歌山

城出上のものに比べ小さく、厚みも薄 く、輪宝の表現も極めて簡略化されている。本資料は、出土層位から17世

紀～18世紀前半代のものと考えられるが、その当時の中級武家住宅における地鎮のあり方を示す例 として、貴重

な資料 といえる。

② 石製品 (図97・ 98、 図版66、 表19・ 41)

硯127点、玉石118点、砥石55点、碁石32点、火打石23点、温石10点、茶臼 1点、印鑑 1点、石板 1点、銀棄 1

点、琥珀 1点、不明15点が出上した。二の丸地区に比べ、調査面積の割には、出土量も多 く、種類も豊富である。



出土した石製品は日常生活に密着したものが多 く、武家屋敷 という場所の性格を良く反映している。

1号溝から出上した茶臼の下臼 (図98-S030)や聞香に使われたと考えられる銀葉は、共伴した黒織部沓茶碗、

美濃や信楽の葉茶壼とともに、17世紀前半における500石 クラスの武士が有する茶道具のセットを復元する上で貴

重な資料 といえる。碁石としたものでは、粘板岩製の黒石 (図98-17～ 19)が多く、白石は凝灰岩質頁岩製のも

の (図98-23)が僅かに見られるだけである。黒石と白石の数には著しい不均衡がみられることから、黒石に分

類したものの中に、碁石以外のものが含まれている可能性もある。砥石には石英安山岩と石英安山岩質凝灰岩が、

火打石には石英が多 く用いられている。「封」と彫られた印鑑 (図98-28)は封書印であろう。

③ その他の遺物 (図 99、 図版67、 表16・ 19・ 37・ 42～44)

その他の遺物 としたものには、木製品、竹製品、漆製品、ガラス製品、骨角製品、革製品、スラグ、炉壁、羽

日、漆紙がある。このうち、草製品、スラグ、炉壁、羽口は、出土層位からみて、明治以降の所産と考えられる。

木製品、竹製品、漆器などの有機質遺物は、出土点数も少なく、概して保存状態も良くない。木製品は加工木

がほとんどで、製品名を特定できるものは出土していない。竹製品も、煙管の羅宇が出土しているに過ぎない。

漆器のほとんどは漆膜のみが残ったもので、図化できたものは碗 1点のみであった(図99-Wl)。 この漆碗は、

3号井戸から出上しており、18世紀のものと考えられる。内面赤色で、外面には黒地に石責で家紋が描かれてい

る。製作後、日縁部に近い箇所に、横―列に貫通孔が 3つ ほどあけられているのが確認できる。3号井戸からは、

この他に、赤地に金色で草花文が描かれた漆膜 (図版67-W4)や、黒地に赤で三引両文が描かれた漆膜 (図版

67-W5)な どが出上している。

ガラス製品のうち、江戸時代に遡るものには、箸 と容器がある。ガラスの箸には、色と形状に多様性が認めら

れる(巻頭図版13)。 江戸時代のガラス容器のうち図99-Glは 、青色の菊形向付と考えられ、型吹きで作られて

いる。

骨角製品には、ベッコウ製の櫛 (図99-Bl)、 同じく箸、骨製のヘラ?と ボタンがあるが、出土層位よりみて、

ヘラ?と したもの以外は全て明治以降のものと思われる。

漆紙 (図 99-01、 巻頭図版10)は、19世紀前半代の遺構 と考えられる26号土坑から、 3重に折 り畳まれた状態

で出上した。一部欠損があるものの、開いた状態では、直径約15cmの円形を呈する。文字の書かれた面の裏側に

漆が付着しており、文字の有る面を上にして、径 5寸程の円形の漆容器に被せていたと考えられる。折 り目は中

心から8方向に放射状にのびている。折り畳まれた状態から見て、初めに漆の付着した面を内側にして半分に折

り、それをさらに半分に折 り、次に輪になった二辺が重なるように折 り畳み、耳側から付着した漆を絞 り出した

後、廃棄されたと考えられる。古代の漆紙同様、漆の付着していない部分が腐食した結果、今の円形になったわ

けである。肉眼では墨書の文字は全 く見えないが、赤外線を照射した結果、近世のくずし字が縦に3行書かれて

いることが半Jっ た (図版68-01)。 一番左の行は、「と可被申」と読める可能性があるが、確定はできない。右

2行に関しては、解読不能である。管見では、これまでに近世の漆紙文書の出土報告例はない。漆紙文書 といえ

ば、古代のものだけを連想しがちであるが、反古紙を漆容器の蓋に利用した事例は、民俗資料 として今日まで遺

されており、当然近世遺跡からも漆紙文書が出土するはずである。近年全国各地で近世遺跡の発掘調査が行われ

るようになったにもかかわらず、これまで近世の漆紙文書が発見されていなかったのは、出土していても肉眼で

は文字を確認しにくいため、漆紙文書として認識できず、革製品と誤認したり、正体不明の遺物 として扱われて

きたからではなかろうか。今後、十分な注意を払う必要がある。
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Fig 98 Stone implements from BK4(2)
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第 4表 武家屋敷跡第 4地点出土原始 。古代の遺物集計表
Tab 4  Distribution of prehistric and ancient implements at BK4

縄文土器
弥生上器

頁恵暑
古 代 の瓦 石 器

トゥール 石 核 J片 チッフ
85年試 掘

1層
l

2層上 面

2,琶 ス ク レイパ ー1ト ゥール 破 損 品 1リ タ ッチ ドフ レー ク3 4

3)曽 トヮール破損品1リ タッチ ドフレーク1

4層上 面

4層 石 鏃 2ポイ ン ト1リ タ ッチ ドフ レー ク4磨製 石 斧 1 5

5層 L面 3 3

5'蕃 リタッチ ドフレーク1 2

5a層 5 チ ドフレーク1 2

5b,曽 6 ね鉱 1右鎌 1ス クレイパー1リ タッチ ドフレーク1 5

5b'サ膏 2

5層 L由 4 6

6a層 6 石錐 1石匙 1リ タ ッチ ドフ レー ク2 l

6層 5 石 鏃 1 5

撹 乱

不 明 5

1号池 2

2号れ 蝉

2号池

2号池  埋 ± 2a 2

2号池  埋 ± 2b 2 リタッチ ドフレーク1 8 l

2号池  埋 ± 2c 1

2号池  埋 ± 3盾
2号池  堪 ± 3a層
2号油  坦 i3b層

1 石 鏃 1

リタッチ ドフレーク1

2号池  埋 上 4層 1

2号池  埋 ± 5層 1

2号池  埋 ± 6層
2号池  埋 土 不 明

3号池 D 1 スクレイパー
3号れ G 1

1号溝 リタッチ ドフレーク1

3号濤 1

5号濤 2 2 1

6号馬 1

7号罵 3

9号療 l

14号溝 1

15号溝

l号石 敦 濤

1号建 物 函 プタッチ ドフレーク2 l

8号建 物 跡 2

13号是 物 鰤 4 石鏃 1リ タッチ ドフレーク1

16号年物跡

18号摩物 跡 l

19号建 物 跡 1

22号建 物 跡 1

23号建 物 跡 l

24号懲物脈

7号柱 夕J 1

8号梓 列

14号柱 列 1

18=子んとテJ 1

20号柱 列

9号土 坑

10号土

15号 十

1 2

18号土 J 1

19号土 】 1

23号土 タッチ ドフレーク1

24号土 坑 タッチ ドフレーク1

25号土 坑

26丹 十垢 石錐 1 1

1号井 戸

3号井 戸 石 錐 1 1 7

その他のピット リタッチ ドフレークR 1 4



表5 武家屋敷跡第 4地点出土磁器集計表 (1)

Tab 5  Distribution of porcelains at BK4(1)

大
　
碗

中
碗

/」ヽ

碗

碗
不
明

大

皿

小
中
皿

極
小
皿

皿
不
明

外 水注類 瓶 類

袋
物
不
明

その他

銅

板

招

　

絵

不
　
明蓋

B5年試 掘 1 l 小瓶1中瓶ユ
瓶徳利 1

盾口Z小4″池猪口2重重 1

含子 (言 )1言物 (身 )1

1盾 4 中瓶 1 l E猪 口1猪口1蓋物 (身 )1小邪2

1層・ 2層上面 土瓶。急須 (身 )1 小れ 蝸 徳 本」6 水滴1紅猪 口1碍子1猪口3

小イ2蓋物 (蓋 )1合子 (蓋 )1
壷蓋1香炉1灰吹1蓋物 (身 )2

l 3

2層上面 2 3 土瓶・急須 (蓋)1 中施 3仏花 瓶 1

可ヽ瓶 2爛徳 和隔
水滴1紅猪口2碍子2猪 口9

合子 (蓋 )1香炉1小郷 3

4

2層 157 3 土瓶。急須 (蓋)4
土瓶・急須 (身 )4

太加5甲れH
小瓶8

爛徳利20

仏花瓶1

水涵3紅猪口17湯呑1酒不2

戸車1碍子1猪口10仏飯器6

蓋物 (蓋 )4香炉2合子 (蓋 )6

合子 (身 )2蓋物 (身 )5段重2灰吹3
ホ孫12文 入1末浦nr吾物 1

7

3層 11 水江 (身 ,3
水注 (蓋 )2
上瓶・急須 (蓋)2
土瓶・急須 (身 )1

天jIH 3甲 肌lb

小瓶7

爛徳利13

水滴3紅猪口7火鉢2湯呑1

酒不2碍子1猪口34仏飯器4

蓋物 (蓋 )5合子 (蓋)1合子 (身 )1
壷蓋2蓋物 (身 )2香炉1段重1

灰吹5火入3大皿転用品1

/氏抹

'R7k描
nr詈●blク 由 国 ガ、係 1

1

4層上 面 1 3 2

4,膏 1 天 脱 上甲 肌 も

小瓶6

爛徳利9

イたア,平πR

4 水滴9紅猪口28火鉢2酒不1香炉6

猪口35仏飯器4蓋物 (蓋)2

合子 (蓋 )3合子 (身)1蓋物 (身 )9
扉 貯 朝 、抹 4R″ 入 17k浦 ∩T詈771負

5層上 面 1 2 4 l 紅猪 日 1猪口2オ 邦ヽ 1

5サ曽

5a層 2 4 2 2 水滴 1紅猪 口 1猪口 2小郷 1 17

5b'雷 l 3 l 丈 袖 11 水滴 1猪口 3/1ヽ不 3
5b'層 1

6層上 面

6a,膏

6,雷 2

廃乱 1 と 4 6 7 土釉・急 須 (身 )1 大瓶 1中瓶3

小瓶9

爛徳利 5

紅猪口6火鉢1湯呑2衛生陶器2

碍子2猪口8仏飯器1蓋物 (蓋 )2

合子 (蓋 )1合子 (身 )1蓋物 (身 )2
灰吹1小邦9

6 1

令明 1 2 17 /」 )ヽ閲 1爛1悪ネЩラ
イス″糠 1

6 よ滴1紅猪 日2湯呑1衛生陶器 1

猪口2蓋物 (蓋 )1合子 (蓋 )1小邦 C

4

l号れ 1 2 3 階口 5香炉 1小郷 3水滴 or置物 1 Z
2号池  埋 ■ 1 l l

2号池  埋 ± 2層 1 E]1

2号池  埋 ± 2a層 中瓶 1小瓶 1 口 1/ヽ 外 3木涌 oi

2号池  埋 ± 2b 2 中瓶 2仏花 瓶 1 2 水滴 1和 猪 口 1猪口 6杏 j/Fl小
外 7

± 2c l

″号れ 小ナ下1 l

2号池 2 2 水涵 1水滴 or置物 1 4
2号池 埋± 3b膳 2 2 l 小瓶1 水涌2紅拓口2猪口3蓋物 (蓋)1

合子 (蓋 )1蓋物 (身 )1香炉1灰吹2

小邦6火入2水滴or置物 1

2号池  埋 i4 ユ 、在 袖 11

2号池  埋 上 5層
2号池  埋 上 6層 1

2号池  埋 土 不 明 経 猪 口 1湯呑 1仏飯 器 1苓物 (身 )を

3号池 1 3 l

3号湘A 1

3号池 D 3 E猪 口 2/Jヽ不 2 5
3号池 E

(」ン)1
3号池 F
1号濤 lC 口 1香炉 1/Jヽ 外 1甲国 小 外 1

3号濡 1 1 階口 1大皿 転 用 品 1

4号澪 1 1 ζ口勁者口1

6号溝 猪 口 1 1

7号溝 1 口 3

9号溝 1

と0号濤 2

と4号濤

1号澪 1

4

1号石 口 1蓋物 (蓋 )1 4

2号石 敷 専

1号建 物 4 中瓶 1

2号建 物 5 1 /Jヽ邦 1

3号足 物 跡 3 中瓶 1爛徳 利 1 4

6 7 1 酉不 1蓋物 (蓋 )1灰吹 1小邪 1 1

7 l 2 1 征猪 口 14ヽ不 1 4

6号簿



表 6 武家屋敷跡第 4地点出土磁器集計表 12)
Tab 6 Distribution Of porcelains at BK4(2)

表 7 武家屋敷跡第 4地点出土陶器集計表
Tab 7 Distribution of glazed ceramics at BK4

大
　
碗

中
碗

小
　
碗

碗
不
明

大
　
皿

小
中
皿

極
小
皿

皿
不
明

鉢 水注類 瓶 類

袋
物
不
明

その他
銅

板

招

絵

不
　
明身

7■

12手] 1

13号建 物 理

と8号建 4 1

20号建 物 1

亦 l

1

33号発

7号柱 う
口 1

1号土 坑 /」 瓶ヽ 1 口

二坑 2 1
現 1 1 水滴 1

|テこ
8号土 坑 1 l

9号土 坑 3

10号土 坑 2 1 ]2香炉 1/1ヽ不ユ l

3サ■ 坑 2 1 1 1

L4■ 現

15=子 瓦

18号土 坑 2 1 口 1
19号土 養

ZOI子 Jヒ う l

1手■ 坑

現 1

351予 ニテ毛 1 2 猪 口 1合子 (蓋 )1小邪 1水滴 1
Z6号土 坑 l

1号井 戸 7 中瓶 1 回 1
〔
口3

3号井戸 4 3 2 征猪口2猪口3仏飯器2香炉2灰吹1

小不2

l

その他のピット 11 瓶 1 1

〒遺 橋 l l 瓶・ 魚 須 (身 )

1■ 1

1～ 9号1 1 l 子口1碍子 1蓋4//2(身 )1 l

10=}塑三瑠 1

硫 鉢 類 皿 類 小
　
邦

土
瓶

急
須

水
　
注

葵

大
碗

中初 小
碗

碗
刊

大

鉢 岬
鉢

枢
鉢

播
鉢

天
皿

中

皿
小
皿

國
皿

向
付

皿 大
率

中
甕

小
牽身

35年試 fFB
l 1

外 矢」電 気 豆 会 し

1)曽 5 1 1
1層 。2層上 面 1 4

Z層上 面 1 1 2 32 1

2層 3 4 7 8
3'雷 7 4 1 6 1 4
4層上 面 1 9 1 4 4 1
4,詈 1 392 9 5
5層上 画 1 4

5層
5a層 1 1 7 2 1

5b層 1 1 2 1 l

5b'層
6層上 面

1

6a)習

6,曽

3 1 4
4ヽ明 4 2 1 11 l

l号池 8 ユ 1 1

2号池 埋± 1泥

Z=卍  型 二 Z涯 1
Z号池  理 土 Za 4 5
2号池  埋 ± 2b層 1 2 3 l

埋± 2c l l

埋 上 3層
2号池 埋± 3a層 4 l

Z号池  埋 ± 3b層 1 11
Z号池  理 ± 4層 1 2
Z号池  理 ± 5盾 1 1

2号池  埋 上 6層
埋 土 不 明 1 1

1 l

31}| A 2

3号専 D 2
3号マ E
3号池 F



続 鉢 類 皿 類 /」ヽ

不

土
瓶
孤

急
須
孤

水
　
注

甕 類

大
碗

守
一身

死
一蓋

小
碗

大
鉢 村

鉢
押
鉢

括
鉢

大
皿

中

皿
小
皿

醐
皿

向
付

皿 大

暮

中

甕

小

奪

1号溝 1 1 1 1 1 1 11

3号浦 13 7

4号清

6号溝

9号漏 l

10号溝 4 l l 1

14号濤

18号濤 1

1号石 房 7

2

2号建 物 跡 9 1 l 4 1

3号建 物 跡 1 1 1 1

4号燿 物 跡 1

5号建 物 脚 13 2

l

10号摩 物 跡 l

13号建 物 1 1 1

16=}頸

20号建 物 跡 2

1

l

29号建 物 跡 1 1

30号建 物 跡

7号柱 列 2

R号群列

1号i玩 5

2号土 坑 1 1 2

3号土 坑 1 1

4号土 坑 1

i号 十坑 l

号 十 玩

号土 坑 1

10号土 坑 6 4 1 4 1 2 l

13号土 坑 1

14号土 坑 l

15号土 坑

6号 十坑

十 玩 2 1

33号土 14~ 2 l

Z5号土 坑 5 1 1 1

26号土 坑

1号井 戸

R号 1

その411の ビッ ト 1

1号木 箱 埋 設 漬 積 1 1

10号埋 奉 9 1 l

表 8 武家屋敷跡第 4地点出土陶器集計表 (2)

Tab 8 Distribution of glazed ceramics at BK4(2)

表 9 武家屋敷跡第 4地点出土陶器集計表 (3)

Tab 9 Distribution of glaged ceramics at BK4(3)

士霊

議
不
明

瓶

灯火具
仏  具 上鍋 行平鍋

そ の 他

不

　

明
中
瓶

小
瓶

削
徳
利

仏花瓶 仏飯器 香炉
火入

線香
立て 身 蓋 身

ぢ5年試穏 明 皿 1 入 1植木 鉢 1

外 ナJ電気 豆 会 い

l層 1 1 打明皿 1 1 1 乗燭1火鉢1猪口1不明蓋1

含子 (身 )1灰吹 1

1層 。 2層上 面 4 1 2 1 橿 1花生 1

2層上 面 1 町明皿 ユ 2 2 1 植本鉢1鳥鉢1火鉢1猪口2

人形or水滴1筆筒1

2)膏 l 灯明皿 15

灯明受皿5

油徳不U4

1 豆甕1植本鉢5鳥鉢3湯呑1埋備悟
瓶掛3茉燭4豆甕5餌猪口3猪口7

不明蓋3銚子2合子 (身 )2

合子 (蓋 )1灰吹7人形or水滴2

フk浦4ル42
3層 2 灯明皿4

灯明受皿3

油徳利2

1 5 l 1 植本鉢23賃水入れ1火消豆1

瓶掛1餌猪口1猪日1豆甕5

不明蓋2段重1合子 (身 )1灰吹1

人形or水滴1水滴3釜筒1

4盾上曲 げ明皿 1 1



表10 武家屋敷跡第 4地点出土陶器集計表 141
Tab 10 Distribution Of glazed ceramics at BK4(4)

聾
不
明

灯火具

仏  具 土鍋 行平鍋
そ の 他

不

　

明

中
榊

小
瓶

爛
徳
利

仏花瓶 仏飯器 香炉
火入

看

て

保
立 身 蓋 身

4層 4 灯明皿 10

油受け皿 1

灯明受皿 6

油徳利2

阻不鉢も鳥鉢1切立1水盤l

髯水入1煙硝播1乗燭1餌猪口2

火鉢1不明蓋4豆甕3合子 (身 )7

合子 (蓋)3灰吹3人形or水滴2

アk浦5芹42蜜笛4手大鉄 1

5層上 面 1 2 9
5,蕃

5a層 l

5b層 水滴 1
5b'層
6層 L面
6a層
6,雷

院乱 lNT明 皿2 4 3 値木鉢1鳥鉢1火鉢4猪口2不明蓋1

合子 (蓋)1人形or水浦1夕k滴 1

不 明 lEI徳ネ」1 l 乗燭 1筆筒 1

1号池 猪口1不明蓋 1
2号池  埋 ± 1層 2
2号池  JIFF■ 2層
2号池  埋 ■ 2E 1 明ヽ 言 1 7
2号池  埋 ± 2b l 1 亘木 鉢 2不明 言 1水浦 1

2号池  埋 ± 2c層
2号池  埋 ± 3層
2号池  埋 ± 3a層 4
2号池  J17+31 2 てJ明皿 1 2 明 3
2号池 1

2号池  埋 ± 5

2号池  埋 ± 6層
2号池  埋 土 不 明 含子 (蓋)1
3号池

3号池 D 1 1 沼町1 l

3号池 E 1

3号池 F
1号溝

3号濤

4号馬 l 1 1 1

1号石敷溝 1

2号石 敷 溝

1号建 物 跡

2号建 物 跡 1

3号建 物 跡

4号建 77」跡 1 l

5号足 物 跡 2 油猟 利 1 l 口 2 l

13号律 物 跡
1

20号 摩 物 跡 1
l

21号建 物 跡

7号柱 列

1号土 坑

itアこ l

4号 :1/L ユ 1

5号 玩
1

8号土 坑 1

9号土 比 l

10号 土 坑 1 t」明皿 1 (春 ) 水 滴 1花生 1蓋物 (身 )1漫瓶 1
13号土 坑 尺托多1
14揖 !坑 1

15号 !Eヌ電
1

18号 !〕万 ど 1 2 l

¬19号 土 坑

20号 上 坑 師漸瓢
24号土坑

上 坑

十 坑 l円盤 状 加 工 品 1

1 l 2

3=子学 暉硝 信 1豆著 3灰吹 1人形 1

そ の Dビ ッ ト t」明皿 1 生(蓋)2水解 1灰吹 1

柔石 遺 構 重木 鉢 ユ
1号本 箱 埋 設遺 構

1

10号埋 甕



表■ 武家屋敷跡第 4出上土人形・玩具集計表 (1)
Tab ll  Distribution of clay figures and clay obieCtS at BK4(1)

136



表12 武家屋敷跡第 4出土土人形・玩具集計表 12)
Tab 12 Distribution of clay figures and clay obieCtt at BK4(2)



表13 武家屋敷跡第 4地点出土近世・近代瓦集計表 (1)
Tab 13 Distribution of roof tiles belonging to Edo and modern period at BK4(1) ( )内 は重量g

平瓦 1類 平瓦 2類 丸瓦類 桟瓦類 尉 半 勾 醐
一

い その41の石 不 明
i試掘 36(4り 51 1(215ι 6(947) 6(2341) 1(

1)曽

1層・ 2層 L面 55(143! 1(422) 4(250) 1(215)
2層上 面 9(1014) 更斗瓦1(350) 49(532)
2層 183(16795) ll(1499) 120(11845) 21(1718) 4(589, 愛斗丸 ?1(50,

叉斗瓦1(253)

棟瓦3(867)

99(1030)

3,習 ι68(25071) 19(1850) 152(18085) 22(5711) 4(683) 保凡 1(4Ubリ

焚斗瓦1(401)

191(2233)

4層上 面 1

4)雷 82(7902) 24(1685) 138(1454 10(1554) 2(481) 109(861
5層上 画 6(663) 1(31

5層

5a層 9(713) 6(178)
5b層 8(1143)

5b',晉

6層上 面

6a)膏

6層

廃乱 348(26684) 11(2427) 101(15027) 1(140, 凍瓦1(64)
ldI瓦1(53)

69(631)

不 明 38(3283) 6(430) 6(780) 発斗瓦1(137)

陳瓦 ?1(58)
1号池 4(241f 1(181) 25(2624) 9(882)
2号池  埋 ± 1層 1(318)

2号池  埋 上 2 1(370)

2号池  埋 ± 2a層 2(313)

2号池  埋 ± 2b膳 28(46ユ

2号油 1(107)

2号池

2号池  埋 ± 3a層 1 9(1662)

2号池  埋」二3俳 8(116( 24(31R3) 4(272)

2号池  埋 ± 4層
2号池  埋 ± 5層 1(203) 2(301) 2(137)
Z号れ

2号池 3(513)

3号池 A
3号池 D ( 1(152)

3号池 E
1号漏 144(19531 2(336) 4(1502) 74(757
8号漏 1(150) 3(179)

4号溝 R 5(636)

5号溝

8号溝 1(308)

9号清

10号漏 l

生号 肩 1(

1号石敷溝 3(201)

2号石 敷 溝 2(913)

3号石 致 清

1号建 物 膨 4

2号建 物 跡 19(2002)

3号建 物 ″ 8(890 2

4号足 物 切 12(675) 3(565)

5号建 物 跡 l

6号建 物 跡

7号建

と3=}票 3(787)

9(1298 4

号 癖 物 跡 1(106)

7号穫例I 14(1769) 1(216) 15(137)

7号柱 列 2(355)

号柱 フJ 1(721〕

1号土 坑 l

2号土 坑

3号土 尻 1334(24431 127(5517)
4号i垢 1(198)

8号土 坑

9号土 坑

0号土 坑 2(255) 5

13号土 坑

14号土 坑

土 瓦 1(183)

18号■ 坑

19号土 坑 (lF

138



表14 武家屋敷跡第 4地点出土近世 。近代瓦集計表 修)

Tab 14 Distribution of roof t■ es belonging to Edo and modern period at BK4(2) ( )内 は重量g

平瓦 1類 半 丸 Z類 耳
7正 その他の瓦 不 明

23号十

24号上 方

25号土 】

26号土 坑

1号井 戸

2号井戸

3号キ戸 22(87 19(2789)

その4粒のビッ 15(lR4夕 )

乗石 遺 構
j土貝脈 遺構 5(879)

号本 箱 埋 設 遺 構

蝉 奉

10号 172(86R4 57(3291 斗〕.1(60)

and lead glazed soft cermics at BK4

表15 武家屋敷跡第 4地点出土硬質陶器・軟質施釉土器集計表

Tab 15  Distribution of ttlron stone china"

表16 武家屋敷跡第 4地点出土木・竹・漆塗製品集計表
Tab 16 Distribution of wooden implements at BK4

柱
加 工 木

木製品 竹製品
椀 不リ 角羽 1ヽ

85年試掘 簿 早

2層上面
2層 1 5

3層 1 1 維 了
`4層上面

4層

5層
5a層 1

5b層 2

5b'層

6層上面

6層
l 経宇 1

1号池 1

1

2号池 埋± 2b層
|

l

2号池 埋± 2c層
2号池 埋± 3層
2号池 埋± 3a層

2号池 埋± 6層
2号池 埋土不明 1

小明 1

3号溝 羅宇 1

19号溝 1

2号建物跡 1

6号ヌ物 師

¬三1

R号 !抗

10号

15;争

!玩

玩

25号土 坑 l 1

1号井 戸 1 1

3号井 戸 2 5

そ の 脱の ピ ッ ト

灰 慣 種

1■

号 理 懇 1

10号埋 零 1



表17 武家屋敷跡第 4地点出土金属製品集計表 (1)

Tab 17 Distribution of metal implements at BK4(1)

煙 C そ の の

鉛製品 その他渡来銭
雁

首

吸

口
不
昭 警

銃

禅

葉

豪 その他
不

明 その他
不

明洋

B5年試 掘 1 2

1層 l

1層・ 2層上面 1 1 雁首銭 1

ボタン1

l ボル ト1

ねじ1

2層上 面 1 1 雁首 銭 1 3

2層 4 l 5 2 3 1 2 環状1切刃1 かなのこ1

靴の金具 1
′Jr箋11

lと 握と1

3,習 7 1 切 刃 2箸 1 1

4層上 面

4)雪 1 3 鋲9鎮3釘 1目貫 1

環状1雁首銭 1

飾金具1

4 慄2火打金1

鍋 ?2鎌 1

弾丸■錘 1

ミニエ弾2

円板1娩2

上面 1 1

5a層 2 1 鈎 lζ l 弾丸 1 徹宝 ?1
5 bl膏 雁首 銭 1 1

5b',習 1

6層上 面

6a層
6月雪

廃乱 1 1 1 1 3 3 蝶番1雁首銭1

鏡1バ ックアレ1

1 金槌1ばね1

ねじ2

1よ りがオa6

津丸 1

小明 2 1 2 1

1号池 l

2号池  埋 ± 1 7

2号池  埋 ± 2層
2号池  埋 ± 2a 1 1 l l 2 禅丸 1

2号池  埋 ± 2b 1 l ユ 5 1

1

2号池

2号池  埋

2号池  埋 ± 3b層 l ヘ ラ状 1 2
2号池  埋 ± 4層 2 1 1 弾力11鋲 1

2号池  埋 ± 5層 1 2

6層
Z号刑 l 拶El
3号池 D 切刃 よ

1号濤

3号清

4号濤 ] l

10号肩 l

1号名 勲 溝 ζメLl
1号ぼ 物 跡 1 2

2号建 物 跡

3号建 物 跡

4号建 物 跡 1 1 3

5号建 物 跡 1

10号露物跡

も号祥初| 1

1

1 土 玩

2号土 坑 1

3号土 坑 2

土 坑 4 1

上 坑 1 4 鎌 1 1

10号 上IJI 旨

13号■ 14~

15号土 坑

18号土 坑 6

20号土 坑

土 坑 1

土 坑 1

土 坑

Ⅲ土 玩 雁首 ◆

26号土 坑

1号井 戸 3,1
2号井 戸 l

3号井 戸 5 /」 刀ヽユ 丸 1

ピッ ト487(地鎮 1

ビ ッヽ ト799(lllJC目 3)
その44Vの ビッ ト 切 刃 ユ

集石 潰 構



表18 武家屋敷跡第 4地点出上金属製品集計表 12)

Tab 18 Distribution of metal implemelats at BK4(2)

古  銭 煙 の の 制 系 裂 鋏

その他
渡来銭

寛永 i
雁
首

吸

口

不

明 警
銃
弾

薬
爽 その他

不
明

釘
その他

不
明

鉛製品
和 洋 I不明

2

蝉 傘 l l 1 3

表19 武家屋敷跡第 4地点出土その他の遺物集計表
Tab 19 Disttibution of various implements at BK4

4E 裂 ガラス 数 )

骨角製品
そ の 他

そのTll 容 器 そのイ スラ

35年試 掘 不明1

1層
0 5

2層 L面 l [7

2層 151 4 柁 7 2不明2 簡1 l 1

3'雷 ,1 ボタン1不明1 雪l

4層上 面 骨ヘラ

4層
引

Ю 6 FH石2E「鑑1

禾HH7

警5不明2 l

5層上 画 l 11

5!善

5a層 3 不明1 1

5b層 1

5b'層
6層上 面

6a層
盾

2 1 温石1 ボタン1

不 明 1

1号池 2

2号池  埋 ± 1

2号池

2号れ 蝉 +2を 3 21 温石1

2号油  埋 ± 2b層 3 1 石板1

2号池  埋 ± 2c層
2号池  埋 ± 3層
2号池  埋 ± 3a屠
2号池  埋 土 |

2号池  埋 ! ll コハク1

2号油  埋 ± 6層
2号池  埋 土 不 明 1

1号濤 l 茶日1小明1

3号濤

5号濤

19号澪 l

1号石 致 溝

l号犀 物 豚 11 1

2号建 物 跡 濡冶2小 明l

3号建 物

4号建 物

5号足 物 跡 ボタン1

6号苺 物 琳 l

濡府 1

7号柱テリ

1号土 坑

3号土 坑

4号土 坑

島号 十玩

9号土坑

10号土 坑 11  1 1

18号土 坑

26号土 坑 1

3号井 戸

その4fIの ビッ ト 1 眼巽l不明l 1

る漬積 下明1

粘土 貼 床遵 構 (石 118

1号木 箱 埋 設 遺 構

1～ 9号埋 甕 キャップ?2

10号rt7牽



表20 武家屋敷跡第 4地点出土土師質土器・瓦質土器集計表 (1)
Tab 20 Distribution of unglazed ceralnics and fumed ceralnics at BK4(1)

土 師 質 土 器 瓦 質 土 器

皿 花塩三
身

鉢 五 徳 焙烙 その他 不班 火鉢 文遣り播鉢 十含B 五徳 炭櫃 その他 不 明

1 6
外矢J雷気 豆 会 し

1層 l

1層 。2層上 面 l 3
2層上 面 l l 1 2
2層 4 4 さな 1

ktTh彰村灯朗I19

l 7 優炉 1

3,雷 4 5 蚊遣り1櫃木鉢2 l 希樫介明t71重 1

火消し壷(蓋 )1

火消し壺(身 )1
4層

「
南 さな3 2 1

4層 1576 4 3 2 1 4 蚊這 り2 9 火泊し壺 (蓋,1

文消 1フ 帝 r身Ⅲl

5層上 面
l

5,雷

5a)香 5 1 4
5b)曽 1 1
5b'層 1

6層 L面 l

6a層
6,習

乱 2 1「
リロ 1 灯明皿 ] l

1号池 櫃木 鉢 1 1

2号N4●
1)雷 5

2号池  姫 2層

2号池  埋 ± 2a層 3
2号池  埋 ± 2b層 2
2号池  埋 ± 2c層 4

2号池  埋 ± 3層 5

3a提雪

2号池 3に 4
2号池 4 1 3
2号池  埋 ± 5層
2号池  埋 ± 6層

1

2号池  埋 土 不 明 1 1

3号池

3号池A 3 6 1

3号池 D
3号池 E
3号池 F
1号濤 7 火消し豆 (身 )l

3号蒲 9
4号届

l

5号溝 4 4

6号溝

7号溝

9号清

10号馬

4号肩

16号肩 1 2 1

19号溝 3 1

1号石 敷 溝 1 1

1号建 物 跡 1

2号建 物 跡

3号建 物 跡 1 l

4号是 物 跡 植 木 鉢 1 1 l 7
5号足 物 切 3 2 1
6号津 物 跡

7号建 物 跡

8号建 物 跡

10号建 物 跡

[2号建 物 跡 1

[3号足物跡 2

19号建 物 切 2 2

ιO号建 物 餌 5 2
〕4号建物跡

29号建 物 跡

31号建 物 跡 沐 1

号 足 物 跡 1

7号柱 夕」

8号岸 列 7

14号柱 列 2

17号柱 列



表21 武家屋敷跡第 4地点出土土師質土器・瓦質土器集計表 12)

Tab 21 Distribution of unglazed ceramics and fumed ceramics at BK4(2)

表22 武家屋敷跡第 4地点出土瓦質土器観察表
Tab 22 Notes on fumed ceramics at BK4

缶, 管

皿
火 重

鉢 五徳 焙 烙 その他 不 明 火鉢 連
運 撞鉢 十能 五徳 炭櫃 その他 下明

蓋

8号柱 列 l

l号十

3号土

4号土 ユ

8号土 1 3

9号土 坑 2

17 4 1 1 7

[2号

13号土 】 1

14号土 カ l

と5号土 坑 1 1

16■■ 2

5 1

19号

20号土 元 1

21号土 坑 5 4

22号土 坑 4 11

23■■ 7 1

4■子 l

25,■

26号土 元

1号井 戸

3号井 戸 1 11 4

ピッ ト487(地鎮 1 2

ッヽ ト797(IfV靱 巨2

ン` ト799

その仙のピット

集 石 遺 構 l

土 貼 床 通 信 4

1号木 箱 埋 設 遺 構 6 1

1

録
号

登
番 出 上 場 所 器 種

日篠
(C14)

底径幅
(cml

器 高
(cnl

備 留
図
版

CC/001 ■17区 1号濤 埋1層 層鉢 務目4本単位 体部下半使用による磨減顕著

CG002 H17区 1号溝 埋1層 橘鉢 95 あ目6本単位体部下半使用による磨滅顕著内面に炭化物付着外面被熱による小剣落顕著
CG003 C17区 1号溝 埋1層 播鉢 片口部分

03004 1号浮廻 1層 2捐劇整幽層 火鉢顕 外面～内面口縁部付近にかけてミガキ

CG005 H17区 1号溝 埋1層 文消壷 底部を除いてミガキ

CCX106 G・ H17区 1号溝 理1層 不明 133 外面タテ方向のケズリ内面ヨコナデ 内外面に炭化物付着

CG007 14号溝 層鉢

CG008 3号池A 火3・A2類 外面被熱による小剣落顔著

CG009 3圭拌也F 火鰯 獅子面脚部分

CGl110 H15区 2号池 運3b層 火94Al類 全面ミガキ

CC.ll E14区 2号池 埋わ層 火94Al類 外面タテ方向のミガキ 内面ヨコナデ 外面下半部被熱による小剣落顕著

CCll E14区 2号池 埋2a層 火鉢B類 外面ミガキ 内面ヨコナデ

CCXl 10号土坑 底面 炭櫃 底面長22 0cm底面幅22酌m外面 ガヾキ 内面ナデ 四脚すべて劉落 57

CC.0 10号土坑 2号池 埋1層 火akA2類 外面ミガキ 内面ナデ 外面下半部被熱による小剣落顕著 57

CCO 3号井戸31号建物跡埋1層 鉢 回唇部のみミガキ 内外面ロクロナデ

CC.116 ピット544E15区 4層 火鉢Al類 外面ミガキ 内面ナデ 外面下半部被熱による小割落顕著 57

CG017 ピット565D9。 154層 火鉢D類 外面ミガキ 内面ナデ 57

CCjl118 E6区 4層 火鉢 ? 口唇部に赤色顔料付着 内外面ナデ 57

CG019 F15区 4層 文消重 ? 252 外面ミガキ 内面ヨヨナデ 85

CC.020 E15・ 16区 4層 蓋 16 外面ミガキ 内面ナデ 57

CG021 E15。 16区 4層 五徳 外面ミガキ 内面ヨコナデ

CG022 E5区 4層上面 火鉢B類 外面ミガキ 内面ヨコナデ

CG023 G13区 1号池 埋1層 ―
,おヒ 把手に梅花のスタンプ文

CG024 E・F17区 1号漕 信鉢 筋目4本単位 口縁直下内面に波状沈線 2条



表23 武家屋敷跡第 4地点出上磁器観察表 (1)
Tab 23 Notes on porcelains at BK4(1)

録

号 出 上 場 所 器 種
唯

ぐｃｍ，
歴
でｃｍ‐

器高
文 様 等 胎 土 生産地 製作年代 備 図

∃

反

9001 F45b層 ほか 大型丸碗 花唐草文 見込花唐草文 魏 明末 17C前半 63 0
CJ002 E36b層 中型丸碗 波線文 やや粗 ユ削 17C前～中 63 0
CJ003 F,C25b層 中型丸碗 43 網目文 やや粗 工剛 17節～中 高台畳付に砂吋着 偲 e
CJ001 G55b層 中型丸碗 雪輪に梅花伎文 魏 肥前(波佐見) くらわんか手 63 9
CJ005 F・ C.45蠣 鉢 77 吉祥文字文 外面宝散らし文 やや粗 “削 17C後 63

CJ006 F・ G46Ы冒 小沐 竹文 範
“削 偲

C」 007 働 5b層 ほか 小不 事花文 魏 “副 63

CJ008 C35a層 ほか 大皿 65 岩に鳥文 普通 一削 17C前～中 貫入躇 63

CJ009 A・ B105a層 ほか 夫皿 山水文 唐草文 魏
ユ削 17C前～中 山辺日3号窯に類例あり 偲

CJ010 F55a層 ほか 中皿 区団草花文 範
“削 17C後 美蓉手 63

CJ011 F5碗層ほか 極」Nan 草花文 やや粗 一硼 灘 ぎ 63

CJ012 E171号溝 埋1層 中型丸碗 111 区画松竹梅文 見込文様あり 普通
一剛 17C後 59

CJ013 171号 溝 埋1目 大皿 書磁部分掛け接落し染付瓜文 粗
ユ削 17C前～中 r39

CJ014 E151号溝 翼整層 小皿 玉取獅子文 四方欅文 外面花唐草文 高台内簑文印章形銘 やや密 明末 11節半 59 7
C1015 H171号濤 埋1層 小皿 不明 駆 明末 17C前半 59

CJ016 H171号浦 埋1層 小皿 草花文 普通 明末 17C前半 高台畳付に砂吋着 59

CJ017 B171号浦 埋1層 小郷 革花文 やや密 明末 17C前半 rJ9 7
C」018 1号浦 埋1層 香偏 識 普通

“削 貫入顕著 59

CJ019 4号浦 埋1層 大皿 青磁箆影花文? やや粗 】副 17C前～中 貫入顕著 59 7
CJ020 3号池D期層ほか 中型丸碗 網目文 範 旧前 17節～中 高台内郊仙 59

CJ021 3号池D建鬱層 中皿 網目文 普通
ユ削 17C後

CJ022 3号池D 小邦 革花文 普通 ユ副 17C前～中 高台角雌 59 ワ

CJ023 3号池D埋2層 細 自磁型打 普通 単削 17C後半
CJ024 3号池E埋1層 蓋物(身 ) 色絵(赤 )花鳥文 普通

“削 7

旬025

'143号
池 埋1層 小皿 区画割草花文 普通 中目 明末 17C前半 高台内無釉 17

CJ026 H152号池 埋5層 大皿 青磁釉下染付 tLI文 三足付蛇ノロ凹形高台 やや粗 巴前(渕左見) VCh-18切 波佐見町長日山窯
CT027 3152号池 真コ層 中型丸碗 雨降り文 雷文 日紅 高台内「大明年製」銘 口紅 普通 一Ⅲ 17C後～末 貫入顕著 ?
CJ028 H152号池 史艶層 仏花瓶 67 融 普通

“Ⅲ 17C後～18C前 漆継ぎ 17

CJ029 315。 162号池 塙 b層

“

型丸碗 槍梅文 高台内「大明成化年製」銘 やや密 明末 17C前半

CJ030

'152号

弛 翼路b層 1型丸碗 65 1/1t文 千鳥文高台内「大明年製」銘 普通 肥前(渕4見 ) 17味～18C前 くらわんか手 7
CJ031 H152号池 塙 b層 Jヽ皿 見込雨竜文 四方欅文 普通 明末 17C前半 高台EITに砂付着
CJ032

'162号

池 埋3b層 小皿 電文 見込み蛇ノロ釉剣ぎ 普通 肥前旬地生翔 17味 高台内無釉 ?
C1033 ε15号池 螂 媚 香炉 山水文 四方欅文 普通 肥前 17C前 ～中 百間窯に類例
CJ034 ナ号池 螂 】冒ほか 火入れ 71 若松文 鳥文蛇ノロ凹形高台 普通 肥前 CJ035と 組 ? 7
CJ035 G152号池 埋3b層 灰吹き 若松文 蛇ノロ凹形高台 普通 肥前 C1034と組 ? 7
CJ036 G152号 池 43b層 灰吹き 48 具須型紙招 菊花枝文 輪高台 醜 肥前

CJ037 H152号池 埋3b層 含子(蓋) 67 型打 綾織形文 範 肥前 18C前 半 ▼

CJ038 G152号 池 塙 b層 水滴 型打獅子文 魏 肥前 短辺4 8cm

CJ039 G152号 池 蝸 b層 細 17 14 白触 魏 肥前 18C 7
CJ040 号池 鐵 a層 小皿 72 型打 獅子文 見込船文 やや粗 lB前 17C前 ～中 猿川B窯に類例あり 17

CJ041 号池 螂 層 中型丸碗 網目文 渦文 やや粗 肥前 17C前 ～中 貫入顕著
CJ042 号池 螂 層 中型丸碗 矢羽根文 やや密 BB前 18C後半
CJ043 号池 翅 b層 中型丸碗 47 青磁十透明釉 高台内無釉 粗 工削 17C前 ～中 天狗谷A窯に類例あり

9014 ;池 短 b層 中型丸碗 青磁 高台内無釉 普通 肥前 17C前 ～中
CJ015 号池 毯 b層 中皿 31 見込革花文 花唐草文 薄ダミ 普通 BB前 17C後 ハリささえ
CJ046 2号池 短 b層 猪日 50 岩に松文 やや密 lB前 17C末

C1047 G162号 池 勉 b層 小郵 軍花文 普通 明末 17C前半
C」 048 C162号池 魁 b層 小イ 37 白磁 ? やや組 lB前 t7C前～中

CJ049 B152馳 埋 b層 小不 61 34 梅花枝文 やや粗 一剛 170後 ?

q050 G162号池 翅 b層 紅皿 21 自磁 普通 肥前(渕Z見 ) 18C くらわんか手
CJ051 2号池 42b層 水滴 型打鴇形 色絵(色不明) やや密

『
隊 ～18師

CJ052 F152号池 聰 a層 中型丸碗 64 山水文 高台内無釉 やや粗 17C前～中
C」053 E152号池 理 a層 ほか 中型丸碗 57 65 梅花技文 見込蝶伎 普通 肥前 17C後 漆継き

CJ054 F152号池 勉 a層 ほか 中型丸碗 46 61 具須型紙招 草花文 範 肥前 VC後～末

CJ055 F162号池 駐 a層 小皿 40 35 事花文 やや粗 肥前 17C前～中 貫入顕著高台内砂付着
CJ056 E152号池 p_2a層

小皿 区画割七宝繋文。青海波文 回紅 外面楓文,宝文 普通 肥前 WC前～中
CJ05″ A・B152号池 中型丸碗 42 53 雪輪に草花文 高台内銘あり不明 普通 肥前敬佐則 くらわんか手
CJ058 A・ B152号 池 小皿 55 高台内銘あり不明 普通 明末 17C前半 漆継ぎ
CJ059 1号石敷溝 掘方遅土 4011 22 12 白触 やや密

CJ060 3号溝 猪ロ 活紋 棘 普通 4B前

C10Ы 3号溝 円盤状加工品 文様あり不明 やや粗 17C前～中 大ILd片転用品
CJ062 1号井戸 埋3層 中型丸碗 菊猛文 やや密 lB前

9063 1号井房 史4層 中型丸碗 唐子文 やや密 lB前
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CJ064 1号井戸 盤 層 小皿 111 型打変形皿 梅花枝文 楓文 外面草花文 普通 巴前 18C前半 38

CJ065 1号井戸 螂 層 措ロ 54 雨降文 普通 陶 189前半 買入躇 38

C1066 1号井戸 拠郵層 測 45 18 19 松葉文 普通 単剛 18C前半 38

C1067 1号井戸 聰 層 中皿 112 4E■文外面唐草文 普通 巴前 18C 38

CJ068 3号井戸 掘方埋1～3層 仏飯器 笹文 普通
工副 18C

CJ069 3号井戸 圏 d・ 3e層 中碗 見込「壽」字文外面文様あり不明 やや粗 酌 17師 冊

CJ070 3号井戸 埋社・3d層 小皿 葵文 外面宝緊ぎ文 普通 旧前 17C床～18C初 39

CJ071 3号井戸 既 b層 猪ロ 70 靴 文 魏
“副 18C 30

CJ072 3号井戸 圏 層 小皿 117 革文 見込蛇ノロ釉則ぎ 普通 肥前は佐動 WCt-18∞ 冊

CJ073 3号井戸 魁 層ほか ガ迎丸碗 70 白磁 普通 思前 lm珠～18匈 39

CJ074 3号井戸 攣 層 4EIl 17 16 白職廼』仔 普通
ヱ削 18C 買入顕著 39

CJ076 10号土坑 翼鬱層 中型筒形碗 龍文蓮花文縁内四方緻 やや粗 一剛 18Ct-19∞

CJ076 10号■坑 埋 層 小皿 153 内外面宅唐草文 普通 旧前 18C 鰯 ぎ 39

CJ077 10号土坑 翼翌層 猪日 76 53 白磁 やや密 “副 18睦‐19帥 39

CJ078 10号土坑 翼ツ層 測 48 14 17 白utU やや密 肥前系 19C

CJ079 10号■坑 翼狙層 だヽ理 轍 40 53 鶴 に蝶文 見込文様あり不明 普通
単剛 18磁年19師 39

CJ080 10号土玩 41層 小皿 雪輪に事花文見込コンニィク印判五弁花外面唐草文 高台内渦「福」銘 醜 旧前(波佐見) 18睦 くらわんか手 39

CJ081 10号土坑 埋1層 小皿 ―屋山水文 日紅 普通 一剛

CJ082 10号■坑 翼ツ層 中碗(蓋 ) 95 外面青磁 縁内桧垣文 見込莞様あり不明 日紅 普通 辛剛 18陸 39

CJ083 10号土坑 史翌層ほか 中型丸碗 丸文散らし 普通 肥前(渕4見 ) くらわんが手 39

CJ084 13号圭坑 翼ツ層 イ迎端反碗 「福」字文 密 駆

CJ035 13号土坑 拠狙層 鉢 八角形 区画割牡丹文 冨文 普通 肥前系 19C中 蹴 ぎ 39

q086 18号土坑 埋1～3層 中型丸碗 99 納 文 普通
辛副 漆継き焼成不良 39

CJ087 21号土坑ほか 中型丸碗 色絵 (赤・緑・黄・黒)区画割草花文 普通 工副

CJ088 25号■坑 合子(蓋 ) 64 自磁型打 稗4梅文 普通 平剛 18酸半 39

q089 ピット731 中型丸碗 山水文 普通
“削 17傲 39

CJ000 ピット422 中瓶 52 文様あり不明 普通
工削

CJ091 ピット145 小皿 48 菊花文 普通
一剛 17帥 高台畳付砂粒付着 39

CJ092 ピット89 中盟 動 91 34 卵文 縁内四方欅文 見込手描き五弁花 普通 一剛 18睦 39

CJ003 G54層 大型丸碗 竹梅文 草花文 縁内四方欅文 見込文様あり不明 やや密 辛削 18酸半

CJ094 曽 4層 中型丸碗 40 55 革花文 高台内銘あり不明 やや粗 旧前(波佐見) 18酸半 くらわんが手 40

CJ095 D154層 中型丸腕 95 糀 文 普通 ユ副 罠入顕著 40

CJ006 4層 中型丸碗 48 亀甲文に梅花文 やや粗 工剛 18酸半

q097 DoE15 4層 中型丸碗 27 色絵 鉄 ,黄)和き草文 醜
辛Ｈｌ 貫入顎著 40

CJ098 4層 中理 撤 花文散らし縁内四万欅文 やや密 一副 18C後半 40

GJ009 A・B164層 中型広東碗 118 舟曳き文 普通 平剛
】削

C1100 D164帰雪 イ迎丸碗 78 26 白磁 やや密 ユＨｌ 18C後～lX荊 漆継ぎ 40

CJ101 ■04層 イ遡端反碗 山水文 見込「壽J字文 瀬戸 40

CJ102 1104層 小型端反碗 芭蕉粟文 紳 19C中

CJ103 194層 小型端反碗 92 4] 52 雹文 締 40

C1104 D4・ F54層 小型端反碗 33 源氏香文 軍花文 見込千鳥文 瀬戸 40

CJ105 H54層 イ迎端反碗 87 宝散らし文 内面雷文 醜 肥前系 19C中

C1106 124層 小型筒形碗 区画算本文・葡萄攻 穎 lθC前～中 蹴 ぎ 40

CJ107 H34層 大皿 39 内外花唐草文 駆 肥前 40

釘108 4層 中皿 222 117 区醐 文 やや相 明末 17C前半 繁 手

CJ109 194層 中皿 菊花文 駆 平刷 17C前半 40

CJl10 F144層 中皿 躙 曽較 甑 “削 17C後～末 40

C」■1 D164層 中皿 内外花唐草文 雷文 見込手描き五弁花 高台内角渦「福」銘 やや密 享副 17味～18勁 ハリ支え痕

釘112 ① 4層 小皿 19 草花文蛇ノロ凹形高台 魏 平清水? 19C中 41

C」 113 A・ B144層 小皿 111 52 草花文 やや粗 一刊 17C前～中 高台畳付に砂粒付着 40

C」■4 C64層 小皿 45 玉取獅子文 魏 “漸 17C後

C」 B64層 小皿 45 袈裟檸文 見込蛇ノロ釉剣き 魏 肥前(波例 くらわんか手 ■

CJ A・ B134層 小皿 69 草花文 見込コンニャク印Tl五弁花 見込蛇ノロ釉剥ぎ 甑 肥前(波例 くらわんか手 ■

CJ 17 C164層 小皿 49 草花文 見込コンエャク印判五弁花 範 旧前(波例 くらわんか子 4

CJ■ 8 D154層 倒 岨 25 型打鳥形?高台内銘あり不明 魏 一則 40

C/J E164層 4/1NIL 35 型打牡丹文 ,青海波文 内面目跡 4箇所 平清水 ■

CJ120 4層 鉢 蜘 文 範 中国 朧 ぎ 4

CJ121 G144層 鉢 87 色絵 (言・責・黒・赤)雲龍菊花文高台内「着」銘 やや組 m 1660年 代 躙 ぎ

釘122 C16・ 184層 鉢 窓絵梅荒枚文 菊花文散らし やや密 肥前系 19C前～中 ■

CJ123 D4・ 64層 小野 28 雪輪に草花文 普通 肥前 41

CJ124 Ci 4層 小不 27 自磁? 普通 肥前 高台内砂離

CJ125 1104層 中碗(首 ) 37 要路文見込手描き五弁花 やや密 肥前 18酸 朧 ぎ 4

CJ126 C164層 中碗(蓋 ) 50 24 葉文 見込荒磯文 やや密 肥前 19節 広東碗の蓋 41
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C1127 F154層 中瓶 蛤唐革技 やや密 】刷 18C末 ～19C前 42

q128 4層 小瓶 19 竹文 蛤唐革文 やや密 肥前 18味～19C前

針129 A・ B7C04層 小瓶 軍文 普通 42

9130 H104層 中瓶 39 松文 蓮弁文 普通 切込 留

CJ131 A・ B■ 4層 香炉 文様あり不明 やや粗 一削 底部に「二□二 ?」 墨書 42

CJ132 A・ B,G154層 合子(身 ) 22 花唐草文 普通 肥前 42

CJ133 G154層 合子(置 ) 60 臼絵 (赤・緑)梅に懃 普通 肥前 42

C1134 団 4層 合子(言) 58 型打 獅子文 普通 旧前 舒

C1135 A・ B144層 合子(蓋) 52 J水唐大文 普通
“耐 19C前～中 42

CJ136 D15。 E64月雪 rEIl 5〕 26 18 色絵 (赤)桜花文 翻
〓副

9137 H34層 nIIl 23 10 t3 自磁型打 普通 旧前 18C～19C中 67

CJ138 1104ほ 水滴 劇彰化文 鉄釉 瑠璃釉 やや粗 不明 不明

針139 G131号 池 埋1層 中碗 宝散らし文 普通 “削 18C中～後

9140 G131号 池 埋1層 中型広東碗 56 山水文 見込荒磯文 やや粗 瀬戸 19C前～中 貫入顕著

q141 G131号池埋1層 小型端反碗 84 37 内外暇塔文 見込「壽」字文 輪高台 やや密 瀬戸

CJ142 1号池 埋1層 中皿 217 50 言磁 普通 肥前 高台内目跡 漆継ぎ 68

釘143 1141号池 埋1層 中皿 82 23 丸文 墨弾き 音通 肥前 17C末～18C前 68

CJ144 G141号池 埋1層 小皿 78 42 区回松竹梅文 外面唐草文 見込手描き五弁花 普通 18C

CJ145 G121号池 埋1層 58 16 花篭文 普通
一剛 18C末～19C前

CJ146 C.84層上面集石遺構 小型端反碗 33 稲束文?見込千鳥文 □紅 やや密 源戸

CJ147 384層上面集石遺構 土瓶(身 ) 69 貼付鶴亀文 瑠璃釉 密 19C中

CJ148 3■ 4層上面 中型丸碗 色絵 (赤・緑・景・青)草花文 口紅 やや粗 肥前 18味～19C前 硝

CJ149 E54層 上面 小型端反碗 85 30 41 内外仙芝規寿文 紳 焼継ぎ

CJ150 D63-1層 中型丸碗 内外網目文 普通 一則 17C後半

F173-1層 中型丸碗 19 外面文様あり不明 見込桐文 高台内「宣明年製」銘 普通
ユ削 17C末

釘152 B73-1層 極小皿 29 25 見込「壽」字文 魏
“副 VC前～中 高台内無釉

CJ153 D63-1層 極河NEI 糸切菊花文 普通 一則 17C後半

q154 E143-1層 極州Nal 37 24 型打牡丹文・卍崩し文 密 願

CJ155 C103-1層 60 67 暖路文? 普通
一耐

C」 166 A・B63層 大皿 152 山水文 外面花唐草文 旧前 17味～18C初

CJ157 G・ ■33号上坑 水滴 型lTR文 普通
】剛 18味～19C前 長さ52卸 幅4 0cm

q158 1層 小皿 桃花文 高台内「大明成化年製J銘 やや密 月末 17C前半

C1159 D耀礎撹乱 Jヽ皿 41 33 軟 ?見込蛇ノロ釉則ぎ 普通 肥前(波佐見) 17Ch-18C前 働 43

CJ160 G5・ 6コ ンクリート桝撹乱 小皿 82 区画慢幕に梅文 見込コンエャク印判五弁花 高台内角渦「福」銘 普通 肥前(渕を見) 18C後半 くらわんか手 43

CJ161 15～ 17列 コンクリート管撹乱 色絵 (赤・黄・黒。青)花文 普通
“削 17C後 柿右衛円様式 43

CJ162 4圭許渭尊 中皿 72 三方銀杏四方標七宝繋文 やや粗 “硼 17C前～中 高台畳付砂粒付着 37

CJ163 10号滴 小型丸碗 「壽」字文 魏
一副 VC前～中 p 37

針164 A・B163層 中瓶? 三彩or 彩 (青・茄子紺) 普通 切込 43

CJ165 G152号 池 43b層 水滴or置物 避打色絵 (赤・青 '黄・黒)
並
日 肥前 17C後半 43

CJ166 D152号池 埋3a層 水滴or置物 型打色絵 (赤・青,緑・黒)鶏形 普通 肥前 t7睦半 43

C1167 D152号池 埋ね層 水滴or置物 型打色絵 (赤)鶏形 音通 17C後半 43

CJ168 G154層 水滴or置物 型打色絵 (赤 ) 17C後半

9169 A・ B134層 水滴or置物 型打色絵 (赤)鳥形 普通 17C後半

C1170 4層 水滴or置物 型打色絵 (赤 ) 普通 17C後半

CJ171 H103-3層 水滴or置物 型打色絵 (赤 ) 普通 肥前 17C後半

釘V2 ピット750 水滴or置物 型lTh形 ?鉄釉 普通 17C後半

C」 173 8152-3層 裂物 三彩or 彩 (茄子紺・白) 普通 切込 19C中

CJ174 B72-2層 水滴or置物 型打色絵 (赤・言・黒) 普通 ユ削

釘175 H94層 文入れ 瑠璃釉高台内無釉 やや密 一刷 η

CJW6 E・ F171号溝 埋1層 小不 草花文 やや密 明末 17C前半 研 37

CJ177 19号浦 碗 ? 内外面鉄釉 普通 肥前 61
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Tab 26 Notes on glazed ceramics at BK4(1)
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CT001 D7Ы引膏

“

型筒形碗 緑釉流し日縁部から内砥綸 外画自化粧 透明釉 やや組 一瓜 17勁 楽系 内面黒釉茶発擦れ 77

CT002 F35b層

“

型丸碗 色絵(不明)竹梅文 灰釉(淡責灰白色) 密 京 ,信業 17Ct-18C 貫入顕著 77

CT003

'55b層

夫鉢 自泥波文 口縁部灰釉流し掛け 灰釉(緑灰色) 普通 唐津 VC篠18節 77

CT004 F,G,H15b層 信鉢 禦橘(暗茶褐色) やや糊 願 17Ct-18勁 外面横箆削り使用痕顕著 77 51

CT005 F・C45b層 卜甕 鉄釉(暗茶褐色) やや組 不明 不明 東北産? 77

CT006 F65bE 水滴 型打ち菊花形 灰釉(淡緑灰白色) 京・信薬 17鉄～18C 貫入顕著 内面無釉 77

CT007 勇 5b層 最香立て 27 17 鉛釉 普通 不明 不明 外面無釉 77 51

CT008 A・ B85a層 可付 鉄絵七室文? 長石釉(灰 白色) 範 美濃 17C初 志野 元屋敷窯?

CT009 F75a層 片口鉢 口縁部下綾位沈線一条 体部下半無釉 瑠駅淡緑灰色) やや組 紆 18C後 内面目跡3箇所?貫入顔者 77

CT1 4 B85a層 信鉢 綸 丹波 17C前半 77 51

CT011 :55a層 大甕 月部に沈線によるタガ文 紳釉(自紬 ) 常滑 18C末～19C初 日唇部に重ね焼台跡

CT012 F65a層 小憂 87 体部横位沈線 火粗 緑灰色) 魏 岸 17い18葡

CT113 う・D8・ 95層上面 中型丸碗 43 76 白泥刷毛目 戻釉(暗繍絶 ) 魏 肥前 17C末～18帥 i3 51

CT014 E151号溝 翼鬱層 小皿 72 25 長石釉 普通 美濃

“

味 ～17勁 志野

CT015 H171号 浦 埋1層 大型沓形碗 58 鋤 (黒色) 普通 美濃 17勁 黒緞部沓茶碗 70

CT016 1号潜 埋1層 小皿 70 25 長石釉 醜 瀬戸・美濃 17師 志野 70

CT017 F・ G171号構 埋1層 夫皿 象眼菊花枝文 疋釉(淡黄灰自色) 駆 辛別 17酸半 貫入顕著 ill ■

CT018 B・引71号構 埋1層 大鉢 75 青釉(緑灰色)流 し見込櫛描き同心円文 疋釉(淡灰白色) 普通 瀬戸・美濃 17節 中馬街道沿いの窯の製品? Ю ■

CT019 号溝 埋1層 信欝 栞釉 組 不明 不明 中世? 猾

CT020 号浦 埋1層 中瓶 灰釉(淡緑灰色) やや粗 き津 16Ct-17C4/J 猾

CT021 号浦 埋1層
士
臣 灰釉(緑灰色)流 し掛け 踊      (融 ) やや密 美濃 16味 四耳豆 il ■

CT022 号溝 埋1層 大霊 体部下半から底部灰釉(淡黄灰白色) 決釉  (葬静動色) 範 信薬 71

CT123 A・ B171号浦上面 誹 無釉 触 WC前半 il

“CT024 3圭≡聟髯 中型丸碗 97 35 灰釉(淡緑灰色) 密 大堀相馬 18C前半 貫入躇 招 V

CT025 3f予解尊 悟鉢 帥 (隊絶 ) 組 堤? 18C後以降 外面に「柳団子」演 73

CT026 3号轄 灯明具 60 鉄釉(黒色) やや密 美濃 16C後 輪トテ痕八王子城に類例 73 T

Cr1 27 41子解尊 小皿 体部内面に丸ノミ状工具による刻文(ソ ギ) 灰釉(淡緑灰白色) 普通 美濃 16C後 脚 70

CT028 4器 向付 白泥・鉄絵蔓草文(累色) 長石釉 普通 美濃 17C初 螂 70

CT029 4号溝 中瓶 体部に線刻不明文字有り 蜘 魏 納 17C前半? 70

CT030 6号溝 中型丸碗 灰釉(淡黄灰色) 旨通 随 179陵半 興器手 貫入顕著 70

CT031 10辞 播鉢 日縁部に灰釉(暗緑灰色) 鉄釉(暗茶掲色) やや粗

CT032 14辞 小皿 69 灰釉(淡責灰白色) 魏 MEI● 美濃 17C前～中 円錐ピン跡 70

CT033 え番

CT034 2号石致構 堀方 中型丸碗 灰釉(淡緑灰色) 範 単則 17C末～18C前 具器手 貫入顕著 74

CT035 2号石敷浦 堀方 手桶形水指 刻線文 鉄釉(黒色) 駆 美濃 久尻周辺の窯の製品? 74

CTl136 16号浦 向付 鉄絵(黒色) 長石釉 音通 美濃 16妹～17CtW 志野 底部に円錐ピン跡 70

CT037 21号濤 中型天目碗 鉄釉(累色) 普通 瀬戸・美濃 一削

CT038 3号池A 大第 96 99強  (努

“

ヨ) 普通 唐津

CT039 3号池D聰層 小皿 56 灰釉(淡緑灰色) 観 MFH・ 美濃 17酸 体部外面無釉 71

CT040 3号池D差鬱層 大瓶 灰釉(暗黄灰色) 普通 美濃 17睦 尾呂徳利底部釉拭き取り 71

CT041 3号池D攣層 誠 114 76 日縁部に灰釉(峻緑灰白色) 帥 (聯絶 ) やや粗 岸 岸窯香F螺 71

CT042 3号池D 橘鉢 日縁部に灰釉(暗緑灰色) 鉄釉(茶色) やや粗 岸 17C 71 45

CT043 3馳D 悟鉢 鉄釉(暗赤掲色) 範 練 17C後 外面積箆肖!り 71 45

CT044 3馳D 水滴 痕形 蓼訥  (孫 也 ) 普通 岸 71

CT145 3号池E埋層 中型丸碗 鉄絵(黒色)唐敦 長石釉 魏 美濃 妹ヽ ～17伽 志野 71

CT116 3号池E鐙層 鉢 234 白イヒ粧 鉄絵(茶色)菊花文 ,渦文・吾文 無釉 やや密 肥前 大坂城下調査地30に類例 71

CT047 3号池吐3号池E題層 蔀 灰釉(暗緑灰色) 調 岸 内面に目跡 71

CT048 G143号 池 埋1層 夫碗 灰釉隣 灰白色) やや密 京,信楽? 17C中 ? 変形 71

CT049 3号池 埋1層 G75a層 小皿 70 型打菊花文 青釉(緑灰色)流 し掛け 灰釉(淡緑灰色) 普通 美濃 17C中～後 内面に目跡3箇所 大平窯? 71

CT050 G162号 池 44層 中椀 鉄絵(景色)山水文 灰釉(淡黄灰白色) やや密 肥前 17C後半 高台内「條」刻印貫入顕著 姥

CT051 G15・ 162号池 】艶層 中型丸碗 白泥刷毛目 灰釉(暗緑灰色) 範 lB前 72

CT052 ■152号池埋 層 中甕 口縁部灰釉(暗緑灰色)流 し掛け 鉄釉(暗赤褐色) 粗 岸 V味～18例 72

CT053 ■152号池 翅 層 仏飯器 74 灰釉(淡青灰白色 魂 小野相馬

CT054 G15,162号池 期 b層 中型丸碗 49 灰釉(淡緑灰色) 範 BB前 〔7C末～18C前 呉器手 貫入顕著

CT055 H152号池 43b層 中型丸碗 白泥刷毛目 灰釉(暗緑灰色) 範 4B前 内面に目跡3闘折

CT056 G15■ 62号池 B3b層 中型丸碗 鉄絵(黒色)山水文 灰釉(淡黄灰色) 普通 学別 17C後半 高台内「清水」刻印 貫入

CT057 2号池 甥 b層 ほか 鉢 体部の稜に凹凸 灰釉(暗緑灰色) 普通 岸 VC-18節 内面に目跡

CTl158 H152号池 壌 b層 層鉢 鉄釉(茶色) 普通 岸 VC～ 18C前 外副本部下半無釉

CT059 2号池 蟻 b層 25号土坑 信鉢 無釉 粗 潮 17C後半?

CT060 1152号池 43b層 信鉢 無釉 粗 触 17C前半

CT061 3122号池 埋3b層 中憂 外面鉄釉(黒色)流 し掛け 鉄釉(茶褐色) 粗 不明 不明

CT062 315。 162号 池壌 b層 小甕 74 鉛釉 普通 不明 不明 軟質施釉

CT063 H152号池 塙 b層 水注 灰釉(緑灰色) やや密 ユ剛 V睦～18節 2
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Cf064 H152号池 埋3bE 香炉 112 疋釉(暗緑灰色) 範 岸 ? 17C～18C前 全面施釉 46

CT065 D152号 池 埋挽層 中碗 死釉(淡責灰白色) やや密 京・信乗 17C終 18節 高台内「清関寺」刻印 目跡

CT066 3号池D聰層2号珀交路b層 中皿 鉄絵(暗掲色)七宝緊文・花文青釉流し掛け 齢 (淡黄灰自色) 魂 瀬戸 織部 上岐詢 (幡窯に類例 45

CT067 E162号池 埋誘層 小不 21 長石釉 範 不明 不明 46

CT068 G152号 池 蝸 a層 信鉢 111 鎖釉(蹴 色) 音通 締 17C後 外面鮭 肖!り

CT069 2号池 埋炎層 3号井戸 向付 77 39 37 灰釉(淡緑灰色) 普通 不明 不明 高台内施釉 召

CT070 B,C152号 池 埋筋層 大型丸碗 52 上部灰釉(淡緑灰色) 圏 鋤 (嚇髄 ) やや密 大B4H馬 18C篠 19勁 掛け分け灰釉買入顕著

CT071 8162号池 聰 b層 ,型丸椀 97 色絵(緑)竹文 灰釉(淡緑灰色) 京・信楽 貫入顕著

ば 072 B152号 池 埋洲層 1型端反碗 42 白泥・錦雲梅花枝文 灰釉(淡橙灰色) 範 瀬戸
一Ⅲ 買入顕著 高台内施仙

CT073 ε15・ 172号池 埋 b層 1型丸碗 43 灰釉(淡緑灰色) やや径 夫婦相馬 貫入顕著 73

CT074 B15C15,162号 池地 b層 1型丸碗 鉄釉(暗緑茶褐色)流 し掛け 灰釉(淡緑灰色) やや密 大屈相馬 18C後半 貫入顕著 猾

CT175 B162号 池 墟 b層 1型丸椀 42 灰釉(緑灰色) 魏 小X4H馬 18C籐 19勁 内面目跡 貫入顕著 猾

CT076 B16・ D152号 池 埋2b層 中蜘 49 灰釉(淡緑灰色) 大射 目馬 質入顕著 招

CT077 】52号池 埋2b層 孟 25 灰釉(暗緑灰色) やや粗 東北産? 17C～18C前 内面無釉 最大径5 3cr 73

CT078

'152号

池 埋2b層 鉢 灰釉(淡責灰色) やや密 附 17C後～18C 貫入顕著 73 T

CT079 B152号 池 F2b層 土鍋(身 ) 灰釉(淡黄灰色) 魏 不明 19C前半 貫入顕著 体部下半操付着 73

ば 080

'15,162号

池 奥望層 中型丸碗 色絵(金・青,緑・赤)梅花使文 灰釉(淡緑灰色) 京・信楽 17C末～18C 貫入顕著 総

CT081 H152号池 埋 層 小皿 39 灰釉(淡青緑灰色) やや粗 小野欄馬 18C前～中 見込蛇ノロ釉剥ぎ貫入 穆

CT082 3162号池 埋ね層 小皿 76 31 緑釉流し掛け 灰釉(淡緑灰色) 普通 瀬戸・美濃 17m 内面目跡 貫入顕著 猾

CT183 D16・ D152号 池 聰 a層 香炉・火入れ 65 85 鉄釉(暗緑褐色)流 し掛け 灰釉(淡緑灰色) やや密 螂 馬 貫入顕者 内面無和 73 T

CT184 F152号 池 埋2a層 水注?蓋 38 17 上面に薄く鉄釉 範 17CZ‐ 18節 岸窯歯C類 73

CT085 2号池 信鉢 鉄釉(暗茶髄 ) やや湘 堤 ? 18C後～19C前 半 「粗団子J痕 73 T

CT086 A・B152馳 合子(蓋 ) 1 色絵(赤・膏・緑)雁に薄文 灰釉(淡黄灰自色) 綿 京・lIII 貫入顕著 73

CT087 1号井戸 埋3層 中型丸碗 色絵(緑・具)牡丹文? 灰釉(淡緑灰色) やや密 京・信楽 貫入顕著 招

CTl188 [号井戸 塙 層 片口鉢 11 口縁部鉄釉(暗緑褐色)流 し掛り 灰釉(暗青灰色) 粗 イヽ鮒 馬 18C 高台内「其十」墨書内面目跡 i4

CT089 1号井戸 拠郵層 3号井戸 gfl 171 口縁部灰釉(暗緑褐色)流 し掛け? 鉄釉  (茶掲色) やや粗 小野欄馬? 18C 狛

CT090 1号井戸 英鬱層 小豆 73 113 鉄稚(暗緑褐色) やや粗 堤 ? 18C後～1∝前 日縁部 ,体部に陶片凰暗 74

CT091 3号井戸 螂 d・ 3e層 中型天目碗 鉄釉(暗茶鵜色) 範 瀬戸・美濃 17C後 48

CT092 3号井戸 埋

“

・3d層 小皿 46 38 青和(淡青緑灰色) 範 肥前 17味～18C 貫入

CT193 2号池 翼望層ほか 香炉・火入れ 57 灰釉(淡青緑灰色) やや粗 小野個馬 18C中 内面無釉 内面目跡 総

CT094 3号井戸 埋3層 悟鉢 口縁部灰釉(緑灰色)流 し掛け 錠釉(赤褐色) やや粗 不明 B酸～19節

CT095 3号井戸 42層 ほか 信鉢 無釉 粗 堺

CT096 3号井戸 翼町層 8号土坑 灰吹 鉄釉(靡孫認抱 )流 し掛け 灰釉(淡緑灰色) やや密 大綿 馬 日縁部敲打痕 貫入顕著 48

CT097 3号井戸 埋1層 ピット72 盤 42 鉛釉 やや密 不明 不明 軟質施釉

CT098 8号土坑 埋1層 土鍋(身 ) 鉄釉(暗茶褐色) やや密 大堀相馬 19C前半 49

CT099 9号土坑 埋1層 中型丸碗 灰釉(淡緑灰色) やや密 大堀個馬 貫入顕著 0

CT100 10号土坑 剪鬱層 蓋物(身 ) 鉄釉(茶褐色) やや密 夫堀相FJ 19C前～中 口唇部の釉拭き取り

∝ 101 10号土坑 賞ψ層 小不 灰釉(淡灰白色) やや密 大堀相馬 19C前～中 買入顕著 49

α「102 10号土坑 賞勒層 香炉(蓋 ) 透かし 灰釉(淡黄灰白色) 普通 京・信薬 内面無釉

α「103 10号土坑 拠鬱層 灯明皿 37 18 鉄釉(暗茶褐色) やや粗 晃 ? 19C前～中

研 104 10号土坑 埋1層 小型端反碗 灰釉(淡灰白色) やや密 大堀相馬 19C前～中 買入顕著 巧 49

CT105 10号土坑 埋1層 悟鉢 鉄釉  (茶褐色) やや粗 不明 18C後半以降 49

CT106 10号土坑 埋1層 土瓶(身 ) 青釉(青緑色) やや密 大堀相馬 19C前～中 49

CT107 10号土坑 理1層 甑 鉄釉(具色) やや組 堤 19C中 49

CT108 10号土坑 埋1層 水滴 訊軍形 箕釉(黒色)流 し掛け 鉄釉(暗納 粗 堤 19C中

CT109 10号土坑 埋1層 水滴 型∬萄花形 灰釉(緑灰色) 範 瀬戸 18睦～19C4/J 勺面祭釉 指頭圧痕顕著 19

CTl10 15号土坑 埋1層 ガ迎丸碗 灰釉(淡緑灰色) やや密 大堀相馬 貫入顕著

CTlll 16号土翔 号勁 跡住1・ 2 大皿(盤) 線刻 三彩(緑・黄・茶)花唐草文? 鉛釉(三形釉 普通 中国南部 16C末～W切 堺・京・夫坂で頬品出土

CTl12 18号土坑 螂 層 中甕 灰釉(畷蔚獣色) 粗 岸 17C～18C前 巨部無釉 49

CT■ 3 13号土坑 埋1～3層 ほか 中型丸碗 灰釉(淡黄灰白色) やや密 “Ｗ 17C後半 高台内刻印貫入顕著 49

Crl14 18号土坑 埋1～3層 諦 袴腰形 鉄釉(茶褐色) 普通 MFH 179身 ～18C前 内側底面無釉 49

∝ 116 18号土坑 埋1層 土鍋(身 ) 61 63 鉄釉(暗赤褐色) 普通 堤 三脚部分にも施釉 49

Crl16 25号土坑 中型丸碗 31 色絵(緑・黒・青)竹文 灰釉(淡緑灰色) 密 京・信楽 18C

Crl17 25号土坑 中型丸碗 116 41 上部灰釉(淡緑灰色) 瑯 錦 (紬 ) やや密 大堀相馬 18C 灰釉貫入顕著

25号土坑 橿鉢 鉄釉(茶褐色) 鵜 不明 18C後半 外面体部下半に聰 団刊 痕 お 50

c rl19 20号土坑 埋1・ 2層 煙硝揖 蓼訥 G餡∀母色) 普通 瀬戸 17C後半

CT120 発号土坑 円機伏加工品 徳不」破片の加工転用品 灰釉(灰色) 普通 美濃 18C後半以降

CT121 7号位列 柱3掘方 中型沓形碗 鉄絵(黒色) 灰釉(暗赤褐色) 普通 靡 お隊 ～17勁 47

CT122 ピット37・ 67 灯明皿 59 37 繁釉(暗赤跡働 粗 堤 κ 51

CT123 ピット80底面 2号池42b 向付 白泥 鉄絵(黒色)草文 長石釉 普通 美濃 17C初 赤織部 大平窯?
rJ0

CT124 ピット183 小不 疋粕(灰色) やや粗 唐津 nC群 17勁

σH25 ピット565 合子(蓋 ) 53 鉄絵(黒色)筍文 死釉(淡灰色) やや密 京・信楽 買入顕著

CT126 20号建物跡位13号井戸 中皿 疋釉(淡緑灰色) やや密 肥前? 17C後 ? 見込蛇ノロ釉則ぎ 74 47



表28 武家屋敷跡第 4地点出土陶器観察表 13)

Tab 28 Notes on glatted ceramics at BK4(3)

斡
謡

出 上 場 所 器 種
日径 離

Ｉｃｍ
綿
ｔｃｍ‐

様 等 釉  薬 胎土 生産地 製作年代 備 考 図

CT127 3号池Fピ ット69,3号清 中型衛形碗 緑釉流し 内面白化粧 透明釉 普通 一爪 17CtB 楽系 71

CTl,8 B15ピ ット983底 面 水盤 灰釉(淡黄灰色) 普通 瀬戸 貫入顕著 日唇部に敲打痕 76

CT129 ピット1016 大型丸碗 74 灰釉(淡緑灰色) 普通 大堀相馬 18C後半 貫入顕著

CT130 ピット1016 中型丸碗 72 灰釉(淡緑灰色) やや密 夫堀相馬 18C後半 貫入顕著 76

CT13] 1号木箱埋設遺構 /1Nyi 74 31 灰釉(淡緑灰色) 普通 美濃 18C後 貫入

110。 ■ 4層 中型浅丸碗 灰釉(淡灰白色) やや密 京・信楽 18C後～19C前 貫入顕著

CT133 A・ B164層 中碗 47 灰釉(灰色) やや密 肥前? 17睦半 高台内「雲」?刻印 京焼写し

CT134 G44層 中型丸税 51 色絵(緑・赤) 死和(淡緑灰色) 範 京・信葉 18C 貫入曙

CT135 C154層 中蜘 52 色絵(緑 ,赤・青)桜花文 灰釉(淡緑灰色)
並
日 京・信薬 18C 内面の目跡の上に青で施文 2

CT136 C164層 中型丸碗 72 灰釉(淡緑灰色) 普通 大堀相馬 18C後 半

CT137 F144層 中蜘 腰部線刻文 上部灰釉(淡緑灰色) 圏 鉄釉(茶褐色) 普通 大堀相馬 灰釉貫入顕著 i8

Cr138 I■ 4層 中碗(蓋) 107 鉄絵(黒色)走馬文 灰釉(淡反自色) 普通 夫jE4H馬 19C前～中 高台内兜巾に渦文貫入

CT139 D164層 小型筒形碗 85 58 腰部線刻文・窪み上部灰釉(淡緑灰色) 腰瑯   (茶褐色) やや密 大翔欄馬 灰釉買入顕著

Cr140 ■4層 小型端反碗 87 廃仙(淡灰白色) 普通 大屈悩馬 19C箭～中 貫入顕著

い 141 引54層 /」 NVi 66 37 灰釉(淡緑灰色) やや密 美濃 18C後 52

ば 142 F44層 小不 53 灰釉(淡灰白色) やや密 大堀相馬 19C前～中

CT143 1104層 小邪 57 灰釉(灰 自色) 魏 夫堀相馬 19C前～中 貫入顕著

CT144

“

4層 小皿 45 青釉(青緑色) 駆 ユ副 17C宍～18C 見込蛇ノロ釉割ぎ
CT145 H41層 小皿 94 21 輪花形 内面線刻圏線1条 灰釉(淡緑灰色) 普通 大翔個馬 18C後～19帥 貫入顕著

CTl16 A・ B64層 小皿 見込印花文 内画線刻圏線 灰釉(淡緑灰色) やや密 大堀梱馬 18C後 貫入顕著

CTl17 D64層 大鉢 白イヒ粧土象眼雷文・花文・花唐草文 灰釉(暗緑灰色) 普通 盾津 V酸～18節 内面目跡6御所

CT148 E15・ F164層 片口鉢 197 日縁部鉄釉(暗緑褐色)流 し掛け 灰釉(淡青緑灰色) 粗 小録憫FJ 18C

CT149 4層 手水鉢 214 内画膏釉流し掛け 外面イ環散らし 庚仙(淡黄灰白色) 魏 瀬戸 19C前半 laF市新七窯に類例

Cr150 1104層 圭瓶(身 ) 73 灰釉(淡灰白色) やや密 夫堀相馬 19C前～中 貫入顕著 底部に関寸着

Cr151 174層 製物 灰釉(淡緑灰色) 普通 京・信楽 不明 底部に墨書「谷日日」 猾

い 152 A・ B144層 甑 灰釉(黒色)流 し掛け 鉄釉(暗茶褐色) 普通 瀬戸 17C後半

CT153 ■0,■ 4層 油徳利 29 鉄釉(黒色) やや粗 堤 19C中 対面施釉

CT154 Ci 4層 水注?蓋 灰釉(暗緑褐色) 普通 17C-18C前 外面無釉 下面に塁書不明

CT155 B154層 灯明受皿 鉄和(具褐色) 密 期 相馬 全面に媒多量に付着

CT156

“

,G134層 I号池埋1層 当駅蓋) 灰釉(淡青緑灰色) 窪 期 個馬 19Ctt」敏 貫入顕著 猾

CT157 H54層 蓋 77 帥 (聯髄 ) やや粗 堤 内面無釉 最大径105師

CT158 3124層 露 鋤 (聯髄 ) 普通 瀬戸・美濃 不明 内面無釉 最大径51飩 i9 53

CT159 G154層 合子(身 ) 49 14 疋粕(淡責灰色) 普通 京 ,信業 18C-19節 内面施釉 貫入顕署 81

CT160 E164層 鑑 口 55 35 疋釉(淡緑灰色) 普通 美濃 貫入顕著

CT161 G44層 豆甕 翼釉(暗費褐色) 普通 夫婦欄馬

CT162 E144層 蓋 ? 型打亀形 鉄釉(暗緑褐色) 普通 不明 不明

CT163 D44層 大型香形碗 鋭仙(黒色)長石釉流し掻き落とし幾何文 長石釉 やや粗 美濃 17勁 黒織部 元屋敷窯の製品

CT164 G131号 池埋1層 小皿 鉄絵(暗緑褐色)山水文 死釉(淡緑灰白色) やや密 期 相馬 19C前

CT165 G34層上面霜百遺構 小坪 54 29 疋釉(淡灰自色) 魏 大堀相馬 80

∝ 166 H43-3層 小瓶 42 青釉(峻緑灰色)流 し掛け 天釉(淡灰自色) 範 大堀相馬 80

CT167 Cll・ 8143-1層 中型拳骨碗 44 長石釉流し掛け 翼釉(黒色) 翻 紆 18C後 鞘 釉 81

CT168 D63-1層 小皿 145 71 型打八角形 軸 (淡黄灰色) 普通 不明 不明 貫入顕著 81

CT169 B122-3層 夫皿(盤 ) 鉄絵(暗茶掲色)文字文? 長石釉 やや粗 莞濃 17C初 志野 53

CT170 H1723層 小皿 53 鉄絵(県色)・ 呉須絵走烏文 灰釉(淡黄灰白色) 普通 大堀相馬 19C前 高台内山に「清」墨書

CT171 2-3層 中瓶(ヘソ筋 J) 44 列線文 鉄釉(暗赤褐色) やや絶

CT172 G132-3層 灯明皿 天釉(暗髄 ) 普通 不明 東北産? 53

CT173 A52層 上面遺構 小皿 79 見込印花(菊花)文 内面刻線圏線 青釉流し 灰釉(緑灰色) やや粗 美濃 17C初 見込無釉 中馬系窯の製品?

CT174 ,層上面 仏飯器 44 鉄釉(茶色) 普通 大堀相馬 底部「な加須J墨書 80

CT175 胃査区南西隅撹乱 小皿 66 33 刻線卓花文 青釉(緑色)流 し掛け 灰釉(淡緑灰色) 普通 美濃 17C初 総織部窯ケ根窯跡に類例 鮒 54

CT176 間査区南西隅撹乱 小皿 灰釉(淡緑灰色) 普通 美濃 16C後 底部輪トチ跡 80

CT177 1号建物跡西辺基礎撹乱 小皿 58 見込印花(期り文 灰釉(淡緑灰色) 鈍 美濃 16C後 底部輪トチ跡 80

CT178 ,号土坑 埋1層 C95a層 大鉢 書仙(青繍邑)流 し掛け 灰釉(淡灰自色) 魏 美濃 VC前 弥七日窯 ,大平窯跡に類例 75

CT179 14号土坑 中瓶 31 灰釉(暗緑灰色)流 し掛け飛飽 鰤 密 夫堀相馬 19C前～中 75

CT180 10号埋甕 堪 鉄釉(暗赤褐色) 粗 19隧卜 20C前 便所甕本体 81

CT181 I号壇奏 大甕 白釉流し掛け 欽釉(黒色) 粗 19C後″20C 3号建物に付随する

'隊

併 81

CT182 2号池 42b層 仏花瓶 上部灰釉(淡緑灰色) 鬱訥  (旺幣勁色) やや密 夫婦帽馬 13睦～19帥 73

CT183 3号井戸掘方畑0相③層 中型丸碗 46 鉄絵(黒色)夷様不明 灰釉(淡黄灰自色) 普通 附 17C後半 高台内「木下弥J刻印 76



表29 武家屋敷跡第 4地点出土土師質土器皿観察表
Tab 29  Notes on unglazed ceranlic plates at BK4

表30 武家屋敷跡第 4地点出土土師質土器 (皿以外)観察表
Tab 30 Notes on unglazed ceramics(except plates)at BK4

登録

番号
出 上 場 所

径

ｍ

口

俺

底径

rrm
器高 調 整 回転

方向
炭化物付着部位 備 考 図

図

晴内  面 体部外面 底 部 外 面

CH001 F5「Db層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 右 口縁

CH002 F・ G46b層 9 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 右

CH003 F・ G45b層 1 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 左

CH004 F・ G45b層 3 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 右

CH005 F7(中 庭南壁 )5a層 2 ロクロナデ ロクロナデ 不 明 不明

CH006 3号溝 1 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 左

CH007 4号溝 5 ロクロナデ ロクロナデ 不 明 左

CH008 10号溝 11 7 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 左

CH009 1号石敷溝 掘方埋土 3 ロクロナデ ロクロナデ 右 口縁

CH010 8号土坑 埋1層 31 0 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 左 口縁

CH011 10号土坑 埋1層 5 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 右

CH012 15号土坑 埋1層 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 右 全面黒色化

CH013 18号土坑 埋 1層 9 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 不明 回縁

CH014 25号土坑 6 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 右 回縁

CH015 26号土坑 4 ロクロナデ ロクロナデ 右 口縁

CH016 1号井戸 埋2層 59 6 不 明 不 明 回転糸切無調整 b 左 内面 日縁

CH017 3号井戸 矧ЭttЭ層 81 3 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 不明

CH018 ピッ ト487(地鎮遺構1) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 左

CH019 ビッ ト487(地鎮選構1) 19 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 左 底部 に墨書1東 J

CH020 ピット797(地鎮遺構2) 9 1 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 b 右 合日の上

CH021 ピッ ト797(地鎮赳 鞄 ) 96 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 不 明 合日の下

CH022 ピット799(地鎮遺騰3) 60 6 ロクロナデ ロクロナデ 右 合国の上 底部に墨書「中北天」
CH023 ピット799(地鎮遺構3) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 b 左 合回の下
CH024 26号柱列 柱 3底面 78 50 不 明 不 明 不 明 不 明

CH025 H15西半 2号池 埋4層 74 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 右

CH026 H15,162号池 埋3b層 44 不明 不 明 不 明 不 明

CH027 G15,162号 池 埋3b層 12 0 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 不 明

CH028 G15・ 162号池 埋3b層 62 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明 内面に線刻「十六」
CH029 G15。 162号池 埋3b層 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明 内面に墨書不明
CH030 B152号池 埋2b層 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 b 左 全面黒色化

CH031 G152号池 埋2b層 83 50 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 左 口縁

C■032 G152号池 埋2b層 78 46 22 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明 口縁

CH033 F152号池 埋2a層 65 39 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明

CH034 G122号池 層位不明 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 b 左 口縁 内面の一部
C■035 A・ B74層 37 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 b 左 口縁 底部外面黒色
CH036 A・ B154層 57 33 17 ロクロナデ ロクロナデ 不明 不 明 口縁

CH037 E34層 31 13 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整a 右 全面黒色化

CH038 G24層 29 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 左

CH039 G34層 112 70 28 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調準 不 明 回縁

CH040 G34層 71 35 18 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 不 明

C■041 124層 58 ロクロナデ ロクロナデ 右 日縁

CH042 C131号池 埋1層 63 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 右

CH043 G141号池 埋 1層 44 23 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 a 右 口縁

CH044 E1523層 67 24 ロクロナデ rlク ロナデ 特殊 左 全面黒色化

登録
番号 出 土 場 所 器 種

口径
(om)

酢
ｍ

器高
(cm)

備 考 図
図
版

C且045 3号池D埋2盾

G152号池 埋酌層
焙 烙 5

CH046 婿 烙 32 6 24_0 7 関 昇

CH047 G55b√ 190 162
H048 G152号池 埋4層 〓里 5_2 108 外 血 体 部 卜半 格 子 日 タ タ キ

F3・ 44層 7_6

A・ B7・ 84層 蚊 遺 り 内面 に ター ル状 の炭 化 物 付 着

C74層 火消 壷

CH052 灯 心 受 付 灯 明皿

CH053 不 明 Ill 口稼濁
`に

灰 化 物 付 看



表31 武家屋敷跡 第4地点出上土人形。玩具観察表 (1)
Tab 31 Notes on clay igures and clay obiects at BK4(1)

機
　
器

出 上 場 所 器  種

高
唯
鰤

幅
靡
鰤

厚
絲
鰤

備
図

版

99001 F,G4区 5b■ 大形 猿A 土師質 手づくな 頭部のみ型使用か 沈線で体毛表現

C0002 G6区 5a層 大形 西行法脳 42 29 土師質 前後合型作り中空 底面開日

CCX103 D15区 2号池 4L3a層 人形 四足動物 土師質 中空左右合型作り犬の可能性が高い腹部に穿孔1脚部は魅付 58

C0004 A・ B6,E14,E・ F15区 2号池埋■2a層 人形 七福神B 上師賢 前後合型作り中空 昆沙門天 58

C0006 D16区 2号弛 理吐 2層 人形 純ゝ 土師質 手づくね頭部不明 沈線qな毛表現 左手に摩伏のものを持つ 酪

∽ 006 A・ B15区 2号池 人形 西行法師C 82 土師質前後合型作り中空底面開口頭部不明笠を手に持たないマーカレ胎生 58

∞ 007 〕号井戸 埋■ 1層 人形 猿A 43 土師買 手づくね 頭部のみ劉文用か 沈線¶本毛表現

C0008 粘土魅床遺構2埋土 人形 猪C 土師買左右合型作り中空脚部は贈付 穿孔は不明ヘラ状工呉による沈線矧本毛表現

18号■坑 埋± 1層 彰 熱 土師質 手づくな 頭部不明 沈線嘲本毛表現 (櫛状工具による2本判⊃ 89

2号石致浦 掘方埋土 人形 天神B 39 15 土師質 鳥帽子と頭髪部分に彩色あり底部に穿孔1型作り笏をもたない 89

H6区 4層 人形 七福神A 32 35 21 土師質夫黒天?背面に把手状のものがつけられ縦に穿孔1お面のように使用するものか型作り 88

執Э012 H3区 4層 大形 七福神B 土師質 大黒天力深 っているとみられる俵 前後合型作り中空 底面開口

引9013 G4区 4層 大形 七福神C 16 土師質 大黒天 前後合型作り中実

Ю014 G■区 4層 人形 法師?B 22 土師質 前後合型作り中空 88

引9Ю 15 F4区 4層 人形 山伏?A 19 11 土師質底部に穿了tl恵比寿か型作り

ЮЮl℃ G5区 4層 人形 狛犬 43 上師質 左右合型作り中空 店面開日

Ю01? H5区 4層 人形 不明 土印質外面に型による「庄子」の陽刻文字あり合型作り中空

Ю01] G6畳 4層 人形 猿C 48 30 土師質 底部に穿孔1前後合型作り中実 現子猿 rD8

Ю019 H5区 4層 人形 猪A 土師質 左右合型作り中実 f」

8

Ю020 A・ B5区 4層 人形 魚 土師賃 左右合型作り中実 58

∽ 021 312・ B区 1号池 壇± 1層 人形 西行法師D 瓦賢 (燻 し銀色)前後合型作り笠部と裾部のみの残存

∞ 022 38区 4層上面集石遺構 人形 童子? 土師質 前後合型作り中空 88 隠

Cl1023 H12区 3-4層 人形 七福神A 36 42 22 土師質 夫黒天 背面に把手伏のものがつけられ縦に穿孔1お面のように使用するものか 型作り 38

C0024 ,12区 3-4層 人形 鯉つかみ 土師質 あるいは鯛乗り恵比寿?合型作り中空 88

C0025 F5区 3-3層 大形 花魁 土師質 前後合型作り中空 88

99026 35区  3-3層 大形 狛犬 33 17 土師質 左右合型作り中実 底面にくぼみをつける 88

C0027 F4区 3-3層 大形 動物手足? 土師質 籍烙の耳などの可能性もあるか 子づくね

C0028 y区 3-1層 人形 人物B 土師質 唐子 前後合型作り中空 底面は開日せず 穿孔1

C0029 19区 2-4層 大形 山伏?B 28 24 17 軟質施釉 奴さん前後台型作り中実?

99030 B12区 2-3層 人形 七福神B 土師買 憲比寿 前後合型作り中空

C0031 G13区 2-3層 人形 法師?A 土師質 前後合型作り中空

C0032 B17区 2-3層 大形 猿A 38 29 土師質手づくね頭部のみ型使用か沈線で体毛表現 (櫛状工具による6本判⊃ 59

CC1033 E14区 2-3層 大形 狐 (稲荷) 瓦質 左右合型作り中実 90

C0034 C18区 2-3層 大形 鳥A 土師質底部に穿孔1左右合型作り中実鶏か fo8

C0035 D6区 2-2層 大形 天神A 32 欧質施釉 前後合型作り中実 穿孔なし 59

C0036 C5区 2■層 入形 鳥B 土師質 中央に穿孔1型作り中空 底面開口上部に鳥の本体がのっていたとみられる 90 59

∞ 037 彫 rRE 30 土師質 型作り中実 配

H5区 靴 大形 角生 土師買 手づくな 背面に形色の痕跡かと思われる色の違う部分か潔 められる沈線で体毛表現 マーブル胎土 門

C0039 試掘 5区 3層 人形 犬A 43 23 土師質 左右合型作り中実 脚部は貼付 雲母 90 翻

C004( 層不明 人形 夫B 土師賢 左右合型作り中空 脚部は貼付 90 59

99041 F415b層 2号地埋± 4層 尻具 鍋 72 秋質施釉 底部回転糸切無調整 施釉は器面の内外全面 ロクロ回転方向不明 89

C0042 F,G4区 5b層 腰 aE 軟質施釉 底部回転糸切無調整 双耳 鉄釉による円形文を全体に散らす ロクロ回転方向不明 施釉は全体 冊

C0043 H・ 15・ 6区 5層上面清掃 玩具 おとし蓋 軟質旭仙上面にカイメ底部回転糸切無調整施釉は器面全体最大径5 2cmロ クロ右回転 88

99044 3号池D 玩具 皿 18 軟賢施釉底部回転糸切祭調整施釉は器面全体 ロクロ左回転 87

C0045 G,■15,16区 2=池 理±3b層 玩具 碗 59 軟質施釉 底部回転糸切蕪調整 ロクロ右回転

C0046 D15区 2号池 4L3a層 玩具 皿 39 警 響 欝 控 3夕誤 晏 造 錦 雰 i=夕 官 整 目 矮
糸 切 無 調 整 施 猫 は 器 面 全 体 ?鉄 機 に よ る 口 形 文 を 円 形 に 配 置 外 面 の 劉 藷 顔 著

87

C0017 D16区 2号池 埋■ 2層 玩具 おとし蓋? 軟質施釉底部回転糸切無詞整施釉は器画全体 ロクロ左回転

Cl1048 3号井戸 掘方埋± 1～ 3層 玩具 器台?A 軟質施釉底部回転糸切無調整施釉 (淡緑色)は器面全体 ロクロ方向不明

∽ 049 3号井戸 埋土 層 玩具 器台?B 44 土師質 ロクロを用いているとみられる力胡離方法不明

C0050 3誹戸 埋土 層 玩具 掲鉢 33 軟質施釉 底部回転糸切無調整 卸目5条 施釉は器面全体 ロクロ左回転

C0051 15号土坑 埋上 尻具 碗 土師質底部回転糸切無調整 ロクロ左回転?

C0052 18号土坑 埋土 ～ 3層 玩具 茶釜 軟賢施釉 上半部カキメ ロ縁部を縁どるように鉄釉 施釉は器面全体 最大径8 2cm

C0053 18号土坑 埋土 層 玩具 茶釜 37 軟質施釉 双耳 上半部外面に鉄釉による円形文を散らす 施釉は器面全体 最大径62111

C0054 18号土坑 埋土 玩具 瓶 軟瓢 底部回転糸切策調整施釉は外面のみ?最大径4 3cmロ クロ右回転

C0055 ピット294 玩具 瓶 19 土師質 E部回転糸切無調整 最大径19側 ロクロ右回転 89

C0056 F3区 4層 玩具 皿 17 軟質施釉 底部回転糸切無調整 施釉は器面全体 ロクロ右回転 88

C0057 D16区 4層 尻具 おとし蓋 土師質 回転糸切策調整最大径4 1cmロ クロ右回転 88

∽ 058 E5区 4層 玩具 おとし雷 29 歌帥 回転糸切無調整 施釉は器面全体 最大径3 2cmロ クロ左回転 ?

C0059 H14区 1号池 遇生 1層 玩具 器台?A 軟質施釉 底部回転糸切無調整 施釉は器面全体 ロクロ左回転?

C0060 H5区 蓼縄 玩具 茶釜 47 軟質施釉 底部回転糸切無調整体部にカキメ双耳施釉は器面全体体部に鉄釉による楓文 最大径6 4epロ クロ左回転?

∽ 061 調査区南東部上管撹乱 玩具 おとし醤 39 軟帥 上面に型による?陰刻文様 (菊花?)施釉は器面割本

C0062 G5区 5a層 玩具 不明 土師質 あるいは人形の持ち物か

C0063 G6区 5a層 玩具 宝珠? 土師買何かに接合していた痕跡ありあるいは人形の持ち物か手描沈線3条
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C0064 E17区 1号滴 埋■ 1糧 玩具 面子 39 36 12 土師賃 9

C0065 G12区 2号池 埋■3b層 玩具 方形囲A 上師質 外面に型による亀甲繋ぎ文様 器壁の厚さ0 6cm Ю

C0066 815区 2号池 埋■2b層 玩具 方形囲C 78 上師質 一面に円形?の窓があけられる器壁の厚さ0 8cmあ るいは実用品か i9

C006, B・ C16区 2号池 埋■2b個 玩具 多層塔A 土師質 屋根に押圧による文様 対角線部分で祐合せ 屋侵中,酪に穿孔 O

Ю06〔 B15区 2号池 埋上2b層 玩具 鈴 27 土師質 内面上部にしぼりめ力韻著にみられる 9

引906( A・ 815区 2号池 玩具 屋根? 土師質 9

引907( 10号上坑 埋■ 2層 玩具 多層塔B 土師質 対角線部分で監合せ

引Э07〕 24号土坑 玩具 方形囲B 60 55 土師質 相対するこ面に台形?の窓があけられる器壁の厚さ0 7cm 89

30072 4層 玩具 面子 17 土師質 手づくな 中央部がややくぼむ 88

麒区 4層 玩具 菊花状円板 土師質 片面に型による菊花伏文様 中央に穿孔1文様のないlllは平lH ,9

C0074 A・ B5区 4層 玩具 菊花状円板 〕7 12 土師質 片面に型による菊花状文様 中央に穿孔1文様のない側は凸凹 一部は型を三度押し

C0075 H区 4層 玩具 有文円板 05 土師質 片IHに 型による浅い陰刻文様 (意匠不明)と 陰刻文字「□□仙J 文様のない側は平坦

C0076 A・ B16区 4層 玩具 不明 冗資 本来コの字状または井れ伏で釧ホカ場上のものに接合していたとみられる劉落痕あり 88

C0077 ■10区 4層 玩具 不明 自色素地の両面に彩色 (赤)凸面に型による文様あり器伏のものの一部か

00078 昴区 3-1層 玩具 民家 実質施釉 屋恨部分に緑釉 棟に平行する方向に穿了tあ り

314区 2-3層 玩具 碁石 19 18 05 土師質

C0080 312区 2-3層 顔を肇 名訥尿? 白色素地に緑色の施釉 (彩色?)背面に剣落痕あり水滴などの一部か

表32 武家屋敷跡 第4地点出土土人形・玩具観察表 12)
Tab 32 Notes on clay figures and clay objects at BK4(2)

表33 武家屋敷跡第 4地点出土軟質施釉土器観察表
Tab 33 Notes on lead glazed soft ceramics at BK4

表34 武家屋敷跡第 4地点出土近世 。近代瓦観察表
Tab 34  Notes on roof tiles belonging to Edo and modern period at BK4
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CN001 F,G4区5b層 2号池 鍋 110 53 45 鉛釉 55

CN002 1号石敷溝 掘方 鍋 50 鉛釉 80 55

CN003 10号土坑埋1層 ■7区4層 焙烙 127 102 鉛釉 把手付 80 55

D9区 4層 鍋 135 55 鉛釉 内外面に炭化物付着

登録
番号 出 上 場 所 種 類 特 徴 図

図
版

T001 1171号溝埋1層 軒丸瓦 三巴文 (左巻)瓦当直径16 7cm瓦 当内径12 2cm周 縁幅2,7cm 9

T002 E171号溝埋1層 軒丸瓦 連珠三巴文 (左巻)周縁幅2 2cm 9

T003 試掘63層 軒 丸 瓦 九曜文 周縁幅2 5cnl 9

T004 ピ ン` ト687 菊丸瓦 菊花文C類 9

T005 7号柱列 柱5掘方 軒平瓦 (三葉)十唐草4類 9

T006 B154層 軒平瓦 (隅切折敷に三文字 ?)十 唐草la類 瓦当面に刻印 (丸に山に「守」) 9

T007 1号池 埋1層 軒平瓦 ?十唐草3b類

T008 E・ F-3・ 42層上面 軒桟瓦 小巴文様 :不明 垂部 :三引両+唐革la類

T009 DoE-16方 形撹乱 軒桟瓦 石持 桟長17 5cln垂 れ幅4 2cnI

T010 C152号池 埋2a層 丸 瓦 尻幅14 2cm玉縁長4 0cln胴 長24 7cm高 7 0cm凹 面 :コ ビキ(B)→布目→棒状圧痕

TOH H103-3層 丸瓦 曇 梨 璧 寧 蔓 弁 安
す ぼ め る の み で 玉 縁 を 形 成 し な い 凹 面 :コ ビ キ (B)→ 布 目  端 画 面 取 り の IClが左 右

T012 D83-1層 丸 瓦 凸面に斜格子叩き痕 凹面は明瞭な布目(コ ビキは不明)横断面はやや多角形を呈す

T013 ピ ッ 丸瓦 凸面 (玉縁近 くの胴部)に刻印 (「OJ)
T014 3号井戸 埋2層 平瓦 1類 擢 響 マ 響 γ 告 券 ヒ

長 26 8cm谷 深 3■ cn凸 面 :凹 形 台 の 痕 跡 と み ら れ る 木 目 一 部 分 的 に テ デ

T015 1号石敷清 掘方 平瓦 1類 ゼ 〒 野 ギ 幹 ツ 響 袴
栖

' 
備 二 .ま に ぶ い 亦 筍 口 を ニ ア う  山 四 :不 口 浪 →

T016 G162-3層 平瓦 1類 頭または尻側端面にごく浅い刻印 (四角に「富J)近代桟瓦か

T017 4号建物跡 内部南北石列 平瓦 1類 頭または尻側端面にごく浅い刻印 (四角に「富」)近代桟瓦か

T018 試掘61号浦 埋3層 桟 瓦

T019 3層 桟瓦

T020 B153層 桟瓦 形態は19に 同じ(面戸合体かどうかは不明)頭または尻側端面に刻印(丸に山に「守」)

T021 C17 1号溝 埋1層 鬼瓦 立体的な貼り付けによる雲形文様
T022 試掘61号濤 埋2層 鬼瓦 ? 鬼瓦の背面の取手か

T023 G121号 池 埋1層 飾 り瓦 波に浮かぶ亀 甲羅部分には型を使用か



表35 武家屋敷跡第 4地点出土古銭観察表 値)

Tab 35 Notes on coins at BK4(1)

登録
番号

出 上 場 所 銭  名
外径
(aul)

穿径
(ndl)

重量
(g) 備 考 図

図
版

IヽC001 ピッ ト799(地鎮3)カ ワラケ内 永楽通費 6 一部欠損 MC001か ら011ま で一括出土 明銭 (1408年 初鋳)

CヽC002 ピット799(地鎮3)カ フラケ内 永楽通費 6 31 完形 明銭 (1408年 初鋳)

MC003 ピット799(地鎮3)カ フラケ内 永楽通費 6 完形 明銭 (1408年 初鋳 )

MC004 ピッ ト799(地鎮3)カ フラケ内 永楽通費 6 完形 明銭 (1408年 初鋳)

MC005 ピッ ト799(地鎮3)カ ワラケ内 永楽通費 6 一部欠損 明銭 (1408年初鋳)

�IC006 ピッ ト799(地鎮3)カ ワラケ内 永楽通費 6 一部欠損 明銭 (1408年初鋳)

�IC007 ピッ ト799(地鎮3)カ フラケ内 永楽通費 6 完形 明銭 (1408年 初鋳)

卜IC008 ピット799(地鎮3)カ フラケ内 永楽通費 6 完形 明銭 (1408年 初鋳)

IヽC009 ピット799(地鎮3)カ フラケ内 永楽通費 6 完形 明銭 (1408年 初鋳)

MC010 ピット799(地鎮3)カ フラケ内 永楽通費 6 完形 明銭 (1408年初鋳)

MC011 ピッ ト799(地鎮3)カ フラケ内 永楽通費 6 一部欠損 明銭 (1408年初鋳 ) 62

ⅣIC012 ピッ ト487(地鎮 カフ ラケ 内 永楽通費 6 1 4 1/6欠 損 錆化顕著 MCC112か ら023ま で―括出土 明銭(1408年初鋳) 62

�IC013 ピット487(地鎮 カワラケ内 永楽通費 6 20 一部欠損 鋪化顕著 明銭 (1408年初鋳)

卜IC014 ピッ ト487(地鎮 カワラケ内 永楽通費 6 完形 明銭 (1408年 初鋳 )

MC015 ピッ ト487(地鎮 カフラケ内 永楽通費 6 一部欠損 明銭 (1408年初鋳)

MC016 ピッ ト487(地鎮 カフラケ内 永楽通費 6 完形 明銭 (1408年 初鋳)

lヽC017 ピット487(地鎮1 カフラケ内 永楽通費 一部欠損 明銭 (1408年初鋳)

�IC018 ピット487 地鎮 カワラケ内 永楽通費 完形 明銭 (1408年初鋳)

MC019 ピット487 地鎮 カワラケ内 永楽通費 一部欠損 明銭 (1408年初鋳)

IヽC020 ピット487 地鎮 カワラケ内 永楽通費 27 完形 明銭 (1408年初鋳)

�IC021 ピット487 地鎮 カワラケ内 永楽通費 一部欠損 明銭 (1408年初鋳)

IヽC022 ピット487 地鎮1 カフラケ内 永楽通費 完形 明銭 (1408年 初鋳)

IヽC023 ピット487 地鎮 1)カ フラケ内 永楽通費 27 完形 明銭 (1408年 初鋳)

IヽC024 26号土坑 寛永通費 (古寛永) 14 完形 備化顕著

lヽC025 3号溝 寛永通費 (新寛永) 7 一部欠損 錆化顕著
�IC026 4号濤 寛永通費 (古寛永) 17 一部欠損
MC027 G12 2号池 埋3b層 永楽通費 3/4欠損 明銭 (1408年初鋳)

MC028 1152号池 埋2b層 寛永通費 古寛永) 19 一部欠損 錆化顕著
MC029 E152号 池 埋2a層 寛永通費 古寛永) 18 1/3欠損 錆化顕著
MC030 G13 号池 寛永通費 古寛永) 完形 MC030か ら045ま で一括出土
獲ヽC031 G13 号池 寛永通費 古寛永 ) 6 完形

ⅣIC032 G13 号池 寛永通費 (新寛永) 7 17 完形

MC033 G13 号池 寛永通費 (新寛永) 7 完形

MC034 G13 号池 寛永通費 新寛永) 完形

ⅣIC035 G13 号池 寛永通費 (新寛永) 6 22 完形

�IC036 G13 号池 寛永通費 新寛永) 6 完形

IヽC037 G13 号池 寛永通費 新寛永) 6 27 完形 (「ハネ永」)

MC038 G13 号池 寛永通費 (新寛永) 6 完形 (「ハネ永」)

IヽC039 G13 号池 寛永通費 (新寛永) 6 完形 (「ハネ永J)

MC040 G13 号 池 寛永通費 新寛永) 6 21 完形 (「虎の尾寛」)

MC041 G13 号 池 寛永通費 新寛永 ) 6 完形 (「合二水永」)

�IC042 G13 号 池 寛永通費 新寛永 6 完形

�IC043 G13 号 池 寛永通費 新寛永 6 完形

�IC044 G13 号 池 寛永通費 新寛永 6 完形

卜IC045 G13 号 池 寛永通費 (新寛永 6 背「佐」 完形 (佐渡相川銭)

IヽC046 G13 号池 寛永通費 (新寛永 7 完形 MC046か ら049ま で一括出土

IヽC047 G13 号池 寛永通費 (新寛永 7 完形

MC048 G13 号池 寛永通費 (新寛永 7 完形

WIC049 G13 号池 寛永通費 (新寛永 6 完形

IヽC050 155a層 寛永通費 (新寛永 7 一部欠損 錆化顕著 文字詳細不明
MC051 155a層 寛永通費 (新寛永 6 完形 錆化顕著 文字詳細不明
A/1C052 155a層 寛永通費 7 1/6欠損 錆化顕著
MC053 D44層 寛永通費 (新寛永) 6 ごく一部欠損 錆化顕著
�IC054 F54層 寛永通費 (新寛永) 6 2/3欠損 錆化顕著 文字詳細不明
�IC055 G24層 寛永通費 (古寛永) 6 一部欠損

MC056 164層 寛永通費 (古寛永) 6 1/5欠 損 錆化顕著
hIC057 A・ Bl1 4層 寛永通費 (新寛永) 6 一部欠損
MC058 D94層 寛永通費(新寛永 ?) 6 1/4欠 損 錆化顕著 文字詳細不明
MC059 E44層 寛永通費 (新寛永) 6 完形 鈴化顕著
たヽC060 E44層 寛永通費 (新寛永) 6 1/5欠損 鋪化顕者
MC061 F34層 寛永通費 (新寛永) 6 一部欠損 錆化顕著
�IC062 F34層 寛永通費 (新寛永) 6 1/2欠損
�IC063 F54層 寛永通費 (新寛永) 7 完形



表36 武家屋敷跡第 4地点出土古銭観察表 (21
Tab 36 Notes on coins at BK4(2)

表37 武家屋敷跡第 4地点出土漆器観察表
Tab 37 Notes on lacqurewares at BK4

表38 武家屋敷跡第 4地点出土煙管 (雁首)観察表
Tab 38 Notes on pipes(stems and bowis)at BK4

登録
番号 出 上 場 所 銭  名 雉

ｍ
絡
ｍ

曇
⑬

備 考 図
国
辰

MC064 F54層 寛永通費 (新寛永) 6 完形

MC065 G34層 寛永通費 (新寛永) 1/2欠損
MC066 G34層 寛永通費 古寛永) 6 一部欠損 錆化顕著
MC067 H34層 寛永通費 (新寛永) 6 一部欠損 錆化顕著
MC068 H34層 寛永通費 (新寛永) 7 一部欠損 錆化顕著

MC069 H44層 熙寧元費 (真書) 7 20 北宋銭 (1068年初鋳)一部欠損 13
MC070 H4 4層 寛永通費 (新寛永) 6 完形 錆化顕著
MC071 D34層上面 寛永通費 (新寛永) 24 5 1 4 1/2欠 損 錆化顕著
h/1C072 D104層上面 寛永通費 (新寛永) 22 6 13 一部欠損 鋳化顕著 文字詳細不明
MC073 E44層上面 寛永通費 (新寛永) 完形 錆化顕著
MC074 H34層上面 寛永通費 (新寛永) 7 31 完形

MC075 H44層上面 寛永通費 (新寛永) 完形 錆化顕著

MC076 G633層 寛永通費 文銭 ) 一部欠損 錆化顕著
MC077 B1631層 寛永通費 新寛永) 1/2欠 損 鋳化顕著 文字詳細不明
MC078 H533層 寛永通費 文銭) 一部欠損

MC079 A・ B73層 寛永通費 古寛永) 6 一部欠損
�IC080 A・ B143層 寛永通費(古寛永 ?) 07 1/2欠 損 錆化顕著
MC081 182-4層 寛永通費 (古寛永) 一部欠損

硬ヽC082 C142-3層 寛永通費 (古寛永) 完形 錆化顕著
lヽC083 D152-3層 寛永通費 (新寛永 ) 6 27 一部欠損 錆化頸著
MC084 E152-3層 寛永通費 7 11 一部欠損 錆化顕著
MC085 E152-3層 寛永通費 (新寛永 背「佐J 完形 佐渡相川銭
A/1C086 E152-3層 寛永通費 (新寛永 完形 錆化顕著
IヽC087 E162-3層 寛永通費 (新寛永 11 1/2欠損
IヽC088 F162-3層 寛永通費 (古寛永 1/2欠損 錆化顕著

hIC089 2層上面清掃 寛永通費 (古寛永 6 一部欠損
MC090 1号建物基礎西辺 寛永通費 (新寛永) 7 一部欠損 錆化顕著
MC091 C121号土坑 寛永通費 (新寛永) 7 完形

MC092 B6～Gl土管撹乱 寛永通費 (文銭) 6 完形 錆化顕著
lヽC093 土管撹乱 寛永通費 (新寛永) 7 11 1/2欠損 錆化顕著 文字詳細不明
MC094 D棟境乱内不明 渡来銭 詳細不明
MC095 区・ 層位不明 寛永通費 (古寛永) 6 完形

よ江C096 F5層位不明 至道元費 (真書 ) 6 北宋銭 (995年初鋳)1/4欠損
MC097 表採 寛永通費 (新寛永) 7 完形 「含二水永」
MC098 E83-3層 寛永通費 (古寛永) 6 13 完形 錆化顕著
lヽC099 I■ 3-3層 寛永通費 (新寛永) 7 1/2欠損
MC100 中庭東区 層位不明 寛永通費 (新寛永) 2/3欠損

登録
番号 出 上 場 所 器  種 唯

ｍ
底径
(cm)

器高
(cm)

文 様 等 備 考 図
図
版

IV00]

甲「 002

ヽヽ卜00〔

3号井 戸 埋 2b層 概 身 136 歩面黒地家紋 ?(石責)内面赤 □級ヨ
`下

寧沼13簡所
一６７

15号土 坑 埋 1層 不 明 地菊花文 (赤)内面赤
地菊花文 (赤)内面赤

一６７

不 明

W004 3号井 戸 埋 1層 不 明 歩卜 [

V√005 3号井 戸 埋 1層 休 面 里 IIt=

W ッ ト1016 外面 黒 地 家 紋 ?

登録

番号
出 上 場 所

全体

形状

火皿

形状

接合

方法

首部

アワセメ

全長

(null)

火皿
直径
(4ul)

翔離ｍ
備 考 図

図

版

�Ⅲ

井戸 埋 3d・ 3e層 lj

4層 M0008と 対 内部に羅字遺存         I 64
�10007 D4区 4層 上

M0008 C16区 4層 3 4 M0023と 対             I
WI0009 C6区 4層 左 4

M0010 F4区 4 左 9
D5区 4

M0014
K4提 HC 3

3-P Ш B 2 12

M0016 HB 3 芹

M0017 D6区 2-を 3 左 文散 ら し 内部 に維 宇遺 存



表39 武家屋敷跡第 4地点出土煙管 (吸口)観察表
Tab 39 Notes on pipes(mouthpieces)at BK4

登録

番号
出 上 場 所

全体

形状

全長

(4ull)

ラウロ
直径
(4ul)

蜘酪
ｍ

備 考 図

図
　
版

ット545 lЬ 64

�【

12区 4層 HA 5 M()00Rと対 肉蔀に霧年‐IS存 64
∫8区 4

H4区 4

HA 64
�【0006 54
M0013 H4区 4層

一
９５ 一６４

M0015 All区 3 lB 7 95．６４

C16仄 HA 13 008と 対 64

餘
番号

出 上 場 所 種  類 材賃 備 考 図

N10018 F・ G45b層 牲諭 飼系

M0019 F34層 雁首銭 銅系

M0020 A・ B103層 警 銅系

M0021 H333層 警 銅系

M0022 C162-3層 警 銅系

IV10024 B8・ CB 5a層 綸宝 ? 金 片面に線刻

WЮ025 H152号池 埋わ層 文鎮 鋼系 32 5寅

MC1026 G142号池 埋土層 目貫 鋼系

h10027 ピット817 切刃 銅系 縁つき

W1002〔 3号池D 剪刃 銅系

1ヽ0029 2号井戸 期 層 不明 銅系 扁平バチ形

M0030 F44層 飾金具 銅系

M0031 E34層 鎖 銅系

M0032 [152号池 43b層 ヘラ状製品 銅系

MCll133 D152号池 埋2a層 輿伏ζ渓 銅系

M0034 H55b′ 層 不明 銅系

MC1035 Ⅳ 5a層 鈎 銅系

h4003( 1号井戸 理鬱層 鈎 銅系

I10031 4層 鋲 銅系

VH903〔 H34層 鋲 真鍮

I1003〔 A・ B134層 鋲 銅系

I1004( Gl引ヒ西 2号池 埋 層 錘 鉛 215g

140041 A・ B124層 錘 鉛 210g

M0042 G32層 錘 鉛 309g

M0043 ■152号池 43b層 鋤 鉛 94 12

M∞44 10号土坑 埋1層 鉛管 鉛 郵 滋軸累 930質

V10045 H104層 円板 鉛 6敗

M0046 ピット71 包丁 鉄

1ヽ0047 3号井戸 建鬱層 小刀 鉄

I10043 1号潜 不明 鉄

V10040 A・B171号溝 上面 不明 鉄

1ヽ0050 C■ 4層 楔 鉄

M0051 H44層 ミユエ弾 鉛 29飯

1ヽ0052 144層 ミニエ弾 鉛 24 4jI

表40 武家屋敷跡第4地点出土その他の金属製品観察表
Tab 40 Notes on various metalimplementt at BK4

表42 武家屋敷跡第 4地点出土ガラス製品観察表
Tab 42 Notes on glassimplements at BK4

表41 武家屋敷跡 第4地点出土石製品観察表
Tab 41 Notes on stone implements at BK4

表43 武家屋敷跡第 4地点出土骨角製品観察表
Tab 43  Notes on bone and antler implementt at BK4

表44 武家屋敷跡第4地点出土その他の遺物観察表
Tab 44 Notes on various implements at BK4

録

号

登

番 出 上 場 所 種  類 石   材 特 徴
図

版

引Э001 3■ 区 4層 硯 継 幅7 3cn 厚22飩 7 66

SЭ002 A・ B14区 4層 粘板岩 線刻画あり 7
S0009 D15区  4層 涵 駁泥片岩 幅8 3cm 7

S0004 A・ B13区 5号浦 砥石 醸 安山岩買凝灰岩 7
S0005

'15,16区

2号池44・ 3b層 砥石 凝灰岩 破損した砥百を再υ砥石として再科用 7
S0006

'15区

2号池 翼鬱a層 BIH 石英安山岩 7
S0007

'5区

 4層 低石 石英安山岩凝灰岩 7

SOЮ 08 H7区 2-4層 扇 石英安山岩 7

S0009 E14区 2-3層 砥石 石英安山岩 7
引Э010 1号建物跡内部礎石掘方 砥石 石英安山を 7 66

S0011 E16区 撹乱 随 石英安山岩凝灰を 66

S0012 ≧・層位不明 砥石 醸 安山岩 66

SCX 13

'15区

2号池 聰 b層 火打石 玉髄 66

S0014 F14区 2号池 埋2a層 火打暦 感 8 66

S0015 B■ 区 4層 火柄 破 66

S0016

'15区

3層上面 火打石 醸 66

SCX 17 35区 5b層 彗石 (黒 ) 鯨 岩 楕円薄型長径2面 短径1 9cm厚04卸

SCl1 18 ■3区 5a層 碁石 保 ) 継 正円薄型 長径2飾 短径2 2cm厚05∽
S0019 F17区 1号浦 埋1層 新  (黒 ) 継 小型正円 厚型 長径1鈍隠短径l io 厚0 6cm

SO120 ∫号井戸 理3d・ 3e層 碁石 (黒 ) 罷灰岩賃買岩 橋円 薄型

ピット730 碁石 (黒 ) 継 正円 薄型

SCl1 22 1号木箱埋設遇備 碁石 (黒 ) 鵬 正円 意型

1号石敷浦 掘方 碁石 (白 ) 疑灰岩質買岩 正円鷲型 長径2%m短径2 2cm厚0411d

S0024 G15,16区 2号池 蝸 b層 碁石 (黒 ) 艦 青円薄型

S0025 G15区  2号池 43b層 緬  (黒 ) 継 正円薄理

S0026 G16区 2号池 聰 b層 碁石 (黒 ) 継 正円薄型

S0027 E15区 2号池 埋Й層 碁石 (黒 ) 継 正円 薄型

S0028 9区 4層 却鑑 葉強石 祭書「封J字あり穿孔1長29飢 幅07m厚 0 6cm 66

A・ B13区 4層 不明 S芙安山岩買凝灰岩 長径2 5co厚0 7cn 66

E・ F17区 1号溝 茶臼(下臼)

=山
着

G15区 3号池 埋1層 火打石 石英

S0032 E14区 2号池 埋2b層 火柄 顧

S0033 B16区 3層 史柄 感 18

録

号

登
番 出 上 場 F91 種  類 特 徴 図

図

版

〕12,■ 5区 2-3層 櫛 低甲製 横幅8 8ca厚さ0 2cm 19

機
器

出 上 場 所 種  類 将 徴
図

版

IS区 2号池 埋為層 容器(菊形向付 ?) 詭 型吹き 67

6002 G6区 碗層ほか 容器 緑色 型吹き

G9区 4層 透明 幅0 7cm 6i

■1区 4層 警 黄色 幅0 7cm

"G005 B8・ C8区 4層 緑色 最大幅03帥 6i

G006 H4区 4層 謙色 罵平 電O FfШ

"
67

G007 H3区 4層 費色 扁平 67

D13区 23層 青色 最大幅0 6cm 67

G009 E14区 23層 黄色 扁平

9号土坑 埋1層 皆状製品 緑色最大幅0,7卸 67

H5区 4層 下明 透明?菊花形高さ (厚み)0 8cm珈翌 2cm 67

出上場所 種  類 特 徴
図

版

26号土坑 漆紙(文書) 近世の漆紙文書 漆容器の大きさは直径15帥程度と推定される

〕号溝 F壁

0003 ピット689 炉壁

ピット87 漆紙 ? 赤漆



表45 武家屋敷跡第 4地点出土縄文土器・弥生土器・須恵器・古代の瓦観察表
Tab 45 Notes on Jomon pottery,Yayoi pottery,Sue ware and ancient roof tiles at BK4

表46 武家屋敷跡第 4地点出土石器観察表
Tab 46 Notes on stone tools at BK4

録

号

登

番 出 上 場 所 種 類 特 徴 図
凱
販

CZ001 G6区 6a層 弥生土器 高郷 高不口縁部 平行線 と変形工字文の一部が展開する 弥生前期後半の山王 IⅡ 層式上器

C2002 D6区 6a層 殊生土器 鉢 鉢日縁部 細い沈線による連弧文 弥生中期中頃の桝形囲式上器

CZ003 B3・ 4区 6層 弥生土器 墾 粗製甕体部下半 組 く間隔の狭い擬似縄文 最下部はケズリ 桝形囲式上器 と 5
CZ004 G5区 6a層上面 縄文土器 深鉢 深鉢口縁部 大 きな波状 回縁 太い横線がめ ぐる 35
CZ005 F6区 6層上面 弥生土器 甕 棗口縁部 緩やかに外湾する口頸部 体部には縄文 弥生中期中頃の桝形囲式上器 ■ 5

CZ006 F5区 rDb層 弥生土器 イヽ型鉢 小型鉢の体部上半 細い沈繰の平行線と運弧文 磨かれている 弥生中期桝形囲式上器 ユ5

CZ007 A・ B13区 5号消 弥生土器 器種不明 甕か深鉢の体部 LR斜行縄文が 3段粗 く施される 弥生中期中頃の上器 とみられる 35
CZ008 16号土坑 弥生土器 深鉢 装飾深鉢の口縁部 平坦口縁に平行線 2磨消縄文手法 LR縄文 10と 同一個体 ユ5

CZ009 26号土坑 弥生土器 鉢 鉢の底部 風化著 しく器面調整 は不明 底面に木葉痕 35
CZ010 13号建物跡 柱 4・ 5 弥生土器 深鉢 装飾深鉢の体部 2条の太い沈線で山形文が描かれ磨消縄文手法がみられる 弥生中期前半 35
CZ011 3号池D勉 層 弥生土器 甕 桝形囲式奏 口頸部は強 く外反し横ナデの調整 頸部には平行線 2条 体部に細かなLR縄文が展開する 35
CZ012 A・ B5区 4層 弥生土器 深鉢 装飾深鉢の体部 太い箆描文による入組文が展開し磨消縄文手法がみられる 弥生中期前半 35
CZ013 H5区 33層 弥生土器 鉢 粗製鉢体部 LR縄文が 4段展開 焼成良好 晩期後半から弥生前期の上器 こユ5
CZ014 A・ B5区 層位不明 弥生上器 ガヽ形鉢 小型鉢 太い箆描の平行線文 2条斜線 1条が展開 口縁部内面にも1条の沈線がめぐる弥生前期後半山王皿層式古段階の鉢 〔15
CZ015 区・ 層位 不明 弥生土器 をヽ形鉢 小型鉢 箆糖の入組文あるいは菱形文が施文される 中期前半の弥生土器 35
CZ016 区・ 層位 不明 弥生土器 壷 大型壺の体部 細 く浅い沈線で平行線 2条 と斜線が施される 体部下半に縄文が施文される 中期中頃の桝形囲式上器 35
CZ017 116区 3号池G堰 層 軒平瓦 手描き重弧文 璃齢 文を藤勘 鸞 多賀城政庁 I期 日の出山窯産 35
CZ018 F17区 25層 須恵器 幅 肩部破片 35
CZ019 E14区 31層 平瓦 凸面縄叩き 凹前 日→ナデ 多賀城政庁III期

CZ020 G13区 2-3層 平瓦 凸面縄叩き 凹面布目→ナデ  多賀城政庁III期 一枚作 り

畿
需

出 上 場 所 器 種
長 さ

(aH)

幅

ｍ

厚 さ

(H al)

重量
(g) 石  材 備 者 図

図
版

ST001 E66層 石鏃 22 0 玉髄 36

ST002 3～6列「Db層 石鏃 (183) (06) 玉髄 先端部破片 36

ST003 13号建物跡 柱4・ 5 石 鏃 34_0 10 4 珪化凝灰岩 36

ST004 G152号池 坦協層 石鏃 (176) 10 1 (07) 玉髄 先端部折損 36

ST005 A・ B134層 石鏃 (253) 188 (2_2) 珪化凝灰岩 先端部折損 36

ST006 B154層 ポイント 67 8 21 4 102 15 2 石英安山岩質凝灰岩 先端部石質不良 36

ST007 E56a層 石錐 20 8 165 玉髄

ST008 FoC.65b)雪 石錐 48 0 108 流紋岩

ST009 26号土坑 石錐 39 9 25 5 103 珪化凝灰岩 横長剣片素材

ST010 E56a層 石匙 (245) (258) (62) 珪質頁岩 刃部折損

ST011 3号井戸 埋&層 石匙 54.6 31 7 15 5 珪化凝灰岩

ST012 E45b層 スクレイパー 45 2 14 7 石英安山岩質凝灰岩

ST013 G143号池D埋 1層 スクレイパー 71 6 50 1 47 2 差化凝灰岩

ST014 C172-3層 スクレイパー 36 6 67 5 32 0 珪化凝灰岩 横長劉片素材

ST015 D123-1層 破損品 (18_4) (27) 珪質買岩

ST016 E142-3層 破損品 (150) 20 1 (19) 玉髄

ST017 電気F区西側 4層 磨製石斧 92 9 42 4 23 6 4 頁岩 刃 こばれ有

ST018 24号建物跡 柱7 石核 62_9 83 2 63 4 355 0 流紋岩

ST019 A・ B104層 石鏃 (101) 12 3 (06) 玉髄 先端部・基部折損



6.自然科学的分析

(1)花粉分析・ プラントオパール分析

株式会社 古環境研究所

① はじめに

仙台城跡 (二の丸北方武家屋敷地区第 4次調査)の発掘調査では、幕末から明治初頭 とされる時期の畑跡とみ

られる遺構が検出された。そこで畑跡の耕作土とされる試料について花粉分析 とプラント。オパール分析を行い、

同遺構における栽培植物の復元および当該時期の植生、環境の推定を試みることになった。

② 花粉分析

A.翻

試料は調査区の壁面から採取された I-8区畑畝上部 (試料血 1)、 I-8区畑畝下部 (試料血 2)、 F-7区

畑畝上部 (試料血 3)の 3点である。

B.方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を参考にし、試料に以下の順で物理化学処理を施して行った。

1:5%水 酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

水洗した後、0.5mmの節で礫などの大きな粒子を取 り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸のエル ドマン氏液を加

2

3

4

え 1分間湯煎)を施す。

5:再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6:沈澄に石災酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラー トを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、1500rpm、 2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てるという操作を

3回繰 り返して行った。

検鏡はプレパラー ト作製後直ちに、生物顕微鏡によって300～ 1000倍 で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お

よび中村 (1980)を ア トラスとし、所有の現生標本 との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、

属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示した。なお、

科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類群 とした。

C。 結果

【分類群】

出現した分類群は、樹木花粉16、 樹木花粉 と草本花粉を含むもの 2、 草本花粉16、 シダ植物胞子 2形態の計36

である。これらの学名 と和名および粒数を表47に示す。主要な分類群を図101とこ示す。以下に出現した分類群を示

す。

〔樹木花粉〕

モミ属、マツ属複維管東亜属、スギ、クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属―アサダ、

クリーシイ属―マテバシイ属、ブナ属、ヨナラ属ヨナラ亜属、ヨナラ属アカガシ亜属、エレ属―ケヤキ、サンショ

ウ属、モチノキ属、ツツジ科

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、マメ科

〔草本花粉〕



表47 武家屋敷跡第 4地点における花粉分析結果
Tab 47 List of pollen from BK4

群類分 F-7区 18区

名和名学 畑畝上 畑畝上 畑畝下

Ericaceae                 ッッジ科

ArbOreal ponen

ノ1う
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姦zη励切 蕨物

イテ筋

樹木花粉

モ ミ属

マツ属複維管束亜属

スギ

クル ミ属

サワグル ミ

ハンノキ属

カバノキ属

クマシデ属―アサダ

クリーシイ属

ブナ属

ヨナラ属コナラ亜属

ヨナラ属アカガシ亜属
ニレ属―ケヤキ

サンショウ属

モチノキ属

樹木・草本花粉

クワ科―イラクサ科

革本花粉

ガマ属―ミクリ属

イネ科

カヤツリグサ科

タデ属サナエタデ節

ソバ属

アカザ科―ヒユ科

ナデシヨ科

アブラナ科

アリノトウグサ属―フサモ属
セリ科

シソ科
ゴマ

オオバコ属

タンポポ亜科

キク亜科

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

4

6

27

4

5

1

1

2

3

1

25

1

5

2

3

3

5

1

2

2

1

31

4

1

6

1

Leguminosac                マメ科

ArbOreal o Nonarboreal pollen

Moraceae― Urticaceae

Nonarboreal pomen

ろ少力α―影 α夕留 η励%
Gramineae

Cyperaceae

乃み即η%物 sισ洗脆府∽物

拗 紡 物

Chenopodiaceae― Amaranhaceae
CaFyOphyHaceae

Cruciferae

肋 ん懲 s― J晦力ψヵ′励%
U�bel五 ferae

Labiatae

S9磁%%η 励説鶴 物

Pιαη訪嵯郵θ

Lactucoideac

Asteroideae

Fern spore

WIonolate type spore

Trilate type spOre

5

1

4み物λカ                 ヨモギ属

85

2

4

19

11

4

3

1

4

3

21

95

1

3

19

8

5

1

1

1

1

3

5

20

12

11

14

18

Arboreal pollen

Arboreal・ Nonarboreal pollen

Nonarboreal pollen

Total pollen

Unknown pollen

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

未同定花粉

183

6

160

349

4

23

206

3

163

372

4

32Fern spore                 シダ植物胞子
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図101 武家屋敷跡第 4地点の花粉・胞子遺体

Fig。 101 Pollen and spore from BK4

2 クル ミ属

枠
4 コナラ属アカガシ亜属

14 イネ科 17 シダ植物三条溝胞子
45 μ laa



ガマ属―ミクリ属、イネ科、カヤツリグサ科、タデ属サナエタデ節、ソバ属、アカザ科―ヒユ科、ナデシヨ科、

アブラナ科、アリノトウグサ属―フサモ属、セリ科、シソ科、ゴマ、オオバコ属、タンポポ亜科、キク亜科、ヨ

モギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

【出現傾向】

3試料 とも花粉組成の傾向は類似していた。まず、樹木花粉 と草本花粉の割合はほぼ同程度である。樹木花粉

ではスギが最も優占し、マツ属複維管束亜属、ヨナラ属コナラ亜属が伴われる。草本花粉ではイネ科が優占し、

ヨモギ属、アカザ科―ヒユ科、ナデシヨ科が伴われる。他にソバ属、アブラナ科が各試料とも検出され、 I-8
区畑畝上からゴマが出現した。

D.花粉分析からみた植生、農耕、環境

草本花粉において、多様な環境に生育する人里植物や雑草を多 く含むイネ科、畑地などの改変された乾燥地を

好むアカザ科―ヒユ科、ヨモギ属が多 く、これらが繁茂し、やや乾燥した畑地の環境が示唆される。畑作物 とし

てはソバ属、ゴマが明らかな栽培植物である。また、アブラナ科にはアブラナやダイコン類など多 くの栽培植物

が含まれ、畑作物の可能性がある。なお、水湿地植物のガマ属―ミクリ属がF-7区畑畝上から検出されている

が近隣に水溜めや水路があったのか散水に含まれて花粉が反映されたとものと考えられる。

森林植生 としてはスギが周辺にやや多 く分布し、またニヨウマツ類 (マ ツ属複維管東亜属、アカマツないしク

ロマツ)、 ナラ類 (ヨ ナラ属ヨナラ亜属)も 分布している。スギは造林の可能性が高く、ニヨウマツ類、ナラ類は

二次林 と考えられ、遺跡周辺には人為性の高い森林が分布していたとみなされる。

③ プラン ト・オパール分析

A.試料

分析試料は、花粉分析試料と同一の I-8区畑畝上部 (試料No l)、 I-8区畑畝下部 (試料No 2)、 F-7区
畑畝上部 (試料No 3)の 3点である。

B.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原1976)」 をもとに、次の手順で行っ

た。

試料上の絶乾 (105℃ 。24時間)

試料土約lgを袢量、ガラスビーズ添加 (直径約40μm,約0.02g)

※電子分析天葎により1万分の lgの精度で袢量

電気炉灰化法による脱有機物処理

超音波による分散 (300W・ 42KHz・ 10分間)

沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

封入剤 (オ イキット)中に分散,プレパラー ト作成

検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)を

同定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これ

はほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数さ

れたプラント・オパールとガラスビーズの個数の上ヒ率を乗じて求める)に換算して示した。また、おもな分類群

については、この値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,



単位 :10-5g)を 乗じて、単位面積で層厚 l cmぁたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、キ

ビ族はヒエ、ヨシ属はヨシ、ウシクサ族はススキ、タケ亜科については数種の平均値を用いた。その値は、そに

ぞれ2.94(種実重は1.03)、 8.40、 6.31、 1.24、 0.48で ある (杉山・藤原1987)。

C.分析結果

採取された試料すべてについて分析を行った結果、イネ、ウシクサ族、シバ属、タケ亜科の各分類群のプラ/

卜。オパールが検出された。これらの分類群について定量を行い、その結果を表48に示した。また、図102に こイし

らの顕微鏡写真を示した。以下、各試料ごとに検出状況を記す。

【謝 Nα l】

本試料からは、イネ、ウシクサ族、タケ亜科のプラント・オパールが検出された。プラント・オパール密度lk

l買 に6,200個 /g、 2,800個 /g、 3,800個 /gである。

【試料No 2】

本試料からは、イネ、ウシクサ族、シバ属、タケ亜科の各プラント・オパールが検出された。プラント・オパー

ル密度は順に4,400個 /g、 3,000個 /g、 700個 /g、 57,000個 /gである。

【試料Nα 3】

本試料では、イネ、ウシクサ族、タケ亜科のプラント・オパールが検出された。プラント・オパール密度は隠

に4,300個 /g、 1,700個 /g、 44,700イ固/gである。

D.考察

本遺跡では、畑跡の畝部と畝間部より採取された試料について分析を行ったところ、すべての試料よリイネの

プラント・オパールが検出された。プラント・オパール密度は4,300～ 6,200個/gと いずれも高い値であることかゝ

ら、他所からの混入の危険性は考えにくい。また、イネ以外ではタケ亜科が非常に高い密度で認められ、ウシタ

サ族も随伴する一方、湿地を好むヨシ属はまったく検出されていない。よって、本遺跡一帯は乾いた環境であっ

たことが示唆される。これらのことから、本遺構は畑跡であり、ここで稲が栽培されていたものと判断される。

さて、一般に水田跡の分析調査においては、イネのプラント。オパールが試料lgあ たりおよそ5,000個以上の

密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。一方、畑跡であれば判断の

基準となるプラント・オパール密度はこれよりも低い値となる。すなわち、畑作ではある作物のあとに同一また

は近縁の作物を翌年も続けて栽培すると、連作障害をおこし生育が劣ることから、一般に連作は行われない。こ

れは稲についても同様である。したがって、畑作で稲を栽培していた場合、水田作のようには毎年続けて栽培さ

れることはないため、耕作土中に還元されるプラント・オパールの量は当然少なくなる。ところが、ここでは畑

であるにもかかわらず検出されたイネのプラント・オパール密度は高い値である。このことから、本遺跡におい

表48 武家屋敷跡第 4地点におけるプラント・オパール分析結果
Tab 48 List of plant opal from BK4

検出密度 (単位 :× 1

分 類 群 ＼ 試 料
4  層

No l(畝)No 2(畝間)No3(畝 )

イネ

キビ族 (ヒ エ属など)

ヨシ属

ウシクサ族 (ス スキ属など)

シバ属

タケ亜科 (お もにネザサ節)

推定生産量 (単位 :rg/H12.cm)

イネ           1  183   131   126
(イ ネ羽D        1  064  0,46  044

:ラう」をξξ:建な⊃10■4 M 聰
タケ亜科 (お もにネザサ節)1  182   274   214
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てはかなり長期間にわたって畑作が行われており、その間、稲も数度となく作付けられていたと考えられる。

なお、プラント・ オパール分析で同定が可能な植物のうち栽培種が含まれるものには、イネ以外ではヒエ・ア

ワ 。キビ等のキビ族、ハ トムギが含まれるジュズダマ属、 トウモロコシ属およびムギ類等がある。しかし、これ

らのプラント・オパールはいずれも検出されなかった。したがって、本遺跡ではイネ科の穀類 としては稲のみが

栽培されていたと考えられる。ただし、プラント・オパール分析で同定される分類群は主にイネ科の植物に限定

され、イモ類や野菜等の根菜類は分析の対象外となっているため、ここではこれらが栽培されていた可能性につ

いては言及できない。

④ まとめ

仙台城跡二の丸武家屋敷地区の発掘調査において検出された畑跡 とみられる遺構より採取された試料につい

て、花粉分析 とプラント・オパール分析をあわせて行った。その結果、乾燥地あるいは畑地を好むとされる植物

の花粉化石およびプラント・オパールが検出されたことから、本遺構が畑跡であると判断された。そして、そこ

では栽培植物に由来するものとしてイネをはじめソバ属、ゴマなどの畑作物、またアブラナやダイコン類などが

含まれるアブラナ科の植物化石が検出され、これらの作物が栽培されていたものと推定された。なお、遺跡周辺

には人為性の高いスギ、ニヨウマツ類、ナラ類の森林が分布していたと推定された。

引用・参考文献

金原正明 (1993)「花粉分析法による古環境復原」F新版古代の日本 第10巻 古代資料 研究の方法』

角川書店 pp.248～ 262

島倉巳三郎 (1973)「 日本植物の花粉形態」F大阪市立自然科学博物館収蔵目録』第 5集 p.60
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川口市遺跡調査会報告10 pp.281～ 298

杉山真二・松田隆二・藤原宏志 (1988)「機動細胞珪酸体の形態によるキビ族植物の同定 とその応用―古代農耕追

求のための基礎資料 として一」F考古学と自然科学』20 pp.81～ 92

中村純 (1973)『花粉分析』古今書院 pp.82～ 110
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(2)植物遺体

東北大学大学院理学研究科附属植物園  内 藤 俊 彦

仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 4地点から出上した植物遺体について調査した。調査は肉眼と立体顕微鏡及び

ルーペを用いて行った。その結果は表49に示した。

この一覧表からもわかるように、出上した植物遺体はオニグルミ核果、ウメ核果、スモモ核果、モモ核果、ツ

バキ種子、クリ果皮断片、モミの果鱗、マツ球果、マツ球果中心柱、スギ種子、ハスの種子 ?、 種類不明小形種

子 ?、 モミの葉、スギ葉、アカマツ樹皮片、樹皮片不明、イネ科茎片であつた。オニグルミの核果については極

めて変化が多 く、極小形の核果も出土した。

これらの植物遺体を発掘した場所及び層順で検討してみると、次のようである。

17世紀の 3号池からはウメ核果片が出上した。

17世紀末～18世紀の 2号池からは、オニグルミ核果、アカマツ樹皮片、樹種名不明の樹皮片、形からしてハス

の種子 ?と 思われるものが出上した。

18世紀の 3号井戸跡からは埋± 3層 を中心にオニグルミ果皮片、スモモ核果、クリ果皮断片、ツバキ種子穴あ

き、ツバキ果実、モミ果鱗、モミ葉、マツ球果が出土している。

幕末の 1号池からは、オニグルミ核果、ウメ核果、モモ核果、スギ種子、スギ葉、モミ葉、イネ科茎片が出土

した。

これらの植物遺体のうち、オニグルミの核果は、調査地点の南に位置する二の丸の外濠 (通称残飯沢)の斜面

に現在もオニグルミの林が成立しているので、この辺 りから飛来したものであろう。また、モミの果鱗、スギ種

子、スギの葉等はオニグルミの核果と同様、調査地点の南側の沢右岸に大木が生育しているので、そこから風に

乗って飛来したものであろう。クリの果皮片は 3号井戸から出土しているが、武家屋敷地内に植えられていたも

のから由来したのか、南側の沢の自然林にあったものが何らかの事情によりもたらされたのかは不明である。

表49 武家屋敷跡第 4地点出上の植物遺体
Tab 49 List of plant remains from BK4

11]! 葺芝≧■ 3民雪 種類 不 明 4｀

3号池 D埋 ± 2 ウ メ

2号池 | ニグル ミ 阪小 )、 ア カ マ ツ

2→ F明樹 片

4 種類 不 明核 果 片

!土不 明 ハ ス の種 子 ?(形 状 か ら ,

3号井 戸 埋 ± 2 オニグル R反片

3→〕 キ戸埋■ 3 モ ミ粟 、 ツバ キ スモモ ク リ異 度 断 片、 ツクヾ キ果 実 、 マ ツ球 :

3 キテ耳弾≧三L3b/3c帰 スモ モ モ ミ異 鱗

25号土 坑 オニグル ミ

オニグル ミ果実片、マツ球果中心柱 2本
オニグル ミ 果片 1片、種類不明植物片

1号池埋± 1層
オニグルミ核果10個、オニグルミ核果 (小形)2個、ウメ核果 7個、ウメ核果 6片、モモ 1個、スギ種子多

数、スギ葉、モミ葉、イネ科茎片、不明 1

3



7.考察

(1)検出遺構の検討

① 絵図との対比による屋敷地の推定

仙台城下の絵図の内、屋敷割 りが描かれる絵図は、寛文年間以降のものが残っており、おもな 4枚の絵図を図

103に示した。この 4枚を比べると、細部の表現は異なる部分があるが、屋敷の形や道路には大きな変化は認めら

れない。現在の沢沿いの道路はプール脇へ入る所で方向を変えているが、同様の道路の屈曲がこれらの絵図にも

見られる。この道路の形は沢の形状に制約されたものと考えられ、大きく位置が変わつていることは想定し難い。

今回の調査で、東西の屋敷の境 と考えられるのは、 I期では 1号溝、H期では 2号池あるいはその西端の段差 と

なる部分 と考えられる。この I期・ H期の屋敷境 と考えられる遺構は、ちょうど道路の屈曲する付近から北への

びており、絵図の屋敷割の記載 と一致している。また、元禄四・五年の絵図では、成田助之丞の屋敷の東側に、

崖と考えられる表現がある。これが調査区の東側に、南東から北西に走る段丘崖に対応すると考えられる。した

がって今回の調査区は、西端を除くと、図103の 1～ 4に矢印を付けた屋敷に対応するものと考えられる。

この 4枚の絵図に見られる人名をもとに、それぞれの家格・禄高を示したものが表50で ある。時期が新しくな

るほど家格が高 くなる傾向があるが、いずれも400石以上の禄高の者である。家格でみると、平士 (虎の間)、

①仙台城下絵図
寛文四年(1664)=大立目脂監 元禄四・五年 (1691・ 92)=成 田助之巫
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③仙台城下絵図
天明六～寛政元年(1786～ 89)=大町久馬

④安政補正改革仙府絵図
安政三～六年(1856～ 59)=大松沢越中

図103 武家屋敷跡第 4地点調査区周辺の絵図
(『絵図・地図で見る仙台』より)

Fig 103 The picture maps around BK4



人  名 絵   図 家格・ 身分 禄  高

大立目将監 寛文四年
(1664)

平士
(虎 の間)

450石
(45貫文)

成田助之丞 ¬儲躍:琵行 平士
(虎 の間)

507石
(50貫 714文 )

大町 久馬
天明六～寛政元年
(1786～89) 着座

637ヱ三
(63貫 779文 )

大松沢越中
安政三～六年
(1856～59)

一族 61貫 153文

家 格 員  数 総 禄 高

一  門

一  家

一  族

宿  老

着  座

太 刀 上

大 番 士

組  士

卒

百姓町人

人
１１

２５

２２

３

３８

９

４

６０

６９

■

石 斗 升
139,774 4 3

61,059 2 1

31,471 1_6

7,033 4_6

45,153 7_9

3,080 3.0

379,723 9 1

27,749 9 1

94,442 8 0

9,449 3 3

計 798.937 5 8

表51 仙台藩の家格 と禄高
(平重道「伊達世臣家譜 解題」より)

Tab 51 List of status and

fief in S22,′ケーカα%

着座、一族 となっている。平士は、大番士とほぼ同じで、大番士は家格によって城内の詰め所に分けられる。召

出 。虎の間・中之間 。次之間・広間に分けられ、虎の間番士は召出に次ぐ家格である。したがって、今回の調査

地点は、比較的上級の家臣の屋敷地 として使用された場所であることが判明する。

また17世紀初頭については、絵図がなく実態が不明であったが、今回の調査によって屋敷境が後の時期 と大き

く異ならないことが明らかになり、17世紀初頭にこの地区の武家屋敷の整備が行われていたことが確実となった。

② 屋敷内の土地利用

先に列挙した屋敷境の推定をもとに、屋敷地の範囲を復元したものが、図104である。南側の道路の幅、東端
の位置など、確実でないところは残るが、大枠では間違いないであろう。今回の調査区は、一区画の屋敷地の南

寸
ム01

推定され
屋敷の範

のゝ

表50 絵図に見える人名
Tab 50  List Of names of sα ″ク拓,ゲ

lived at this locatiOn

（
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~R~

X=-1934

駕
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図104 武家屋敷跡第 4地点屋敷区画推定図
Fig 104  Blocks estimated to the residence at BK4



西よりの区域 を調査したこととなる。

図105は、登米郡出身の画家である吉

成東温 (1828～ 1907)の 筆による、「慶

応元年仙台城下図屏風」の第六扇の左

上の部分である。か ろうじて左端 に

入っている建物の屋根に「大松沢」 と

書かれてお り、 この建物が大松沢越中

邸の屋敷であることが判明する。右隣

の屋敷から坂をあがったところに描か

れており、間の木々が描かれていると

ころが、段丘崖に相当するのであろう。

坂をあがってす ぐの所に問が描かれ、

門を入ってす ぐの所に屋根に「大松沢」

と書かれた最 も大きな建物があり、こ

れが母屋であろう。そのように考える

と、屋敷の中心的な建物は、屋敷地の

東側 によった所 に存在 した こととな

る。

本章 4の冒頭で、今回の調査地点に ng 105

は礎石建物がほとんどなく、小規模な建物が多いと指摘したが、中心的な建物が調査区から東にはずれていた可

能性 もある。ただし全ての時期において、同じかどうかは判 らない。 Ib期の30号建物などは、比較的規模が太

きいことから、中心的な建物であった可能性が残る。この建物も掘立柱建物であるが、17世紀代のものであり、

まだ礎石建物が一般化していない可合Z陛 も考えておくべきであろう。

今回の調査区では、ゴミ穴 と考えられる遺構は見つかっていない。絵図や「慶応元年仙台城下図屏風」の記載

から、屋敷は南側を正面としていたことは確実である。今回の調査範囲より北側に、さらに屋敷地が広がってい

ると推定できることから、裏手にあたる北側にゴミ穴のような施設は造られていた可能性が考えられるであろう。

なお、今回の調査では、瓦の出土が極めて少ない。この屋敷地では、瓦を葺いた建物は、存在 しないか、存在し

たとしても極めて限定されたものであったと考えられる。「慶応元年仙台城下図屏風」に結かれた大松沢越中邸の

建物には、門や塀を含めて、瓦を使用しているような表現は全 く認められず、調査成果 と合致する。

③ 建物跡・柱列の柱間寸法

本章 4の時期区分のところで述べたが、今回の調査で検出された建物跡の柱間寸法は、 6尺 5寸から6尺 3寸

へと変化していると考えられ、17世紀末には 6尺 3寸が採用されていたものと推定された。これまでの二の丸地

区の調査で検出された建物跡の柱間寸法を以前に検討したが (年報 9)、 元和 6年 (1620年)に造営された、五郎

八姫の「西屋敷」と考えられる建物跡では、 1間が 6尺 5寸であった。この点は、今回の調査結果と一致する。

二の丸期の遺構は、門や塀と考えられる施設がほとんどで、検討できる素材が少ない。第 2地点で検出された二

の丸の中心的な建物である「小広間」は、検出範囲が狭 く確実性に欠けるが、 6尺 5寸の可能性が高い。この「Jヽ

広間」は、明治15年の火災で廃絶したと考えられ、 6尺 5寸であるとするならば、19世紀代にもこの柱間寸法が

使用されていたこととなる。ただし、二の丸調査地点の各所の遺構を、18～19世紀代の絵図と対比させたところ、

むしろ 6尺 3寸 と考えた方が、良く対応した。今回の調査で武家屋敷地区では、17世紀末までに柱間寸法が変化

していることを確認できたことは、二の丸跡の柱間寸法を検討する基準 となるであろう。屋敷地 と異なる柱間寸

(仙台市博物館所蔵、写真提供 :仙台市博物館)

図105 慶応元年仙台城下図屏風 (第 6扇 )

The folding screen painted castle tO、 vn,Sendai in 1865(血 e6th paneled screen)



法が使用されている建物があつた場合、建物の性格など、固有の理由を検討していくことが必要であろう。

今回の調査で確認された、この両者以外の柱間寸法としては、塀のような施設の可能性がある 7・ 20・ 21号建

物跡を除 くと、次のような建物がある。柱間寸法が 7尺 となるのはHa期の 8・ 9号建物跡があり、 Ib期の28・

32号建物跡では、桁行 7尺、梁行 6尺 5寸であった。やや特殊 と思われる6尺 8寸を採用するのが Ib期の29号

建物跡である。数が少ないため、これだけで確定的なことは言えないが、 Ib期からHa期の、17世紀後半から

18世紀前葉の時期に限られている。柱列でも、 7尺 を採用する20号柱列、 8尺の22号柱列はHa期である。時期

的な特色 という可能性 と、この時期の当屋敷地の個別的な理由の両面から検討していく必要があるだろう。

柱列の柱間寸法は、変化に富んでいる。小規模な12号柱列、建物跡の一部を構成する可能性がある6尺 3寸 と

6尺 5寸のものを除いて、整理して列挙すると、次のようになる。なお、L字形に曲がるため建物跡としたが、

塀のような施設の可能性があるHbl期の 3棟の建物跡も含めた。

・ 3尺 6寸 :2号 (Hb期 )、 15号 (Hb期 )、 20号建物跡 (Hbl期 )

・ 4尺 :13号 (II b 3期 )、 14号 (Hb3期 )、 16号 (Hb2期 )、 21号 (Ha期 )、 24号 (I期 )、

7号建物跡 (Hbl期 )

・ 5尺 :3号 (Hb2期 )、 7号 (H期 )、 27号 (Ia期 )

・ 5尺 2寸 :19号 (Ha期)21号建物跡 (Hbl期 )

・ 6尺 :28号 (Ia期)  。7尺 :20号 (Ha期)  ・ 8尺 :22号 (Ha期 )

4尺が最も多 く、柱列については、柱間寸法 4尺が最も一般的で、次いで 3尺 6寸、 5尺、 5尺 2寸などが使

用されたと考えて良いであろう。これらの柱列の多 くは、塀のような施設であったと考えられる。

④ 地鎮遺構について

今回の調査では、 3基の地鎮遺構 と考えられる遺構が発見された。伴って出上した銭貨が、永楽通費で占めら

れることから、17世紀初頭と考えられる。当屋敷地の使用開始が17世紀初頭と考えられることから、これらの地

鎮遺構は、最初の屋敷造営に関わる可能性がある。 3基 とも、ピットの底面に上師質土器の皿を合わせ口にして

埋納したもので、内 2基には永楽通費が入れられ、その関の 1つ には皿の中に稲概が一面に入っていた。地鎮跡

2では、ピット埋土で柱痕跡が明瞭に確認できたことから、柱穴の底面に埋納したものと考えられる (図版30-

3)。

近年、東北地方でも地鎮遺構の検出例が増加し、集成も行われているが (平泉研究会編1996)、 古代。中世の例

は多数知られている反面、近世の調査例はまだ少ない。宮城県内の例 としては、多賀城市高崎遺跡第 7次調査の

S X233が ある (石川俊秀1989)。 不整精円形の上坑から、かわらけが10点、寛永通宝 7点が出上している。かわ

らけは合わせ口にはならず、全て上向きに並べられ、古銭もかわらけの外から出土している。今回の調査例 とは、

埋納方法などで違いが大きく、様々な方法があったことを伺わせる。今回確認できた柱穴の底面に埋納した例は、

他の地方では知られているが、東北地方では確実な類例が無いようである。

今回検出された地鎮遺構は、柱穴に埋納していること、土師質土器の皿 (一部墨書有 り)に古銭・稲柳を入れ

た状態が良好に判る点など、具体的な地鎮の様子が判明する、近世では数少ない例である。また、出上した遺跡

が、仙台城周辺の上ヒ較的上級の家臣の屋敷地であるという、地鎮を行った主体の社会的階層が明らかな点も重要

である。地鎮遺構の比較研究を進めていく上で、基準 となる資料を提供するものと言えよう。

12)陶磁器 。土器の検討

① 陶磁器・土器の種類別組成の検討

本調査地点出上の陶磁器・土器を、磁器、陶器、軟質施釉土器、土師質土器 (皿)、 土師質土器 (皿以外)、 瓦

質土器の6種類に分け、年代の限定できる遺構内出上の一括資料を用いて、それぞれの比率の変遷を調べた (図



107、 表52)。 数値は全て、接合、同一個体の識別を経た後の破片数である。その結果、元禄年間を境に、土師慣

土器、特にそのなかでも皿の比率が大きく変化していることが半」明した。すなわち、18世紀前葉以前には、資洛

ごとのバラツキはあるものの、土師質土器の比率が全体の 4割を下回ることはない。それに対して、18世紀以降

の資料群では、 1割前後に激減する。二の丸地区では、江戸時代を通じて、土師質土器が 3割以上の比率を保つ

ており、本調査地点とは対照的なあり方を示す(註 1)。 また、前に土師質土器の項で触れたように、本調査地点

出上の土師質時皿のうち、少なくとも約半数は灯明皿 として利用されており、二の丸地区に比べて、灯明皿への

利用頻度が高 く、食器として使われたものの比率は低いと考えられる。これらのことから、藩の公的な空間であ

る二の丸地区では、江戸時代を通じて各種の宴会を含む儀礼的な席上、土師質土器の皿類 (い わゆる「かわらけ」)

をハンの器 として用いる伝統が保持され続けたのに対して、私的な空間である家臣の屋敷内では、そうしたあ拓

意味中世武家的儀礼の色彩の強い宴会は、江戸中期までには行われなくなっていたと見ることがでる。福井県―

乗谷朝倉氏遺跡の調査では、武家屋敷、寺院に比べ当主の館である朝倉館では、「かわらけ」の組成比率が高いこ

とが指摘されている (福井県教育委員会1979)。 仙台城二の丸跡および本武家屋敷地点出上の陶磁器・土器の検計

から、近世遺跡においても、「かわらけ」は、「場」の公的 。政治的度合いを測る尺度 として利用可能であるとの

見通しが得られたわけであり、今後、そのような視点から研究を進める必要がある。

② 陶磁器の産地別組成の検討

年代の限定できる遺構内出上の一括資料に含まれる磁器と陶器に関して、それぞれ産地別の組成比率の変遷を

検討した (図 108・ 109、 表53・ 54)。 数値は全て、接合、同一個体の識別を経た後の破片数である。なお、仙台婉

二の丸地区における陶磁器の産地別組成の変遷に関しては、年報 9で既に検討しており (年報 9の 125・ 126買 )、

二の丸地区との対比を行う場合には、そのデータを用いているので、併せて参照されたい。

本調査地点には、肥前磁器を含まず中国産磁器のみを出土するか、若しくは中国産磁器が肥前産を上回る量出

土する遺構は存在しない。本調査地点で最も古い遺構の一つであり、17世紀前半代の遺物を出土する1号溝にお

いても、磁器は肥前産が約 9割を占めている。17世紀代には、磁器の 1割程度が中国産であるが、18世紀以降は、

一部優品が伝世される以外、基本的に中国産磁器は姿を消す。中国産磁器は、明末の景徳鎮系の青花が多 く、津

州窯系の粗製品は、皿が僅かに認められるに過ぎない。19世紀代に入ると、小型端反碗を中心に瀬戸・美濃産の

磁器が出土するようになる。本調査地点においても、これまでの報告した二の丸地区の調査においても、瀬戸・

美濃産の磁器の大部分は、藤沢編年第■小期の美濃窯の製品であり、仙台において本格的に瀬戸・美濃の磁器が

使われだすのは、19世紀中葉になってからのことと思われる。また、本調査地点には、二の丸地区第 2地点石敷

遺構 (年報 1)や同第10地点Ⅲ-3層 (年報 9)の ように、切込や平清水など東北産の磁器が、肥前や瀬戸の磁

器を凌駕する遺構や層は存在しない。これは、本調査地点が、明治維新により武家屋敷が廃絶された直後、畑と

して利用されているため、陶磁器が廃棄されるような状況にはなかったためと考えられる。翻って考えれば、切

込や平清水など東北産の磁器が、肥前や瀬戸の磁器を凌駕する段階は、明治維新直後二の丸地区に勤政庁が置か

れていた時期から鎮台が置かれていた初期の段階、すなわち、1860年代後半から1870年代前半の極めて短い期間

に限定できる可能性が高い。

陶器の産地に関しては、17世紀前半の遺物を主体 とする 1号濤では、瀬戸・美濃が全体の半数以上を占めてい

る状況にある。しかし、それ以降瀬戸は漸次減少する傾向にあり、19世紀に瀬戸の磁器が入る段階になって、そ

れに伴って再びやや出土量が増加に転じるまで、ほとんど見られない状況にある。17世紀後半から18世紀代にか

けて瀬戸・美濃産陶器の

'ヒ

率が極めて低調である原因としては、次のようなことが考えられる。生産地側で指摘

されているように、瀬戸・美濃は、17世紀後半の段階で、それまでの皿・向付類を中心とする高級食器を指向し

た生産体制から、碗や徳利をはじめとした日用雑器、播鉢に代表される荒物主体の生産体制へ移行したことが判っ

ている。しかし、東北地方南半部においては、後述するように、17世紀後半代には岸窯系陶器の播鉢が、価格の
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図106 武家屋敷跡第 4地点陶磁器変遷図
Fig 106  Chronological sequence of porcelains,glazed ceralnics from BK4
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表52 武家屋敷跡第 4地点陶磁器・土器種類別組成の変遷
Tab 52  Histograms of porcelains,glazed ceranュ ics ans ceramics from BK4 by shape

点でも品質の点でも、瀬戸の播鉢を抑えてかなりの量流通していた可能性が高い。さらに、17世紀末以降、大堀

相馬焼の碗皿類や小野相馬焼の皿、片口鉢、鉢、香炉、仏飯器が、急速な勢いで大量に出回り始めることにより、

18世紀代には、東北地方の南半部の地域において、瀬戸・美濃の陶器が入 り込む余地はますますなくなったこと

が、本調査地点出土陶器の産地別組成の変遷の分析結果にも現れている。また、岸窯系陶器が仙台周辺域で盛行

する期間は短 く、17世紀末から18世紀初頭の段階で急速に流通量が減少することも同時に読みとれる。岸窯系悟

鉢に取って代わり18世紀代に仙台周辺で使われていた悟鉢の多 くは、おそらく18世紀に入って東北南半部に興っ

た複数の小規模な窯で生産されたものであると推察されるものの、未だ具体的な窯跡を指摘できる段階にはない。

一方、大堀相馬焼 と小野相馬焼を比べた場合、二の丸地区においても本調査地点でも、大堀相馬焼が幕末に到る

まで順調に比率を伸ばすのに対して、小野相馬焼は、18世紀後葉には減少に転じることが半Jる 。以前、筆者が指

摘した大堀相馬焼 と小野相馬焼の生産動向の違い (関根達人1998)が現れている。

京焼は、時代により比率の変化は認められるものの、他の産地の製品と比べた場合、変化の幅は小さい。これ

は京焼が、他の産地の陶器と違い、江戸時代を通じて高級ブランドとしての地位を保持していたため、常にいつ

の時代にも一定量の受容があったからに他ならない。それでも、18世紀の終わり頃から19世紀前半にかけ京焼の

減少幅が比較的大きいのは、この時期、大堀相馬焼が新たに糠白釉を下地に鉄絵を施す製品の開発に成功し、従

来の瀬戸・美濃指向から京焼指向の生産へと方針を転換した結果、大堀相馬焼 と京焼が直接競合することになっ

たためであろう。
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Fig 108  Histograms of porcelains from BK4 by producing district

表53 武家屋敷跡第 4地点磁器産地別組成の変遷
Tab 53  Histograms of porcelains from BK4 by producing district
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Fig 109  Histograms of glaged ceramics from BK4 by producing district

表54 武家屋敷跡第 4地点陶器産地別組成の変遷
Tab 54  Histograms of glazed ceranュ ics from BK4 by producing district
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③ 岸窯系陶器の分布と編年

本調査地点からは、播鉢105点、香炉19点、鉢 6点、灯明皿 3点、猿形水滴 2点、水注の蓋1点、甕 1点、花生

1点、合計137点 の岸窯系陶器 (註 2)が出上している。これまでにも、仙台城では、三の丸、二の丸地区 (第 5・

6・ 9・ 12地点)か ら岸窯系陶器が出土しているが、悟鉢と香炉が確認されていただけで、その出土量もごく僅

かであった。そのため、これまで仙台は岸窯系陶器の分布圏内には位置するが、その流通量は僅かであるとの認

識を持っていた。しかし、前に明らかにしたように、本調査地点においては、17世紀中棄の遺構では陶器の四分

の一を岸窯系陶器が占めており、これまでの認識を再検討する必要が今回生じた。また、以下では、本調査地点

出上の岸窯系陶器に対して正しい評価を与えるべ く、岸窯系陶器の分布 と編年の検討を行う。

岸窯系陶器の分布に関しては、これまで信達盆地を主たる流通圏としながらも、北は岩手県南部の平泉から、

南は福島県南の白河まで、西は会津若松、さらに米沢まで分布するとの指摘がなされていた (堀江格1998)。 今回

新たに集成を行った結果、岸窯が発見される前に刊行された報告書のなかで、唐津や産地不明とされた資料の中

にも岸窯系陶器を見いだすことができ、以下の知見を付け加えることができた (図 110、 表55)。

従来北限といわれた平泉町内から出上した資料に関しては、記録が皆無で、現在資料自体も確認することはで

きないが、宮城県北に位置する栗原郡築館町の八沢要害遺跡で唐津産 と報告された播鉢には岸窯系製品が含まれ

ている。八沢要害遺跡より南の地域では仙台周辺まで、散発的ながらいくつかの遺跡で岸窯系陶器を確認するこ

とができ、仙台藩の中部地域が分布の北限に当たることを確定できた。

三本松藩の江戸屋敷である千代田区溜池遺跡で猿形水滴が出土しており、これが現在のところ岸窯系陶器の出

上の南限である。しかし江戸で確認されているのはこの資料のみであり、北関東からも岸窯系陶器の出土報告は

ないことから、一応、白河、棚倉周辺を流通の南限と見ておきたい。福島県の浜通 りでは、最北部の新地町で出

上が確認されている以外は、近世遺跡の調査事例の豊富ないわき市内を含め、岸窯系陶器の出土は確認できない。

西へは、脊梁山脈を越えるものの生産地から比較的近い米沢、会津若松で岸窯系陶器が確認されている。米沢

では、これまで活鉢がわずかに知られる程度であったが、近年米沢城二の丸跡の堀で行われた大規模な調査の資

料 (未報告)を実見した結果、種類、量ともに豊富な岸窯系陶器を確認することができた。

以上、岸窯系陶器は、窯のある信達盆地では多種多様な器種が濃密に分布するほか、北は仙台藩の中部地域、

南は白河藩や棚倉藩領まで、西は脊梁山脈を越えて会津藩や米沢藩領でも、主として播鉢、香炉 という限られた

器種が一定量流通していたと見ることができる。しかし、分布の外縁部にあたる地域にあっても、本遺跡や米沢

城二の丸跡のように、播鉢や香炉以外の器種を出土する遺跡も存在する。仙台や米沢といった比較的規模の大き

な城下町では、生産地 と結びついて岸窯系陶器を専門に扱う瀬戸物問屋が存在していた可能性もあろう。

次に、出土した遺構や層、あるいは共伴した遺物から年代の限定できる消費地遺跡出土資料 と、窯跡出土資料

を中心に、岸窯系陶器の変遷を考える (図 111)。

【17世紀前葉】

岸窯系陶器のうち最も古いものは、仙台市南小泉遺跡、自河市小峰城跡、会津若松市城東町遺跡で出土してお

り、これらは17世紀前葉の寛永年間に遡る。南小泉遺跡では、14・ 16次調査で、寛永 4年 (1627年)か ら同13年

までに年代を限定しうる若林城下町期の遺憶から、播鉢が出上している。特に、 1の播鉢は、連房初期の美濃灰

釉碗、同丸皿、金箔付三巴文軒丸瓦 との共伴関係が明らかな資料である。白河小峰城三の丸跡では、丹羽長重に

より寛永 6年 (1629年)か ら4箇年かけて行われた大改修以前の遺構から、志野織部蘭竹文皿や向付、青花、初

期伊万里などと共に、播鉢が出上している (5～ 7)。 会津若松城下町では、城東町遺跡 S X06遺構から、青花、

絵唐津向付、志野菊皿、志野織部丸皿、志野織部向付などに伴って、岸窯系信鉢が出土している (4)。

これら最古段階に位置づけられる播鉢は、いづれも口縁部が上方に短 く屈曲し、日唇部端面が僅かに内外に張

り出す特徴を有する。このような口縁部形態を有する播鉢は、岸窯物原の発掘調査資料にはほとんど認められな
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※ 地図中の番号は表55に 対応する

図110 岸窯系陶器出土遺跡分布図
Fig■ O Distribution of sites where Kishi ware were found

表55 岸窯系陶器出土遺跡一覧
Tab_55 List of sites部 〆here Kishi ware were found

遺跡名 所 在 地 丸碗 大皿 丸皿 徳利 水 注 密・壷 鉢 蓋 l」明皿 香炉 層鉢 その他 文 献

1 八沢要害 宮城県栗原郡築館町八沢字要害 ○ 小井川和夫1980

2 上新日 宮城県加美郡色麻町四釜字塚合、上新田 ○ 小井川和夫1981

3 三ケ森 宮城県黒川郡富谷町志戸田字宮前 ○ ○ 大和幸生1999

4 留ケ谷 宮城県多賀城市留ケ谷 ○ O ○ ○ 千葉孝弥ほか1987

5 高崎 宮城県多賀城市高崎一丁目 ○ ○ 石川俊英1989

6 山王 宮城県多賀城市中山王 多貨城市教育委員会1986

7 仙台城跡 宮城県仙台市青葉区川内 ○ ○ 東北大学埋文1990939799
8 仙台城下 宮城県仙台市青葉区川内 (BK4) ○ O ○ ○ ○ ○ 水滴猿 本報告

9 南小泉 宮城県仙台市若林区遠見塚 佐藤洋1987

養種園 宮城県仙台市若林区南小泉 ○ ○ ○ ○ 佐藤洋1997

松 木 宮城県仙台市太白区柳生松本 ○ 工藤哲司・ 佐藤洋1986

自石城跡 宮城県白石市益岡町 O ○ ○ 古川―明1999

閏崎 福島県相馬郡新地町谷地小屋字間崎 ○ な し

本町 福島県伊連郡桑折町字本町 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 山中雄志・ 井沼千秋1996

梅 窪 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字梅窪 ○ ① ① ① ① ○ 高橋圭次ほか1996

菩提院墓地 福島県伊達郡川俣町西福沢字古菖蒲坂山 ○ O 高橋圭次1994

川俣城跡 福島県伊達郡川倶町東福沢字万所内山 ○ ○ 高橋圭次1991

吹 込 福島県福島市飯坂茂庭字大枝 ○ ○ ○ ① ○ ○ ○ ○ 匡鉢 鈴木功・ 堀と格ほか1993

高館跡 福島県福島市飯坂中野字銀杏 ○ 水 滴 原充広1994

五郎兵衛館 福尾県福島市飯坂五郎兵衛館 不 明 新堀昭宏ほか1993

勝 口前畑 福島県福島市野田町字加賀屋敷 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ヒダ皿 斎藤義弘 。高橋一征1996

菅原 福島県福島市南矢野目字菅原 ○ ○ ○ ○ O ○ ① 水滴猿 引地光太1998

倉ノ前 福島県福島市岡部字根深 ○ ○ 梅宮薫・ 鈴木功ほか1994

二本松城跡 福島県二本松市郭内 ○ ○ O ○ ○ な し

高木 福島県安達郡本宮町大字高木字高木 ○ 鈴木雅文1991

天神南 福島県郡山市宮田町字五輪下 ○ 押山雄三1998

宮田館跡 福島県郡山市西日町大田字宮日 ○ ○ 山岸建夫ほか1991

木村館跡 福島県郡山市西田町木村 ○ ○ ○ 水滴猿 松本茂・ 小日川哲彦1992

堀ノ内 福島県田村郡三春町大字貝山字堀 ノ内 ○ 高橋信一ほか1992

三春城下町 福島県田村郡三春町字大町・宇南町 O ○ ○ 平日禎文1995,平 日・藤井康1996

小峰城跡 福島県白河市字郭内 ○ ○ 石井洋光1997

棚倉城跡 福島県東白河郡棚倉町大学棚倉字城跡 ○ な し

城東町 福島県会津若松市城東町 ○ ○ 江花明久 。近藤真佐夫1994

米沢城跡 山形県米沢市丸の内 ○ 月山隆弘1994

溜池 東京都千代日区永田町二丁 目 水滴猿 長佐古真也ほか1996
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い。このタイプの播鉢が祖形 となって、やがて回唇部端面の内外への張 り出しが発達し、岸窯出土悟鉢C類 (23,

24)が成立すると考えられる。施釉のあり方では、鉄錆を施した後、口縁部付近にのみ灰釉を掛けるもの(2～ 7)

が多いが、内面から外面上半に鉄釉を掛けたもの (1)も 存在する。また、仙台市教育委員会の行った仙台城三

の丸囲の調査で、寛永15年 (1638年)の三の丸造営以前の遺構である6号土坑から、「元和」 (1615～ 1623年 )の

紀年銘木簡、青花、織部向付、美濃伊賀の水指などに共伴して出上した悟鉢 (8)は、灰釉の用い方や口縁部形

態が、上述の最古段階の信鉢 と類似しており、岸窯系陶器の可能性がある (唐津と報告された No.■ 72)。

生産開始時の岸窯系陶器の様相に関しては、窯が未確認のため、器種構成をはじめ不明な点が多い。しかし、

これまで消費地で確認されるのが悟鉢ばかりである点や、ほぼ年代的に併行すると予想される長沼天神山窯跡 (市

川一秋1996)も また播鉢を専門に生産している点からみて、当初より播鉢が主要製品であったと考えられる。

【17世紀中葉】

岸窯跡B区物原 3～ 5層出土資料 (13～25)を基準とする。この資料には、「正保□年五月」の銘が刻まれた壷

が含まれており、これらの資料が正保年間 (1644～48年)を含む17世紀中葉に位置することを示している。播鉢、

香炉、丸皿、折縁皿、ヒダ皿、鉢、火鉢、水注、甕、壷、花生などの器種がある。播鉢は、日唇部端面の内外ヘ

の張 り出しが発達したもの (岸窯出土悟鉢C類)力 目ゞ立ち、それらの多 くは口縁部に灰釉が掛けられている。数

は少ないが、日唇部が肥厚せず断面形が角状を呈する揺鉢も見られる。本遺跡 3号池出上の岸窯系陶器 (9～ 12)

には、猿形水滴がみられるが、新しい段階のものに比べ作 りが丁寧で、顔の表現も精緻である。

【17世紀後葉～18世紀初頭】

岸窯跡A区物原 2層出土資料 (30～ 48)を基準とする。前段階に比べて、大皿、灯明皿、徳利、花瓶が目立つ。

日縁部に灰釉の掛かる播鉢は、日唇部端面の内外への張り出しが弱まり、玉縁状に肥厚した形態へと変化する。

一方、内面から外面の上半部に鉄釉をかけた播鉢は、口唇部が肥厚し三角状を呈するものが多い。大皿の内面や、

徳利、把手付水注、花生、甕の外面には灰釉を流し掛けするほか、鉢の体部に凹凸をつけたり、花生にはタガ状

の粘土紐を巡らせるなど、前段階に比べ、装飾性が高まる傾向にある。

【18世紀前半】

大鳥城跡 1次調査の 3号溝 と1号井戸出土資料 (49～58)を基準 とする。本段階の資料は、信達盆地でのみ出

土するようになり、それまでの段階に比べ流通範囲は大幅に縮小する。器種の点では、香炉の形態の変異が大き

くなるとともに、その比率が高 くなると思われる。主体 となる活鉢は、日縁部を外側に大きく折り返して外面に

貼 り付けるといった、いゎゅる折 り返し二重口縁のもので、岸窯の出土資料には全 く見られないタイプである。

突帯の貼付や灰釉の流し掛けを行うなど、前段階同様、装飾性は高い。

以上、本遺跡の一括資料にみられる岸窯系陶器を契機 として、その分布 と編年を考えてきた。本遺跡は、岸窯

系陶器の分布の外縁部に近いわりには、多様な器種が確認された。それでも本遺跡から出土した137点の岸窯系陶

器のうち105点 (約76.6%)が信鉢であり、次いで多い19点の香炉 (約13.9%)と比較しても、その比率は非常に

高い。また、消費地出上の岸窯系陶器の検討から、その成立は1620年代に遡 り、初期の製品でも播鉢が主要な器

種であったことが判明した。最古段階 (17世紀前葉)の播鉢は、信達盆地にとどまらず、北は仙台から南は白河

まで流通しており、その分布は岸窯系陶器の最盛期にあたる17世紀後半の流通範囲に相当する。開窯当初から、

これだけ広い流通圏を形成し得たのは、岸窯系播鉢が唐津や瀬戸・美濃、丹波等の信鉢 と対抗できるだけの価格

や品質を有していたためであろう。本遺跡では、17世紀中頃を境 として、岸窯系悟鉢が丹波産の播鉢に取って代

わる様相が捉えられた。18世紀にはいって急速に岸窯系陶器の流通範囲が縮小するのは、小野相馬焼 (関根達人

1998)や会津本郷焼など、東北地方においても各地の陶器窯で橋鉢の生産が本格化し、信達盆地より外側の地域

では、岸窯系陶器の主力製品であった播鉢に対する需要が減ったためと考えられる。

(註 1)二の丸地区の各時期を代表する資料群を例に挙げるならば、土師質土器の比率は、17世紀初頭 (第 9地
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点下層)で35。 1%、 元禄年間 (第 5地点Ⅳ～VⅡ層)で89.2%、 18世紀後棄 (第 9地点15。 16号土坑)で59.0%、

19世紀前葉から中葉 (第 9地点 1号池)で31.5%の数値を示す。

(註 2)福島市飯坂にある岸窯跡は、平成 4・ 6年 と7年の 2回にわたり発掘調査が行われた (鈴木・堀江1996、

堀江前掲)。 同じ丘陵の北斜面にも岸窯跡と同様の陶器片や窯道具が出土する地点が存在する。さらに岸窯跡のあ

る福島県中通 り北部の信達盆地からは、岸窯跡から出土する陶器と胎土や製作技法が近似しながらも、岸窯では

作られていない製品が出土することもあり、周辺に近世窯跡が展開することが予想されている。これら岸 。大鳥

丘陵窯跡群 (関根達人1999)で作られた近世陶器を岸窯系陶器 と呼ぶ。福島県中通り地方には、18世紀中葉以路

も岸窯系陶器の影響下に成立し、播鉢を主体に壷・甕等の生産を行ったであろう地元の窯が複数存在 したと予魁

されるが、それらの窯で作られた製品については、岸窯系陶器の概念からは除外して考える。

(3)上人形・土製玩具の検討

今回の調査においては、二の丸跡でのこれまでの調査例に比して、比較的多数の上人形・土製玩具が出上した。

仙台周辺の近世遺跡において、これだけのまとまった量の出土は初めてである。しかし幕末以降の整地層からの

出上を主とする出土状況からは、出現時期や時期毎の組成の変化などを詳細に論じるには不足なので、以下では

出土資料全体 としてみた特徴について、二の丸跡での出土例や他地域 との比較を通して若千考えてみたい。

① 土人形

人形の製作技法については、型を用いたものが圧倒的に多い。なかでも前後または左右に2分割した合せ型作

りのものが多 く、片面のみに型を用いたものが少数認められる。型を用いた製法の採用が、比較的簡単に同じも

のを量産する道を開き、江戸時代に土人形の普及をもたらした要因として重視される点であり、型作 りが主体で

あることは、各地の近世遺跡に共通する様相 といえる。合せ型作 りの場合、器壁を薄 くして内部を中空にするこ

とが一般的であるが、器壁を薄 くせずに大きな穿孔を施す例が大阪で多いなど、技法の細部には変異 も多 くまた

地域性が存在することも知られている (愛知県 埋蔵文化財センター1990a、 中野高久1998)。 当地点出上のもの

をみても、中空の度合いや底面の開日の有無、穿孔の有無など一様ではない。ちなみに、仙台の江戸時代中期か

らの人形産地 として知られる堤人形の伝世品では、原則的に底は作らず、下部の内側まで胡粉を塗るが、底まで

作り込んでいるものや、底に紙を貼っているものなどもあるとのことである (杉山晋作ほか1996)。

単純な型作 りとは異なる技法のものに、大型の西行法師D(図90-21)と 、手づくねを主体 とし一部に型を作

用した猿A(図■2-1～ 5・ 7)・ Bがある。

西行法師Dはいわゆる瓦質土器 とは異なり、屋瓦とほとんど変わらない燻し銀色の堅緻な焼成の大型のもので

ある。 1号池からの出上で幕末に近い時期のものと考えられる。型作 りではないこのような瓦に近い焼成の人形

には、堤焼の作例 として伝世する高さが70～120cmに もなる大型の七福神が知られる (東北歴史資料館1995)。

また、型作 りによるものが圧倒的に多いなかで、猿に手づ くね (十一部型使用)の ものがみられるという例は

各地でたびたび認められる。その背景としては、様々なポーズをとらせるための表現上の理由であろうとする見

解 (真砂遺跡調査団1987)が妥当と思われる。手づ くねの猿のポーズには実際非常に多様性があり (図112)、 本

遺跡の例だけでも、釣 りをするもの、鋏砲を構えるもの、しゃがむもの、あぐらをかくもの、横座 りするものが

あり、他遺跡の例では、親子が肩車するもの、悟鉢を抱えすりこぎを持つものなども認められる。なぜ猿につい

てのみこれほどまでに多様隆があるのだろうか。

土人形の意匠には、人間の形をとるものでは、天神・七福神・西行法師、動物では猿 。犬が多い傾向が認めら

れる。これらの意匠はいずれも各地でよく出土するものであり、仙台城下でも同様であったことがわかる。

天神はきわめて様式化されたスタイルのものである。七福神には背面に橋状の突帯を作るものが認められる(図

112-9)。 このような突帯をもつものには猿・般若などの例があり (図 112-14・ 15な ど)、 お面とされている。
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お面 としては顔の左右端部に穿孔を施し、紐を通せるようにした形のものもあり、こちらは実際かぶせることの

可能な形態であるが、本例の場合は、かぶせるというより飾 り物的に何かに括 りつけることを目的としたもので

あろう。

西行法師は土人形の元祖 とも考えられている京都の伏見人形の初期からみられるモチーフで、腰痛封じや盗難

除けとして用いられたという。他地域での西行法師の例をみると(図112-16～ 18)、 座るものと立つものがあり、

傘をかぶるものとはずして持つものがある。18は首を別に作 り体部にはめ込んでいるものである。本遺跡の出土

例では、座形のもののみである。堤焼の伝世品に西行法師を象った瓦質の香炉や鉄釉の水滴があるが (東北歴史

資料館1995)、 それらも座形であり、仙台周辺では座形が卓越する傾向が指摘できよう。

図88-17に みられる「庄子」の文字は、堤人形との関連を示すものとして注目される。庄子姓は18世紀後半の

堤人形の二人にみられ、伝世する型の外側に姓名を刻んだ例が知られている。17の文字は型の内側に陰刻したも

のとみられ、仙台市博物館蔵の本出保治郎コレクションのなかに収められている堤人形の伝世品「和藤内」の背

面に、同様の方法による良 く似た字形の「庄子や」の文字がある (杉山晋作ほか1996p43の 76)。

② 土製玩具

土製玩具では、うつわもの以外で実際遊んだと推定できるのは、鈴、碁石と面子、箱庭道具の多層塔・民家 。

屋根、可能性のあるものとして石垣かもしれない方形囲Aや、竃かもしれない方形囲Bや C、 水滴かもしれない

額縁 ?く らいのもので、鈴を除けば各々 1点のみか多 くても4点 しか出上していない。今回の調査区でみる限り

では、土製玩具の主体はうつわものと鈴であるといえる。

うつわものには多様な器種が認められた。白色胎上で西日本産 とみられる図88-77は型作 りのうつわの可能性

があり、図113-7も 型作 りとみられるほかは、すべて椛幅を用いて作られている。京都。大阪や江戸の遺跡では、

小型の碗皿や茶釜などに型を用いたもの (図 123-23・ 24・ 29・ 32・ 33な ど)が一定量認められるのとは異なった

様相を示している。

碗類は高台を環状ではなく中実の円柱状に作っている。このような形態のものはいまのところ他地域での例を

知らない。二の丸跡第 9地点15号土坑の出土例には高台のないものと円柱状のものがあり、高台は作らないか中

実円柱状に作るのが地域的な特徴 と言えそうである。

器台 Bは類例を知らないが、器台Aに類するものは江戸でも数遺跡に見出すことができる。図■3に 2点の例を

示した (25。 26)が、法量や細部形態には多様性があり、その性格についても盃台・器台や花器などとされてお

り、いまだ定説と呼べるものはないようである。江戸遺跡の出土例では、これらは白色の胎土で陶器質、施釉で

緑釉による文様が施されており、京都系とされるものが多いが、本遺跡の例は白色胎上ではなく褐色のもののみ

で、それらを模した在地産であると考えられる。

また、壼や茶釜に鉄釉で円形文や楓文などを施文するものが数点出上しており、これまで仙台城では出土例の

ないもので注目される。5b層、18号土坑、 2号池埋±3b層の出土で、概ね18世紀後葉以降のものと考えられる。

釉薬で草花や円形文の施文された例 としては、先述の器台 (図■3-25。 26)や図113-28の 皿、29の銚子などが

あり、それらとの関連が想定できる。当地点の例は形態やカキメを多用する点などで特徴的であり、胎土からみ

ても在地産の可能性が高いと考えられることから、上記のような緑釉の製品を意識して在地で生産されたものな

のであろう。

最も多 く出土した鈴は、二の丸跡でも比較的よく出土するものである。比較的整った球形のものが多 く、法量

は多様であるが形態は斉一的である。鈴は各地の例をみると意外と多様性があるものであり、森瀬雅介ほか1977

には堤人形の現代の製品として玉鈴と呼ばれる整った球形のものが紹介されており、仙台では比較的球形を志向

する伝統があるかのようである。

その他の玩具では、先述のようにいわゆる面子の類がほとんど無 く、江戸で流行した円柱状で各種の文様を型



打ちした泥面子は全 く認められないことが特徴的である。箱庭道具の多層塔の出土は仙台城周辺では初めてでカ

リ、19世紀には箱庭遊びが行われていたことを示すものとして注目される。

③ 小結

以上大雑把ではあるが本遺跡出上の上人形 。土製玩具について検討してみた。二の丸地区にはみられない多様

性と出土量が武家屋敷としての本地点の第一の特徴である。各地のものと比較してみると、意匠や器種には流行

が反映されているとみえて共通するものが多いことに気づ く。明らかに西日本的である白色胎上のものもわずか

に含まれるが、表現のスタイルや器形においては地域的な特徴を有するものが多 く認められることも明らかであ

る。江戸中期からの人形産地として知 られる堤人形と関連付けられる要素も有しており、今後仙台周辺での生産

の様相を明らかにしていくうえで重要な資料 となるものである。

8。 まとめ

今回の調査では、二の丸北方の武家屋敷地1143m2の 発掘が行われ、仙台藩の武家屋敷の考古学的な解明が進ル

だ。調査の結果、建物跡、柱列、溝、池、土坑、畑の耕作跡など多様な遺構が多数、複雑に重なりあって検出さ

れた。また、整地、盛土などの基礎地業 も度々行われており、遺構相互の関係はきわめて複雑になっていた。調

査資料を整理し、遺構と検出層、検出面の関係、建物遺構の配置、方位、建物の柱間、重複遺構の新旧関係を詐

細に検討し、また、陶磁器など出土遺物の年代などを入念に検討した結果、多数の検出遺構、特に建物群の変遷

をIa期からⅡb3期 まで大別 2期、細別 6期で捉えることができた。 I期 とH期の間には、建物柱間に 1間 t

尺 5寸から6尺 3寸への変化が認められた。この武家屋敷が造成、整備された I期の始まりは、 1号濤出土の阿

磁器によって17世紀初頭まで遡ることが確認された。また、H期の開始は、 2号池出土遺物から、17世紀末頃と

推定した。H期の詳細な変遷は、建物の方位 と重複関係、配置、出土遺物を検討して決定した。また、発掘区の

遺構群を仙台城下絵図と対比させることによって、この武家屋敷の区画、居住藩士名を確定することができた。

検出した遺構群は、 1つの屋敷地の西半にあたり、ほぼ同規模、類似した構造、配置の建物が建て替え続けら

れたことが明らかにされた。 I期には地鎮を行った遺構が 3個所で検出されている。その埋納銅銭から年代がほ

ぼ確定し、その祭祀行為の内容を具体的に捉えることができた。 Ib期 には多 くの建物跡が検出され、この屋表

の基本的な建物構成をよく示している。建物は南北棟が主であり、その構造から、敷地の西側の建物群を構成す

るもので、主屋群は東よりにあると考えられる。Ha期には池状遺構も造成され、屋敷地の基本形態がほぼ形づ

くられ、その後幕末まで改修、改築が繰 り返されていったことが明らかになった。

今回の調査で、多種多様な遺物が出土した。ことに陶磁器や土器については、江戸初期の内容が明らかにされ、

その編年基準資料が確保された。また、その後の陶磁器類の様式推移についても良好な資料がえられ、二の丸跡

出土資料 とあわせて検討すると、江戸時代を通じて使用陶磁器の変遷を詳細に捉えることができるようになった。

さらに陶器、磁器類の供給関係の推移、東北地方の供給窯の推移についても検討を力日え、福島県岸窯系陶器の編

年などについても新たな知見を提示することができた。磁器では、切込焼の三彩皿が出土しており、仙台藩の上・

中級藩士層が、この地方窯に親しんでいたことも明らかにされた。

この遺跡からの出土遺物には、化粧・装身具、文具、武具、武器、玩具、生活用具、什器、祭祀具、仏器、あ

るいは茶器、喫煙具といった藩士の生活にむすびつくあらゆる物質文化がみられ、二の丸跡の出土資料に比べる

と、それぞれの遺物の量が少なく、画一性に乏しいが、藩士の上・中階層の生活内容を具体的に捉えることがで

きた。ことに、生活什器、祭祀・仏器、あるいは茶器などの陶磁器、土器類について、器種の組み合わせ、使用

量、産地、扱い方など、また、時代による推移を詳細に解明できた。このことは、本調査の重要な成果といえる。

土器類では、土師質土器皿の様相が、二の丸地区と顕著に異なっており、本屋敷地では「かわらけ」を使用し

た饗宴が、二の丸地区と比べると格段に少なかったことを示している。また、土人形・土製玩具は、これまでの



二の丸地区での総出土量を上回る量が出上しており、遺跡の性格の違いを良く表している。一方、瓦の出土量は

極めて少なく、この屋敷地では、瓦葺建物は存在しなかったか、あったとしても極めて限られたものであったと

考えられる。また、地鎮具として金製の小型輪宝が出上している。この資料も、武家屋敷の敷地造成、建物の建

造にあたって行われた当時の祭祀行為のあり方をうかがうことができる貴重な資料である。漆紙文書が、近世遺

跡では初めて出上したことも、重要な成果であった。今後、類例が増加していくことを期待したい。

このように、遺構の様相、遺物の様相ともに、二の丸地区とは大きな違いが認められた。これまでの二の丸跡

の調査成果だけでなく、性格の異なる遺跡との比較を進めていくことが、近世遺跡の研究に広がりと深みをもた

らすことが、あらためて明らかになったと言えるであろう。

今回の調査における重要な成果のもう一つは、江戸時代以前の遺物が出上していることである。屋敷造営以前

の沢状の落ち込みから、縄文土器・弥生土器・石器が出土している。これまでにも川内地区では、約4000年前の

中期縄文土器や石器が出上しているが、極めて少量で、当該期の遺跡の存在は予想されても、具体的な場所の比

定は困難であった。また、弥生時代前期中頃から中期中頃の弥生土器も出上しており、この時代の人々の生活の

場が、この川内の河岸段丘上に営まれていたことが明らかになった。川内地区では、縄文時代・弥生時代の遺跡

は、これまでには全 く見つかっておらず、その実態の解明が期待される。また、古代の遺物も出上しており、周

辺にその時期の遺跡が存在する可能性が高くなった。



第Ⅳ章 青葉山遺跡 E地点第 4次調査 (AOE4)
1.調査経緯

(1)青葉山地区の立地と1994年 までの調査

理学部 。工学部・薬学部が所在する青葉山地区は、多摩段丘に比定される青葉山段丘の低い方から2番目の画

(Ⅲ面)に位置する。青葉山段丘は各面を覆う火山灰層の関係から I・ H面 とH・ Ⅳ面とでは形成時期が異なら

と考えられており、より低位のH・ Ⅳ面には愛島軽石層より上位の指標テフラのみがみられる (大月義徳198り 。

青葉山地区では、旧石器時代をはじめとする遺物が発掘・採集された青葉山遺跡A～ E地点が知られているe

東北大学構内には、B地点とE地点が存在する。B地点は本調査区の北東に位置し、1984年 に2個所の発掘調査

が行われて前期～晩期旧石器時代にわたる合計 4面の旧石器時代の文化層が発見された(年報 2)。 E地点ではこ

れまで 3次 にわたる調査が行われている。旧石器時代の陥し穴状遺構が検出された1984年 の理学部化学機器分析

センター新営に伴う第 1次調査 (年報 2)以来、しばらく調査は行われていなかったが、1993年の青葉山地区基

幹整備に伴う第 2次調査で縄文時代早期～平安時代の遺物が発見された (年報■)。 これによりE地点の範囲が太

きく広がっていることが明らかとなった。翌1994年 に行われた理学部自然史標本館の新営に伴う第 3次調査では、

縄文時代早期後葉の住居跡 2棟 と、4000点近い貝殻条痕文土器・石器が出上し、当該期の良好な一括資料が得ら

れ、石英安山岩を素材 とした石器製作の様相が捉えられるとともに、土器の詳細な検討により、これまで東北地

方では空白であった当該期の上器型式について「青葉山E式」を提唱した (年報12)。

12)調査地点の位置

調査地点は理学部地学系学科教室の南に東西に走る道路 と宮城教育大学方面への道路に換まれた部分の東端に

近 く、北側は地学系教室 との間の道路によって削平されている。東側は現在自然史標本館が建てられている第3

次調査区につながる。南東には道路を換んで理学部と工学部の所在する尾根を分ける深い谷があり、その谷頭に

近い東南東に傾斜する緩斜面である。調査前の標高は最も高い北西部で157m、 低い南東部で152mであった。

13)調査の方法と経過

東隣の第 3次調査区では先述のように縄文時代早期の集落跡が検出されており、本調査区でもその続きが検出

されることが予想された。また本調査区は第 3次調査区よりも斜面の上方に位置し、火山灰層の堆積状況もより

良好であることから、旧石器時代の遺構・遺物が存在する可能性も考えられた。そのため縄文時代の包含層は全

面を調査し、その後火山灰層について調査面積の 1割を目安に試掘調査を行うこととした。

重機によって 1層 を取 り除いた後、 2層以下を手掘 り調査した。グリッドは第 3次調査区から連続する形で設

定した。 2層上面・ 2層および遺構内の遺物を取り上げる際にはすべて出上位置と標高を記録した。 2層 を掘り

下げながら遺構の確認を行ったが、遺構はすべて 3層上面で確認している。 3層上面を検出した段階で地表面の

標高を記録した。図■5に示した標高は、 3層上面のものである。 3層以下の火山灰層については図115に 示すよ

うに調査区全体をカバーする形で深掘試掘調査を行い、層序と旧石器時代の遺構 。遺物の存在を確認した。遺構

平面図・断面図、遺物の出上位置等は基本的に20分の 1で実測し、分布の疎らな地域では平板を用いて100分の 1

で実測した部分がある。

1995年 7月 24日 から、建物本体部分を対象に調査を開始し、10月 中には 2層 と遺構の調査はほぼ終え、 3層以

下の試掘調査に移った。その後工事車両の搬入路部分の追加調査が必要 となり、11月 22日 からAQ・ AR-10～ 16

区の拡張を始め、12月 12日 には深掘 り調査まで終了した。翌 3月 4日からAS～ BD-10～15区を更に拡張し、
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図■4 育葉山遺跡 E地点第 4次調査調査区の位置

Fig■ 14 Location of AOE4(AOE4i.e.the fourth excavation of Aobayama site Loc.E)



3月 28日 には全て終了した。いずれの深掘 り調査においても、旧石器時代の遺構 。遺物は確認されなかった。

2.基本層序

基本層序は 1～12層 に分けられた (図 116～ 119)。 1層 は大学による盛土と戦後の開拓時代以降の客土とみられ

る褐色上、および大学の埋設管埋土を一括している。 2層が遺物包含層で、褐色の 2a層 と、 3層 との漸移的な

様相をもつ 2b層に細分される。 2層には縄文土器・土師器が含まれ、 2層上面からは近代の磁器が出上してお

り、 2層上面は近代まで表土であったとみられる。 3～ 7・ 9・ 10層がローム層で、 5層上面に川崎スコリア

(2.6～ 3.2万年前 :板垣ほか1980)が確認された。 8層が愛島軽石層 (6.4～ 8万年前 :年報 2)。 11層は赤色風

化がみられ、水成堆積の可能性が高いと考えている。12層が段丘礫層である。

AP～ BA-5～ 9区にかけては、ごく最近まで戦後の開拓農家の廃屋が藪の中に建っており、おそらくその

建設のための削平で大きな段差が形成され、 4層以上は残存 していなかった。 2層 はこの部分 とAQ・ AR

-10～ 13区、北西部の 1号溝以北では削平されていた。斜面下方の南側が厚い傾向がみられた。深掘試掘調査の

結果、 3～ 6層 は厚みの変異はあるものの調査区全域に似たような傾斜で認められたが、より下部の層序につい

ては場所により違いが大きい。 8層が存在するのは深掘 1区・ 2区のみで 3区以東では認められない。 3区以東

では6層の下は 7・ 8層が混ざり合った再堆積状態のA層やD層・ E層 となっている。また 9。 10層 は調査区北

東隅と深掘 4区・ 12区の境界付近を結ぶラインより東では認められなくなり、 7～ 8層相当の下に11層相当の堆

積が認められる状況 となる。11層 も様相は一様ではない。12層の上面の傾斜も場所によって大きく異なっており、

調査区南壁 (図117)や 6・ 7列境北壁 (図118)で はより上層の傾斜とあまり違いはないが、BE・ BF列境西

壁では南端では南に下がり、より北では北に下っている。AQ・ AR列境東壁でも北側に下がる傾斜を示してい

る。12層の上面は全体 として 9列付近の西側が最も高 く、その南北両側で低 くなっているようである。

3.検 出遺構

3層上面で検出された遺構は溝跡 1条、土坑 5基、ピット13基である (図■5)。 土坑は 6列以北に分布し、 2

～ 4号土坑は形状はそれぞれ異なるが、近接して東西に並んで検出された。これらの所属時期については明確に

する手掛 りが少なく、断定できるものはない。

【1号溝】(図 120、 図版69。 72)

調査区の北西部BK-3・ 4区、BL-4・ 5区、BM-5区 で検出された。埋設管で中央。南北が分断され、

これ以上の延びは不明である。方向N-50°一Eで直線的、残存長8。 9m、 幅は南側で50cm、 北端で広がり最大75

cmを測る。断面は緩やかなV字状を呈し深さは12cm。 埋土は暗褐色上で 3層に分けられる。出土遺物はない。

【1号土坑】(図 120、 図版72)

BL-6。 7区で検出された。南を除く三方が撹乱で破壊され、全体の形状は不明である。壁がある南辺は直

線的で壁際がくばんでいる。残存部分での長軸は166cm、 短軸が72cm、 深さは10～22cmを測る。出土遺物はない。

【2号上坑】(図 120、 図版72)

BEoBF-6区 で検出された。東南部は撹乱を受けて底面近くしか残っていない。上端残存部と下端の形態

から、本来は長方形に近い平面形と推定される。底面中央には平面楕円形のピット(長軸26cm短軸19cm深 さ36

cm)が 1基認められる。長軸方向はN-51°一Wである。残存部で長軸198cm、 短軸105cm、 深さはセクション

図の位置で■8cmを測る。埋土は8層に分けられ、埋±5層以下は黄褐色土と暗褐色上が互層をなし、4層以上

は暗褐色上に黄褐色土ブロックを含む上である。壁が崩壊しながら自然に堆積したものと考えられる。出土遺物

はない。平面形・規模と底面のピットの存在から、陥し穴の可能性が高いと考えられる。

【3号上坑】(図 120、 図版72)
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しまり中 炭化物を多 く含む 下部 :7 5YR4/4褐色 シル ト
粘性中 しまり中)の盛土および埋設管埋土

2a層 7 5YR4/3褐 色 シルト 粘性強 しまり中 黒褐色シルトを部
分的に斑に含む 橙～明帽色シルトを部分的にブロック状あるい
は斑に含む

2b層 7 5YR55/6橙 ～明褐色 シルト 粘性中 しまり中 褐色シル
トを斑に含む 漸移層

3層 10YR5/6責褐色 シル ト 粘性中 しまり中 以下の層に比し
て最もボソボソしている

4層 10YR5/4に ぶい責褐色と6/6明責褐色が斑に混じる シルト 粘
性やや強 しまり中 3層 よりやや固く5層 ほど緻密ではない
やや角のとんたイヽ礫をわずかに含む

5層 7 5YR55/5に ぶい褐色～橙色 3・ 4層 よりやや赤味・白味があ
る 粘土質シルト 粕性強 しまりやや強 上面まれに層中に川
崎スコリアのプロックが認められる

Zb          2b  153 0rn

6層 7 5YR6/5に ぶい橙～橙色 シルト 粘性弱 しまり5層 より強

-155.OIn     房露越雛蠍 v婚鯨甥端逢殻矧ぽ
ガン粒が目立つ

7層 10YR4/6褐色 シルト 粘性強 しまり強 8層 に由来するパ

ー b40m  滋宮管写術媛獣↓甥牌
きいものになる陣

8層 7 5YR6/6橙色粘土質シルトと7 5YR6/8橙色シルト質粘上が斑
に混じる 粘性強 しまりやや強 白・橙・緑色のパミス (径 1

-吼 Om 
霊 響 錦 訛 諧

もあの を7層嚇 程の破 篭 む 愛

9層 75マR4/6褐色 砂質シルト erL弱  しまり強 径 2～ 3 Hulの

マンガン粒子を含む 径 lcm4_の軽石やパミスも少量含む

-15歩Om n層 称埒潔嬰黙
レ
愁堪色払表【瑕蓬1縣平デ響

少量含む
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-1510m    
径 5 Hd以 下のマンガンを多く含む 責色のパミス (径 5～10a l)

を少量含む
1la層 7 5YR5/6明帽色 砂質シルト 粘性弱 しまりやや強 径 l cm

以下のマンガン粒を少量含む 軽く赤味がかっている
1lb層 7 5YR5/8明褐色 砂質シルト 粘性弱 しまり強 径 l cm程の

マンガン粒を含む ■a層 よりも強く赤味を帯びている
1lc層 7 5YR5/6明褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり中 ■b層 と

の境にマンガンが帯状に密に分布する 赤褐色の部分が斑に存在
し一見全体に赤く見える 下部を中心にパミスを少量含む ラミ
ナがみられる

12層 7 5YR5/6明褐色 径 5前程の腐礫を多量に含む風化礫層 粘性
弱 しまり中 マンガンを帯状に含む 軽石・パミス・鉱物を多
量に含む 赤味を帯びる 上面の凹凸が著しい ラミナがみられ
る

A層 10YR6/6明黄褐色と5/6黄 褐色が斑に混じる シル ト 粘性弱
しまり強 径05～ 2 cmの 礫を少量含む 径 2～ 3 dulの マンガン
を多く合む 7～ 8層相当

B層 7 5YR4/6褐色 シルト 粘性弱 しまり中 斑に橙色の部分が
ある 非常に細かなマンガンの粒子を含む C層 より赤味が強い

C層 7 5YR5/6明褐色と6/6橙 色が斑に混じる シルト 粘性弱 し
まり中 径2～ 10Tru程のマンガン粒子を非常に多く含む

B,C層は■a層に対応するか

AR AQ

(深掘 7区北壁)

図116 青葉山遺跡 E地点第 4次調査断面図 (1)

Fig■ 16 Cross sections of AOE4(1)
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1号浦
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十

3号土坑

埋±1層 7.5YR4/6褐 色 シルト

-1542コ n

粘性弱 しまり中 径 2 Eull

程の炭化物を少量含む
揮+2層  7_5YR4/4褐 色 シル ト 粘性やや弱 しまり中 埋

± 1層 よりくすんでいる 径 1～ 3 cm程 の明褐色シル
ト粒を少量含む 径 2～ 3 Eulの 炭化物を少量含む

埋± 3層 7_5YR4/6褐色 シル ト 粘性弱 しまり中 径 2 11ull

程の炭化物を極少量含む 埋± 1層に極めて類似
埋± 4層 7 5YR4/4褐 色 シル ト 粘性弱 しまり中 径 4

～ 5 clmの 暗褐色シル トプロックを含む 径 5 dlll以下の
戊化物を多く含む

埋± 5層 7 5YR5/6明 褐色 シルト 粘性中 しま
径1～ 2 alllの炭化物を少量含む
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1号土坑埋上土層註記
埋± 1層 7 5YR4/4褐 色

粘性中 しまり中
埋± 2層 7 5YR5/6明 褐色

粘性中 しまり中

シル ト          ~~マ
径 2 Hull程 の炭化物を少量含む
シルト

    BF詞烙E6

う人＼ｙロ
5m

径 2mm4の炭化物を少量含む

十
2号土坑埋土土層註記
埋± 1層 10YR3/2黒褐色 シル ト 粘性中 しまりやや強 径 l mI程 の赤色・白色の微

細 な粒子 を多 く含む 径 21u程の黄褐色粒子を少量含む
埋± 2層 10YR3/3暗褐色  シル ト 粘性中 しまり中 径 2～ 101E程の黄褐色土粒 を

含む 径 2n4程の炭化物 を少量含む
埋± 3層  10YR3/3暗褐色 シル ト 粘性中 しまり弱 径 5 1alま たは10cm程の黄褐色

土ブロックを含む 径 511程の炭化物を少量含む
埋± 4層 10YR3/3暗褐色 シル ト 粘性弱 しまり弱 径10cm程の黄褐色 シル トブ

ロックを霜降 り状に多 く含む 径 211E程の炭化物を少量含む
埋± 5層  10YR5/6黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり弱
埋± 6層  10YR3/3暗褐色 シル ト 粘性中 しまり弱 径 2～ 5 at程の炭化物 を少量

含む 黄褐色シル トを斑に少量含む
埋± 7層  10YR5/6黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり弱 径10卿程の暗褐色土ブ

ロックを含む
埋± 8層  10YR3/3暗褐色 粘上質シル ト 粘′性やや強 しまりやや弱 黄褐色上を斑

に少量含む 径 2～ 3 ndu程 の炭化物を少量含む

2m

りやや弱

青葉山遺跡 E地点第 4次調査検出遺構 (1)
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Fig■ 20 Plans and sections of features at AOE4(1)
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ピット2埋土土層註記
埋± 1層 7 5YR5/6明 褐色 シル ト 粘性

中 しまりやや弱 径 lmm4の黒
色粒子 (マ ンガン?)を含む

埋± 2層 7 5YR3/3暗 褐色 シルト 粘性
中 しまり中 明褐色シルトを斑
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5号土坑埋土上層註記
埋± 1層 loYR3/4暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中 径 l cln程 の

明褐色土粒を多く含む 径 5 Dull以下の炭化物を少量含む
埋± 2層 7 5YR5/6明褐色 シル ト 粘性中 しまり中 暗褐色ブ

ロツク (径 5釦程)を少量含む

滑
③

8

AOE 3調査区

ピッ ト■



BD・ BE-6区 で検出された。南西隅は撹乱により破壊されている。残存部のみでみても平面は不整形で底

面にも凹凸が激しい。残存部での長軸168cm、 短軸112cm、 深さ26cmを測る。埋土は 5層で、出土遺物はない。

【4号土坑】 (図 121、 図版73)

BC・ BD-6区 で検出された。平面は卵形に近い不整形を呈する。長軸163cm、 短軸■Ocm、 深さ33cmを測

る。埋土は 2層に分けられ、出土遺物はない。

【5号土坑】 (図 121、 図版73)

AP・ AQ-3・ 4区で検出された。東側は第 3次調査区に続きがあったと考えられるが、第 3次調査区では

半分以上撹乱されていたため検出していない。耳ヒ辺は撹乱によって破壊されている。平面不整形で、南北312cm、

東西278cm、 深さは36cmを測る。埋土は 2層に分けられ、埋± 2層から貝殻条痕文土器が 1点出上した。

【ビット】 (図120・ 121、 図版73・ 74)

ピットは13基が確認されたが、ピット13に ついては平面図を作成し忘れており、正確な位置と平面形状が不明

になってしまった。AQ―■区付近にあった浅いものである。ピット1・ 2・ 4～ 7は晩期縄文土器の集中部に

重なるBJ～ BL-6・ 7区でまとまって検出された。形状は 1・ 2・ 7が60× 40cm程の精円形、 4～ 6は直径

20～30cmの円形のもので、深いものでは20cm程 の深さがある。組み合わせは不明だが、柱穴の可能性があろう。

ピット3・ 8・ 9は調査区東半に散漫に分布している。ピット8か らは貝殻条痕文土器 2点が出土した。

4.出土遺物

(1)遺物の出土状況 (図 122、 図版 71)

遺物は基本層 2層上面と2層、遺構埋土、風倒木跡埋上、表上、撹乱から出土した。 2a・ 2b層の区別は平

面的に掘 り下げる段階では困難であったため 2層 として一括して取 り上げている。遺構からの出土は土器がピッ

ト8か ら2点、5号土坑から1点出上しているのみで、特筆するべき傾向はみられない。図122は 2層および遺構・

風倒木跡埋土から出土した縄文土器 と石器についてグリッド毎に出土点数の多寡を示したものである。土器につ

いては大多数がBD列以東の調査区東半からの出上で、AP～ BA-6～ 9区は削平のため不明だが、特に北部

のAP～ BA-2～ 5区に集中する傾向がある。また、これとは別に西半のBK-6・ 7区に集中が認められる。

出土した縄文土器には早期のものと晩期のものがあるが、BK-6・ 7区で出土しているのはすべて晩期の土器

であり、それ以外での晩期の上器の出土は、AR-4区 での図124-15の一部のみである。BK-6・ 7区のなか

でも特にピット2・ 7の周辺に集中する傾向がある。石器については 9点 しかないが、調査区北東部に多いとい

う傾向はみてとれ、晩期の上器に伴った集中は形成されていない。

東隣の第 3次調査区では北東部に 2棟の竪穴住居跡が検出され、2000点近い貝殻条痕文土器が住居より西側の

9列以北を中心に分布していた。本調査区東半の上器は、貝殻腹縁文が 1点のみであとは貝殻条痕文であり、 3

次調査区の貝殻条痕文土器の分布 と一連のものとして捉えられる。BH～ BM-2～ 6区は 2層の削平されてい

た部分も多いが、BI列付近まででその分布は途切れ、その西に早期 とは重複しない形で晩期の上器の集中が形

成されていると理解できる。

修)縄文土器 (図123・ 124、 図版75、 表56)

縄文土器は115点 出土した。内訳は早期の貝殻腹縁文土器が 1点、貝殻条痕文土器が92点、晩期の縄文土器が 22
(表土・攪乱は除く)

点である。これらのうち口縁部、底部、および条痕以外の文様が施されるもので、残存状態のよいものを抽出し

て17点 を資料化した。観察表の項目記載方法は年報12に準拠している。

図124-C llは 内外面に貝殻条痕状の器面調整を施した後、外面に貝殻腹縁文と爪形文が施文された体部破片。

図123-Cl～ 9、 図124-C18は 貝殻条痕文土器である。器形の全体が知られるものはないが、日縁部端面の



形状には内削ぎのもの (C4・ 5。 18)が認められた。C4は小波状口縁で口唇部外面側のみを口縁に直行する方

向で刻むもの、C5はあまり起伏のない大波状口縁で刻みをもたないものである。C18の回縁部装飾は不明であ

る。体部では屈曲部の上が強 くくびれるC2・ 7と くびれのないC6と がある。C8は縦方向の屈曲がみられる

ものである。文様には沈線文 ?(C9)、 沈線十刺突文 (C3)、 沈線区画内を連続刺突で充填するもの (C5・

7・ 18)、 刺突列 (Cl・ 2)、 刺突列による幾何学文様 (C6)、 斜行沈線十連続刺突文 (C8)があり、文様に

は第 3次調査で出上しているものと共通するバラエティがある。

図124-C12～16は回転縄文の施されたもので、縄文には単節のLR縄文とRL縄文がある。 C12・ 14は 日縁部

である。C12は受け口状の口縁で口唇部にも沈線が施される。 C14は端部を丸 くおさめる単純なものである。C

13は残存状況が良くないが、複数の沈線とその間に曲線的な文様が描かれているようである。C17は底部破片で

ある。文様は不明だが形態と出土状況から晩期のものと考えられる。

C llは 貝殻条痕文土器に先行する早期中葉のものとみられ、後葉の貝殻条痕文土器が主体を占めるなかに中葉

のものがわずかに認められたことになる。第 3次調査でも乳房状の尖底土器の底部破片が 1点出上しており、同

様の傾向を示している。また回転縄文の上器はC12の特徴から晩期中葉以降のものであろう。

(31 石器 (図 124、 図版75、 表57)

石器は、 2層上面から2点、 2層から7点、風倒木跡埋土から1点、表土から1点、総計■点出上した。石鏃、

スクレイパー、石核、剣片、チップに分類した。

石鏃は4点出上した (図124-Sl～ 4、 図版75-Sl～ 4)。 すべて無茎鏃である。 1は頁岩製の大型品であ

る。入念な剣離で周縁を加工し、中央に素材の面を残して薄手に作られている。 2は頁岩製で、両面加工により

丁寧に作られている。幅に対しやや厚みがある。 3は良質な頁岩製で、両面を丁寧に加工している。やや大きめ

の剣離で整形されているが、薄手に作られている。 4は石英安山岩を用いているが、風化のためか軟質である。

やはり両面加工で丁寧に作られており、 2と 同様やや厚めである。

スクレイパーは 2点出上した (図124-S5・ 6、 図版75-S5・ 6)。 5は頁岩の縦長剣片を用いている。剣

片の左側辺から末端にかけて刃部が形成されている。 6は石英安山岩質凝灰岩の横長剣片を用いている。石器の

石材 としてあまり良質 とはいえないが、剣片の末端に連続した二次加工が観察できる。

小型の石核が 2点出土した (図124-S7・ 8、 図版75-S7・ 8)。 7は石英安山岩のもので、縦長や横長の

剣片を生産した痕跡がみられる。 8は黄色の玉髄のもので、小型のall片 を多 く生産したと考えられる。また、図

示してはいないが表土から流紋岩の小型石核が 1点出土している。

9・
ll片 とチップは、2層から石英安山岩のものが1点ずつ出土した。

14)上師器 (図 123-C10、 図版75-C10)

AT6区 2層 とBA5区 2層から出上した破片が接合した。上師器重の顕部から体部上半にかけての破片であ

る。器面の残 りが悪 く、調整ははつきりしない。体部のふくらみから古墳時代中期以降のものと考えられる。

5。  まとめ

第 3次調査区に連続する縄文時代早期後葉貝殻条痕文土器の分布が認められ、その西端が確認された。より先

行する時期の貝殻腹縁文土器も1点のみではあるが存在し、また更に西側には縄文時代晩期中葉以降の上器の集

中地点が確認されるなど、早期中葉以外の時期の遺物検出例を加えることになった。遺構の密度は高くなく、時

期の明確なものはないが、陥し穴状の上坑が確認されている。
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表56 青葉山遺跡E地点第 4次調査出土土器観察表
Tab 56 Notes on pottery from AOE4

※ 端面形。日縁形態・器面調整。文様の分類は年報12に準拠している。
S=只殻条痕文 N=貝殻以外の調整具によるナデ 不=調整の種類が不明 器厚の単位はDI

胎土欄は胎土中の繊維の多少を示している

表57T青葉山遺跡 E地点第 4次調査出土石器観察表

番号 地   区 遺構・層位 種 類 部  位 端面形 器面調整 文 様 炭化物 器厚 胎土 備 考 図 図版
Cl BA 6区 2層上面 縄文土器 欄 不明 不明 内S。 外S Da 鉦

小 多 早期
BE 7区 2層上面 縄文土器 体部屈曲部 不明 不明 内S,外不 Da 無 70 多 早期

C3 BE 3・ 4区 2層上面 縄文土器 体部 不明 不明 内不・外不 A+D 無 多 早期
AP2区 2層 縄文土器 日縁部 内肖J(1) 内S・ 外S 無 無 多 早期

AQ・ AR4区 2層 縄文土器 日縁部 内肖J(1) Ca 内不・外S Ba 鉦
〔

55 多 早期

AQ4区 2層 縄文土器 体部 不明 不明 内不・外不 Db 鉦
＾ 多 早期

C7 AR3区 2層 縄文土器 体部屈曲部 不明 不明 内S。 外不 Bb 伍
（

70 多 早期
AR4区 2層 縄文土器 体部屈曲部 不明 不明 内S,外不 C 無 多 早期

AR4区 2層 縄文土器 体部 不明 不明 内S・ 外不 AP 無 多 早期

AT6・ BA5区 2層 土 師 器 頸部～体部 不明 不明 内N,外ミガキ 鉦
（

鉦
小

BA2区 2層 縄文土器 体部 不 明 不明 内S,外S 貝殻腹縁文 爪形文 鉦
小 少 早期

BK 6区 2層 縄文土器 日脚 受日状 沈線 内ケズリ・外不 R聴  沈線 無 70 無 晩期

BK6区 2層 縄文土器 体部 不明 不明 内不・外不 沈線 雲型文? 無 50 無 晩期
BK7区 2層 縄文土器 日縁部 丸0) 内不・外不 L聰 鉦

小
55 無 晩期

C15 AR4・ BK7区 2層 縄文土器 体部 不明 不明 内不・外不 LR辞&文 鉦
小

70 鉦
小 晩期

BK7区 2層 縄文土器 体部 不明 不明 内不・外不 LR驀&丈 外面 無 晩期
BK6区 2層 縄文土器 底部 不明 不明 内不・外不 無 無 晩期
AR・ A£ 4区 ピット8埋土 縄文土器 日縁部 内削(1) AP 内不・外不 Bb 無 少 早期

登録番号 出 上 場 所 器 種 長さ (Hdl) 幅 (硼 ) 厚 さ (aI) 重量 俺) 石  材 備   考 図 図版
AT5区 周測 木跡埋土 石 鏃 (310) 頁   岩 逆刺部折損
BA4区  2層上面 石 鏃 33 10 1390 3 85 買   岩
E9区 2層 石 鏃 (1690) 3 30 (140) 頁   岩 逆刺部折損
BC5区  2層 石 鏃 (2870) 4 45 (150, 石英安山岩 先端部折損
AQ3区  2層 スクレイパー 27 25 3 75 3 10 買   岩

BH7区  2層 スクレイパー 6 25 13 20 石英安山岩質凝灰岩 石材軟質
AQ4区  2層 石 核 28 60 石英安山岩
AT6区  2層 石 核 玉   髄
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On he campus of TohOkul」 niversity,a lot Of archaeological sites are kno覇 /n.Arnong them,Sendai Cast睦

is the mOst famous and largest one.pLlmOSt al1 0f the south part Of Kawauchi campus is located on i儘

secondary citadel area.The north part of Kawauchi campus is located on the sites of samurai residences.

Aobayama campus includes remarkable Paleol三 hic sites and lnitial 」omon sites. In Japan, if existing

circumstances need to be changed in the knOwn site area, excavation research on the buried cultural

properties must be carried out. According to legal procedures, the comrnission for research, 、vhich was

organized in 1983,carried out many salvage excavations for ll years.It、 vas reorganized intO the Center in

1994 to improve conditions of research.The Center rnainly carries out salvage excavations of archacological

sites on the campus,analyzes thOse records and remains and publishes excavation reportso Conservation and

exhibition of archaeological heritage,studies about structure of sites,artifacts,techniques of excavation and

preservation are also important duties.

This vOlume carries reports Of salvage excavations at N� 111, BK4 on Kawauchi campus, AOE4 on

Aobayama campus,、 vhich、 vere carried out by′rhe Archaeo10gical Research Center on the Campus,Tohoku

University in 1995。

NMll site(Loc。 1l of Ninomaru,三 .e.the secOndary citadel of Sendai Castle)

N�【1l area corresponds to the south、 vest corner of NinOmaru、 vhich was located on the skirts of the

AObayama hill.This site was excavated prior to the construction of the rnain building of Botanical Garden

attached to Faculty of Science.Depressions cOnnecting together which we cOnsider ponds were found there.

Those depressiOns situated at the foot of the Aobayama hill seeni to be a water、 vay which、 vas used to drain

the water froln the hill during Edo period.There found sman quantity of artifacts such as roof tiles

BK4 site(Loc。 4 of samurai residences located at the side of north Outer moat of NinOmaru)

This site was excavated prior to the cOnstruction of Kawauchi student Circle Han.This research is the

irst l■ aJor excavation at samurai residences of the Sendai castle town.It became clear that the features

be10nging to Edo are wem preserved at this site.We could find a fe、 v artifacts belonging to ancient tilnes and

many features and remains belonging to Edo period.The excavation at BK4 produced excellent results as

follo、 vs.

Jomon and Yayoi periods

Several pottery shertt belonging to the Final JomOn period and the first half of Yayoi period,as、 ven as

stone tools were found froln the top of layer 6 which was soil accumulation filling up the s、 vamp.Settlements

of the neolihic age seeni to exist near this site,although nO feature was found there.

Nara and Helan perlods

A flat eaves tile,two flat tiles and a bottle sherd of S%ι  ιυα%ι Were found.The flat eaves tile resembles

he tile which was used on the rOof Of the buildings belonging to the first stage at the fragaio fort site,the



ancient ad■linistrative center for TOhOku district,「 rhese ancient remains had never been known at

Kawauchi campus.

Edo period(1600-1868)

This site is located on a river terrace inchning to the east.During Edo period the ground surface was

replenished several tilnes,but the landfill deposit is thinner than that of Ninomaru area. The three soll

accumulations, layer 5a, 5b', 5b, distributed partiany expanded. �lany features, over 1200 pits, t、 venty

ditches,four ditches lined with stones,and three wells,ponds,nineteen earhen pits,and other features were

found,superirnposed in plans.It、 vas very difficult to understand the relations of thOse features.Ho、 vever,

by the investigation of archaeological structures found at BK4, we could recognize six ma,or phases

belonging to Edo period.

The la phase(the beginning of the 17th century to the■liddle 17th century)

The lb phase(the latter half of the 17th century)

The IIa phase(the end Of the 17th century to the early 18th century)

The IIbl phase(the early 18th century to the■liddle 18th century)

The Hb2 phase(the middle 18th century)

The Hb3 phase(he late 18th century to the middle 19th century)

We could acquire ne、v knowledge for samuratt residences as follows, though we could not reconstruct

arrangement plans of buildings at every phase exactly frOni the distribution of features,Three features of

land purification ritual(,tC力励)of the building compound,three sets of twO vessels fitted together at the rilln

under a pillar,were found on the lo、 vest surface Of Occupation at Edo periOd.There、 vere unhulled rice and

Chinese coins mi1lted by the Ming dynasty in the vessels.These features sho、 v us that ttlis area located at

the side of the north Outer rnOat of Ninomaru had been brought under development fOr samurai residences

befOre the Kan―ei era(1624-1644)when the rrokuga、 va government began tO rniェ it coins of its o、 vn.Buildings

belonging to the 17th century、 vere built at intervals of 6.5s力切力ιちand most of the buildings built after he

18th century have pillars at ix■ tervals of 6.3 s力2滝%. h/1ain buildings of he residences are thought to be

constructed on foundation stOnes.But most Of the foundation stones had been removed in later ages,so、 ve

could only recOgnize some attached buildings 、vith post hOleso We cOuld know four names of samurai,

Ohdachime,Narita,Ohmachi,Ohmatsuzawa,、 vho had lived at this site successively by overlaying the four

histOrical inustrations of Sendai Castle.As fOr Ohmatsuza、 va's residence,we can see the inustration of he

houses On the histOrical dOcument Of Sendai Castle inustrated by TO― On Yoshinari 、vho 、vas the artist

patronized by Sendai― Han in 1864,furhermOre. The fundamel■ tal lots Of each residencc have never been

changed during Edo period.The facilities lnarking One residence frOni another were found at the、 vest of the

excavated area.They had been changed frOni the ditches to the fences at the late 17th century.There were

few buildings with tile r00fs in this residence.Samurai residence was discOntinued by theふ江eiji Restoration,

and this place、 vas used for a kitchen garden for a shOrt span of tilne until Japanese lmperial Army's

structure、 vas cOnstructed here in the late 19th century.

Because this site had been used as residences Of samurai、 vho held a fief yielding about 500乃 ο々クduring

EdO period,we could find variOus artifacts such as ceramics,clay objects,roof tiles,metalimplements,stone

implements,glasses,lacquer wares, and so on,、 vhich reflect the documented and private lives of a little

upper samurai class.Those finds were not standardi3ed in cOmparison、 vith the finds frOmふ 子inomaru which

was a part of Sendai Castle.

Ceramics excavated froln features and sOil accurnulations belonging to Edo period are dated froln the late

16th century to the■ �ddle 19th century. �IOst of Chinese porcelain are Jingdezhen、 vare made at h/1ing

dynasty.S、 vatow、vare made at h/1ing dynasty and Jingdezhen、 vare made at Qing dynasty are few.In the

first half of the 17th century Chinese and early Japanese porcelain made in Hizen were used together.The



most interesting Chinese porcelain is the excenent bowl、 vidh the ode of “Gο―S3滝ケカι乃ケーハリーF%" which was

made in the late 17th century and passed down Over 150 years.After the latter half of the 17th century,I[izぬ

、vare was donlinant over an porcelain products until the first half Of the 19th century.In the r� ddle 191■

century Seto― Mino and the rninOr kilns in northeastern district of Japan,such as Kirigome and】肛irashixniz日

began to supply porcelain,POlychrome porcelain itt I工 izen,including the bowl of Kakiemon Style symbohze

the wealdhy life at this residence.Two or three― color glazed porcelain of Kirigome ware found for the firttL

time except the kiln site shOwed us that they、 vere used by the ruhng class of the Sendai domain.Tea utensils

belonging to the 17th century froni this site consist of cups made inふ 江ino,Karatsu and Kyoto,pitcher of

A/1ino、vare and tea iarS Inade in Mino and Shigaraki.In the latter half of the 17Ji century,In the rniddle 17性 ■

century,fumed earthen、 vare mortar made of tile―clay and glazed earthenware mortar of「 ranba ware were

replaced by ttose of Kishi ware rnade at Fukushilna city.Kishi ware occupied one fourthof glazed ceranlics

belonging to the latter half of the 17th century froni this site.After the 18th century,Inany SouIIna ware

((Dhbori― souma and Ono― souma)、vere used for cheap table、 vare,a few ofI(yoto ware were used for goods

of higher grade,Glazed ceramics and glazed pottery with soft body made at Tsutsumiin Sendai Castle to部 町

in he 19th century were found fron■ landfill deposited at the end of Edo period.

Unglazed ceraHlic consist of dishes, salt baking pots (caned ン物ヵたカテθ―兆クうθ), earthen pans, braziers,

trivets,portable cooking stOves,flower pots and so on.There are few dishes of unglazed ceramics used for

table、vare on a ceremOnial occasion unhke at Ninomaru,because a rnaiOrity of dishes of unglazed ceranlics

are ttought to have been used for light dishes.

clay ngures and Obiects are abundant and Of various types.AIIost of them are considered local products.

Variety of day igures from t�s site is common to those in Edo,though each was made by different

techniques.Clay obiectS do not contain earthenware chips,but toys for playing house were found.

A/1etalimplements cOnsist of coins,pipes,fake coins lnade fronl pressed bo、 vl of pipe,ornamental hairpi刊 3,

accessories of Japanese s、 vords,knives,bunets,sickles,sinks,steels for striking sparks,tongs,nails,rivets,

hooks,a%ηttO(a round Obiect buried for purincation before construction)and so on.The ttη ρθ lnade of gold

is small and very thin.This夕 η%夕θ reduced to a mere skeleton is very rare and important for restoring the

purification Of building compound at samurai residence.

Stone implements consist of ink stones,rub stones,go game stones,heating stones,fhnts,a tea grinding

mortar,a seal and so on.

Ornamental hairpins and cups rnade of glass which are in various colors ten about fine life past away of

this residence.

We could find a piece of paper bearing ink characters permeated with lacquer by the careful excavation.

It is the first find of papers permeated、 vith lacquer belonging to pre― modern period in Japan.

AOE4 site(the fOurth excavation of Aobayama site Loco E)

The area close to AOE3 was excavated prior tO construction of a research building of the Department of

Physics on Aobayama campus.Artifacts of lnitial and Final JomOn period and a Haii ware were found.By

these inds,it became clear that this site had been repeated used.There were several pits,including a trap

pit,but we carlnOt determine which period these belong to.The lnitial Jomon pottery from AOE4 consists

of t、vo kinds.The one with decOration ofshe■ edge impression belongs to he■ liddle stage of the lnitial

Jomon periOdo The other type with scratch rnarks lnade by shell― edge belongs to the late stage of the lnitial

」omon periOd.The former has been found for the fist tilne on Aobayamao While the latter is considered to

be the Aobayama E type JomOn pottery which has been fOund in large quantities at AOE3.AOE4 seeris to

be situated at the verge of the settlement belonging to the late stage of the lnitial Jomon periOd found at

AOE3.



写 真 図 版

図版1～ 3:仙台城二の九跡第■地点
図版4～68:仙台城二の丸北方式家屋敷跡.第 4地点
図版69～75:青葉山遺跡E地点第4次調査





1.試掘 1区全景 (】ヒ西から) 2.試掘 2区全景 (南東か ら)
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5.試掘 3区企景 (北 西から)

図版 1

Pl l
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仙台城二の丸跡第 11地点調査状況(1)

Views and cross sections at NMll(1)

3.試掘 1区共同滞壁セクション (北束から)

6 試掘 4区全獄 (南束から)



1.確認調査状況 (北 から)

2 本 fllil査 区全景 (北西から)

3.本調査区全景 (南東から)

電β観籠謹毬睦蒟栞鷺 i                                                                                   

イ

4.本調査区池状遺構セクション (北束から)

5,本調査区ピット1セ クション (北束から) 6.電気ケーブル坦設部立会調査状況 (束から)

図版 2 仙台城二の丸跡第11地点調査状況(2)

P12 Views and cross sections at NMll(2)
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図版 3 仙台城二の丸跡第11地点出土瓦

Pl.3 Roof tiles frOm NMll

2,3,7,9 S=1
1,4,5,6,10 S=1

8 S=1



1.5a層 上面全景 (東から)

2.5a層 上面全景 (西 か ら) 3.5a層 上面調査区南東部 (東から)

5.5b層 上面相当全景 (東から)

4.5b層 上面調査区南半部 (東 から) 6.6層上面全景 (東から)

図版 4 武家屋敷跡第 4

P14 Views belonging

地点江戸時代の遺構全景(1)

to Edo period at BK4(1)
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図版 5 武家屋致跡第 4地点江戸時代の違構全景(2)

P15 Views bc101lging lo EdO period at BK4121
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1.中庭西側 5層上面相当全景 (東から) 2.1号溝・ 2号池周辺 (西 から)

3.中庭北西部建物群 (南 から)

5.中庭北東部 5a層 上面 (南から) 6.中庭北側 9～ 11列 5b層上面 (南 から)

7.中庭北側 6～ 8列 5b層上面 (南から) 8。 中庭北根14～ 6列 5b層上面 (南西から)

図版 6 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構全景(3)

Pl.6 Views belonging tO Edo period at BK4(3)
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1.中庭東側 5a層上面 (東から) 2.中庭東側 5a層上面 (西 から)

3.中庭東根15b層 上面 (西 から) 4.3号井戸周辺 5b層上面相当 (北から)

5。 中庭南側中央部 (北から)

6。 中庭南側最終状況 (北から) 7.中庭東側の南北深掘 リトレンチ (北 から)

図版 7 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構全景(4)

Pl,7 Views belonging to Edo period at BK4(4)



1.付帯A区全景 (北から) 2.付帯A区全景 (南から)

3.付帯 B区全景 (西 から) 4.付帯 C区全景 (西から)

図版 8 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構全景(5)

P18 Views belonging tO Edo period at BK4(5)



1。 中庭東壁南半部 (東から) 中庭南壁北半部 (東から)

3.中庭西壁 (西から)

5,中庭南壁 9列セクション

図版 9 武家屋致跡第 4地点外周壁セクション

P19 Cross sections at BK4

4.中庭南壁西半部 (南 から)

徘肯から) 6.中庭南壁 8列セクション (南 から)

}ギ監|:1,|■科1杵|:―下|:!F
7.調査区北壁際深掘 トレンチセクション (南から) 8.G-7区 6層直下火山灰層確認状況 (西から)
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図版10 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構(1)建物跡

Pl 10 Features belonging tO Edo periOd at BK4(1)
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図版11 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構(2)建物跡

Pl ll Features belonging to Edo periOd at BK4(2)
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1.20号建物跡柱 8・ 9(東から) 2.20号建物跡柱 6セ クション (東から)

3.22号建物跡柱 5セ クション (東から) 4.25号建物跡柱 6セ クション (北東から)

ィ■   ~▼ を     |
5.26号建物跡柱10セ クション (北 から) 6.28号建物跡柱 3セ クション (北 から)

図版12 武家屋致跡第 4地点江戸時代の遺構(3)建物跡

Pl 12 Features belonging to Edo period at BK4(3)
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2.30号建物跡柱12セ クション (南東から)
1.29号建物跡柱 3セ クション (北から)

3.32～ 34号建物跡 (西から) 4.38号建物跡柱 8セクション (西から)

|ゼF瞑

1,「

'TTTttTT;鷺

彗ごと
2号柱列柱 3セ クション (西 カ

趨 驚 .籍 ■4
3号柱列 (南 から) 7.6号柱列 (南から)

図版13 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構(4)建物跡・柱列

Pl 13 Features belonging to Edo period at BK4(4)



1.7号柱列南半部 (北から) 2.7号柱列柱 9・ 15(西 から)

3.7号柱列柱 1・ 2セ クション (南から)
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i下| ―∵
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ご「|ュ 言 ,「

貯|!| |       卜       , 1

6.14号柱列柱 1(東から)

図版14 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構(5)柱列

Pl,14 Features belonging to Edo period at BK駅 5)
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1.14～ 16列 2号池 (南から)

3.2号池全景 (南南東から)

2.14～ 16列 2号池

静乳が■, >｀ |,

~と  _|→ i:∵

6.15・ 16列北側 2号池 (南から)

図版16 武家屋致跡第 4地点江戸時代の遺構(7)2号池

Pl 16 Features belonging to Edo period at BK4(7)

(司ヒか ら)
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中 逮ぬ 湧
―
・

,1ヽ ,ユ ' I ^
・ G― ±2・ 13区 2号池 (北西から)

5。 G・ H-13・ 14区 2号池 (北か ら)

斡 .煮慈
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‐ 感   ・

Ц瀞―・

|卜、

昇監真
8.2号池内礫出土状況 (南 から)
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G-13区 2号池底面遺物出土状況 (南東から)

3.B-15区 2号池底面陶器出土状況 (南西から) F-14～ 16区中庭南端に沿ったベル トセクション (南から)

5。 C-15区 2号池セクション (北から) 6,D-15・ 16区 2号池 (南西から)

7.E-14～ 16区 2号池セクション (北から) 8,G-15。 16区 2号池セクション (南 から)

図版17 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構(8)2号池

Pl 17 Features belonging to Edo period at BK4(8)
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1.3号池Aセ クション (南から) 2.3号池A(北から)

3.3号池B(東から) 4.3号池 D・ E・ Fセ クション (東から)

5.3号池周辺全景 (東から)

7.3号池G古代瓦出土状況 (北東から)

6.3号 池 D,EoF(東 か ら)

図版18 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構(9)3号 池

Pl 18 Features belonging to Edo perlod at BK駅 9)

8.3号 池 Gセ クション (北から)



1.1号溝南半部 (北から) 2.1号溝北半部 (南 から)

5.3号溝 (南 から)

図版19 武家屋致跡第 4地点江戸時代の遺構中0溝
Pl 19 Features belonging tO Edo period at BK410



1.4号溝 (南から) 2.4号溝セクション (南 から)

4.5号溝セクション (南 から)

5.5号溝底面西側杭セクション (北 から)
3.5号溝 (南 から)

図版20 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構|け溝

P120 Features belonging tO Edo period at BK4(10

6.6号溝セクション (東から) 7.6号溝東端付近底面礫検出状況 (北から)



3 9号 維セクション (北か ら)
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6.A B-9区 10号 溝 (南 から)

図版21 武家屋致跡第 4地点江戸時代の遺構ID溝

P1 21「eaturcs belonging to Edo period at BK4に 2)
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1.11号溝 (南から)

3.12号溝 (南 から)
2.12号 滞セクション (北 から)

4.13号溝セクション (東から) 5.14号溝セクション (西 から)

6.15号溝セクション (北から) 7.16号溝セクション (東から)

図版22 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構中9溝

P122 Features belonging tO Edo period at BK却 任0
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1,18号溝 (南から) 2.19号溝 (南から)

4.21号溝セクション (南から)

5,23号溝 (西から) 6.24号溝 (北から)

図版23 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構0→清

Pl.23 Features belonging to Edo period at BK判 社41
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名
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3.2号‐
石敷溝 (西から)

2 1号石敷濡セクション (西 から)

3号‐
石敷溝セクション (南 から)

ｋ
●

.―゛炉
′

｀
■::

驚  ｀

6.4号石敷満 (南束から)

図版24 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遣構申0石致溝

P1 24 Features belonging to Edo period at BK4は 9



1.1号井戸 (東 から)

3.1号井戸セクション (西 から)

4.1号井戸遣物出土状況 (東から) 5,2号 井戸 (東か ら)

6.3号井戸 (北東から)              7.3号 井戸J

図版25 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構l⑥井戸

P125 Features belonging to Edo period at BK410

7.3号井戸上部セクション (東から)



1.3号井戸下部セクション (東から) 2.3号井戸掘方セクション (東から)

4.1号粘土貼床遺構 (東から)

5.1号粘土貼床遺構セクション (東から)

6.2号粘土貼床遺構 (北から) 7.3号粘土貼床遺構 (北西から)

図版26 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構|⊃井戸

Pl.26 Features belonging to Edo period at BK4tり
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2.8号土坑セクション (南から)

1.8号土坑 (南西から) 3.9号土坑 (南から)

4.10号土坑 (南 から) 5.10号土坑セクション

図版27 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構中0土坑
P127 Features belonging to Edo period at BK4住 0

6.11号 土坑 (南 から) 7.12号土坑セクション (西 から)



1.13号土坑セクション (東から) 2.14号土坑 0種から)

3.15号 土坑遺物出土状況 (南 から) 4,16号 土坑セクション (北から)

6.18号土坑 (東から)17号 土坑 (南から)

図版28 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構中9土坑

P128 Features belonging tO Edo period at BK鄭 社9

7.18号土坑セクション (北 から) 8.19号 土坑 (南西から)
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胸
七

1.20号土坑 (東から) 21号 土坑 (南西から

4.23号土坑セクション (南から)

7.25号 土坑 (南西から) 8.26号土坑 (南 から)

図版29 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構?0土坑

P129 Features belonging to Edo period at BK4?0
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1号木箱埋設遺構 (北 から)

4.ピ ット799(地鎮跡 3)上師質上器Ⅲとの検出状況 (北 から)

、 科 ,

3. ピッ ト797 (ナ也全真D水 2) 封ヒ束か ら)セクショ

図版30 武家屋敷跡第 4地点江戸時代の遺構 ,々そ の他の遺構

P1 30 Features belonging to Edo period at BK4¢ ll

5,ピ ット799(地 鎖跡 3)皿内部の状況

6.ピ ット799(地鎮跡 3)Hfと 内刊
`の

稲籾 7.ビ ット799(地 鎮跡 3)皿内部の占銭



甘,

4層上面全景 (東から) 2.4層上面全景 (西から)

3,14～ 17列 4層上面 (南から) 4.A・ B-16・ 17区 4層上面道路状遺構 (西から)

6.E～ G-12～ 14区 1号池 (西から)
I-13・ 14区 1号池 (北東から)

7。 中庭南東側4層上面畑 (南東から)            8,中 庭北東側 4渠

図版31 武家屋敷跡第 4地点 4層上面の遺構

Pl.31 Vie、vs and features on the surface of stratun 4 at BK4

8,中庭北東側 4層上面畑 (西から)
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1.4層上面畑区画溝 (南東から) 2.A・ B列 4層上面全景 (東から)

3.G-8区 4層上面集石遺構 (南西から) 4.6・ 7号土坑セクション (東から)

5.3層上面全景 (東から) 6.3層 上面全景 (西か ら)

7.BoC-14区 3層上面炭化物集中地点 (南から) 8.I-9区 3層上面礫群 (南から)

図版32 武家屋敷跡第 4地点 4層上面 。3層上面の遺構

P1 32 Features on the surfaces of stratum 3 and 4 at BK4
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1.2層上面全景 (東から) 2.2層上面全景 (南東から)

5.1号建物跡南面コーナーセクション (南から) 6.10号埋甕 (南から)

8.3号建物跡北半部 (東から)

図版33 武家屋敷跡第 4地点 2層上面の遺構(1)

P133 Views and features on the surface of stratum 2 at BK4(1)



2.3号建物跡東辺礎石セクション (東から)

1.2・ 3号埋発と排水施設 (北 から) 3.4・ 5号建物跡全景 (東 から)

4・ 5号建物跡全景 (西 から)

6.1号石垣 (東から)

5.5号建物跡東辺南端礎石セクション (南から)

図版34 武家屋敷跡第 4地点 2層上面の遺構(2)

P134 Features on the surface of stratum 2 at BK4(2)

7.3号土坑 (北 から)



1

図版35 武家屋敷跡第 4地点出土原始 。古代の遺物(1)

Pl.35 Prehistric and ancient implements from BK4(1)

1～ 16 S=2:3
17～20 S=1:3
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図版36 武家屋敷跡第 4地点出土原始・古代の遣物12)石器
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図版37 武家屋敷跡第 4地点出土磁器(1)

P1 37 Porcelains frorn BK4 111



図版38 武家屋敷跡第 4地点出土磁器 (2)

P138P()rcelairls frorn BKl 121

Si]



図版39 武家屋敷跡第 4地点出土磁器(3)

P1391)()rcelains froHI BK4 131

S=1:3



図版40 武家屋致跡第 4地点出土磁器(4)

P1 40 POrcelains froin BK4 141
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図版41 武家屋致跡第 4地点出土磁器(5)

P14〕 Porcelains frolla BK4 1¬
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図版42 武家屋敷跡第 4地点出土磁器 (6)

P142 Porcelains frolll BK4 161
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図版43 武家屋敷跡第 4地点出土磁器(7)

P143 Porcelains fr()lDa BK4 1ア |
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図版45 武家屋敷跡第 4地点出土陶器(2)

P145 Glazed ceramics from BK4(2)
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S=1:3



図版46 武家屋致跡第 4地点出土陶器(3)

P146 Glazed ceramics from BK4(3)
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図版47 武家屋敷跡第 4地点出土陶器(4)

P147 Glaged ceramics frOm BK4(4)
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図版48 武家屋敷跡第 4地点出土陶諷 5)

Pl,48 Glazed ceramics from BK4(5)

S=1:3
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119

S=1:3図版49 武家屋敷跡第 4地点出土陶器(6)

P149 Glazed ceramics from BK4(6)
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図版50 武家屋敷跡第 4地点出土陶器(7)

P150 Glazed ceramics frOm BK4(7)
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図版51 武家屋敷跡第 4地点出土陶器(8)

P151 Glazed ceramics from BK4(8)
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図版52 武家屋敷跡第 4地点出土陶器(9)

P152 Glazed ceramics iom BK4(9)

S=ユ
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図版53 武家屋敷跡第 4地点出土陶器l⑥

P153 Gla2ed ceramics from BK4 10

S=1:3
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図版54 武家屋敷跡第 4地点出土陶器01)

P154 Glazed ceramics from BK4住 0
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図版56 武家屋敷跡第 4地点出土土器(2)

P155 Ceramics from BK4
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図版57 武家屋敷跡第 4地点出土土諷 3)

Pl.57 Ceramicsと om BK4
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S=1:2図版58 武家屋敷跡第 4地点出土土人形・玩具(1)

Pl.58 Clay igures and clay obiects from BK4(1)
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図版59 武家屋敷跡第 4地点出土土人形・玩具(2)

Pl.59 Clay igures and clay obiects frOnl BK4(2)
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冒 糧 Ⅷ ke勉 1磯
T22     T13

図版60 武家屋敷跡第 4地点出土瓦(1)

Pl.60 Roof tiles from BK4(1)

T16     T17       T20

C021,Tl～ 12,15,21～23 S=1 14
T13,16,17,20 S=1 : 2
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図版61 武家屋敷跡第 4地点出土瓦(2)

Pl.61 Roof tiles from BK4(2)
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図版62 武家屋敷跡第 4地点出土古釧 1)

P162 Coins from BK4(1)
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図版63 武家屋敷跡第 4地点出土古銭(2)

Pl.63 Coins iom BK4(2)

WI019

S=1:1

269



RH母

こ:IIHIIII,1と
5

7                           9

b

図版64

Pl

″

】

B,ヽ



l甘|!`il'I!い
1'H''11と

碑ヽ「!J'世 ,1「
イ

図版65 武家屋敷跡第 4地点出土金属製品(2)

Pl.65 Metalimplements from BK4(2)
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図版66 武家屋敷跡第 4地点出土石製品

Pl.66 Stone implements from BK4

1-12, 30
その他

一一　

〓

Ｓ

Ｓ

恥

Ｆ

・トツ平
′

府
峰
一ヽ
竜

聰
ぽ
ｒ
隆

272



,
奪幣 惨

G2

ほ



薩
ξ

睦 垂 ::。鍵

図版68 武家屋敷跡第 4地点出土遺物の赤外線写真

P1 68 False― colour infra―red photographies of various implements frOm BK4



1 調査区全景 (3層上面 。西から) 2 拡張区 (AQ・ R-10～ 17区)全景 (3層上面・北から)

3 拡張区 (AS～BD-10～ 15区)全景 (3層上面・西から)

図版69 青葉山遺跡E地点第 4次調査区全景・北壁セクション

Pl.69 Views and cross sections at AOE4

最終状況全景 (北東から)

5 BH～ M-3区  調査区北壁セクション (南西から) 6 BF・ G-3区 調査区北壁セクション (南 から)

AS・ T-3区 調査区北壁セクション (南 から) 8 深掘 5区  北壁セクション (南 から)
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ず ■

深掘 7区 北壁セクション (南から)
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3.深掘 6区  北壁セクション (南から)

2 深掘 3区 南壁セクション (北から)

4.深掘 8区 北壁セクション (南から)
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5 深掘 2区 南壁セクション (北西から)

7.深掘 4区 南壁セクション (北から)

6 深掘 2区最深部 (BL8区) 南壁セクション (北から)

8.深掘12区 北壁セクション (南東から)

図版70 青葉山遺跡E地点第 4次調査セクション

Pl.70 Cross sections at AOE4
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5 深掘 5区  西壁セクション (東から)

図版71 青葉山遺跡E地点第 4次調査セクション・遺物出土状況

Pl,71 Cross sections and view at AOE4
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7 深掘 8区  東壁セクション (西 から) 8 BK7区 遺物出土状況 (北東から)

277



r    ｀「ヽ 41      サ

・ぶ■lI
l  l 号滞tク ション (ll illlか ら) 2 1号土坑セクション (束から)

| lr■ |,!

2号 11ウtセ クション (束 から)

― |す.,       |

6 3ケ 1二坑セクショレ

ｒャ
一
「「，
ェ
・・‐ ‥‐・＼
一一

騨

:Ov  
―

尋:

ン
一

イ一
イ

.才
 ,i

等墓舞ィI

5 2号 !と 坑ケと〕1状 |)と (由 束から)
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図版73 青葉山遣跡 E地点第 4次調査検出遺構(2)

P173 Features at AOE4(2)
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図版74 青葉山遺跡E地点第 4次調査検出遺構(3)

Pl.74 Features at AOE4(3)

3 ピット7セ クション (南か ら) (西か ら)

6 ピット10セ クション (北から)

8. ピット12セ クション (北から)
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Pl.75 Pottery and stone implements from AOE4



報 告 書 抄 録

ふ  り  が  な とうほくだいがくまいぞうぶんかざいちょうさねんぽう

書 名 東北大学埋蔵文化財調査年報

一昌 圭 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シ リ ー ズ 番 号

編 著 者 名 須藤 隆・藤沢 敦・関根達人・奈良佳子・玉橋さやか 。内藤俊彦・北野信彦

編 集 機 関 東北大学埋蔵文化財調査研究センター

所 在 地 〒980お577 宮城県仙台市青葉区片平二丁目1-l  TEL 022-21子 ゆ95

発 行 年 月 日 西暦2000年 3月 31日

ふ りが な
所収遺跡名

ふりがな
所 在 地

コ ー ド

】ヒ糸革 東経 調 査 期 間
調査面積

∬
調 査 原 因

市町村 遺跡番号

仙台城跡 宮城県

仙台市

青葉区川内

04100 01033 ぽ

∬

ぜ

140°

51'

20‖

199510.30・ 31

199511.27-11.30

199512.8-1996.4.11

理学部附属植物園本館新営

仙台城

二の丸北方

武家屋敷跡

宮城県

仙台市

青葉区川内

04100 01033 ぴ

∬

ダ

140°

51'

26‖

199531´▼831

1995,12.18-

19964.10

1,143 課外活動施設新営

青葉山遺跡

E地点

宮城県

仙台市

青葉区荒巻

字青葉

04100 01443 38°

151

17‖

140°

501

24‖

1995724-1215

199631-42

理学部研究実験棟新営

所収遺跡名 種  別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

仙台城

二の九跡

第■地点

城館 近世 池状遺構・ピット 瓦

仙台城

二の丸北方

武家屋敷跡

第4地点

武家屋敷 近世・縄文・弥生・古代 建物跡・掘立柱列・

池状遺構・溝・井戸・

土坑・ピット多数・畑跡

陶磁器・土器・瓦・

土製品 。金属製品・

石製品 。石器

近世初頭の地鎮遺構

柿右衛円様式の色絵鉢

近世の漆紙文書

青葉山遺跡

E地点

第 4次調査

集落跡 縄文 (早・晩) 土坑 5基 縄文土器・石器・土師器

282



研 究 編

東北大学構内 (仙台城二の丸跡)遺跡出土漆器資料の材質 と製作技法

くらしき作陽大学 食文化学部  北 野 信 彦

1. は じめに

東北大学構内遺跡からは江戸時代各年代にわたる仙台城二の丸御殿 (中奥地点)関連の遺構・遺物が多数検出

され、その内には漆器資料も多く含まれている。今回、東北大学埋蔵文化財調査研究センターの御厚意により、

これら漆器資料の材質と製作技法について自然科学的手法を用いた調査を行う機会を得た。本稿ではこの調査結

果および、そこから派生する幾つかの諸問題について報告する。

2.出土漆器資料の調査

各種出土生活什器の内でも飲食器 (椀・蓋・皿類)は、衣 。食・住のなかにおいて「食」 という我々の日常・

非日常の生活の在 り方と密接に関わる資料 (物質文化財)である。それと即応するためか遺跡から出土する什器

類の内、漆器・ 陶磁器ともに飲食器が占める割合が極めて高い。このような飲食器資料の材質や製作技法と、使

用階層や使用状況 との関連性が把握されれば、これらが出土した遺構。遺跡の性格、即ちそこで生活していた人々

の暮らしぶりの一端がある程度推定されよう。特に漆器資料は、陶磁器資料 と比較して、木胎・塗 り。加飾等、

材質や製作技法に関する属性が多 く、これらの品質は自然科学的手法による調査によって、より客観的にとらえ

やすい。そのためこのような漆器資料の材質 と製作技法を調査することは、個々の資料の性格を正確に把握する

上で有効な方法であり、これらが出上した遺構 。遺跡の性格自体を考える上でも意味があるものと考えている。

本稿では、これら漆器資料の形態、漆塗 り面の状況を表面観察した後、(1)用材選択、(2)木取 り方法、(3)漆膜面の

漆塗 り構造、(4)色漆の使用顔料、低)蒔絵材料、等の項目別に自然科学的な手法を用いた分析を行った。まず、そ

の調査方法と調査結果を記す。

(1)調査方法

・用材選択 (樹種同定)

樹種の同定作業は、出土木材の細胞組織の特徴を生物顕微鏡で観察し、その結果を新材 と比較することでなさ

れる。試料は、カミソリの刃を用いて遺物本体をできるだけ損傷しないように、破切面などオリジナルでない

面から木口、柾日、板目の三方向の切片を作成した。切片はキシレン・ サフラエンにより脱水および染色して

検鏡プレパラートに仕上げた。

・木取 り方法

挽き物類である漆器の木取り方法の調査は、樹種同定の切片作成時に細胞組織の方向を生物顕微鏡で確認する

ことで、同時に行なった。

・漆膜面の塗 り構造

まず肉眼で漆器資料の漆塗 り表面の状態を観察した後、簡易顕微鏡を用いた細部の観察を行なった。次に l lnlll×

3 11ull程度の漆膜片を漆器資料から採取して合成樹】旨 (エ ポキシ系樹】旨/ア ラルダイ トGY1251JP,ハ ードナー

HY837)に包埋した後、断面を研磨し、漆膜の厚さ・塗 り重ね構造・顔料粒子の大きさ。下地の状態等につい

て金属顕微鏡による観察を行った。

・色漆の使用顔料および蒔絵材料の定性分析

色漆に用いられた顔料および蒔絵材料である金属粉の無機物に関する定性分析には、先の漆膜片をカーボン台

に取 り付け、日立製作所 S415型の走査電子顕微鏡に堀場製作所 EMAX-2000エネルギー分散型電子線分析装

置 (EPMA・ 電子線マイクロアナライザー)を連動させて用いた。分析設定時間は500秒 とした。



12)調査結果

今回、調査を行った深器資料は、椀・蓋・皿型を中心とした挽き物類および塗箱や膳部材の板物類、さらには

杓子・ヘラ類、塗櫛、塗下駄等の生活什器類の合計104点である。共伴陶磁器の編年観や出土状況および出土層位

の観察から、これらの帰属年代は、近世初頭から幕末期にわたる 1～ 4期に分類され、その内訳は、第 1期 (17

世紀初頭～元和期 :1600～ 1638年 の二の丸跡整地層下層)の 29点、第2期 (元禄期の二の丸御殿改造期)の 16点、

第 3期 (18世紀後葉)の 27点、第4期 (18世紀末～19世紀中葉)の 32点である。以下、各項目別の調査結果を述べ

る (Table,1)。

(用材選択)

本漆器資料の内、挽き物類である椀・蓋・皿等の樹種には、ブナ科ブナ、 トチノキ科 トチノキ、ニレ科ケヤキ、

モクセイ科シオジ、モクレン科コブシ、等の広棄樹 5種類が、塗箱や膳部材等の板物類にはヒノキ科ヒノキ、ス

ギ科スギ、マツ科マツ、等の針葉樹材 3種類が確認された。また、杓子やヘラ類にはブナ科ブナ、ブナ科クリ材

が、塗櫛にはイスノキ科イスノキ、さらには塗下駄にはブナ科ヨナラ節、ミズキ科ミズキ、バラ科サクラ亜属、

等のいずれも広葉樹材が、箸にはタケ材が確認された。これらの木材の組織、工作の難易、割れ狂い、色光沢、

塗り等を考慮に入れて分類すると(Table 2)とこ示すようになり、それぞれの用途に即した用材選択が為されてい

る (注 1)。 さらにこれらの用材選択の傾向をみてみると、吟味された最優材であるケヤキ。シオジ・ヒノキ材な

どと、加工や入手の容易さという大量生産の点からみて一般性が高いと考えられる適材のトチノキ。ブナ・スギ・

マツ材の 2つのグループに分かれた。そして本漆器資料の内、椀・蓋・皿等の挽き物類 (104点 中77点)では、前

者のケヤキ・ シオジ材は 7点 (9.1%)、 後者の トチノキ 。ブナ材は68点 (88.3%)で、後者の比率が大きい。とり

わけブナ材は、挽き物類全体の88.0%の出現比率を占め、圧倒的に利用度が高かつた(Photo.1)。

報告者によるこれまでの全国115遺跡、合計16,009点 の出土漆器資料の用材選択性に関する調査結果では、挽き

物である漆器椀・蓋・皿類の樹種には、ケヤキ (江戸時代前期段階ではシオジ材が多い)。 トチノキ 。ブナの3樹

種の占有率が高 く一般的である。ところが全国を大きく8ブロックの地区に分けて材の使用比率を集計 してみる

と、それぞれの頻度の様相は地域により若干異なる事が窺える。すなわち東北地区ではブナ材の使用が卓越して

おり、北海道・北陸・山陰地区ではブナ材優勢ながらもトチノキ材使用も多い。一方、江戸市中 。東海 。近畿・

山陽地区ではやや トチノキ材使用が多い傾向が見出された (Fig。 1)(注 2)。 この結果を参考にして本漆器資料の

用材の使用状況をみてみると、いずれの年代の資料群においても東北地区の特徴であるブナ材の使用比率が高 く、

これまでの調査結果を裏付ける結果となった。

(本取 り方法)

挽き物類の木取 り方法は、横木地と竪木地に大別され、その大半は板目取 りもしくは柾目取 りの横木地であっ

た。挽き物類である近世出土漆器の木取 り方法は、竪木地に比較して横木地を用いる例が大半であり、竪木地の

場合も木芯を外した材を利用する例が一般的である(Fig 2)。 これは木材の割れ狂い、収縮等を考慮に入れて漆器

自体の品質を重視したため、不都合な木取り方法が自然淘汰された結果と考えている (注 3)。

本漆器資料の木取 り方法をそれぞれの樹種との関連性でみてみると、本資料の大多数を占めるブナ材は、いず

れも横木地柾目取 りであった。一般にトチノキ材は、芯を中心にして割れ狂いの多い赤味 (心材)が広が り、表

皮に近い部分にシラタとよばれる白い部分 (辺材)がある。シラタは、多 く取れても四寸 (約12cm)程度しか利

用できないので、椀木地ではおのずと椀を伏せたような形で木地を取る板目取 りの方法が適している。一方、ブ

ナ材は芯に近いところまで利用が可能なので、木の狂いが少なく木地が多 く取れる柾目取 りの方法 (ブ ンギリ)

が適している。という福島県奥会津および岩手県安代町 。浄法寺町周辺で採集された口承資料がある (注4)。 こ

の点からも、本漆器資料の本胎製作の工程が、一貫してそれぞれ材の性質を考慮に入れた可能性が指摘されよう。

(漆膜面の塗 り構造)



漆器表面の漆塗 り技法は、大きく分けて無文様で地塗 りのみの資料 と、家紋等の漆絵文様を地外面に描 く資料、

さらには蒔絵等きわめて高度な漆工技法をもつ資料に分かれた。これらの漆膜面の塗り構造、特に、各漆器の堅

牢性を知る目安 となる木胎 と漆塗 り層との間の下地層を定性分析してみると、ピークがほとんど見出だされない

資料と、粘土鉱物もしくは珪藻土の構成要素に近いピークが認められる資料の 2種類に分けられた。これらをさ

らに金属顕微鏡で観察することにより、前者を炭粉を柿渋などに混ぜて用いる炭粉下地、後者を細かい粘土もし

くは珪藻上を生漆に混ぜて用いるサビ下地 (堅下地もしくは本下地ともいう)であると認識した (注 5)。

次に、地の漆塗 り層は、いずれも1層塗 りから3～ 4層塗 りまで見出だされ、簡素で一般的な日用漆器の塗 り

構造を持つ資料が中心である (注 6)。 そして加飾は、いずれも地の上塗 り層の上に描かれていた (Fig。 3)。 しか

し一部の資料では、口縁部に布着せ補強を施したり、精緻な蒔絵等の加飾が施されるなど極めて高度な漆工技術

が見出だされており、品質の多様
′Lも 見い出された。また一部の資料には塗 り直し補修の痕跡が確認されており、

これらが長期間大切に使用されてきたことも理解された (Photo.2)。

(色漆の性質)

赤色系漆の使用顔料は、定性分析 と顕微鏡観察の結果、それぞれベンガラ (酸化第二鉄 Fe203)、 朱 (水銀朱

HgS)、 の二種類の異なる赤色顔料を用いた赤色系漆であると理解した(Fig.4.1～ 4.3)。 ベンガラ・朱 ともに赤色系

顔料 としての歴史は古い。しかし近世漆器の色漆顔料 としては、幕府朱座を中心とした統制物資であった朱に上ヒ

較して、江戸時代中期以降、人造ベンガラの工業生産化により量産体制が確立するベンガラの方が廉価で一般的

となる(注 7)。 本漆器資料の場合も、各年代別に朱とベンガラの遣いわけ比率をみてみると、近世初頭～江戸時

代前期段階の資料群 (第 1期)では朱の使用比率が高いが、その後の第 2～ 3期ではベンガラの使用が高 くなる傾

向がみられる。さらには、簡素で一般的な塗 り構造を持つ資料にはベンガラを、堅牢で複雑な多層塗 り構造を持

つ資料には朱を使用するというような明らかな朱・ベンガラの使い分け事例も見出された。これらの事例の背景

にはやはり先の赤色系顔料の調達や価格の問題が反映しているものであろう。

次に緑色系漆の使用顔料についてみてみる。緑色系漆の定性分析結果では、いずれも石黄 (硫化ヒ素 :As233)

が検出された。顕微鏡観察でも藍等の天然染料で青色に着色した漆の中に石黄 (黄色)力 混ゞ入してあり、青と責

色で緑色の発色をつ くる江戸時代後期 (18世紀中期)以降に見られる当時の色漆の漆工技術の一端が確認された。

(蒔絵加飾材料の材質)

表面観察において金粉 (金箔)に よるとみられる家紋や絵柄等の蒔絵加飾部分を定性分析した結果、Au(金 )

が認められる資料の他、Ag(銀 )、 Sn(ス ズ)の それぞれ異なる材質が見出だされた (Fig.4.4～ 4.8)。 このことは、

本漆器資料の蒔絵加飾には、実際の金 (Au)自 体を用いる例の他、銀粉や代用金粉である錫粉 (箔)を使用する

事例があったことを示していよう。さて、江戸期の各種文献資料からは、漆器に蒔絵や梨子地等のカロ飾を施すこ

と自体、寛文年間以降しばしば発せられる奢修禁止令によって各社会階層毎に厳しく制限されていたこと(注 8)

や、これら金 。銀 。錫等の材質別の蒔絵漆器に、明確な価格差が存在したこと (注 9)等が、知られる。この点

に関連して、本漆器資料をはじめとする各遺跡の蒔絵滲器資料の材質別使用比率を集計してみると、いずれの遺

跡。年代の一括資料の場合でも、基本的には金 (Au)自 体を使用した蒔絵漆器は数%程度で少なく、大半は代用

金粉である錫粉や石黄粉、もしくは銀粉 (Ag)であった。この結果は、各資料の製作年代の違いとともに、奢修

禁止令による各社会階層別の蒔絵・梨子地等カロ飾漆器の使用や、所有・調達に関する制限、さらには基本的な価

格の違い等が複雑に影響していることを示していよう。いずれにしても、このような赤色系漆の使用顔料や蒔絵

粉の材質の問題は、個々の資料の性格を考える上でも大変示唆的である。

3.考 察

以上、前章では項目別に各出土漆器資料の材質および製作技法の在り方をみた。その結果、本漆器資料は、木



胎・漆塗 り技法・使用顔料 ともに簡素な素材からなる極めて一般的で廉価な日常什器類から、吟味された素材か

らなる堅牢で複雑な漆工技法を有する優品資料に至るまで、幾つかのランク別のグループに分類された。このよ

うな漆器資料のグループ毎の違いは、文化的背景を含むそれぞれの漆器資料の製作年代、これら什器を使用しさ

らには投棄した使用階層の社会的・経済的背景 (生活様式)、 地域性、什器類の使用目的や方法、さらには個々の

漆器生産地の製作技術、等さまざまな条件が反映されたものであろう。さて、近世漆器の場合、木胎製作の工程

(樹種選択性や木取 り方法)の品質程度の優劣 と、漆工の工程 (下地を含めた漆塗 り構造や使用顔料)の品質の

優劣には強い相関関係がみられる場合が多い。すなわち、木胎にケヤキ材などの最良材を用いた漆器では、サビ

下地～回縁部等には布着せ補強を施すなどの堅牢で複雑な多層塗 り構造、さらには朱や金自体などの吟味された

材料を用いる例が多い。一方、ブナ材などの一般的な用材選択が為された漆器には、炭粉下地に上塗 りの漆層が

1～ 2層程度の簡便な技法が採用され、かつベンガラ等の廉価な材料を用いる例が多い。この点を考慮にいれて

今回の調査結果をみてみると、資料配58を はじめとする幾例かは、極めて堅牢で複雑な多層漆塗 り構造を有しな

がらも東北地区では汎用性が高いブナ材を用いており、本資料群の特徴の一つといえる。さらに、これらを各年

代の一括資料毎に把握するために、最も一般的な 8つ の材質や製作技法上の優劣ランクの項目を抽出し、それぞ

れの比率を総出現数の中で集計した(注10)。 その結果、生産技術面からみた本漆器資料の全体的な組成の傾向は、

仙台城関連資料をはじめとする東北地区における各遺跡出土資料および漆器生産地関連の民具資料のそれとは基

本的には大差が無いが、江戸市中における東北諸藩の藩邸である仙台藩伊達家屋敷跡の汐留遺跡および南部八戸

藩屋敷跡の林野庁跡地遺跡のそれとは異なっていた。この結果からは、本漆器資料の主流を占める椀・蓋・皿類

は、『江戸表』や F京。上方』から調達された什器類よりも、東北地区の『国元』で賄われたものである可能性が

拍酵築さ″tる (Fig.5)。

なお、本漆器資料はいずれの年代でも実用に即した一般的な漆器が中心である(注■)が、他の武家地関連遺跡

出土漆器資料のそれらに比較してみると、第3期の一括資料を中心として優品資料の占有率がやや高い傾向で認め

られた (Fig.6)。 一般に国元における城内御殿や江戸市中における諸大名の藩邸は、それぞれの大名家の私的な

F屋敷』であると同時に、極めて多数の武家社会構成員が勤務する『役所』の性格も同時に有する。そのためか、

大名屋敷 (国元城内御殿や江戸表藩邸)敷地内の土地空間の利用状況を文献史料や絵図面等を参照してみてみる

と、(1)各藩の公的な役回りを行う建物区域 。(2)私的な居住建物区域 (こ れは大名家の居住邸宅 としての御主殿エ

リア・詰人等の長屋居住エリア等に身分別に細分化される)・ (3)各種庭園区域。(4)蔵物置や厩舎等の付属建物区域。

(5)馬場等の使用目的有無にかかわらず存在する空閑地、等、使用目的別な区画が明確にされる。さらにこのよう

な土地空間の中では、それぞれの「時」と「場所」に応じた『什器調達 (注 12)』 や『ゴミ処理』が為されていた

ことも知られており、基本的には主殿空間と詰人空間に代表される空間スペースの利用状況の違いが、出土漆器

資料をはじめとする多 くの出土遺物の検出状況 (ゴ ミ処理問題 も含めて)に規制 として働いた可能性が指摘され

る(注 13)。 すなわち仙台城内二の丸御殿中奥エリアで使用された什器類を中心とする本漆器資料や、同様の性格

を有する金沢城内江戸町遺跡・赤穂城内御殿跡等の出土漆器の性格は、それぞれの御殿内のゴミ処理問題の影響

をある程度反映しているものであろう(注 14)。

今後の課題は、陶磁器類をはじめとする他の共伴遺物や遺構の性格 との相互関連性を総合的に比較・検討して

いくことが挙げられる。この検討作業を行うことが、本出土漆器資料の性格をさらに的確に理解する上で大切な

ことであろう。

4。 (附章)『縦三引両文』の加飾が施 された漆器椀・ 蓋・皿類について

本漆器資料のうち、資料血15,16,17,22,25,26,30,31,32,35の 9点は、地内面や外面に伊達家家紋で

ある『縦三引両文』が赤色漆で豪放に加施された漆器椀・蓋 。皿類である。この『縦三引両文』は、いずれも仙
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台藩では初代政宗～二代藩主の伊達忠宗の時期頃によく用いられていたとされる Fし ない三引』のモチーフであ

り、かつ資料の帰属年代の時代性 もよく合致するため、 これら漆器資料 と伊達家 との関連性は強 く推察されると

ころである (注 15)。 これと同様の『縦三引両文』の加飾が施された漆器資料は、仙台城三の丸跡や仙台北目城跡

等の伊達家関連遺跡からも、やはり近世初頭～前期頃の比較的江戸時代の初期段階の年代観が与えられた資料の

中に幾例か見い出すことができる。本稿では、これら『縦三引両文』のカロ飾が施された漆器資料同士の生産技術

面の関連性を考察する目的で、これまで調査する機会に恵まれた本漆器資料 (9点 )、 仙台城二の丸遺跡 (6点 )、

北目城跡遺跡 (4点 )の 3遺跡合計19点の『縦三ツ引両文』が加飾された出土漆器資料について、相互の調査結

果を比較検討 した(Table.3)。 その結果、これら『縦三ツ引両文』の家紋が施 された漆器資料は、椀・蓋タイプの

資料ではいずれも用材にはブナ科ブナ材の横木地柾 目取 りが、今回の調査結果からは1点 のみではあるが、大型の

鉢タイプの資料に トチノキ科 トチノキの横木地板目取 りが使用されていた。そしてこれらの下地にはいずれも炭

粉下地の上に 1～ 2層上塗 り漆を塗布する基本的にはやや簡便な漆塗 り技法の資料である点では一致 していた。

しかしその一方で、個々の資料の加飾の赤色漆には朱・ ベンガラの異なる赤色顔料の使用 も見い出だされた。 こ

のことからは、同じ『縦三ツ引両文』を力日飾 したほぼ同年代の資料群の中でも個体により若干の生産技術面での

違いが存在 していたようである。なお、伊達家家紋である F縦三ツ引両文』のモチーフ自体は藩主用、伊達家一

族用、上級家臣団用 と各々使用目的に応 じて使い分けが存在 していたことが知 られる(注16)。 このような使用者

と個々の資料の生産技術面 との関連性、さらには個々の漆器の使用目的 (こ こでは漆器の機能)や時代背景など、

幾つかの想定される問題点 との相互関係の解明 も今後の課題の一つといえよう。

(謝 辞 )

本調査を行なうにあた り、東北大学の須藤隆先生、同大学埋蔵文化財調査研究センターの藤沢敦氏、関根達人

氏、奈良県立橿原考古学研究所の今津節生氏をはじめとする多 くの方には、大変お世話になりました。厚 く謝意

を表 します。

(注 )

(1)末沢 (1975)の調査では、近世以降のろくろ挽き物である漆器類の用材には、早晩材の組織の差が少ない広葉樹の散孔

材もしくは環孔材ではあるが靭′性がある材を適材であるとしている。

橋本鉄男 (1979)『 ろくろ ものと人間の文化史31』  法政大学出版局

修)北野信彦 (1996)「近世遺跡出土漆器資料の生産。流通。消費に関する諸問題」『日本考古学協会第62回総会研究発表要

旨集』pp.4952、 日本考古学協会等を参照されたい。

僧)北野信彦 (1993)「 日常生活什器としての近世漆器椀の生産と消費」『食生活と民具』pp.81101、 日本民具学会編 雄

山閣出版、等を参照されたい。

は)須藤 (1982)の調査によると、近世以降の近江系 (小椋谷)木地師による挽き物類の木取り方法は、横木地板目取りは

トチノキ地帯に、同柾目取りはブナ地帯に定着し、その細かい技術は個々の集団に受け継がれてきたとしている。

須藤護 (1982)『 日本人の生活と文化、暮らしの中の木器』日本観光文化研究所編 ぎょうせい

15)サ ビ下地を用いた漆器の生産自体の生産体制が地方の漆器生産においても普及。一般化するのは、漆器の需要とそれに

伴う漆器生産量が増大化した江戸時代後期～幕末期以降のようである。この状況を知る事例 として、近世輪島塗の台頭

や、炭粉下地による廉価な日用漆器の生産では奥州会津,近江日野とともに三大生産地の一つといわれていた紀州黒江生

産地へのサビ下地 (堅地物)技術の導入などがあげられよう。なお一部の資料については細かい粘土や珪藻土をにかわ等

に混ぜて用いる泥下地 (堅下地。本下地より堅牢性に欠ける)の可能性もある。しかし出土資料のにかわと生漆の明確な

科学的識別が技術的に困難な現在、両者をまとめてサビ下地とした。

北野信彦 (1993)「近世出土漆器資料の保存処理に関する問題点・ I一文献史料からみた量産型漆に使用する混和剤を中

心として 」『古文化財の科学 第38号』pp.6579、 古文化財科学研究会

16)こ のような近世漆器の製作技法の在り方を示す民俗事例の1つ に、新潟県糸魚川市大所の小椋丈助氏による実用に即

した近世木地師、漆器椀の製作技法に関する口承資料がある。それによると [上品]布着せ補強 (椀の欠け易い縁や糸じ

りに麻布を巻く)～サビ下地 (砥の粉を生漆に混ぜたサビを二回塗布)～下塗り (生漆)～上塗り (生漆に赤色系顔料も
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しくは黒色系顔料を混ぜた赤色系漆もしくは黒漆)の工程をふみ、人一代は持つ堅牢なもの。[下品]炭粉下地 (柳や松

煙を柿渋に混ぜて用いるサビ下地の代用下地)～上塗り(生漆の使用量を節約するために偽漆である不純物を多く混入し

ている粗悪な漆)。 [中品]下品とほぼ同様の工程をふむが上塗りの漆を濃く塗布したリミガキを丁寧にしたりする。下品

よりかなり持ちが良い。などとしており、各漆器ランク別の工程をよく示している。

文化庁文化財保護部編 (1974)『 木地師の習俗 民俗資料選集2』  国土地理協会

17)江戸時代における朱とベンガラの価格表を検討してみると、江戸時代前期段階には両者海外輸入品が多いためか、本目対

価格差はほとんど見られない。しかし江戸時代後期頃の段階では、両者に約30倍ほどの相対価格差が見られ、とりわけ朱

の高価さと入手困難さが指摘される。

北野信彦 (1994)「近世出土漆器資料の保存処理に関する問題点・II文献史料からみた赤色系漆に使用するベンガラの

製法について 」『古文化財の科学 第39号』pp.93102、 古文化財科学研究会

北野信彦 (1996)「近世出土漆器資料の保存処理に関する問題点・II卜文献史料からみた赤色系深に使用する朱の製法に

ついて 」『文化財保存修復学会誌 第41号』pp.88100、 文化財保存修復学会

偲)江戸時代前期から徐々に定着化しつつあった雛道具類について、享保20年 (1735)の 尾張名古屋城下町の町衆に対する

禁令には、「一、同諸道具、梨子地ハ勿論、蒔絵無用工可仕候、上之道具たりとも、黒塗二可仕候。(名古屋叢書第三巻)」

という記述がみられる。又、武家社会内部でも、万治 3年 (1660)の 紀州徳川家 (御家中祝言道具達)では、藩士のランク

を1万石から200石 までの 8段階に分け、道具揃や仕様を細かく規定している。その上で漆器である貝桶は2400石以下の

者には調達が認められておらず、諸道具の蒔絵仕上げも同様に許されていない。 (南紀徳川史 法令制度第四)

0)寛延四年 (1751)の 『名古屋諸色直段集,寛延四未年小買物諸色直段帳』には、漆器の休漆技法別の価格が記載されて

いる。この史料では、布着せ噛色塗 (上品):常溜塗 (中品):常拭漆塗 (下品)の相対価格差は、約51:3.4:1と算定

される。また、伊勢菰野藩上方家菩提寺である見性寺の見性寺文書には、伊勢桑名の塗物商ぬし興に提出させた見積書が

あるが、それによると家紋加飾に使用された金・銀・錫粉蒔絵の相対価格比率は、約18:6:1と 算定され、いずれの事

例からも材質や政策技法の違いにより、漆器資料には明確な価格差が存在したことが理解される。

北野信彦 (1997)「文献史料からみた近世蒔絵漆器について」F元興寺文化財研究 第61号』、pp1 8、 (財)元興寺文化

財研究所

10 本調査では個々の漆器資料からもっとも一般的な8つ の製作技法上の優劣ランクの項目を抽出しそれぞれの比率を総

個体数の中で計算してその結果をレーダーチャート方式で図化するものである。すなわちレーダー中心軸。上の項目には

一括出土漆器資料の加飾率 (一括の総個体数の中で漆絵や家紋などの装飾を施した資料が占める割合)を取る。その右側

にベンガラ。炭粉下地・ブナ材などのいわゆる廉価で簡素な量産型漆器資料の製作技法の特徴を取り、それと相対する左

側には、朱・サビ下地・ケヤキ材などの優品資料の特徴を示す項目をとる。さらに中心軸・下にランク的にもケヤキ・ブ

ナ材のほぼ中間に位置すると考えられるトナノキ材の占有比率(%)を それぞれ配置した。この配置で示されるレーダー

チャートは、その重点が右に寄るほどランク的に廉価な資料が多いことを、左に寄るほど優品資料の占める割合が高いこ

とを示す。

10 北野信彦 (1990)「近世尾張における生活什器としての出土漆器資料」

『綜合郷土研究所紀要35巻』 pp.8294、 愛知大学

北野信彦 (1993)「 近世武家社会における生活什器としての漆器資料」

北野信彦

北野信彦

北野信彦

『綜合郷土研究所紀要38巻』pp.115134、 愛知大学

(1994)「 近世村方社会における生活什器としての漆器資料」

[綜合郷土研究所紀要39巻』pp.115135、 愛知大学

(1995)「 近世寺域社会における生活什器としての漆器資料」

『綜合郷土研究所紀要40巻』pp.167185、 愛知大学

(1996)「 近世町方社会における生活什器としての漆器資料」

『綜合郷土研究所紀要41巻』pp.119135、 愛知大学

北野信彦 (1998)「近世社家社会における生活什器としての漆器資料」

『綜合郷土研究所紀要43巻』pp.145160、 愛知大学

北野信彦 (1999)「 出土漆器からみた近世初頭から前期における城下町居住者の一性格」

『綜合郷土研究所紀要44巻』pp.113132、 愛知大学

北野信彦 (2000)「 出土漆器からみた江戸市中武家地関連遺跡の一性格」



『綜合郷土研究所紀要45巻』pp.■ 3132、 愛知大学

等を参照されたい。

1か 国元の城内御殿や江戸市中の各藩邸内における各種公的な用向きに使用される什器類の調達は、各藩諸役業務の一環

として行われる場合が多く、藩はこれら諸役を通じて、御用蒔絵師や塗師らの手になる特別な什器類 (婚礼道具や贈答

品。御下賜品)の調達以外は、江戸。国元等の御用漆器商人から十人揃・二十人揃など大量に購入していたものであろう。

この点に関連して寛永16年 (1639)の 長州萩藩毛利家中「江戸御番手付立」|こ は、江戸藩邸内の諸役割り当てが記載されて

おり、陶磁器・桶等の器物一切を保管・管理する「濃物方 (35石以下無給通士)」 、御台所の家具・器物を出納する「家具

方 (25石以下徒士)」 、これらの諸会計事務を司る「算用方 (60石無給通士)」 等の職名が知られる。

山本博文 (1991)『 江戸お留守居役の日記』読売新聞社

また、享保2年 (1717)の 備前庭瀬藩板倉家中文書には、年間必要経費となる御殿女中等の使用飲食器の品目。経費が記

載された定書がある。この文献史料からは、御局同並迄 :上瑯衆同並迄 :茶之間中居半下迄 :徒巳下足軽迄 :下女。中間

の身分別の椀代相対比率は、約9.4:5:3:1.6:1と 算定される。

10 これら漆器資料の性格自体が、非日常のハンの食事に供せられるような特別の飲食器類 (伝世品として長期間大切に保

管管理される場合が多い)と は異なり、普段の食生活で多用され、かつ割合簡単に廃棄されたであろう什器類、すなわち

(1)通常のゴミ処理や不用品の投棄、12)屋敷立て替えに伴う什器払い、13)火災や地震等の不測の事態 (災害)に伴う一括廃

棄、等に伴う不用品の廃棄資料が中心であることに由来しよう。

こり 個々の出土漆器資料の分析結果は、既刊の下記発掘調査報告書の項目を参照されたい。

北野信彦 (1992)「仙台城三の丸跡出土漆器資料の製作技法」『イ山台市博物館調査研究報告 12』 pp.7886,仙台博物館

北野信彦 (1992)「 特別名勝 兼六園内出土漆器資料の製作技法」『特別名勝 兼六園 (江戸町推定地)発掘調査報告』

pp 73 85、 石川県立埋蔵文化財センター

北野信彦 (1995)「出土漆器資料の製作技法」『清洲城下町遺跡 5』 pp 124 139,愛 知県埋蔵文化財センター

北野信彦 (1997)「汐留遺跡出土漆器資料の製作技法」『汐留遺跡 1』 pp 87 137、 東京都埋蔵文化財センター

19 『しない三引両文』は、特に仙台藩二代藩主の伊達忠宗が好んで用いたとされている。

高橋あけみ(1996)「 2章 近世四 伊達家をめぐる美術 伊達家の漆工」『仙台市史 特別編3』 pp.259276

QO それ以降の年代の資料においても『縦三引両文』の力日飾が施された漆器資料をはじめとする什器類は、あるものは伊達

家ゆかりの大名諸道具として、あるものは伊達家からの御下賜品として、仙台領内を中心に伝世しているものが幾例か官

見される。また出土資料においても、江戸表に位置する仙台藩邸跡 (汐留遺跡)や伊達家菩提寺の一つである寺域内遺

跡からも同様の『縦三引両文』が飾された什器類や軒丸瓦等が多数検出されている (Photo.3)。

(引 用文献)

(1)沢口悟一 : “日本漆工の研究"(1966)、 美術出版社。

磁)光芸出版社編 (1978)Fう るし工芸辞典』
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TaЫel-1 出土漆器資料観察表 但)

NQ 器 形 樹 種 木取
表面塗 り技法 使 用 顔 料 漆塗構造

備  考 年 代 観
内 外 文  様 内 外 文  様 内 外

1

2

3

4

5,1

5,2

6

7

8

9

10

11,1

11,2

12

13

14

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (蓋 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀破片

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀破片

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ノナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

プナ

ブナ

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

赤

赤

赤

黒

赤

赤

里

赤

塁

赤

赤

赤

里

赤

赤

黒

里

黒

塁

赤

里

赤

赤

黒

赤

里

塁

赤

外一紋―銀

外―紋―赤

内外―絵―赤

内外―絵―赤

外―絵―赤

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱

ベンガラ

Ag+ベ ンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

3

1

1

3

1

1

1

2

1

8

1

1

1

2

5

1

3

1

2

4

1

1

1

2

1

8

1

1

1

2

6

1

高台内黒

布着せ補強

4,9,12:17ct

上記以外 :

17ct末葉

(元禄年間)

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

椀 (蓋 )

椀 (蓋 )

椀 (蓋 )

椀 (身 )

椀 (蓋 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (蓋 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

皿

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (蓋 )

椀 (蓋 )

椀 (身 )

皿

椀 (身 )

皿

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

シオジ

ノナ

ブナ

プナ

シオジ

プナ

プナ

ブナ

ブナ

ブナ

シオジ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

プナ

ブナ

ケヤキ

ケヤキ

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

A
A

黒

黒

黒

里
量

茎

〔
黒

塁
茎

〔
赤

黒

黒

赤

赤

黒

黒

黒

赤

赤

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

塁
萱

〔
黒

黒

黒

赤

黒

黒

黒

黒

塁
重

ヽ
黒

内外―紋―赤

内外―紋―赤

内外―紋―赤

内外―絵―赤

内外―絵―赤

内外―紋―赤

外―絵―赤

内―絵―赤

内外―紋―赤

外―絵―赤

内―紋―赤

内一紋―赤

外―紋―赤

内―絵―赤

内外―絵―赤

内外―給―赤

内外―絵―赤

内一絵―赤・茶

ベンガラ

ベンガラ

朱

ベンガラ

ベンガラ

朱

朱十ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱

朱

朱

朱

朱+ベ ンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱

ベンガラ

朱

朱・ベンガラ潤み

2

2

2

2

5

1

2

2

5

1

2

2

1

1

5

2

2

1

2

2

2

2

2

5

7

2

2

2

2

5

1

2

2

5

2

1

2

1

1

5

1

1

2

2

2

2

1

5

7

三ツ引両文

三ツ引両文

三ツ引両文

油煙

三ツ引両文

油煙

三ツ引両文

油煙

三ツ引両文

三ツ引両文

三ツ引両文

三ツ引両文

布着せ補強

17ct初頭

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (蓋 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (蓋 )

椀 (蓋 )

椀 (蓋 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (蓋 )

椀 (身 )

椀 (蓋 )

椀 (蓋 )

椀 (身 )

皿

皿 (盆 )

椀 (身 )

ブナ

ケヤキ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

プナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

トチノキ

プナ

ブナ

ブナ

ブナ

プナ

ブナ

B

B

B

B

B

A
B

B

B

B

B

B

A
B

B

B

B

B

B

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

黒

赤

赤

赤

黒

赤

赤

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

里
量

〔
赤

黒

黒

緑

里
〔
黒

外―紋―赤

外―絵―赤

外―紋―赤

外―紋―銀

外―紋―銀

外―絵―赤

外―絵―赤

外―紋―赤

外―絵―赤

外―絵―赤

外―絵―赤緑金

外―紋―赤

ベンガラ

朱・ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ム +S/ア イ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

地

推

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱・Au・ As+S/ア イ

ベンガラ

1

7

1

1

5

1

1

5

5

1

1

1

5

1

1

1

1

3

7

1

7

2

2

6

2

2

6

6

2

1

1

5

1

2

2

4

3

8

布着せ補強

油煙

油煙

墨書銘

多層塗り

18ct後葉

59

60

61

椀

椀

椀

身

身

身

ケヤキ

ブナ

ブナ

B

B

B

赤

赤

赤

赤

赤

堅

ベンガラ潤み

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

層
一
１
　
１

多 7+7

1

1

塗り直し? 19ct前～

幕末



Tablel-2 (2)

No 器 形 樹 種 木取
表面塗 り技法 使 用 顔 料 漆 塗 構 造

備  考 年 代 観
内 外 文  様 内 外 文  様 内 外

62

63

64

65

66

67

68

69

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (身 )

椀 (董 )

皿

椀 (身 )

椀 (蓋 )

椀 (蓋 )

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

コプシ

ブナ

ブナ

ブナ

B

B

B

B

C

B

B

B

赤

赤

赤

赤

塁

赤

塁

赤

黒

黒

黒

赤

里
〔
赤

黒

黒

外―絵―金。黒

外―線文―黒

外―絵―赤金

朱・ベンガラ

朱・ベンガラ

朱・ベンガラ

朱

朱

ベンガラ

ベンガラ

朱

朱

AJ十 クロ

λЛ・ベンガラ

1

1

3

4

5

4

1

2

塗 り直し?

高蒔絵

油煙

70

71

72

73

容器 ?

子器 (身 )

手器 (蓋 )

不明

プナ

不明

ブナ

ブナ

B

B

B

赤

赤

赤

黒

黒

黒

黒

黒

外―絵―赤

外―文字―赤

朱

ベンガラ

朱

ベンガラ

朱

1

1

1

1

1

2

3

2

17ct初～17ct前葉

74

75

76

鏡箱片

ヘラ?

苺托台破ナ

針葉樹材

針葉樹材

ブナ B

透

赤

茶

透

茶

ベンガラ

ベンガラ潤み As+S

1

5

1

1

5

1

18ct後棄

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

不明

杓子

不明

不明

箱枕

手器 (蓋 )

不明部材

膳側板?

不明部材

不明部材

不明

不明

箱物部材

箱物部材

鏡箱部材

ヒノキ

クリ

ブナ

クリ

クリ

クリ

針葉樹材

プナ

針葉樹材

マツ

スギ

スギ

ブナ

針葉村材

ヒノキ

ヒノキ

スギ

B

B

A

B

A

黒

赤

赤

赤

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

透

黒

黒

塁
量

萱

ヽ
赤

黒

塁
萱

萱

〔
黒

黒

塁
量

〔
黒

黒

透

外―絵一赤金緑

外―縁―金

外―絵―金・赤

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ

ベンガラ染 ベンガラ染

ベンガラ・AЛ・氏十S

Au

Au十ベンガラ・朱

油煙

油煙

油煙

柄―黒・油煙

油煙

油煙

油煙

油煙

蒔絵

77～ 92:

19ct前葉～幕末

93:18ct後 葉

塗箸破片

塗櫛

塗櫛

タケ

イスノキ

イスノキ

赤

黒

黒

赤

黒

黒

外―絵―赤・銀

外―絵―赤・銀

ベンガラ ベンガラ

SN・ ベンガラ

SN・ ベンガラ

1

1

1

1

2

2

油煙

銀箔絵

18∝ 後葉

不明 ミズキ科 黒 塁
（

ベンガラ染 1 1 19ct前中

塗下駄

塗下駄

広散孔材

サクラ亜

A
A

赤

赤

黒

赤

ベンガラ

ベンガラ ベンガラ

5

1

5

1

18ct後葉

塗下駄

板物足

板物盤

ヨナラ節

針葉樹材

スギ

一
　

一
　

一

黒

透

透

黒

透

透 ベンガラ染 ベンガラ染

1

1

1

1

1

1

油煙

19ct前～

幕末

サビT地

北海道地域

(資料数221点 )

江戸市中地域

(資料数5930点 )

炭下地 サピT地

炭下地 チビイ 地

東海地域
(資料数1231点 )

炭下地 サピ下地

炭下地 サビ下地

近畿・山陽地域
(資料数1633点 )

炭下地 サビ下地

炭下地 サヒT地

ケヤキ

Fig l

北陸・山陰地域
(資料数646点 )

looVJIl飾
41(%)

292

サビ下地

地域別出土漆器資料の組成 (集計例 。18～ 1 9ct)



圃 ▽ 闇
柾目取

(2)竪木地

柾目取 (ニ ソ割)板目取 (追取)

1 横木地と竪木地の要領

(末沢春一郎「近世以降木地師の
ロクロ製品技術の研究」原図)

日g,2 近世以降の漆器

2 近世会津木地師の木取りの方法

須藤 (1982)よ り原図引用

(挽 き物類)木取 り方法

(1)横 木地 ――

ё===事
蓬事一

鍔

   〔ヲ

И望笙《墾≦峯

手

タ

U    l
(‐

―

   合ヽ  1オ カタギリ

心持ち 心抜 き

Ａ
環
孔
材

a.ケ ヤキ系
ニ レ、ケヤキ、シオジ、ハ リギク、クリ、

ヤマグワなど

木目が明瞭に表れる。堅硬であるが朝性もあり、本皿など薄手

物に適する。

B

散

子し

材

b サクラ、カエデ系

イタヤカエデその他のカエデ類、ヤマザク

ラ、ウワミズザクラ、ミズメなど

白木で美しい光沢があり、白木地物にも適してる。割れ狂いが

少なくて、やや堅さはあるが、加工は容易。下地が少量で足りる

ので、塗り物にもっと適する。

c,ブナ、 トチノキ系

トチノキ、ブナ、ミズキ、カツラ、ホオ ノ

キ、など

軟かくて加工は容易であるが、乾燦が難しくて狂いも多い。し

かし、大量に入手できるので使用量は大である。

d エゴノキ系
エゴノキ、アオハダなど

白い経軟で加工が容易である。仕上げは見た目にもよく、彩色

もし易いので、玩具、小物等に向いている。とくにエゴノキは大

材を得られないが、割れにくいので使用に適する。

TaЫ e 2 ろくろ挽き物の用材分類一覧表

漆

炭粉下地

木胎

漆
サピ下地
木胎

漆
漆

漆
サビ下地

木胎

文様漆
漆

炭粉下地

木胎

漆

漆

炭粉下地

木胎

漆

漆
サピ下地

木胎

文様漆

漆
サビ下地

炭粉下地

木胎

文様漆
漆
漆

炭粉下地

木胎

文様漆
漆
漆
サビ下地

木胎

文様漆
漆

サビ下地

木胎

漆

サビ下地

炭粉下地

木胎

漆

漆

漆

サビ下地

炭粉下地

木胎

日g,3 漆塗り構造の分類



No 8 赤色系漆 (× 200) No 76 黄色系漆 (× 200)

No 20 黒色系漆 (× 200) No 84 黒色系漆 (× 100)

No 56 加飾漆器 (石黄)(× 200)

No 46 蒔絵加飾漆器 (銀蒔絵)(× 100)

No 56 蒔絵加飾漆器 (緑色系 i石黄 +藍 )(× 200)

No 92 蒔絵加飾漆器 (金 +銀 :青金蒔絵)(× 100)

Photo 2-1 漆器膜面の塗り構造 (顕微鏡写真)(1)



No.41 赤色系漆 (× loo) No.41 同左拡大 (× 200)

No 59 赤色系漆 (塗 りなおし補修)(× loo) No 59 赤色系漆 (塗 りなおし補修)(× 100)

No.59 赤色系漆 (多層塗り構造)(× 50) No 58 布着せ補強の状態 (× 50)

No.9 布着せ繊維部分の拡大 (× 300) No 39 布着せ繊維部分の拡大 (× 300)

Photo 2-2 漆器膜面の塗り構造 (顕微鏡写真)(2)



①赤色系漆 ベンガラ (Fe2° 3)

③赤色系漆 朱十ベンガラ (HgStt Fe20 9)

⑤蒔絵粉材料 金

⑦時絵粉材料 銀 (Ag)

②赤色系漆 朱 (HgS)

⑥蒔絵粉材料 石黄 (硫化ヒ素As2S3)

Fig 4 電子線マイク回アナライザーの分析結果



朱ゝ鞘イ壁笙与;苺ごか
仙台城三の丸跡
Ⅲ (資料数40点 )

人戸藩上屋敷跡
(資料数177点 )

北目城跡
(資料数85点 )

サビF地 中 T'歳
粋

」‐~つ
炭 F地

赤穂城本丸御殿跡
(資料数72点 )

ケヤキ

特別名勝 金沢城兼六国内跡
(資料数35点 )

ヘンガラ

上浅川遺跡
(資料数24点 )

炭 F地 サビド地

ナビド地

ケヤキ

Fig 5

ナビ下地 |す T,]

ケヤキ

本遺跡をはじめとする各遺跡出土漆器資料の組成

Ⅲ期
(資料数27点 )

ベンガラ

炭下地

炭下地 サビ下地

年代別漆器資料の組成

縦三引両文が加飾 された什器類の一例

『縦三引両文』が加飾 された漆器資料観察表

仙台藩伊達家墓所跡出土胞衣桶 (右 )と 同容器 (左 )

Photo 3

Table 3

100刹 飾率 (%)
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(資料数13点 )
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付図 1 分析した仙台城二の丸跡出上の漆器 (1)
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図中の番号はTable lの番号に一致する S=1:6
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付図 2 分析した仙台城二の丸跡出上の漆器 (2)
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付図3 分析した仙台城この丸跡出土の漆器 (3)
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